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自家絡め新葱牧

ク 床 材
美 し く 丈 夫 な プ ラ ス チ ッ

ネ土

ｾ ｲｴ＠ (202)  1  3  0  1  

;rL (74) 8  9  9  2  

ふ

冨

東 京 本 社 東京郁中央区八1 [ ¥洲 6 ー l 屯 ( 281) 0 2  1  1  大 阪 支 広 大 阪 市 東 区 出 回 紛 5 ー 1

名古屋営業所 名古屋市中区御幸本田JjJjjリ 9 - 8 ;屯 ω 0945 ・4414 掴 岡 出 張 所 柄 岡 市 防 口 町 1 5 ー l

株績手方' 東日

リノリ2，. - 6
皆様の設計と施工K 東洋の床材

イルリノ

1::ヲートqイル

スポンジシート

'1 

。ソフトな感触

。優秀な耐久力

。 美 し い 色 彩

東洋リノリユーム株式会社

大 阪 ・ 大阪市南区 ＩＱ 関 ｾｉ｛ 汀通 Ｔ 丁目Ｈ 三 和 ヒソレ〉

(27)  5  0  5  1  (代〉

東京 ・束 京 都 中 央 区 銀 座 4 (三和ピノレ)

( 561)  2  5  6  7  

カ

タ

ロ

グ

進

呈



は 新 時 代 の 形 鋼
新 時 代 の 建 設 に

s  .  

NKK- T 形鋼

易

富

'  用 圃 各 種 1 ，H ， T 形 鋼 用

. 各種オープンクエプ材用

途 . 非 対 称 断 面 形 鋼 用

接 が 容

イ ズ が 豊

特 . 溶

長 圃 ヲナ
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七年間研究の成果

， .  

本社 ・工場 大阪市大法区大仁西 宮ー l 電 (45) 1  9  7  5  (代}

東京宮轟所 車草郡中央区八重洲 6 - 7 喧ω 1)7787 (代 )31曲

九州営韓所 小 富 市 宮 野 5 2 5 電 ( 5) 4  8'  6  2  

重 油 災 許 可 な し で

伝 熱 面 積 5 0 m2以 下 で

蒸 発 量 3. 5 Ton 以 上

ポ イ ラ 効 率 85 % 以 上

⑪主主苧川議エ所



. あ な た の 忠 実 な ・ ・

ド ア ー ボ ー イ /

米 紫 綬 寝 象 に 輝 〈 米

日 ・ 米 ・ 笑 ・ 独 ， 各 国 特 許

- - 咽L 一一一一一一ーをヨ切回咽園田副諸鋤幽H " M藍旬 、"  ι  

畠 哩 由 宇

t i 7・苧Z噌"

g 本 金 異 製 作 所

製 造 元 少' ( /( 'ヲ工業株式曾誌

ノ亜 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し た

キ ン グ ス プ リ ン グ シ ヤ y タ ー

型 状 優 美

故 障 絶 無

ｊｊ えかい附まで ｉｾＧ をくば》た… Ｍ

. ス プ リ ン グ ゾヤ ッタ 一 回 重 立 ス プ リ ングシ ヤ y ター

. 自 動 シ ヤ y タ ー 園 手 動 1' [J: 動 ス チ ー ルシヤ y ター

詳 細 カ タ ロ グ 呈 上

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 ・工喝 大阪市西淀川区間4 ノ33 T  E  L @- 2 812 - 3.3116 倒 14

!l! 京 支 町 東京出大悶区 新井市 5 ノ 5 4 7  T  E  L  (771) - 1171  

名古屋宜脂 名古鹿市中区下目白町2丁目7吊j曲T E L @5 954 臼 24

出 狽 所 岐 阜 、 京 師 、 神 戸. 愉 j岳、 :輩、福

その他出張所特ｉＧｾｬＡｩ ｬ ｾ 全国主要倒市 にあり

j  



日 共 冷 熱 機 材 株 式 会 社

勾 イ 111

7. . ロイ

ヲ 'v' 1ヌ

特長 ピザー タイル ・7 ー ブ ロ イ デ ラ ックス IJ . 温化

ビニ ール樹脂を主原料として、持殊♀製法によ

り、高温、高圧下でプレスされた 、美しい立体

的な パ ターン のある高級床材 ( ¥ll H )であ ります

( カタログ進呈)

⑩ 中 谷 化 学 株 式 会 社

大阪市東成区大今里本町 2 丁目 4 T  E  L 大阪 (97) 7  7  5  7  - 9  

ｾ＠



驚 異 的 伝 価 格

性能も乗心地もトップレベル

中 高 層 建 築 に 最 も 理 想 的 な

規格型乗客用昇降機

，g h T qぺ- - 9

定 只 6 人 用 ， 8 人 m

運 転 条 件 交 流 可 変 速 度 45 m/  mi n 

操 作 方 式 セ レ ク チ ブ 、 コ レ ク チ ブ

( 運 転 手 な し 釆 合 会 自 動 式 )

位七百表示 フ ラ ッ シ ュ ラ イ ト 式

l再 来 場 、 カ コ ・ 共 1 枚 片 引 自 動 扉

( セフティ- . : : r . . . . . .'/ ヂィt l

来 場 寸 法 760市 x 2050市

ｾクマリフ ト ｐ Ｍ Ｖ 的 機情、制御 方式呼に図 ｊｖｊ

的な設計をt l < ') み れ 而 目 一 新 し ま し た 。

此 的 機 会 に 呼 林 を パ ブ リベ ー タ と改めました 。

@  日 本 エ レ ベ ー タ 協 会 々 只

¥ 

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てに画期的な

特 許

ｾマ ＹＷ ＱＭ
J  3 0  

シュこ7 -

食 堂 哩 某I吉 向

川 '11 111 1  0  0  v . /  2  0  0  v  X  1-1  P  

f拘 4d( !.i  2  5  kg 11.ょうf; 車If'.t 2 0 m  

.;， J' j 同 制 イt 叫 5 0 0 X 5 0 0 x 6 0 0 叫 "

押 釦 式 会 自 動 置 転 ・各 階 上 下 引 骨肩 付

出 入 口 三 方 向 自 由

会 蝿摘 が 蟹 付 の た め 通 路 工 . 簡 易

M - 5 0  

宜 宜 ・ 席 回 向

相l 従 ilft 200 v  ｾ＠ H  P  

Irt of6!. rrl. 50k g  11i ｾｲ＠ .i iHJ !l: 30  m 

カ ゴ期 叫 イF 助 600 x  600 x  750 叫

押 釦 式 全 自 動 量 転 各 陪 よ 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - l 0 0  

料 理 屈 ー ホ テ ル ・ 牢 棺桔 宜 ' 商J苫

工 場 向

111 屯 .11(. 200  v  1  H  P  

{内 4後 iji I OOkR ￭ｉｊ ｾ ￌＢ ｩ 虫 ｊ ＡＧｊＺ ＳＰ ｭ

ウコ ｉ Ｑ 唱ｾ (l 令'1J 7 5 0 x  750 x  ＹＰＰｾ＠

'''' 1口まt 壬主自 E方週E・云ｾ ， 官官ム ニ マ ご弓 ｉｾ ト

肩 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - 2 0 0  

. 111 交 .t! t 2  0  0  V  2  11 P  

同 組 111' 2  0  0  kg 11). 分 注 IQ 3 0 m  

カ コ S関出 ＹＰＰ ｸ ＹＰＰ ｘ ｉ ＰＵＰ ｾ 相

押 釦 式 全 自 動 遭 転 各 階 肩 付

M - 3 0 0  

判! 交 iJ1{. 2 0 Q V  3 H P  

ｦ ｾ＠ .t6!. iii 3  0  0  kg  1u うf ; 車 Ie: 3  0  111 

カ コ 摘 製 1. O O OX l .  O O Ox l .  2 0 0叫

押 釦 式 全 a 酌 置 配 合 各 階牌 付

タマ ｴＺｊＧｾ 工業株式 Ｒ 誕
大 阪 市 西 区 京 間 城 二 丁 目 三 十 番 地

屯 話 44 - 4748 ・0209 ・7788 38 一0822 ・2686 ・4527

w : 京 支 庖 来 京 都 北 区 岸 IllT l - 9 T E L 京 京 ( 911) 4253 ・(919) 3062

名 古 屋 支 広 名 古 屋 市 中 区 東 | 場 町 7 - 2 T E L  名 古 屋 ( 24) 0  3  7  2  

京 都 営 業 所 京 都 市 中 京 区二 条 通 西 洞 院 西 入 T E L  京 都 ( 23) 3  5  6  0  



. 明日の日本を礎く・・・

H 形 鋼

- 構 造 用 H 形 鋼

・ 基 礎 杭 用 H 形 鋼

E E冨

・ 基 礎 杭

- 1反言支

- 地 下 鉄

建 築

ピ J レ

工 場

発 電 所

学 校

そのイ也

- 隆 道

- 橋 梁

・ 鉄 塔 、 鉄 柱

Ｍｾ巷［宵

・ 桟 橋

・貴骨骨自

・ 機 械
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協 和 産 業 株 式 会 社

社 大 阪 市 京 区 本 町 5 丁 n 1  1 待 地

'l t ! : 話( 代表) 大阪 25 - 5978 {昨

東京 出 版 所 東 京 都 千 代 間! 互 六 諮問r 1  5 番 地

; I ! : 話( 代m 点); . : 301  - 0624 格

場 都 仏 ・ i!'1i Ａ脱 ・ ｻＺｾ m ・ 奈 良

名

ド ア ー ハ ン ガ 一

重 ・ 軽 量 戸 車

品製

本
タ

ト シ ュ ー ト

スヂ

ダ ス

L〆

エ

錠 前 ・ ハ ン ド ル

有

等

新 製 品

富士印ピニココI . J - J L

ビ ニ ー ル レ ー ル の 革 命

折 れ な い グ

曲 ら な い グ

釘頭が出なしい、

ココゴ「、 トココゴ、♂、 卜 音 が し な い .ゲ

置盟冨冨- - 冨冨a

* J 工 S 規 格 の 一 級 材 を 使 用 し て お り ま す の で 品質 が 均一 で 折 れ

ま せ ん 。

本 釘 頭が 全 〈 外 に 出 な い の で 、 ゴ 卜 ゴ ト 不 愉 快 な 音 が し ま せ ん 。

本 温 度 変 化 に 対 し て 、 曲 っ た り 折 れ た り し ま せ ん 。

本 頂 付 は 至 つ で 簡 単 で す 。

牢 色彩 が 優雅 で と こ に で も ご 使 用 に な れ ま す 。

総 発 売 元

大 阪 鋼 材 株 式 会 社

製 造 元

株 式会 社藤 本 鋳 造 鉄 工 所

T E L  大 阪 ( 30 1) 2 5 3 ワ

T E L  東 京 ( 33 1) 5 3 ワ 6

T E 仁 代 表 (54) 1  1  6  1  



楽

し

さ

を

敷

ち

つ

め

る

あ ら ゆ る 繊 維 の 中 で 摩t察と

屈 曲 に 対 し て 最 も 強 い 繊 維

ニ チ レ ・ナ イ ロ ン イ 吏 用 で す

優れた吸音性と ｾｬ ｪｊ Ｎ 力性にも

百 ん で い ま す ・

...ヲE4レ

' l 6I '  . .  j r  

フリマカーペット

総発売元 日 綿 実 業 ( 株 )

ウイルトンカーペット

総発売元丸 紅 飯 田 ( 株 )

ノーフルカーペット

総発売元伊 藤 蔦 ( 株 )

③ 

日 本 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 庇 今 橋 3 丁目 5 ( 2 0 2 )  2 1 4 1  

東京事務所 来涼都中央区八重洲 3 丁目 7 ( 2 0 1 )  8 8 1 1  



務総織機部勝樹蝿泌物需横路増塑轡鎚醐

優秀の製晶最新の設備@> 機持溺総種糟欝脅曾議機撃機織翻麟

麓

務線機繍織部齢制的対的慰問議

i

盤

側

欄

鱗議盤機購鞠鱗納品議議

難議議

霊童

騒審議

盤購欝襲撃

響額騒

意義

甲 手重・ 乙 手重 防 火 シ ャ ッ タ ー

電 動 式 ・手 動式・ ス プ リ ン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

建 設 大 臣 登 録

( ト) 4  0 8 2  

一

隅

髄

欄

臨

機

轍

盟

盟

盤

醒

騒

翻

盤

盟

噛

鶴

岡

醐

盟

関

関

翻

醸

盤

盤

盤

輔

盤

護

-・・・岨・・- ...__ .・・ ..L且&・ー且! . . A. . .  ・"

= 組 :.111' :/ 可 ・ 疎 哀 苔 需2

本 l苫 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 2 3 ｾ代表 Ｈ ＴＰ Ｉ 5  3  4  1  

札 視 ヨ芝 居 札 眺 111 宇 叫 町 坪 叫 5 2  2  1tt ( 3  ) 7438 ( 5 ) 日 19 .  6813 

旭 川 省 聾 所 地 川 市 常 世 過 三 T 口 電 5  0  9  7  

帯 広 出 彊 所 帯 広 市 西 2 条 南 7 丁 臼 6 電 3  8  5  6 ・ 3 S  5  7  

東 北 支 庖 仙 台 市 上 曲 1 1  2 電 ( 3 ) 3 2 9 6 ' 9 6 1 8

秋 田 宮 暗 所 枇 凹 市 侵 野 下 析 町 2 6 電 2 7 8  3  

斬 渇 宮 暗 所 軒 湖 l I i 春 日 町 西 2 T 日 曜 ( 3 )  1  4  "  j  

盛 岡 曹 関 所 世 岡 市 来 園 地 ケ 惜 町 I T 自 1 4 概 ( 2 )  7  4  0  7  

平 首暗 所 ｾ ｉ ｾ IIi 山 間 市 町 1 0 的 3 I作 地 也 3 3 0  3  

東 京 宣 J苫 )f!: J j{ 師 同 惜 1 > : 折 河 町 町 3 8  - ; - u: 代詩 ( 93 3) 7  1  5  6  

新 宿 宮 聾 商J . I :: J;>: r. r. 開 市 民 析 耐 1 T  n  6  0 屯 ( 341) 2 4 7 8 '  9 6 7 8  

神 田 倉 県 所 東 京 師 千 代 田 区 神 田 怯 住 町 1 2 山 車 ピ ル 電 ( 251) 6218 ( 四 日 3841 - 4  

品川宮揖所 点以即品川 ｾ ｊ ｩＮＱＮｌＮ 川 Ｑ T  n  1  2  5 屯 ( 441)  1  3  0  0  

柵 埠 営 県 所 間 柄 市 中 区 弁 天 過 3 T  g  4  5 電 ( 2 )  7  2  7  8  

高 崎 営 型 商 岡 崎 市 下 柏 田 町 4 2  9 旬t 2  1  6  6  

宇 師 事E曾 聖 断 下 間 宮 市 旭 町 1 T 日 3 "  2  8 電 7  7  2  2  

m府 宮 揖 所 甲 府 市 机 悔 町 2 1 電 2  4  4  2 ・6 2  9  2  

水 戸 営 聾 所 水 戸 市 東 r尻 町 4 7  1  1 的 1 電 8  6  3  5  

名 古 置 支 唐 名 古 吊 .Ii 中 村 区 広 片 岡T 2 γ ロ46八 出 ピ ル 電 ( 54) 2  8  4  6  ( 55)  9  7  8  6  

静 岡 曾 揖 所 岬 岡 市 宮 ' " 1 γ IJ 1 1 1'1[. ( 3 ) 2 8 4 6 ( 2 ) 6 9 3 1  

長 野 営 曜 研 民 野 市 漢 件 町 7 3  9 電 ( 2 )  5 . 2  9  2  

拍 車 出 担 問 問 本 市 会 老 町 1  4  9 旬[ 2 4 9 7 ' 4 7 4 4  

回 目 市 出 揮 所 同 日 市 市 岡 Y 守 新 町 2 8  2  3 電 2  4  4  3  

大 胆 宜 眉 屯 崎 市 久 々 知 宇 コ エ 2 3 電 代2 < ( 4 0)  5  3  4  1  

大 阻 間 宮曜 研 大 匝 市 阿 情 野 区三 明 町 1 γ 日 2 2 ノ 3 電 ( 77)  8  2  1  7  

大 阻 北 曾暗 所 大 阪 市 大 淀 区 R 仲 幡 町 8 γ ロ2 3  電 ( 35)  2  3  0  0  

神 戸 官 韓 間 神 戸 市 川 合 区 生 田 町 3 T 日 2 3 電 ( 22)  0  1  8  9  

京 副 宮 県 南 京 師 市 中 京 区 新 町 通 嗣 地 上 ル 中 之 町 4 2  電 ( 22)  0  9  0  0  

傘 沢 官 軍 所 令 沢 市 常 町 6  5 電 ( 3 )  3  1  3  0  

ｾ ， 民営 聾 所草地市回 書 町 ＸＸ ＱＱＺ 2 0 5 3  

高 松 営 曙 所 前 ; 怯 市 堪 よ 町 8 0  9  1it ( 3 )  4  2  9  0  

高 知 管 県 南 両 知 市 旭 町 3 丁 目 5 0 屯 ( 2 )  1  5  7  6  

檀 島 曾 聾 南 檀 品 市 船 場 町 2 γ 口 1 2  18: ( 2 )  0  6  5  9  

広 島 曾 聾 聞 広 品 市 平 田 町 3 γ 口 8 5 6 1tt ( 4 ) 3 7 5 6  

九 州 宜 庖 岨 岡 市 躍 辺 過 5 丁 目 9 2 電 ( 15) 5  1  8  1  ( 15)  6  9  0  1  

小 倉 曾 型 商 小 作 ， Ij '1' ;  It  n  3  T  11 7  6  ｾ｛ｌ＠ (  5 )  3  2  0  1  

. . ' " 宮 里 所 開 本 市 南 千 反 畑 町 1 6  2  1tt ( 2 )  0  8  9  3  

憧 栓 樺 宮聾 所 陀 世 間 巾 山 比 町 3 7 町 J 1tt 5  5  1  3  

鹿 児 島 宮 韓 間 施 児 島 市 平 野 町 1 1  9  1tt ( 2 )  6  7  6  2  

宮 崎 君 主 泉 南 出 向 ，11 岨 辿 2  町 7 世 2  3  1  4  

欝轄購鵠鑓霊童
難機騒翻鱗襲撃懇 機
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鱗轍鶏欝鱗懇難畿畿襲警

鑑識鱗欝機畿盤機器機翠

暫時耕輔織機機構欝議議

轡轡鶴鱗欝響機盤機議選

齢鱗轍糠機騒欝機露鍵欝

鰻盤機闘機機欝畿欝欝

欝灘欝欝盤議鱗畿畿欝護霊
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蟹鑓畿諮鎚欝鑓蔀弱総動踊蝿臨酎抽時記長ら誌編誠



Ｚ 三官 Ｓ ・・ｾＭ［Ｗ
株 式 会 社 水 島 商 庖

アルミハヒルタイル

ヤハズラス

• 

大 阪 ・ 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 過 一 丁 目 T E L ⑮ 3 5 1 4 ・8 2 4 6

京 都 ・ 京 都 市 中 京 区 蛸 草 案 帥 烏 丸 西 入 T E L ⑫ 5 3 6 3 ・0 2 1 4

福 岡 ー福 岡 市 下 対 馬 小 路 一 二 八 T E L ③ 2 7 0 6

工 場 ー 京 都 市 右 京 区 西 院 松 井 町 八 T E L ⑮ 1 6 9 7

木毛セ〆 〉ト板

力ラ- '¥ス トス

ボード スロー ｉｾ

ビニール加工板

メラ ミシ加工板

ピ二床タイル

プリント合板

30メーカー代理由

大 阪 ・四 ツ 橋

雲表 dt1震建材匁

T E L  (54)  1861 - 5 ・2131 ・2233



艶室、緩勾配屋根氏

軽快た近代建築枚

ｓＺ ｊｩｅヌ ＭｬｲＭ ｩＧ ｉｾ｜Ｑ イド

8j Ji J';"ILテンIL-7ィi 'l

伸 縮 白 地 材 工 キ ヌ 1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

，コーギンク本会 シールセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 州1- 3

T  E  L  (271)  ＷＰＰＰ ・ ＵＴＶＳ ｾ Ｕ

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6 - 101

T E  L  Ｈ ＸＰＷ Ｉ 代表 Ｐ Ｑ ＶＱｾＵ

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区堀上通り 3 - 3 9

T  E  L  Ｈ ＳＹ Ｉ ＰＹＲＴｾＵ ・ ＲＰＴＵ ・ ＲＰＷＹ



東洋陶器の商標が統一されます

. 弊社では事業の発展に伴い営業品目も多くなりそれぞれの製品に違った商標を用いて

まいりましたがお客様の良品選択に混乱をもたらす恐れがございますのでこのたび長年

皆様から親しまれてきまじた下記 4 つの旧商標を新商標 ーノogol ol<i に統合 す

べての商品に統ーして使用し商品に対する責任をより明確にいたしたいと存じます37年

1 月から順次切替えを行う予定でございますので倍旧のご愛顧をお願い申上げます

旧 商 標

5o
J

ot Oki )  

新 商 標

｡ｯｾ 事お久ＮＭｩＭ

TOToun 

衛生陶器

: 7. : 71<-

付 属 金 具
トートライト | 食 器

よ7ogot ol<i

本社 ・工渇 小倉市/ 第ケ崎市工場第ケ崎市

大阪営業所 大阪市点区高廊織 (23)  4518- 9 

.童 j 羊[ i J 器株式委社 I

営 業 所 見I 京 ・大 阪 ・名 古 A ・小 企

出 張 所 広 島 ・高 松 ・札 幌 ・仙 台 ・富山

床 材 の 王 座 /

ロシヲイ ｊｾｋ

ロシリウムK
182 cm巾 ・厚 さ 2mm、3mm・長 尺

従来のロンリウム ・ロンタイルの姉妹品として、川口

ゴムの 最新の設備で完成 したビニル新床材で、色調 ・

ロ ン プ レ ー ト 摩耗性 ・耐燃性 ・市計剛生な‘ど格段と優秀性を有します。

網 入 等 各 種 類 そ ろ っ た 塩 ピ 波 板 ロンリウム K ・ロンタイルK' ;l:. l 、ずれも 全層同質で耐

ニューロンプレート

使いやすい、 トタ ン小 J止の普及品

ロ ン ガ ラ ス

摩耗が強化され、然、もソフ トな質感は公共建築・ビル・

恥阪の床にピッタリとし価格も一層経済的になってい

ます。

用途の広い、透明 ・半透明ti ピ平板

ロンフィックス

丈夫で汚れない縁新のｾ Ｎ 襖貼材
ロ ゴ ム ヱ 業 株 式 会 社 1

ロ ン リ ウ ム

品 質 随 ー と定 評 の あ る 床 張 材

ロ ン タ イ ル

柑 ・ 工場 東 京 協 活 飾 区 本 邸 問 バ 町 5 4 壇，[; 貰京(6附 l 副 代 禽 ) ;  

蒲 生 工 唱 l品Ji 品I l!¥谷 市 火 事 iiJI 唱， 2  ｾ＠ 4  0  lI!;6W) I I ( OS71)20331両1 1 1 2 1  

外 国 館 東京節子代田( 5 ( 悼[ 11鍛柏町 2 - 16 t控訴 東京{ 目1) 3588- 9'  !  
あらゆる床に" ? . ' / チする美しい床材

神闘官噴健所 ili 京都 H t 郎氏神間鍛治町 2 叩 16 電:吉 東京( 鈎 1) 叩03-' 4  "  j  

大阪官療所 大 阪 市 市 区 北 炭 掛 町 3 3 世話 大阪 ( 27) 4358- 9 込!



* 会員皆さまのど購

読にど平IJ 問いただく

ため「会口購読券」

をつくりましたので

ど活用下されば幸い

です。
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鉄骨鉄筋コンクリート構造設計実例集 * 出版賛助後援会社

(50音)I[i'j)

別紙案内の通り，旧脱出版いたしました総記区l占につ

いて，下記各社より絡別のど高配をもって出版質J l)J 後援

をいただきました。ここに厚くお礼を申しあげます。

大| 坂建築事務所殿株式会社尼 崎 製 鉄 株 式 会 社 殿

片 山 鉄 工 所 殿株式会社組 殿林大株式会社

消 水 建 設 株 式 会 社 殿駒 井 鉄 工 所 殿株式会社

組 殿問戸株式会社住 友 金 属 工 業 株 式 会 社 殿

11 本 橋 梁 株 式 会 社 殿竹 中 工 務 ! 占 殿株式会社

2，900円

3，500円

200円

* 会員特価

* 定 価

* 送 料

.

.

.

.
 
、

・
・

4

a

富 士 製 鉄 株 式 会 社 殿

付 野 森 建 築 事 務 所 殿

八 幡 製 鉄 株 式 社 殿z;: 

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社 殿

春 本 鉄 工 所 殿

松 尾 橋 梁 株 式 会 社 殿

株式会社
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鉄骨鉄筋コンクリート構造設計実例集 * 会員購読券

有 効 期 限 昭 和37年月 31 日

* 氏 名

* 勤務先

本 住 所





タントウタ伯b
壁 に 張 リ 上 げ て 見 て 気 持 の よ い 色 合 無 暗 に 余 分 の 光 沢 を 放 た な い 表 面

何 時 ま で も ア キ が 来 な い セ ラ ミ ッ ク の 良 さ を 生 力、し た ダ ン 卜 ウ タ イ ル を

タントウフロ? タイル- p

床 に は 新 し い 床 材 料 ダ ン 卜 ウ フ ロ ア ー タ イ ル P

モ ダ ン リ ビ ン グ の 設 計 に . オ フ ィ ス の レ イ ア ウ ト に

大 阪 支 底

本社及阿万工場

淡 陶 株 式 会 社

大阪市西区阿波座南通 l の l 東 京 支 庖

電 話 代 表 β 4) 8  5  2  3  

兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 伊 賀 里 子 福 良 工 場

電 話 阿 万 1 0 ・ 1 1  0  

東京都中央区日本橋浜田1 2 の47

電 話 (671)7309 (661)7297 

兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 福 良

電 話 福 良 1 9 ・3 2 2

伝 統 と 技 術 を 誇 る 淡 陶 の 製 品



会 告

記念事業資金のお払込みは，

11月号l乙挟み込みの振替用紙

をど利用下さい。

昭 和 3 7 年 1 月

新 年 午 餐 会

新春の若い会員の集 い

ゲスト 三宅忠一氏

日本主主館々反

日本民法一協同盟' ] J 良

国際宗教研究会評議只

ピフテキのスエヒロ会長

スエヒロ社会事業団長

早くより民芸品の普及 ・啓蒙に没

頭され，特l乙近年は民芸の正しいあ

り方に対する主張から日本民芸協問

を設立，“ 民衆のための民芸，“ 現代

生活』ζ 即した民芸" を摂務して活発

な巡動を続 けられている。一方宗教

家でもある氏は，社会事業にも貢献

されると乙ろ多く，その波乱の人生

体験から泌み出る豊富な話題は著名

である。

創 立 45 周 年 記 念 事 業 資 金 受 領 報 告

(12月初日迄分)

45周年記念・Jl - 業資金を下記のとおり受領致しました。厚 くお礼申し上

げます。

ｾ ｩＧＮ＠

V  1，000 fiI;i l f 1 賢次殿 ￥100 ，000 東畑建築が務所殿

下'{ 500 市 山 悦 也 殿 V  5，000 東 畑 謙 三 殿

￥100，000 大阪建築・)1: 務 所 殿 子200 ，000 n建設計工務KK 殿

￥ 500 大 村 重 吉 殿 下r 1，000 西 側 甚 ;{j 衛 門 殿

￥ 1，000 大 屋 ) f ー 殿 ￥100，000 安井建築設計事務所殿

子 15，000 中国支部1役 口 一 同 殿 V 1，000 山 本 久 男 殿

「 会 と 催 |

新 年 午 餐 催 通 実日

A

去開

恒例による新作午餐会を下記rc . より開催致します。なお当日は，昨年

11 }j に大阪府芸術貨を受けられた竹腰前会長ならびに国家褒章を受けら

れた五十嵐芳雄氏，磯野作太郎氏，岸川康蔵氏，古茂回申午郎氏，菅谷

三郎氏. 巾阿六郎氏， f、ド秀雄氏の各会員諸氏をお招きしてお民びを Iドし

上げたいと存じます。何本お繰り合せ多数ど出席下さいますようお願い

巾し上げます。

記

1  .  と き 1月13 11 ( 上) 11 1時半一 一1時半

1.  ところ 大阪建設会館 ( 東区天神橋南詰め)

1  . 会 愛 子 500円

1.  申 込 1  J) 10 11までκ 会貨を添えて事務局までお申し込み下

さい。

新春の若い会員の集い

三 宅 忠 一 氏 ( 日本工芸館館長) を お 招 き し て

『生 活 と 民 芸』 を 聴 く 会

記

1  . と き 1月19口( 金) 午後 6 時- 8 時

1  .  ところ 大阪郵政会館 2階 特別室

( 大阪市北区太融寺町 91

曽4良崎警察署より旧扇町線東へ

約 1 丁半北側市バス車庫西側)

電話で 15 日までに願います。 なお定員は501うです。

3001'J (l JI Jに補助があります)

1  . 申 込

1  . 会 費



新 阪 急 ビ ル デ ィ ン グ 見 学 会

( 大阪府建築士会共催)

1  .  と き 1月18円( 木) 午後 31時( 集合) - 5 時「解散)

1. 集合所 新阪急ビ/ レ竹中工務応現場事務所前( 同iili 物 ・南側)

1  .  申 込 屯話で 15日までに l綴います。但し定員 200 名( 両会)

で締切ります。

1  .  建物概要

設 計 ， 胞 工 株 式 会 社 竹 中 工 務j占

位 置 大 阪 市 北 区 梅 田 町 8

工 期昭和 ＳＴ 年 ＱＰ 月 Ｑ 口 ＭＳＷ ｾ 手 Ｑ 月 ＲＳ ＱＱ

構造 ・規絞 S. R. C造 地 下 5 階，地上 12階，塔屋 3 階

建 築 而 硝 3，409. 25 m
2  

延 百i M 52 ，947. 76m
2  

創立45周 年 記 念 会 員 余 技 作 品 展 に つ い て

本会創立 45周年のs記念行事のーっとして，会員皆紙の余技作品( 絵画，

彫刻，当，工芸，その他) を出品していただき， 全員はもとより一般市

民 l乙もrt:l1. J;U乙供したいと存じます。何本全国の会員皆綴の出品おけ l 込み

をお願い申しあげます。なお出品についての詳細な事項はお申込み者に

別便でお知らせいたします。

会 員 余 技 作 品 展 作 品 募 集 要 項

- 展示 日時と会場

3月29 H  ( 木)- 4月3 11 ( 火) 6  1司悶 ・午前 10時~午後 5 時30分

阪神百貨底 8階函廊 ( 大阪 ・村正問)

. 展示作品

山(j 妾建築lこ関係、のないなるべく米発表のもの。

内科は『絵画，彫刻，占，工芸，その他』で 1 人 3 点以内とする 0

. 応募者

本会会員』こ限る。( 物故会員のjill 作も含む)

. 出品申込方法

往復はがきに，種類( 例 : 絵画) ・作品名 ・大きさ( タテ× ヨコ)

・製作年月 11 ・氏名 ・年令 ・1後初Z' ，を氾入， 1月31

日までに木会へ至IJ i"i' するように闘います。

会 告 2

'

υ

v
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創 立 45 周 年 記 念

会 員 余 技 作 品 展

1962年第 3回 [ 建築業協会賞J

募集につ いて

掲題の件について候補佐築作品の

募集を行っております。募集期間は

|昭和37年 1 月10 日より向 2 月28円ま

でです。詳細については本会事務局

にご照会下さい。
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第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 ! 万

安 藤 芳

大 日 本 土 木 株 式 会 社

新 年 昭 和 37 年 元 旦 ( 50音11m

男 飯 精 次 fls 田

大阪市北灰宮田 IIIJ 9  屯Q1) 5836- 7 ・@ 8985

共 開 設 計 株 式 会 社 社 長

:.Lo. 

，口

F 晶 『

国 彦池 田

大 阪 市 西 床 京 間I 郷 2 ー 75

株式会社 大 阪 姶 築 'J " j : 務所

雄 石 )  11 寛

大 阪 市 天 主 寺 区 茶 臼 山 IIIS 111 

石 川 建 築 ・F 務 所 長

良H 原 達 偉 (季 夫)石

大 阪 市 北 灰 宗 是 町 大 ビ J レ引 6

東京都港区芝南佐久間町2- 9 小豆ビノレ

石原ｾ築設計事務所
自宅神戸市生回! 文中山手通 6 - 38

雄 石 丸 正 名

大 阪 市 北 区 民 砂 町 3 2  

株式会社戸田組専務取締役( 関西駐在〉

井 原

大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 9 - 8

井 原 築 炉 述 設 株 式 会 社

自宅大阪市大淀区本庄川崎町5 12 

五 十 嵐 芳

株 式 会 社 大 林

伊 久丹

大 阪 市 東 区 両 替 町 1 ー 13

綜 式 会 社 藤 木 工 務 庖 専 務 取 締 役

伊 藤 和

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 - 32 

東 洋 陶 器 岡 大 阪 営 業 所 長

伊 藤 鉱

巌 円 俊 fls 

名 古 屋 市 中 区 南 大 ilt 通 4 - 1

社団法人 1-1木建築協会点海支部長

雄 稲 :tA  岐

日建設計工務株式会社 取締役社長

組 株 式 会 社 大 林 来日
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村 騰

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 IIIJ 2  5  

中 央 屯 気 工 業 抹 式 会 社

美 岩崎 太 fls 甚

大 阪 市 東 医 京 橋 3 ー 7 5  

株 式 会 社 大 林 組

内 成 之田

須 賀 工 業 株 式 会 社
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尾 亀 i: 主同
四 ss 笠 原 梯

，=』ロA  

ss 

株 式 会 社 三 晃 商 fA-、、
大 阪 市 西 灰 京 町 堀 1 - 7  4  

m };h 応 用 化 工 大 阪 1 ' 1
1

1 張 所

尾 崎 久 助 柏 岡 十 介

大 阪 市 東 l叉 桃 掲 2 - 3  8  I  大阪市東淀川灰十三西之町 1 ー 175

日建設計工務株式会社取締役会長 |  阪急電気工事株式会社専務取締役

尾 崎 1専

大 阪 市 北 区 茶 尾 町 3 8  

旭化工板製造株式会社代表取締役

大 井 弘 治 郎

株 式 会 社 大 井 建 築 設 計 事 務 所

大阪市北区宗是岡J 44 第一ビル 2 階

屯 話 大 阪 @ 4  2  2  0  

梶 本 秀 尾

大阪市東灰; 森之 721. 東 之 町 3 9 2

八丁イtm設工業株式会社取締役社長

金 光 五 ss 

大 阪 市 丙 j戊 灰 千 木 通 7ー 11

万 年A ス レ ー ト 株 式 会 社

株式会社 大 阪 硝 子 庖

代 表 取 締 役 佐 々 木 広

大阪市東区本町5- 4，( U⑧3029 ・7185

神 田 正 平

大 阪 市 東 淀 川 灰 田 川 辺 6 - 3 8

株式会社 rl 7ドシャッター製作所

大 }I頂
ss 口

下

大阪市城東区関目 l町1- 40 屯 (931 ) 3734- 6  

平 和 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

)  11 哲 雄

尼 崎 市 南 竹 谷 町 2 - 8  9  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所 長

敬
大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

大阪市北区堂烏浜通 1- 25 ( 新大ビル3階)

)11 崎

大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 ー 103

株 式 会 社 近 畿 悠 設 代 表 取 締 役

大 ss 弘
林 芳

株 式 会 社 大 林
*ll 

河 井 覚

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町 1 5  

河 井 建 築 設 計 事 務 所

岡
善 助

本

，-

T寸

大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 5 8

株 式 会 社 昭 和 建 築 設 計 事 務 所

河 j章 喜 之

大 阪 市 北 区 堂 島 上 1 - 24 

河 津 装 飾 株 式 会 社

スチー j レサッシ ・ト. アー

奥 村 太 平

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 1 - 51

株 式 会 社 奥 村 組

自 宅 奈 良 県 北 葛 城 郡 香 芝 町 逢 坂

株式会社 関 西 鋼 業 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 2- 5

ー 一
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木 下 光 雄

大 阪 市 丙 | 文 江 戸 堀 5 - 5  

株 式 会 社 木 下 謎 ご 商 m

城 戸 七 太 f! s  

大阪市丙| 実トー佐 lftili 首 2 - 2

消水ｾ設株式会社大阪支庖常務取締役大阪支庖長

久 保 幸

株 式 会 社 久 保 商 m 

粟 林 馬

11 木 建 築 協 会 和 歌 山 支 郎 長

株式会社安井ｾ築事務所代表取締役社長

佐 野 正 一

大阪市東区淡路町 2- 34 仰 383 6 - 9

ｾｉ 京都中央区宝町 Ｒ - 4第二ぬ利彦 ビ ル 側5361- 3

名古屋市中灰広小路通 4 - 8 名付1ピJ レ ⑧3494 ・

斉 藤 光 夫

株式会ネ1: --: 晃 illi 
ノ、、

J 、

雑 賀 孝 夫

和 歌 山 市 小 松 原 通 5 - 1

株式会社総賀建築設計' ) 1 : 務所

坂 内 幾 男

大 阪 市 西 淀 川 医 御 幣 μ 中 1- 2

坂内ｾ ｾ設計 Ｇｆ 務所

坂 倉 準 三 建 築 研 究 所小 林 得 志 建 築 事 務 所

大 阪 市 北 限 堂 島 町 2 0  

包話ｾ 4  3  1  9 ・6 2 5 1 - 5

東 京 有s 港 区 赤 坂 絵 町 6

大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 ー 122

古 林 義 車交 員 永 直 義

日 木 建 築 協 会 中 国 支 部 長

事 務 所 広 島 市 鉄 砲 町 青 盛 建 材 K K 内

豊 中 市 曽 根 束 1 - 4 1  

貞永建築上事務所長屯22中①3172

鴻 藤 田池

大 阪 市 此 花 Iヌ 伝 法 町 北 3- 67

株 式 会 社 約 池 組 取 締 役 社 長

沢

由

一

小 f! s  

大 n本硝子工業株式会社大阪支所 取締役支庖長

設 楽 貞江 東 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 猪 飼 幸 次 郎

大 阪 市 生 野 灰 勝 山 通 9- 72

佐 藤 夫重

広 島 市 下 回 町 3 丁 目

広 島 大 学 工 学 部 建 築 学 科 教 侵

大 阪 市 東 区 伏 見 町 2 - 2  2  

設 楽 姶 築 事 務 所

清 7.1< 手口 繭

大 阪 市 東 医 北 浜 5 ー 1 1  

山 下 必 郎 設 計 事 務 所

佐 藤 太 田

大 阪 市 北 lヌ 南 扇 町 11

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

柴 女

大阪市北区中之島3- 3 ( 朝日ビル)

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社
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株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所
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庄 里子 勝 知 見 義 夫
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不思j 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株式会社斉藤省三商庖大阪支庖長
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市
;t:.o. 

令官、

宝 来 佐

大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 7  5  

株 式 会 社 大 林 組

fls フk 本

文

大阪市北区堂烏，， ｾ Ｑ 2  - 30 

株 式 会 社 竹 中 工 務 自

慶
晴

本 庄 Bム

星

大阪市城東区関目町 1- 40 電 (931 ) 3734- 6  

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

向 井 保

大阪市南区)1風皮l町4- 25 順陵町三和ビノレ

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

株 式 会 社 三 晃 商 会

自宅l 't ii面 市 絞 ケ 丘 3 7 5

樹 キサ 石 秋 士
ロ

大阪市浪. i i l i 区幸 IIIJ jffi 3- 20 

浪: i i l i 合板抹式会社代表取締役

本 田 史

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 16 大江ビル

本 間 工 業 株 式 会 社

牧 キサ

良H

勝

室 山

手リ

大 阪 市 東 区 横 堀 2ー 70

株 式 会 社 間 組 大 阪 支 庖 長

自 宅 伊 丹 市 昆 脇 字 宮 本 26

谷
フk

神 戸 市 生 m区 山 本 通 4 161 

望 田 忠 夫

大 阪 市 東 区 平 野 UIJ 2- 40 

宮 家 建 築 設 計 事 務 所

町 田 信
:J. ‘  

'ロ
森 忠

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2- 31

村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

大阪市南区l蝋陵町4- 25 順陵町三和ビJ レ

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社



謹賀 新 年昭 和 37 年元_ F 1 ( 50音順)

森 )11 喜 代 之 助 山 中 茂

大阪市東! 又高蔵橋詰町54 r，:立@ 0473 ・4936

栄 興 m 3誌 株 式 会 社

池田市rll 之日 l町1番地 / 1 電( 池間) 8149 

森 川・級ｾ築士 事務所

山 口 吾 as 山
動

1'1七 段 111市 栄 jill 2  - 5  

山 口

ロ
巴

大阪市阿倍野| ヌ阿{ 丹野筋2- 33

胞 }; :j 建 設 株 式 会 社

武 雄

大 阪 市 凶 IX 阿 波 座 南 辺 1 - 1

1炎陶株式会社大阪支応 常務取締役

i¥ 十 島 健

四 'H' 市 町l 下 関 2 - 2  4  

株式会社 矢橋大理石商広 大阪出張所

次

二れて1117 株 式 三_l _1 

渡 部 圭 吾 |

大阪市東| 京高麗橋 2- 9 野村ピル

謹賀

国 交

大 阪 市 北 IX- 絹 悠 町 16 大jT ビJ レ

大 阪 市 西 ! 文 京 町 堀 1 - 6  2  株 式 会 社 渡 部m築設計事務所 @ 1521

山 田 工 業 株 式 会 社 I  J ' J 宅大阪府竺町絞J PO 屯 大 型 竺 竺 竺

新 年 昭 和 37 年 元 E ( 訓日分順不同) I  

伊 東 恒
:.L‘  
，ロ 島 村 佐

;欠 as 

和 歌 山 市 四 番 丁 電 ① 3338

島 村 建 築 事 務 所

大阪市東区伏見町2- 22背山ビル電⑧3801 ・6395 (代)

新 機 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所

田 村 史 as 菅

- ' -

J 、 as 谷

ネ1: 1司法人 ｉｉ ￆ［述材協会常務理‘ ｊｾ
大阪市東淀川! 叉- - - - : : _ i l t WJ 七迎 1- 38

大 J じ 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長



* 新 大 阪 ビ ル デ イ ン 夕、

* 関 電 ビ ル デ イ ン グ

* 阪 神 ビ ル デ イ ン グ

* 輸 出 繊 維 会 館

* 千 代 田 生 命 ビ ル デ イ ン 夕、

* 大 阪 国 際 貿 易 セ ン タ ー

ン ク ・ ι 一

実l 例



西 宮 神 社

段 計 松 本 芳 夫

I肝
(1， 1'4 '::0; IIi 担 攻 Iilf 1  1  .1I' i  J血

榊 Jri 11 殿 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト j占

本 殿 木 造

陪 r. s  j也 上 階

;J! Ji'. 1  6  O. 0  9 汗

7n 1  "fl Tll 3  5  苦手 5  月 1  2  円

竣 ユ1) II({ 和 3 6 年 1 1 月 2 0  n  

施 工 株 式 会 社 大 林 組

11日和 3 6 年 巾 IC 竣 工 し た 新 J . l ! 策

11 



.).0 ' - "， _  

'1".: ミF ;

竹 中 工 務 庖 深 江 竹 友 寮

lIl: 針 K K 竹 中 工 務 庖 本 局 段 計 部

所 花 j血 共同I 県神戸市東灘区本庄町深紅礼

J品通り 2 丁同 31 - 34 l1'i地

敷地面積 2，175.240 m
o  

(658目 Ol Oft')

) . l ! 築而w 976. 155m
o  

(295.287坪)

延 而 w 2，968.  185mロ (897. 876坪〉

機造規模 鉄筋コンクリート 地上 4 階主s

竣 工 IJ
附 和 3 6 年 5 月 3 1 日

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

昭 和 3 6 年 中 IC 竣 ユ し た 新 旭 策

12 



附 有1 3 6 年 中 IC 竣 工 し た 車l i . l !築

宝 酒 造 株 式 会 社 京 都 麦 酒 工 場

所 干'E J也

敷地面M

i .I!築而fll

延 l酎m

t，Ytj 位脱税

峻 1: 11 

京 都 市 南 区 久 世 高 岡 町 3 他

1  3  2. 2  3 2 m"  

2  5. 9  0  6. 3  7  9  m"  

5  4. 1  5  1. 1  8  7  m"  

鉄竹鉄筋コンクリート造. 6 防止II f也

附 有1 3  6 年 9 月 2 6  I1 

設 計 ・施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

13 



円

U

4

木
・

作1

ヌ. K

-

1

1

d

 

一

「

t

股針 ・監理 日 建 股 針 工 務 株 式 会 社

所 干E J也 大阪府和J i . t i l 1 府中町 1005 帯地

敷地而的 9. 5  5 7 m2  

<l ! 第閥抗 L  3 2 2 m"  

延 I国 杭 L  8 8 9  m"  

構造規侠 鉄筋コンクリ ート 造 地上 3 隣

竣 工 円 附 111 3  6 年 8 月 3 1  11 

II({ 羽1 3  6 年 rl' IC 竣 1 した1 l i < l ! 然

14 

民 館 施 工 栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社



浅野スレ ート 株式会社大阪第一工場 施 工 株 式 会 社 柄 谷 工 務 J吉

段 計 石 川 建 築 事 務 所

所 在 地 AI 槻 ifj lli 五 百 {土 1 5  1  

jf( 地l面総 4  O. 0  0  0  m'  

1M W _L J!a 2  iII! 11. ∞Om" 延 11.0∞m:!

。Ji 務所 ! 被 370m' 延 830m'  

構地純邸 主 体 鉄 筋 コ ン ク リ ー トj l ]

小 胆 鉄 1' r iu 

竣 工 r J rr:i Tlr 3  G  ij: 1  1  )  J  1， 

H日刊 I 3  6  "1: '1

'  

ｉζ 級 ｊ Ｚ したＱｔｲｾ築

15 



E司・・-ー『 ・開・--ー・ーーー『ー-時前司'・---ーーー・・

二ｦ＿ｾ

西 宮 酒 造 株 式 会 社 本 歳 参 番

所 在 地 西 日 i I i m 泌 l町 1 7 0

! J J ' (J曲面的 3  2. 8  1 2 m"  

雄策面ffl 1， 7  4  7  m"  

延 ifli ffl 4. 6  1 9 m"  

精道i規校 鉄筋コンクリート iii 三階t l !

一 部 門 附 椛 11 { 二 隣

竣. 1: 11 s{! 布1 3  6  l Je 1  1  }j 3  0  11 

設 計 小 林 得 志 建 築 事 務 所

II{! AI 3 6 年 中 IC 竣 工 し た 祈 雄 策

16 



大阪歯科大学本館 ・附- 属病院

E量 計 本館 : 鹿 島 建 設 株 式 会 社 附 属 病 院 . 生活科学研究所

監 理 本館 . 日建設計工務株式会社 附 属 病 院 生 活 科 学 研 究 所

;)1 (f J也 大 阪 di 'U l正 J;( 縞 l ノ 4

!Jj'1地面積 5.218. 770m2  

止l ! 策面積 大学本町1 1. 508.  754 m2  

附属病院 951. 310m
2  

k星面 M 大学本町f 9. 871. 514m
2  

附属加' 院 8. 084.  920m
2  

構造規桜 日ト々鉄什 ・鉄筋コンクリート足i

地下 H 持， 地上 8 階 . ｪ Ｑｩ ｾｴ Ｒ＠ ｾ＠

収ユニ n " 目白1 3 6 11' 6 ) ] 3 0 11

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

lI il .]11  3  6 年' 1

'

IC 唆 Z し た 新 総 築

17 



組井新株 式 会 社

.  
ｾ＠

『

ー-・、一
・ ' _ ・声. ・

' 帽 子 両 ー 士 一

_  - : _  ｟ｾｴＮ＠ - - _  

r  '白色

一- 、

-
ー '

設計施工学徳報学 校 法 人

阿 古 市 上 大 T I i 5  - 1  

4  5. 3  8  5.  8  5  m"  

3. 1  8  3. 6 3  m"  

5. 7  8  6. 0  1  m'  

校合鉄筋コンクリ ート ｾ

地上 3 階一部鉄竹迫i ' I ' ・2主

体行町 ｬ 鉄 ＱＧ ｲ ｾ 平家一時ｾ 2  prキ

ft";t ク ラ プ 鉄 筋 コ ン ク リ ー 1' .it1

地上2I l t 守

合 ｬｩｬｬ Ａｬｩ 食 Ｇ ｾｴ 鉄 ＱＧＱＧ ｾ＠

ｉｉｾ 有 ｉ 3  6  ilo 

平 家

3  )J 

ｉｉｾ＠ Ti l  3  6 年 中 に 竣 J し た 祈 主II 策

所 必 I由

敷地面i W

ｾ策面 ｷ

延 面 m

Ｎｨ Ｇｴｾ 規技

峻ユ: 11 

18 



株 式 会 社 ピ ワ コ ホ テ ル 新 館

段 計 株式会社 清和建築位計事務 所 弁 手 正 雄

施 工 株 式会祉 ミ ラ ノ 工 務 唐

所 在 地 大 III <1; 飢 餓 町 1 1  9  0  

般地i師ftt 1  L  0  0  0  m"  

>J ! ，車両M 7 7 0  m"  

延 而 般 3， 1 3 4 m"  

m. i a 縦 模 地 下 1 隣 地 上 5 際

鉄筋コンクリートｾ

Ｕ 防部鉄竹鉄筋コンクリートｾ

竣 J: 11 附 利 3 6  '.1・ 6 JJ 3  0 日

RR TlI 3  6 年 中 IC 竣 工 し た 新 建 築

19 



/¥.  

大 和 製 衡 株 式 会 社 本 社 事 務 所

設 計 施 工 明 和 工 務 底

所 在 地 明 石 市 茶 闘 場 開J 1  7  7  2  

主s策 面 積 I. 5  5  2. 3 2 m"  

延商f I l 5.  9  1  6.  0  8  m"  

m逃規峡 R . C .  地 下 l W f 地 上 4 階

l 剖! 2 防 止s

唆エロ 附 有I 3  6 年 3 月 3 0 日

sH TII 3  6 年 中 IC 竣 工 し た 車U s 冬

20 



杉 村 倉 庫 梅 田 営 業 所

段 E十 安 井 建 築 段 計 事 務 所

外 観

所 在 地 大 阪 市 福 山 区 上 沼 品 中 1TTI  

敷地面彼 3  J， 2  0  0  m
2  

建築面f'/ 9  1  5， 2  5  8  m"  

延 面 総 4， 5  5  0， 7  2 4 m"  

構造縦模 鉄骨鉄筋コンクリ ート 造 6r.;t.i! 

峻 エ n 1昭 和 3 6 年 1 1  JJ 9  11 

施 工 三 和 建 設 株 式 会 社

II{l羽1 3  Ｖ 年中 ｬζ 唆Ｎｌした祈ｾ築 よ ｬ 刈 ｾｉ ま

21 



ネqJ 製 鋼 所 浜 横 寮

191  (1正 j血 科'1 ; di 見l 謙 区 魚 崎 町 浜 蹴 hl

股地I回m 3. 1  3 7 m"  

...... m巨面桜 1. 4  6  6  m"  

延 面 積 6. 3 4 1 m"  

隙j 1J 脱筏 鉄筋コンクリ ー トラ ー メ ン 偶 造

5 防 止s l!出 J j- 'f;f 

竣 ユ 11 附 有1 3  6 年 4 Jj 2  0  11 

設 計 施 工 株 式 会 社 山 田 工 務 底

WII fll 3  6 年 中 に 竣 L し た 若U l ! 築

22 
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近 畿 大 学 原 子 力 研 究 所

研 究 用 原 子 炉 を 持 つ 原 子 力 研 究 所

段 針 大成漣股 K K股計部，技術研究部

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

所 在 地 大 限 rrl 布 施 111 小:I' iiT.

!lY( 地 近 畿 大 乍 構 内

} l ! 築而W 4  5  7. 9 2 m
2  

延 而 W 6  1  3. 9 2 m
2  

構造焼桜 鉄筋コンクリート ＱＧＮＢ正ｾ

一郎 2Wo

竣 工 n 町Hl I 36 il '  12 月 27 n  

m和 3 6 年 '1' Iζ 峻 工 し た . tO .l!主II 祭

23 



24 

古 賀 の 井 ホ テ ル 新 館

設 計 三 回 建 築 般 計 事 務 所

所 在 地 和歌山県丙キ ｾｬ￟ ｬｬＧｬ 浜田 ｊ 宇古賀ノ ￱ｮ

! 肱地面積 2， 6 8 6 坪

J J l 策面m 4 4 1. 5 9 坪

延 而 W 2， 6 6  7. 8  4  Jt 

構造規校 鉄筋コンタワート造 7 ff. t i ! ー胃11;'

@ 3 階付

竣 工 阿 開 和 3 6 年 1 1 月 3 0 n  

昭 和 3 6 年 中 IC 唆 エ し た 祈 必 築

施 工 株式会社 戸 田 組 大 阪 支 庖



日 本 住 宅 公 団 梅 田 分 譲 施 設 付 市 街 地 住 宅

ア パ ー ト 室 内

段 計 日 本 住 宅 公 団 大 阪 支 所

地

米

米

米

階

日

書

方

方

方

1

。

平

平

平

下

l

5

5

地

:

町

2

1

0

月

才

6

3

4

造

B

i

r

ト

ー

即

日

日

引

ト

年

E

3

2

1

F

6

 

1

3

l

 

H

乙

L

L

ン

階

i

F

l

和

比

和

大

鉄

地

昭

地

m

m

M制

楳

日

在

而

而

面

倒

説

工

地

罫

造

所

敷

山

山

延

構

唆

施 工 株 式 会 社 浅 沼 組

玄 関

25 



フ
エ.

ザ、
ピ ノレ

段 計 彦 谷 建 築 段 計 事 務 所

所 在 地 大阪市北民約［ｾ rl' 1了n 33lfrJ也

! 政地面倒 4  7  1. 1  5  8  m"  

y，] : ' 直面的 3  7  6. 8  1 8 m
2  

延
Ifti W 2. 2  8  7. 2  8  3  m"  

ｭ 治則ｾｾ R C; ; ! i 地下 I 僻 ， 地上 Ｕｗ￭ｬ ｲ，ｾｻ

2 隣 H ラーメン J:il，

唆 工 11 昭 和 3 6 年 1 2 月 1 5  n  

施 工 大日本土木株式会社大阪支庖

肝'j Tl I  3  6 年' i ' IC 竣工した新i J ! 築

26 



から本建築まで .ゲ

Lウスヱ業伴式奮絃

@9351-<<; 髭

西 区 西 長 期 匝 北 通 3 丁 目 2 の 3 T  E  L  @;:;il 代 表

日本司. 小舟田T 2 の 7 ( 小舟ピル) T  E  L  (661 ) 4974. 48叫

市 港 区 北 福 崎 西 之 町 8 T E L ⑫ 5 1 3 7  

西 区 九 条 中 i昌 4 丁 目 4 0 0 T E L ⑧31>41代 表

江 東 区 北 砂 町 6 T 目 1 4  8 円 2 T E L  (6判 ) 7854 

る誇

美

し

し
、

(ト)第4 1 3 3号

販 売

な技術を

と

. ; ; J LJ :tJ:. 

面又 U用

花

園

を

お

部

屋

• 

瀬 式 組 立 建 築

インスタントハウス

フ7 シ y ー ラッグ発売元一丸紅飯田( 株)

の

優秀

丈

夫

で

弾

力

性

に

富

み

、

ホ

コ

リ

が

設 業

設 大 臣 登 録

最新

た

た

な

い

の

で

大

へ

ん

衛

生

的

で

す

。

施 工

お

部

屋

の

雰

囲

気

に

マ

ッ

チ

し

た

カ

ー

ペ

ッ

ト

を

お

選

び

い

た

だ

く

た

め

あ

ら

ゆ

る

色

柄

を

豊

富

に

準

備

い

た

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

車レカーペット発売元→株) 辻田文平商底{ 大阪市住吉区南住吉町 4 の59)
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美 し い 床 ・…

し か も 永 い 間 耐 え る 事 が 特 長 で す . 優 れ た & 品 と

して 皆 様 に 御 満 足 願 え る 様 、 最 高 め 施工 技 術 者 持

っ て 弊 社 て古主任地工を致しております。

床 材 料 の 販 売 ・ 工 事 ( 責 任 施 工)

株 式 株 式 会 社 桂

商

A

会

営費陸部 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 三 丁 目 23 電 話 (75) 0695番

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 満 橋 筋 六 丁 目 12 電 話 ( 35) 6625番

近 代 人 の 感 覚 tニ マ ッ チ す る :

2 ・ト1: : 7111

{ 中心吊自由開型)

( ピポ ット・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタロ グ御入用の節は御申込下さい〕

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 雌 市 繊 沼 町 1 丁目 H 番 地 電話 布 錨 (72) 7713 (代) 7714 番

東京都千代田区神田三崎町 2 ノ26 電 話 東 京 (301) 0403 (332)5310書
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新年おめでとうございます
編集委員一同

事 務 局 一 同

。

エレベータ・ヱスカレータ・冷房冷凍装置

そ の 他 建 築 用 電 気 機 器

λ  

菱 電 機 株 式 会 社

建 築 と 社 会

第 4 3 集

官 9 6 2

表紙デザイン : 表紙デザイ ン小: : ; 員会

S Mデザイングループ

セ 価 1 部 1 5  0 円 ・送 料 共

i清 和 3 7 !f 1  Jl 20 日町f . :

昭 和 3 7 年 1 月 25 日 発 5

編 集 人 松 斗 ニ I ! l ' 光

発 行 制 社 団 法 人 1] 本強築協2!

大 阪 市 東 区 北 浜 3 了 1: 37 

吃M 大 友 @9648・9649・9940if，

板 碑 口 座 大 寂 39975 ｾｩ＠

発 行 人 沖 m I ! ! <ー

印 刷 所 株 式 会 社 研 司 王 円

大 阪 市 北 区 立 ill :ir 6  6  

電 話 @ 2 0 9 1 - 3 苦

印 刷 者 網 野 :1，' 
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年 頭 の 乙 と ば 東 畑 謙 三

• 

新しい年がまたしてもめぐ ってきた 。新年の芯義は私たちの職業と

生活との流れを芯義づけ ，また定着させる一つの節であり ，また改ま

った気持で物 lζ 向う芯図と意志とを勇気づける機会でもある 。

旧年度の業界は ，経済界の自由化対策にともなう設備投資の急激な

増加と政府の産業成長政策による新規施設の拡張とにより著しき置の

建設を抱え ，空前の活況を呈して年の前半は業界もその成長ム ー ドに

巻き込まれて考える暇もなかった程の繁忙であった 。あたかも風船玉

がはり切った有様であった 。 しかし後半になって経済の動向は漸次悪

化し ，国際収支の赤字，市況の暴落，それにともなう金融政策の引き

締め ，ひいては建設業界を対象とする設備投資調撃法にまで進行して

きた 。はり切った風船の空気を抜いた感じで何時も外殻の役をしてい

るわが業界に真先きにしわょせがきたのである 。

建築の仕事 lζ 携る者にあっては ，常 l乙乙の大きな変動を見きわめて

仕事を進めなければならないのだが，台風高潮の対策のごとくいつも

心 lζ 想いながら ，いざ来襲するまで延び延びになるのが常である 。必

ず来る災害と不況とに対しては ，平和と繁栄との |時期において ，充分

な抵抗力を培養しておかなければならない ζ とを新しき年の始めに吏

めて心の r! :I ，ζ 焼きつけなければならぬ。それと同時にいたづらに過去

を拭い去らずに執紛j なまでに過去を追い ，経験を菩積してとれを生か

すとと乙そ技術 lζ 舵る者の立務といわなければならぬ。 しかも私たち

の創造せんとする芯図乙そ好不況の波に耐えてゆく H佐ーのよりどころ

であるから 。

一つにしぼれば，本年度は都市の再開発の年である 。昨今の交通麻

! 4 ' . の状態は単なる経済の問題を通りとして ，生存の問題にまでな って

しまった 。大都市を r!-，心とする高速度道路の問題 ，市街地における駐

車の問題などは本年度において相当の結論と進歩とを期したいもので

ある 。 また大阪市周辺に例をとれば，堺臨海工業地域の建設，千里丘

ベッドタクンの住宅建設など新しき街造りにも真剣に取りくまなけれ

ばならない年である 。 乙れらの問題は目前の好不況の様相に左右され

ず，私たちの業務の宿命ともいうべきととで ， 乙んな| 時期にとそ千年

の計安立つべきである 。

最後に本年は本会の創立45周年に当る 。人生も 45才ともなれば最も

油のの った成年である 。久しさにわたる会員各位のたゆまざるど協力

と先輩各位のよいど指導により本会もようやく重厚とな ってき たこと

は同慶の至りです。 これを機会，r _ 各種の記念事業を行ない ，各方面の

ど援助 l乙報いようと準備を整えています。各位の一間のど協力をお願

いしまして年頭の乙とばといたします。

-

4

4

 
・

2

ｾ＠

( 市 計 本 会 副 会 長 ・w畑ts壊事務所長)

31 



第 ワ 回目

逃

面

図

図

図

嬰

要 図

面

面

彼

計 概

構

所

平

断

遊

説

工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル

. . 入 選 作 品

'肝i主会は ，閉有136年 10月18日午後 2 時20:分より 6 時にわたった。出席者は ，西嶋徳太郎委員

長，足立孝 ・他問一段 ・海上静一 - r，' f水狗弥 ・応国家弘 ・長沢徹夫( 替市ll'ifl:) ・光安義光 ・

111111貞次郎各1t' } i 良であった。審l r . は本会 4 階集会主 IC応募全作品 (51点，19佼) を提示した

会場で荒選びからお乙なった。 荒選ぴで45点の作品が残り ， 第 2 次も第 l 次の要領でお乙な

い，39点の作品を第 3 次の帯庄の対畠ととした。第 3 次では審1i 貝の俗面投票で第 4 次審査対象

作品を残す乙ととした. 結* 20点が最終存資 IC残っ た。20点の作品について充分な批鮮をお E

ないその上で鰐街寄 l t-..の1阜県限I i ' で，入選作品 7 点を決め ，残の 3 煮もそれぞれ討蛤をお乙な

い得県上位の 3 点を選んだ。乙ん回より段優秀賞( ーの会賞〉の作品についても 帯貨をお E な

い市商1辞任と挙下採決でそれを決定した。

設 計 課 題 l  

都 市 の 公 園 に 建 つ l  

野 外 音 楽 堂l

主 催 l  

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会l

K  • S 生

円本雄築家凶会が改組発足したとき ，その会

只はj J ! 築家個人の n絡で入会するとととなり ，

大学教授や経営権のない会社勤務員も人会でき

るE とIC なりましたが， 設計事務所を 開設し

て，姥1 ' 1 ? ; の設計監理を専門の;業として行ない，

その報酬によって司 ｉ 務所をｾ哲しているま ｬＡ 築家

たちだけの共通の問題があるのではないかとい

うので，そうした立場の者で懇談の場を持とう

としたのが「ーの会」の発足の動機であります。

幸 IC発足以来 5年 ， 会員数も現在 20 名とな

り， 毎月 l 回の定例会食を懇談の機会とする

他， 節目与の見学やi j ! f ; j " 説明会なども行いなが

ら，お互協 ) J の: : Mをあげつつあります。

今閏の工高生デザインコンクール IC対する協

賛も，われわれが新J f f i 後慨を激励rt 成したい気

持の衣現であります。

設 計 要 件

敷 地 都 市 の 公 園 内

処 築 の 面 相 自 由

規校および設備 ( 1) ステージ( ③オーケストラの演奏ができる E と。@ 控室および物砥き ，也!

所などは公閣内の適当な場所 K 設置されているものとし ，図面には記入しな

くともよい。) ( ，) 客席約 1000防 (3) 夜間も演奏し得る E と

自 rll

(111位はm )

縮 尺 2∞ 分の 1 ( ステージおよび客席の配置を含む〉

縮 尺 200分の 1 0 断商)

彩色する乙と

図前の余白 IC 100 : Y : 以内で簡明に記入のこと

「ー の会J について審査委貝長 西 嶋 徳 太 郎

ＵＱ ｬＮｾ の応答作品を構想的 ｉｃ 分知すると ， 課題白柔軟性を反映して

大体三つの傾向を示している。

そ白ーは ，k止も観念的でありティピカルなプランからスタートし

た系で ，内容としては大きな破綻なく ，ある程度の絹りを示してい

るが魅力に欠けるものあり。製図能力の優劣のみが目立つ。

そのこは ，t村山的な治組、IC取組んで，若い人のまl ! 策的情熱の衣現

を試みた跡の見られる作品が幾っかあ勺た。残念な E とには ，せっ

かくの 7 イデアを ，荻現) J の拐さにわざわいされて ，':Wi ' i の良さを

l i I し切れず時間切れの感を弓えて了ったのは惜しい乙とである。

その三は ， いわゆる逃形的な 7 イデアでスタ ートした楽である

が，乙れは応募作品の大半を占めるものであって ，姥築の学生とし

て勿論当然とはいえ， ぇｾＩｾ意識過剰が破綻を呼んで縄りを乱した

り， また探題の持つ味を失って了ったと見られる。

以上を要約すると ，そのーは ，凡竹 IC終り。そのこは ，非凡の}I

鱗を見せながら' 空中分解。その三は . ［ｲ ｾ胞の本質か ら ， いささか遊

離という感じを又' ける。

評総

最 優 秀 賞 〈ーの会党)

一一一- ":Cー】一

割三Z;

野 外 音 楽 堂 臼 川 刷 会 主 前 抑 制 -[，:: ，'1，デ ザ イ ン コ ン ツ ー 印 刷 品

精子席の通路がないのが欠点だが

7 イデアはトップである。榊成と

して尽を抜く作品である。
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J  

J  

¥ 
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向・ 1  

¥J  

J  

製図が純廊であり ，よくまとまっている。

曲線の取扱に非凡なものあり。但し全体の

持味としては水期以上とはいえない。

鹿児島県立鹿児島工高 2 年 永 野 兼 男

7 イデアは平凡で . h'it.x. ポ材もま

たつきなみである 。特 ICステージ

ＱＱ 商のニ放のｾは賛成できない 。

神奈川県立神奈川工高 3 年

渋 谷 卓 夫

Uu 

，‘ 掴

ヱー . 免刷‘ 2 刷

!f t  lJ Hi 楽堂; ，1画

プランニングは抜群で，特IC客席の通路のl f ; < り方はう

まい。{ 同心円の使い方も匂K 入ったものである。残念

な事は ，パースが E のプランの良さを設している。

東京工高 2 年 ( 合 作) 坂本畠徳，高橋秀昭，竹内俊雄，

田辺紀雄，宮島新ニ

公 園 内 の 野 外 音 楽 堂 業

ザ"・・.  
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ヱ 高 生デザイン コ ンウ ー ｊｾ 入選作

デザインもよくエコノミカルであ

る。充分J . 1 ! ちうる作品である。特

ｉ ｃ 断面 ｾ ｴ 凶 Ｑ で斜線の扱い方は水 Ｑ｜Ｇ Ｑ

以上と比られる。

大阪府立西野田工高 3年

水 嶋 勇 郎

たとえば舞台端のあたりバースと

断而がちぐはぐであるが，カ ヲ リ

ングもよいし全体としてのム ード

が秀れている。

大阪市立都島工高 3 年

島 川 修 ; 古

プランか H れている 。パ ースは. ' &，

i島行すぎる巧古が H 立つ。与えん

の軟らかさがJI 凡である。

早稲国大学工高 3 年 ( 合 作)

川瀬川，) . 渡辺賢次，八矢正年
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エコノミーでよい a すなおだし] f : ;

もよい. 全作品中でいちばん熊が

ない。強いていえば，料iの強さが

課題のムードをmしている。

東京都立小石川工高 2 年

地 問 耕 ニ

図法が幼稚すきるが，配置のさり

げなさに俳句的なよさがある。" 年

tr'I v正のト γ プを行く刊 tlJvである。

早稲田大学工高 4 年

尾 関 文 夫

14t きつけるものがあり ，デザイン

も音符f内IC { : ，，j ，?; . なもの。特 1C;1<

， ￭ｲｾ 脳 ｉｃ 対する ｉＧｆｉ Ｇ ｵ
ｬ
ｬ として遊びがあ

るのがむしろよい。ただし向焔= が

しぼってあるのが況になる o 7t'l'I" .m 

の，撹 ｉｾｪ さし Ａｉｩｬｩ はプラスでもあり マ

イナスでもある

堺市立工高 3 年

有 馬 隆 三
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敵 対 的 協 力

かつて欧州において，ブルーノタクトが，ある都市を

数磁の原色lζ 塗り分けた乙とがありました。その是非は

別として ，現在のわが国の係i!i の景観の困乱と 1m秩序ぶ

りを見るとき ，何かが行われなければならない気がしま

す。

占;jii!i を椛l点する無数のm築，構築物が無数の処築家や

デヂイナ ーによ って設計される以上，その一つ一つが，

いかにすぐれた建物であろうと，ぱらぱらの印象を与え

るのは止むを得ないとい ってしまえばおしまいです。

i及近タクジスク ープ。の問題や省nl 市デダイシ論が'Jrti く論

ぜられるようになりましたが，都市的な見地からの建築

計画のあり方の追究が今日程必要な乙とはありません。

と同 11初ι ，イギリスの建築家スミツソ γ がい ったミ現在

必要なのは建築家の敵対的協力であるミという 言来・が，

現代の建築家の計画態度に一審要求されることではない

でしょうか。 (Ts)

か み か1ぜアパートミ去三三こ

まいあさ しんぶんのしゃかいめんを2 さいしょにみ

ます。も しやど ζ かで アパ ー トがやけて ひとが死に

はしなか ったろうか きK かか つてならないのです。

それにもかかわらず もくぞう三がいたてや ひじよ

うぐちのない いはんけんちくが どんどんたちます。

けんちくほうきが わるいのでしょうか。

じゅうたく政策が わるいのでしょうか。

だいくさんが わるいのでしょうか。

やぬしさんがわるいのでしょうか。

まずしい にっぽんの縮図だとしても 三ねんもすれ

ば もとをとりかえすほどに やちんをとりながら ひ

とのいのちのととは かんがえないで「かみかぜアパ ー

ト」はふえてゆくのです。だれだ ってほかにいいと ζ ろ

があれば いのちがけで住みはしないでしょうに 。

わたくしたちは けんちくゃなんです。どうすれば

だれもがはいれる 健康的な「すまし 'J がつくれるのか

を みぢかに かんがえねばならないと思うのですが。

( Is)  

都 市 計 画 論

まず，それはあまりにも雄かしすぎるのだ。

必烈な単語が機関銃的 IC発され，さらに高過な迎論に

よる反論が告かれ，アブストラクトとも M、じられるスケ

ッチが提示される。活動する若手都市計画迎論家群一一ー

でも彼等の背後の空虚さはどうしたものか。

1! 持論，哲学，社会科学，自然科学に拠所を求めた理論

交換が不要だというのではない。数学者は ，記号をもっ

て疎通し ，深みへ進み，その結果の実用式を社会lζ 提供

する 。見ならうべきではないか ? 都市の将来は ，関心

深いものであるだけに ，抽象記号化した単語による議論

は，誤解を受けやすい。理解されぬ ζ とに孤高を求める

のは全体の不幸だ。再計画論を概念的な ，非現実的なも

のに受け取られる乙とは ，より困郊! ーな現災を作る。

i l ' i 化機能の証明がまだ完全でないからとて

夕食を拒否する者があろうか。ー一一へピサイド

今 ζ そ，占11市は解決を求めている 。 ( KT)  

( 本号と次号は上記の執鯨者 IC担当してもらいます)

建 築 の 設 計

建築設計の仕事は ，日本では民間建築事務所をはじめ

施工業者の設計部，その他官庁や会社の営絡部な どで行

なわれている。

乙のなかで ，とくに外国に絞べて変っているのは ，日

本では施工業者の大部分が自社で設計のスタッフをかか

え，いわば業者自体が設計事務所をかねているととであ

る。それでは何故設計施工が昔から行なわれているので

あろうか。

これに対する一つの答として考えられるのには ，日本

のr片米の建築は木と土と紙で作られたものなので，外国

における石造建築のように半永久的なものでなく，また

できあが った建物が使 ってみて使いにくければ，簡単に

地改築できる ζ とから設計ということがあまり重要視さ

れなか ったのではなかろうか。 しかし故近のように耐長

ifU'l 火姥築が盛んになり ，工事の規模が大きくな ってくる

と，設計技術や新らしい創造性がますます重要にな って

くる 。乙のような社会の要求を満足させる乙とができる

よう建築家は大いに努力すべきである 。 (h )



メ ー ジ都市計画についてのイ

- ・・人物論を通じて ・・・

人物論というのは，なかなかそう

気軽に書けるものではないし，盲と

象の除ではないが，人物の全体像を

浮彫りにするなど，とうてい小生な

どの及びも つかない難事であるし，

仮りに問題を限定して，その人その

人の特質を抽出する乙とはある程度

可能ではあっても，乙とを「都市計

画」という淡々とした問題に限った

のでは， ｾｾがどれやら尻尾がどれや

らといった状態にならざるをえま

い。インタビュ ーをされた当の ζ 本

人乙そいい迷惑というものだが，い

っそ人物論などとお乙がましく構え

ないで，そ乙はさらりと正月号 らし

し他人迷惑なぞはもっての外，当

りさわりのないと乙ろで，諸大家の

ど登場をお願いする乙ととする。結

果としては諸犬家の都市計画に関係

する問題についてのイメージを描く

乙とが目的となってしまったが， ど

こまで ζ の短いインタビューで描け

たかが，問題ではあるが。 ( 0 )

下記の方々にインタビュ ーをして

まとめたもの。担当は大久保昌一，

湯川利和， 三村浩史の三君。

官公庁関係

掘 新次氏( 大阪市整地部長〕

( 若手)

藤田 邦昭氏( 日本住宅公団)

学 校 関 係

川名古ヱ門氏( 大阪市大教授〉

( 若手〉

絹 谷 裕 規 氏 ( 大 阪市大講師)

設計関係、

小川 正氏( 竹中工務庖設計部

長)

浦辺鋲太郎氏( 倉敷レイヨン営絡

部長)

( 若手)

鈴木洋也氏( 東畑建築事務所)

乙のうち，川名古エ門先生とのイン

タビューはどうしてもできなかった

ので止むをえず割愛した。なお，設

計関係、として村野藤吾先生も予定し

ていたが，乙れも先生の都合で実現

できなかった。 文f! ・編
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新 次 氏( 大阪市E陸地部長)

明治J 1 年生れ

都心におけ る商取引の方法 を

変え ていくべきだ/

文 部 中 ( ) 内は編集担当者ーの ζ とば

< 腐さんは，戦災復興計画以来大阪市数千万坪の区画

整理を手がけてきた道路づくりのベテラン。 rこれまで

延何千米の道路を作りましたか ? J などときりだすのも

大人げないので，先づ第 Ｑ 問 ｲ ｾ 、ままで都市 計 画イコー

ル道路計画といわれてきましたが，これからは ? J と水

を向けてみる>0 ( 墜に日占られた地図をさしなが ら)

都市計画は本来住みよい能率的なまちをつくることで

あっ て， いうまでも な く単に道路をつくる乙とではない

はずです。と乙ろがわが国で本格的に都市計画が出発 し

たのは大正末j切ですから，ちょうど民業から工業への転

換が活発化してきた時期です。つまり第一次世界大戦で

日本の産業が世界の舞台 lζ 立ったときです。人口の古s市

集中が顕著になり，都市を無計画1<: 放置するととができ

な くなった。それで地域11;IJ をしき，地区指定を行なって

都市を規H i IJ したわけです。新しく創り出してゆくための

都市計画ではなく，既成の市街地にかぶされた規制に過

ぎなかったのです。と乙ろが，乙 ζ では何もするととが

でき なかった，ただ新しく開け ていった市街地の外科手

術的な道路拡張が進めら れていったわけで、す。乙のため

都市計画イ コー ル道路計画という印象をみんなに与えた

わけですね。

< 大阪はどうだ ったのでし ょう>

大阪でも大正末期から ，既成市街地は仕方がないので

市の周辺部について千数百万坪の区画整理! こ若手しまし

た。戦後は昭和 ＲＰ 年のｾ災復興を手始めに戦災地区千六

百万五1ーのうち数十万坪の区画整理を行ないましたが，い

まがt け残ったと乙ろと，中間地区をどうするかが問題で

す。二百万坪以上の新宅地の開発 も必要に なってき てい

ます。現在までの都市計画はやはり道路中心だったとと

にちがいありません。現在大阪市がやろうとしている一

地域の区画整理も，同械に道路中心のものです。( と案外

卒直に現実の姿を認められ) 乙の三地域は，新大阪駅周

辺地峡 ; 100 万坪. 東淀川東部 ; 60万坪，第 2 阪神国道

沿い ; 20万坪ですが，乙乙では大正末の区画整理と巡う

点は，当時は今のよう な臼動車時代がくる乙とや，大阪

市が ζ んな K 膨張することを予想せず， 狭巾員の道路を

つ くっ ていたことです。それに地主だけではできな いの

で，国や市が参加している乙とで F 。自動車について申

しますと，現在東京都などは保有台数が70万を突破しま

した。 14. 2人lζ 1 台の割合ですね。大阪でも昭和26年か

、 36年までに iヨ動車は 10{きにも なっています。こんど同

じ傾向て= 増えるとすると乙んど 10年間に 10倍になると考

えられます。今の大阪の道路率は Ｑ Ｒ ｾ ちですから Ｑ Ｐ 年後に

は 12096 の道路面積が必要と なるわけです。全市を道路

にしてもまだ足り ないわけですね。はは ・・ 乙れは数字
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の魔術ですが，とにかく道路問題が大変です。乙んどと

も都市計画の中心課題が道路中心から移る乙とはなかな

かのようですね。やはり「都市計画イコール道路計画」

ですか，ははは・・・ ・・ ( と笑いとばされてしまう) 。

< そ乙で「いままでの都市計画に関連したことで，も

っとも感銘された こと，あるいはもっともパカらしいと

感じられた ことについて」と第 2 聞を発すると>

感動とか馬鹿らしいというのではなくて，残念に思っ

た乙とは次の乙とです。( と前置きして) 戦災復興の土

地区画整理にタッチしていたときの乙とですが，当時国

の補助金が 8 it<J出ると いうので，区域を拡げて出発した

のですが，資金不足にあって，政府が事業再検討をする

ことになり， 1，600 万坪の区域を 1，000 万坪に，5 0 M道

路を 6 0 M1(， 60 を 50 にといった具合に，すべてスケ ー

ルダ ウンされて しまった乙とです。それが 10年後逆の行

き詰りを見ょうとは ..... ( 一体誰の責任 なんでしょう

ね) 。現在8 0 M道路をわずかばかり抜くのに，全体』ζ 使

った金よりもなお多くの貨用がいるのです。( と地図を

指して真実残念そうである) 。はっきりいえることは日

本人の勤勉さが続く限り計画の規模をどんなに大きくし

ても，大きくしすぎたという乙とはないでしょう。

次lζ 興味深い乙とは，どの仕事をやっても必ずといっ

てよいほど，全面的集団的な反対 lζ でくわすのですーが，

卒業が終れば必ずよろ乙ばれる乙とです。前回反対の急

先鋭にあった人々が，次回 lζ は強い賛成派 lζ 変わるとい

ったことがたびたびでした。( 役所側の P R 不足という

か市民へのアッピーノレが不足しているからではないので

すか。計画が一方的でおしきせがましいと乙ろがある点

も反省の必要があると恩いますけれど) 一口にいって自

由主義の歴史が浅いからだと思いますね。ょいとと K 賛

成し悪いこと K 反対するというのではなく，自分本位の

金儲け主義で反対する。戦後念、』ζ 開放された反動で‘ あっ

て，ｾ ーは自由主義 ，よき民主 主義の歴史をもた なかった

乙とに原因があると思います。( 役所の方では皆んなの

ためになるよい乙とだから強行するのだという一方的な

自信だけがあって，よい乙とをよい乙ととして，皆が理

解をもって迎える乙とのできるよう lζ 説得するという

か， 官庁と市民を相互に結ぶ努力をお乙たっている面も

あると思いますね)

< つぎに大阪で最も好きなところは ? >

大阪のよさは庶民的であるととです。

< 大阪という歴史をもった都市の特色というものが，

都市計画の上でも現われて乙ないといけないと思います

が，大阪の経済力や昔あった市民的なものがまちづくり

に反映しないものでしょう か。 中央集権的な統制の枠外

でのびのびと大阪らしい独自の計画をすることは? >

以前は大阪市の歳出の 10倍もの起債ができたから，都

市吾l' 画事業も ，商都大阪の経済力を反映してどんどんや

れましたが，今ではわずかばかりの都市計画税などで細

々とした財源に頼らねばならぬ現状ですから( シャウプ

勧告による税制改革による) ，事業の維持政はまかなえ

るが，事業を推進すると乙ろへは至らない。それで補助

金を取ることにやっきとなっている。中央の金がもらえ

れば，それにしたがっ て当然中央の統fljlj がくっついてく

るわけで，独自の自由度がなくなる。全く地方公共団体

といっても，政府の出先機関のようになってしまいまし

たね。

< 大阪は経済力をもっ ている点で多くの都市とは大き

な差があるし，独自の自律的な都市開発が行なわれてし

かるべきだと恩いますが，現在では税IljlJ などの問題もあ

るでしょうけれど，戦災という大きなチャンスを利用し

えなかった。 これは東京でもそうですが，とくに名古屋

などと比較して，この点、を説明願えませんか ? >

そうですね，焼け方が巡っ ていたことも大きな原因だ

と思います。名古屋は戦災地が述担していたから立派な

道路を思いきっ て通すことができたが，大阪の場合比較

的とびとびに焼けている。そのためせっかくの道路が貫

通しなかったという条件の相逃があったと思います。 つ

ぎに，当時名古屋の建築部長をされていた T 氏は焼失地

域には絶対変なものを建てさせなかった。あるところで

は全面的に建築を禁止した。と乙ろが大阪府の建築部長

であった 0 氏は，戦時国民の窮迫したときであったから

まず民生安定が第一だ，何でもいいから建てられるもの

は建てろ， I喰えないとき lζ 区画整理でもなかろうという

ことでどんどん建てさせたわけで' す。乙のように当時の

その分野の長がそれぞれもっていた理念と申しますか，

考え方( 人生態度ということになるかもしれなしつの相

逃があった乙とにもよると恩われます。

< こんごの都市計画でなさねばならないことは>

最初道路中心の都市計画と申しましたが，道路を増や

してゆくだけでなく( 理想的には道路率3796位ですが)

都心における商取引の方法を変えてゆく必要があります

ね。現K 交通規則による第 2 次取締りをやれば車が利用

できなくなって，たちど乙ろに商売があがったりになる

ととろがあります。南区の金物商を郊外 lζ 集団移転させ

たり，西繊細の木材商をやはり郊外の適当なと乙ろに移

す乙とが必要です。都心では，サンフ勺レ取引のみで，工

場や食J ! l i は郊外にある。だから不要交通の規制ができる

わけです。乙れが早晩必要な乙とだと思います。
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藤 国 邦 昭 氏
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{ 日本住宅公団市街地住宅:rl! l

昭和 2年生れ

福井工場昭和22年単

< 従来のような方; 去で作られている都市改造のマスタ ープランには現実の諸

問題に対する現実的なソリューションをもっていない点，疑問があるのです

が>

現在のマスタ ープラン には， 私は反対です。 7 スタ ープラン といえば役所の

っ くり 上げた ものか，学者先生のお作品か，とにかく現実とのつながり があま

り考慮さ れていない。現在の役所の仕事は「道路が狭いから拡げればよい」と

いう センスで行なわれているのです。建物を含めた計画がどんなに必要なのか

分っているのかいないのか田…・・。社会制度がどうであ ろう と， 資本主義国だろ

うと社会主義国だろうと，都市は市民の正しい意見を反映して，住みよい都市

K してゆかねばならない。もちろん市民は都市K ついての 専 門 家 で はないか

ら，都市計画に関係のある機関，都市問題 lζ 関係する機関が，どんどん専問的

な立場から提案をして，市民を啓発してゆく乙とは犬切です。

< 都市計画事業を進める側と市民との聞に断層があるわけですね。市民のも

っているいろんな問題や要求を監理して，これを都市計画的な姿へと秩序だて

る仕事がなおざりにされていますね>

私がいつもいっているのですが，今いった役所と市民との聞の断層に橋をか

ける仕事が最も大切なのです。誰もそれをしようとしない。市民は実lζ よい感

覚をもっているが，乙れをのばしてやる必要があるわけです。学者の結論とは

アプロ ーチの過程が巡うけれど，結局同じ乙とをめざしている。生活の実感か

ら出て くる ものを，理論的あるいは技術的なものへ統合してゆかねばならない

それなのに実施面では，計画が行き諮ると強制執行だとすぐでたがる。これは

おかしいですよ。こんどの市街地改造法の駐車場規定なども実悩を無視したい

い例です。各戸で別々に建築するときにはモ ータープールがいらなかったが，

共同建築で一定の大きさになると必要になって くる。と ころがこれtζ は補助制

度が考え られていない。共同建築化の気速に水をさす乙とになる。だから結果

が逆になるおそれがあるわけです。 受電装置，消化栓，今やっ ている大規模建

築規制についても同様です。

< 下駄ぱきアパートについて何か ? 骨折り損のくたびれもうけなどともい

われていますが>

商庖付住宅という限界のために，都心κ しか適用できない。住宅の必要でな

いと乙ろ，C，住宅を建てたり，商庖の必要のないと乙ろに庖舗に建てたりする

矛盾が起きている。また土地代が高 く，土地代を支払わねばならぬと乙ろであ

りなが ら支払われていない。乙うした公団方式にも限界がすぐ来るんじゃな

いかと恩います。
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< 再開発というと ，最も経済力の高いところをねらっているわけで，いわば

安易な場所にのみ行なわれている のは事実ですね>

再開発を必要とすると乙ろは，地元の熱意のあると乙ろとは限 らないわけで

す。こんどの方がより問題が大きいわけで，融資IljlJ 度なども変えてかからねば

ならない。今まではずい分無駄な投資が行なわれている場合が多いですね。

< ところで最近一番感じたことは ? >

最近，全国各地の市街地改造をやったと乙ろを見てまわる機会があったわけ

で，道路が拡がっ て， 立派な建築が建つと ，乙れまで街路沿に商売をしていた

中小企業者が，その街区から追出さ れて銀行と か証券会社の大手筋が入って く

る。中小業者として土地を売って損はしていないわけですが，改造によって従

来の市民がより発展するという最初のぎ、図が全然実現されない結果に終っ てい

る。乙れは考えものですね。再開発は単に形態上の再開発になってしまっ てい

る。 市民をだます結果になっているわけです。

< 今年の抱負といえばなんですか，こうした いと日頃思っていることを>

先の話にも出ましたが，市民と事業を結びつける架け稲の役をなすプロダク

シ ョンを作るととが，私の念願です。官庁の都市計画関係者など，計画の仕事

だけで実際は手がー杯です。ところが市民との橋渡しのためにいろんな経済的

問題や利権関係の処理といった法律的な問題 lζ 至るまで突に雑多 な仕事を強い

られるわけです。もちろん社交術も必要だ し，話術も達者でなければなりま せ

ん。彼 らに ζ れをすべて要求し，期待するわけκ ゆきません。たと えば一つの

共同建築の提案がもち上 ったとき，地主連の怠，[ ，j を一本にまとめ， ;権利調整や

経営相談にものるようなプロダクションがあれば，ずいぶん助かるわけです。

官庁側も市民側も充分利用する乙とができるし，お互いに助かるわけです。官

庁が地元との話し合などで，あいまいな結論さえ導いていないのに，そのため

ずいぶん無駄な経費と公霊山時間をかけているわけだし，市民のs ! IJ も自分の財

産保護や利益追求 [ζ 利用できるわけですから，プロダクションに対して報酬を

支払う乙とができる わけです。ですか ら，プロダクションは官立や公立のもの

でな くても企業として成立するはずです。

それにもう一つよ い乙とに，いま都市計画がジャーナリズム に騒がれている

わりに，大学卒の志望者が乙の分野では少ない。乙れは就職 口が，役所関係

しかないからです。若く て熱心な学徒が，こうした プロダクションで自由にそ

の才能をのばす乙とができれば，乙の分野lζ も活気を与える乙とに なるわけで

す。
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< 昨年もっとも印象 に残っ た都市計画に関係ある事柄

は? >

そうですね。何といっ ても釜ケ的事件ですね。オッサ

ンが白[ i ! JI ! I 1 C ひき殺された，と聞いてピンときました。

あそ乙では道路はし、わば共通の庭みたいなものなんで

す。狭つくるしい住いからはみ出した人達が道路でゴロ

ゴロしている。と乙ろが最近その庭が自動車{ζ 駆逐され

つつある。そ乙へあの事件です。

< この事件を社会保障や住宅問題だけに結びつけて，

考えている人が多いのですが>

私は乙の辺で白木の都市計画も街路偏重主義を止めて

本当にそとに住む述中の身になった市民の庭づくりへと

脱皮すべきだと思います。

< いわゆる官製都市計画についてずいぶんいろんな注

文や批判をもっていると思いますが>

都市計画は市民のため K あり ，都市が自治的に都市計

画をやって行 く，自分のまちを自分遠の手で自主的によ

くしてゆきたいと いうプ リンシプ J レがあるわけです。し

かし現実には地方公共団体が独自の枠でやるよう な仕組

になっていなし、。下水道一本つくるにしても，法律でし

ばられ，補助金をも らうために建設省へ日参しなければ

ならない。そのため自治体としての独自性をぶち壊わす

ような中央の統制や規制が働く乙とになる。小さな市町

村では 10万円の補助金をもらうのに， 15万円使ったとい

う笑話もある。もう一つの癌は官庁のセクショナリズム

です。同じ地峡の中で府県，市，公団などいろ いろな官

庁が縄張り 寺: ，いを続け ている。中央集権と縄張り根性，

乙の二つが市民の利益を代表するはずの地方自治体を中

央機関の山屈にしてしまっ ているわけです。

< 地方性ということが，最近強調されるようになって

いなが ら，その実地方の自主性というか，自律的な性格

が失なわれてしまっている。と乙ろで最近広峻計画の必

要から，従来の行政区画に こだわらず，都市と都市が協

力する必要が叫ばれていますが，このためにも各自治体

のオリジナリティが失なわれる傾向を生むのではないで

すか>

大都市闘では都市の独自性を保つことは難かしい。そ

乙で次のステップとして，都市連合や協議会・ンス テムが

考えられている。しかしそ乙にはまだイデーの混乱があ

る。広い範囲の計画 lとなるほど国の経済奇|聞に左右され

るわけだから，そ乙 IC国の干渉な り統11;IJ カが介入する ζ

とに なる。片方では市民の都市計画というプリンシプノレ

を持ってい ながら. 予算をとるためには，中央に迎合し



|川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川|リ川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川山川11川川川11川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11聞川川11山川川11川川川11川川川11川川川川11川川川11川川川|リ川川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川川11山川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11山川川11川川川11川川川11川山川11川川川11川山11山川11川山川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川川11山川川11川川|リ川川川11川川川11山川川11川川川11川川川11川川|リ川川川11川川川11川川川11川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11山川川11川川川11川川川|リ川川川11川川川11川川川11山川川11川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川山11川川川11川川11川川川11山川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川|リ川川川11川川11山川川11山川川11川川川11川川川11川川川11問川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11山川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川山11川川11川川川11川川川
11川川11山11 

|  

なければならなし、。中央の コン トローノレがすべて惑いと

いうのではないが，それを解決しないで，ただ範囲だけ

を大きくとればよいというのはイ ージゴー イングです

A:;J。

< 問題がかなり大きく なって恐縮ですが， これで今の

都市計画体制に対する考えは ? >

国の統制すなわち非民主的と決めてかかることはでき

ませんが，良心的なg 図で現実的な効果を上げるには，

当局者は複雑な技法で計算して， それを政治的にど う乙

なすかというのではな く， 市民の要求をどうとらえるか

という乙とから出発しなければならない。現在はまだ都

市計画と市民との聞に橋渡しができ ていない。( 誰しも

乙の市民と役所との断層を意識してはいるのだが，誰も

手を打とうとしないようである。)

< 昨夏，磯村英一氏の 「東京しあわせ計画」という社

会学者側からの提案があっ たわけですが，これについて

または絹谷式 「大阪 しあわせ計画」は ? >

それをいう のは時期早尚ですね。 独占資本による大都

市開発から市民をどう守るかという 問題を抜きにして，

計画を立てて も，それは幻想に過ぎなし、。そ れはあくま

でも段階的につ くられるも ので，今のよう な 状 態で，

「しあわせ計画」だなどといっ て も，それはノミラ 色の 7

ボロシ lζ 過ぎません。( 国の経済体11;IJ を変えぬ限 り話は

進まぬとい うところらしい。〉

都市発展の 中での沈澱扇ースラムとか中小企業の従業

員一あるいは都市生活のテン ポが早く なって落伍する屈

がでて くる。乙 れを何 と か しなければならない。たと

えば， 家庭 lζ 温かく迎えられる老人は幸福だが，家族の

近代化によっ て しわ寄せさ れた連中に老人ホ ームを与え

れば，それで万事 O K とい う訳にはゆかない。一案と し

て，近代的な都市環境の中で老人の テン ポや 乙うした人

達のテン ポに合ったと乙ろ を残しておく 。人聞が平均80

才まで生きるとすれば，その周期に合わせて都市的 コー

ナーを一つづっ開発 してゆく 。年寄で アパート 生活に適

応でき ない人に は，その人に適したコーナー に住居を与

えてゆく，とい うの はどうで しょ う。すべて近代的に理

論武装された地帯で全都市を液っ て しまうのは誤っ てい

ると思います。

くそういう観点から，たとえば丹下氏の 160年東京計

画」をどう思いますか ? >

それは一つの記念碑一個人である 作家のーみたい なも

ので，ー部の人には住めて も，その他の人はボイ コッ ト

されて しまいます。都市生活のテン ポに合わない人々 は

完全にシ ャットアウト される。つ まりエリ ー トのすまい

で 1，000 万人の都市にしては，あま りにも画一的過ぎ

ますね。

< 教育にたずさわ っている立場で，都市計画家を養成

する方法 カリキュラムも合せてーはいかがです ? >

簡単にいっ て，乙 れは建築屋の仕事であるかどうか考

えていたのでは仕事に ならない。都市計画で何が一番大

切かを認識すれば，それに取組んでゆく 。建築家という

狭い粋を考えていては何 もでき ない。都市計画家の養生

については，乙れまでのように建築から派生して くるの

では な く，独自の学科で徹底的に教育する必要がある。

たとえそういういう機関がな くとも， それぞれの分野一

社会学や経済学，土木，人文地理など の力を結集して

ゆけ ればよし、。 これまでの建築学科は人間工学などとい

われて，志望者の人間臭い興味から 入 って，個人の研究

や経験に頼よっ てきた部分が多かった。建築屋から都市

計画屋への個人的アプロ ーチを，学科として合理的に教

育できるよう なシス テム を作る必要があるわ けです。

また都市計画を専問的K 組織化するには，まず総合大

学を完備する乙と が必要で，乙乙で人聞に関するあらゆ

る資料が利用できるようにしておく 。つ ぎに生活工学の

カリ キュラ ムを確立する乙と が大切です。たとえば乙 れ

までの住まい方，使われ方調査を体系ずける 乙とが必要

です。

< 最後に，住宅は小さくてもやはり一戸建というのが

庶民の願いのようですが>

大阪市ではやはり アパー ト式に私重ねて住ま ねばなら

ないでし ょう。一戸建の持家を望むのは将来の生活が不

安だからで， 社会状勢が変われば，家族の大きさや住み

手の希望lζ 合った住宅に，どんどん住み変えてゆく乙と

もできるし，スペ ースに対する 保証があれば，一戸建の

持家に乙だわら ないと思いますね。 ー戸建のよさ をア パ

ート にとり 入れ る技術的なアプロ ーチも一概に不可能な

わけでないしね。

それから， 食物な どに比べてわれわれの住経験は非常

に狭い範囲に限 られていますが，新婚旅行な ども雲仙や

島原というのではな く，一月くらい，京都の町家や， 山

村の民家な どで暮 してみる の もどうかと 思います。 そう

すれば住まいの経験 も豊かに なって，いろんな乙とがわ

かると思いますがね。 乙れは私がおすすめする新婚旅行

のニ ュー スタイノレです。

いや冗談 ・心、やほんとに。
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大正元年生れ

早 大 昭 和12年卒

ちょうど小川氏の講演( 堂島ブロ

ック 再開発計画案について) が新朝

日ビルであったので， ini 辺鋲太郎氏

におはかりして，一絡に乙の講演を

きいた上で，共通の話題を求めてイ

ンタビ ューを行なう ζ とにした。講

演の興裕がまだおさまらないと乙ろ

へ，さっそくインタビュ ーでは，い

ささか食傷する気味もあったろうが

とにかく形式的にしろ，お話ーを伺う

小 川 正 氏 (K K竹中工務庖取締役設計部長) 乙とにした。
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< 都市開発や再開発についての建築家のイメージとい

ったものを>

; 甫辺 都市開発! としろ，再開発 lζ しろ建築家がイメ ー

ジを持つのが当然で， とくにとの ζ とは20世紀後半の大

きな課題のーっとなっているわけですよ。ただそれらの

イメ ージがその背後の社会的な要誌といいますか，もろ

もろの要求を建築家のイメ ージの中へ投影してゆくプロ

セスが問題だと思います。ア ーキテクトの似IJ からいえば

イメ ージ化する過程で，建築家と社会との現実的な相互

理解が不足しているように思いますね。

小川 相互理解がなくて，イメ ージだけが独走してい

たのではお話しにならない。東京のジャ ーナリ スト逮が

提案しているものは E したがって現実的な力をもってい

ない。ととろが関西では地主の要求からでてきた計画が

問題となっています。地主の諸要求を統合して，具体的

な建築空間にまでまとめ上げる。またこうしてブロック

の計画ができあがれば他のブロックへと移ってゆく。も

ちろんブロックとブロックとの有機的なつがり，相互の

影響力といったものを計算しでかからねばならなし、。乙

のように関西における提案，つまりブロック llilJ でゆくと

いう方式にはリアリティ ーがある。東京の裂にの計画 lζ 比

して，関西的特色がでていると思いますね。

< 東京のプロジェクトはリアリティーがないとよ くい

われますが， こうしたジャ ーナリズムを通 じての働きか

けは，一般大衆を都市計画的な問題ヘ引きつける効果を

はたしているという点は，買わねばならないと思います

が>

; 甫辺 行政機関の態度にしても，大阪の方が都市計画

の分野でも現実性をもったプランナーを抱えていると思

いますね。東京の場合は一つのプロジ ェクトをオーソラ

イズする場合K ，極めて複雑なシチュエーション tι あり

ますよ。大阪では，ア ーキテクトのプロポーズするもの
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が，行政機関と充分結びついている。

( 2， 3 年前から関西と関東といった対比の仕方が建

築ジャ ーナ リズムのなかで好んで行なわれているようだ

が，関東組は関東を讃え，関西岸且は関西を讃えるといっ

たあんぱいで，めでたい次第だが，乙乙で出た問題のよ

うに，ほんとに両者の悶で. 実質的に相逃があるのであ

れば，よりよい都市をつくってゆ く仕事を，一層効果的

[ζ 進める上で，ほんとに地 lζ ついたアプロ ーチの合理的

な方法を1111 き出すために， じっくりと関東関西論議を戦

わす乙とが必要であると思う。〉

浦辺 諸は変わるが，小川さんの「堂島計画」では，

夜間人口がゼロ K なっていましたが，私がモスクワで感

じたと乙 ろでは，アパー ト!C非常に重点をおいていてメ

トロで住居と職湯を緊密K 結ひ' つけている。都市の中で

アパー ト建築というのがはばをきかせている。昼夜間人

口が均衡を保っているが，乙れ ζ そ乙れからの都市の形

態だと思うね。

< ーつのブロックが業務，住居混合というのではなく

て， ブロ ックごとに一定の性格をもっているようなやり

方だ っていいん じゃ ないのですか。業務ブロックの近く

に住居プロックがあるといった形>

小川 ヨーロッパなどのように商庖プラス住居といっ

た形式はあまり僕は好きじゃないですよ。住居と職場ーが

時間的に近いという乙とはいい乙とです。

私の提案している「堂島ブロック計画J は，あれは都

市計画じゃな くて，開発事業としての提案なんでね。既

成都市を改造してゆくのには，ブ ロック制がもっとも適

している手法だと恩いますね。乙れをやるのは，行政機

関だけでは到底不可能で，公共投資だけではできないわ

けです。日本では都市計画は公共投資がすべてだと考え

ているが，乙れは誤りですよ。これからは公共投資がな

くても，できる ものでな くてはいけない。行政機関はむ



ブ ロ ッ ク 制 の 開 発 に リ ア リ テ ィ が あ る /

明治42年生れ

京 大 昭 和 9 年卒

; 甫辺錬 太 郎 氏( 愈敷レイヨン K K 蛍絡部長)
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しろ乙うした計画をコントロールしていればよい。

< アメリカ方式が日本IC 適しているという乙とです

か >

小川 公共投資も必要だが，全然な くてもやっていけ

ると思うね。

浦辺 デベロッパーによる開発が，ブロック制では有

利ですね。同じ資本主義といっても，白木など長期の金

融資金がえにくいけれど，アメリカなど，フェデラ J レセ

ーピングなど沢山あるんですね。だから突にやりいい。

信託会社や保険会社が，デベロッパーに融資する。

小川 乙の場合問題なのは，土地の評価を適正にやる

乙とですね。土地が株券のようなものに変わるわけだ

が，専門の評価機関があって，乙乙で評価された値がオ

ーソライズされるようになっていなければならない。私

の堂島計画では約 500 憶の投資が必要なんですがね。も

ちろん開発会社だけで推進めるわけにゆかないから，委

員会のようなものをつくって，学者や行政官の参画を得

てコントロー J レしてゆかねばならない。世界の権威を集

めてもいいと思うね。乙れ位になれば。

浦辺 小川さんのは形よりも進め方を提案しているん

だね。

小川 進め方を作って，案はそれに平行してねってゆ

く。現在つ くっ ている案は地主達との話しあ いの基礎と

するためなんです。

< ところでブラジリアについて何か一言。ニーマイヤ

ールとルシオコスタの独占舞台で，その他の建築家がボ

イコッ卜された都市がて' きたわけですが>

浦辺 7 スタ ープランを一人で描 くのはよいが，建築

まですべて一人でやってしまうのは，どうかと思うね。

非常 !C画ー的になる。

小川 ニーマイヤ ーはブラジ J レの建設局長か何かで，

大学の職や何か全部なげうってョ局長としてやったから

ゃれたんだが，単調だね。

乙れには装街がないんですよ。 10 km くらい離れたと

乙ろに建設基地があって，乙れがmmになっている。陰

部をはずしているんだね。 ￭ 主 ｾ設者の町」とかいってね

メンテナンスの工場や閥市もある。表があれば裂がある

のが都市計画なんで，ブラジリアは哀を意識的に排除し

ている。

; 甫辺 建設基地の方が人間的だな。

小) 11 うまくゆかないもんだから，大統領がもう 3 回

も変っている。

;甫辺 同じ新都市でも，チャンディガーノレの方がはる

かに人間的なような気がするね。さすがコルピュジェだ

よ。ブラジリアのマスタープランはゼット機みたいで，

幾何学的な形をしていて，明快だが。ブラジリアでは住

めなくて，みんな「建設者の町J !ζ 移ってしまうかもし

れない。

< とにかく西欧では都市をつ くるという歴史がありま

すが，臼本の場合自然成長的であったためか， 都市のモ

ニメンタル な造形処理に欠けていると思いますが>

小川 ヨーロッパでは，かつての王侯建築や，宗教建

築がプラ γ ツアをもっていて，現在によく生きている。

; 甫辺 ヨーロッパやロシアではプラッツァに一番魅か

れたね。モスクワでは，革命後これまでのプラッツァを

拡張し，数も増やしている。そして式典の広場，交通広

場，休息、ワニ場などを有機的につないでいる。三位一体な

んだよ。

小川 アメリカでもシーグラム，ロックフエラー，レ

ザーブラザーズなど，各企業体が各個にそれぞれのプラ

ッツァをもっていて，乙の魅力で利益をあげている。

「堂島計画」 では 500 坪のプラッツァを計画 していま

す。個々 lζ 解決するよりはブロックでやれば立派なソリ

ュションがでてくるわけですよ。
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都 T行 の メ なモ タ 造型 力
大

c.. 
ノン ノレニ工

< 建築家が都市計画づいているといわれますが ? >

都市計画的な仕事にタッチした乙とがないので，むしろ逆にお弓ねしたいぐ

らいですが。私の考えでは，建築家は実際の建物を設計するのが本務であっ

て， B のような絵をかくのが都市計画への参与だとも思っていませんね。( 丹

下さんなど東京の人々は盛んにジャーナリスチックに動いているので，都市計

画ブ ームみたいな空気にすぐのつかってしまう。何かそこには流行とかブーム

みたよう なものに対するレジスタンスはでて乙な いですね。しかし，ジャーナ

リズムへの参加という乙とは，それを通じてたとえｾ［Ｚのようなプロゼクトでも

よいから ，とにかく大衆の都市計画 lζ 対する関心をひきつける役目は果してい

ると思いますが) よく関東と関西のちがいというのが問題となりますが，私と

しては，彼等のように，あるいは，彼等 lζ 負けずに同じ ζ とをやろうという気

がしませんね。できない乙とをするより，できることをしたいと思います( で

きない乙とと解釈する規準が問題だが) 。もちろん都市計画 ICfJl 極的に参加で

きるような作品をつくりたいのですが，一般にクライアントの芯識がついてい

ないのではな いか，たとえば0 0ビノレなど通りーぺんのコマ ーシャリズムを哀

がえしたようなもので，都市計画的な取扱いを巧みにコマ ーシャルな要求の中

へ消化したものだといえます。( レバ ーハウスなど，全くコマーシャルな要求

を，あのような当時のアメリカの，それこそ土ー升金一升のと乙ろで，大胆に

試みたよい例でしょうね。オフィスビノレの貸床面積が，ありきたりの解決で得

たものの数分の 1 1C減少したでしょうが，単位床面積当りの賃貸価値が数十倍

になり，結局大儲けという ζ とになるのでしょうね。) アメリカ旅行に行った

ときあの建物の中庭が，市民の広場のように盛んに伎われていたかどうか，そ

れとも死んだように青争まり かえっていたのか，よく見てとれな かったのが残念

ですが ・- 。

とにかく，私としては作品一本で勝負してゆきたいと思います。作品にでき

ないζ とよ り，できる乙とをや ってゆきたいと患います。丹下さんの東京計画

については，人間のためという ζ とを忘れて技術的 IC遊んだ案だと恩います。

く ところで，公営や公団のアパー ト団地のデザインについてどう思います

か ? >

法ヌ ｋＨｉｾ な乙とですが，デザインの前 ｬζ ，何故日本では英国のロンドンの場合

のように衛星都市的な扱いをしないのでしょうか F もう一つ 12坪や 13坪とい

う規模の小さい住宅をどんどん建てて，一体将来どうするつもり なんですか ?

( 全く逆手をとられた感じである) ( いずれも予算がおませんのでね，すんま

せん，といっ ておけば，乙の場を通過できるのであろうが) ( 日本では何故英

国におけるようなニュータウンをつくらないでベッドタウンをつ くっ ている か

ー乙れにはいろいろわけがあると思いますが，考えられる乙とは母都市の構造

がちがうということがーっと，住宅立地と工業立地の不突合，中小企業の誘致
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が難事である乙と，たとえ工業を内包するものを作り得ても，英国でも

問題になっているように就職などもひっくるめた怒味で，セルフコンテ

インドにはなりにくいでしょうね。それに各官庁の セクショナリズが強

いという ζ とも別の理由としてあげられるかもしれませんね) ( 12坪の 鈴 木 洋 也 氏( 東焔建築事務所)

住宅云々については将来大変な ζ とだと思いますが，社会階周の入れか 昭和 5 年生れ

わり，家族構成の規模lζ 応じた住みかえが，できるようになればよろしいです 阪 大 昭 和'z1年率

がね。それからひどくなったやつはぶち乙わすのも手ですがね。) ( 大変なお

茶の濁しようである。)

デザインについては，悪くないと思うし，建物の配置の仕方も，今のところ

であればよいと思います。近頃大阪府などで直角配置というのか，あの日照な

どを無視した並べ方は，クロ ーズされた空間をつくるためには必要な ζ とかも

しれませんが，東向きゃ西向きの住宅は，現在のユニ ットの質では，居住性の

点で無理なんではないか，気候条件も，室内設{ i !ij の条件も全くちがう外国のも

のを外形だけn似たようで感心しません。ベリンピ ーなど高田，中屈が風景と

よくとけ合っていいと思いましたね。ただ英国のフ' ラックネルを見たときもそ

うでしたけれど何か散慢という感じがありました。( ヒュ ーマンスケ ーノレの相

迫はあるのでしょうね) 臼木の団地を見なれているせいですかね。( 片やヘク

ターノレ当り数十人，片や数百人という開発の経済的なちがいが，実際にあると

思いますが) それから深く観終したわけではありませんが，日本の都市と外国

の都市との歴史の相異というものを感じましたね。都市自体の強固さというも

のでしょうか。たとえば，ウィーンは実に立派なリンク ・シュトラ ーセができ .

ているんです。それは昔のウィーンをとりまいた城壁を綴わして建設している

んですが，その昔から都市にあったものを，今の者fS市が受継いで，巧みに生か

している。また，乙のオ ーストリ ーとかドイツは環状道路の使い方がうまいん

ですね。その結果，実[ζ 明快な都市構造l乙なっている。旅行者にも実 lζ 分り易

いしね。

< 広場はどうです 7>

西欧ではどこのまちでも広場をみかけました。どの広場もみな市民のための

愁いの場 1( なっ ているし，それが観光客にとっても鮮やかな印象をもっ て迫 っ

てくるものを持っているわけです。たとえばパリの凱旋門など，そ乙の地面が

一番高くなっていて，ど乙から見て も 水 平 線 の上にでてくるようになってい

る。エッフ ェル塔にしても，それ自体造形的にすばらしいものですが，周囲の

環境の中で実 lζ 巧みな演出効果をあげておりますね。単l乙都市計画的な合理性

だけではなく，都市の造形という点で，確かにすぐれていると思います。( 日

本では都市のモ ニュメ ンタノレな造形カが不足している乙とは認めないわけにい

かないでしょうね。) これからの建築家には単 lζ 都市計画づくりだけでな く，

ほんとうに建築家らしいモニ ュメンタ ルな造形力が必要になって くるでし ょう
C文部中力 Y コ内は質問者側のいったもの〕
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あたらしい都市づくりの組織を/
日本の都市はいつでも建設中だ。巨大なハンマ ーが， ビノレ lζ

ζ だまし， ダンプが走りまわる。フツレド ーザーが稔り ，赤い山

JVLを切りとってゆく。海岸線ははるかかな たに後退して，沖合

のド レッジャー から新らし い大地が送られて くる。 乙う して，

わた くし たち の都市の地図はみるみる塗り変えられてゆく。乙

のはげしい エネノレギー， めまぐるしい回転，歴史の流れのなか

で，乙れほど強烈に都市の破壊と建設が進行する時代はなかっ

た。ふるい調和はやぶられ，新しい時代のにない手が，台風の

ように都市を通りすぎる とき，倒れた街路樹やとび散った瓦の

ように ，まちは混乱でーばいになる。

わたくしたちの祖先がそうしてきたように ，わたくしたちも

新らしい都市の調和をとりもどさなければならない。

交通麻療や地盤沈下，騒音や煤煙，住宅難や通勤地獄， 乙れ

ほど明日を創 る巨大な建設が進んでいるのに ，まだ足りないと

いうのだろうか。

わたくしたちと都市との対話はまず， 乙ういったもってゆき

ょうのない不満からはじまる。みんな住宅難や交通麻療につい

ては，よく知っている。どんなに毎日いらだたしい生活を送っ

ているのか，不安な気持でいるのかいやになるほど体験してい

る。いわく「都市計画がわるいのだ」然り ，電信柱の高いのも

第一あんな目ざわりなもののあるのも都市計画がわるいのだ。

緑につつまれた住宅団地や，四通八通の地下鉄網，銀色 iζ 蹄

く臨海工業地帯の未来像にわたくしたちの胸はふくらむ。 i都

市計画」とは便利な言葉だ。 ζ の一語 lζ 市民の不満と期待がか

かっ ている。わたくしたちの中でなぜ日常の身近かな不満と，

夢の ような期待が不述続に共存できるのだろうか。都市計画は

いったい， ど乙で つくられるのか，ス ポンサ ーであるわたくし

たち との結びつきはどうあるべきか，そ乙でわたくしたちの関

心は「都市計画を動かしているメカ ニズム」に向けられる。都

市計画をお役所だけのしごとから ，みん なのものにするために

は， i都市計画」の包み紙を聞けてみる乙とが第一だ。

本号の企画にあたっ て編集小委員会の意図したと乙ろは ， ζ

のような ものであった。そのために提案された小テ ーマは，都

市計画における官庁行政組織，開発組織お よび市民組織の三つ

であった。 ζ のうち行政組織は事情により今回の聞に合わなか

ったが，都市計画 lζ 新らしい淡をもたらしつつある地方自治体

の開発組織，市民と官庁の協調による市街地再開発組織，そし

ておわりに今後の発展が注目される市民による自主的な都市計

画への動きについてとりあげた。

1962.1.1 都市計画組織論編集小委員会

執隼担当 :

その 1 地方自治体の開発組織三村浩史( 京大工学部助手)

その 2 市 民 組 織 水谷頴介( 大市大エ学部助手)

その 3 都市再開発組織 藤田 邦l沼 ( 日本住宅公団大阪支所〉
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あたらしい都市づくりの組織 を/ : その 1

地方 自
ム

口

、d，

t

.  開発熱の地方自治体

今年も開発ブームがつづきそうである。京阪神地域だ

けをとりあげてみても，堺や大阪南港の埋立て，千里ニ

ュータウンや高津台地区( 上六下寺地区) 再開発，名神

高速道路や? P阪神国道などの巨大な開発投資がーせい

にピークを迎えようとしている。 ζ ういった開発事業に

は“ 未来を創る " ｾＭ［Ｚがあり ， そのはなやかな将来像 ｬζ 人

々の関心が集まる。しかし，これらの道路や工場用地，

住宅地などの個々の開発が，どんな組織で進められてい

るのか，都市や地方計画のマスタ ープランとどんな関係

にあるのか， 案外知られていない。それは開発の主体

が，国や公団，府県や市町村，公社や協会など，複雑な

機構や財政制度K よって区分されているため，手っとり

早く全貌を知る方法がないからである。

しかし，最近の多様な開発事業のなかで注目すべき傾

向は，地方自治体がとれまでの一般行政の枠を破って積

極的I e 企業的開発事業 [ζ のり出してきた ζ とであろう。

とくに府県や大都市の開発スケ ーJ レは年々大型化してゆ

く。 それを実施される地元市町村などは，とのような大

規模開発によっ て数年間 lζ 人口が倍増したり，都市の構

造が一変してしまったりする。古いバランスを失った都

市は，新らしいノミランスを急速にととのえる必姿lこせま

られている。それは個々の開発事業と都市計画との新ら

体の 開 発 組 織

しい関係の樹立が成功するか否にかかっている。地方自

治体の開発組織をとりあげるねらいはとの点にある。

.  地 域 開 発 の し く み

昭和25年lζ 鈍行された「国土総合開発法」では全国，

都府県，地方，特定地域の四つの区分による総合開発計

画立案を伽l ! 変化した。その目的は国土資源の開発と保

全，産業人口の適正配置，とくに未開発地域を特定地域

に指定して，政府が積極的 lζ テコ入れをして，地域格差

の是正をはかるととにあった。

それICよると各機関はそれぞれの地域の開発の基本方

針と目標をたて，それを具体的な事業計画の プログラ

ムにしなければならないことになっている。その事業は

出林水産，鉱工業等の産業開発，電力輸送通信等の産業

述関施設，治山治水害号: の国土保全，住宅都市計画等の生

活環境施設など多岐にわたっていて，各事業別 [ζ ，中央

から地方末端! といたるタテ割りにしたがっ て政府と地方

自治体の開発事業組織が構成されている。その分担のし

かたは各事業によって異なり，複雑なネット ワークを構

成しているが，大まかにいって，次のように分ける乙と

ができる。< 表 1，2， 3  >  

開発事業 lζ 対する広義の公共投資は公共事業[ 乙対する

表 1 政 府 お よ び 地 方 公 共 間 体 の 地 域 開 発 組 織

主 会 幸 -t: 内 千E

主 体 ｾｾ＠ :1/， 

池 山 沌 州 産量忌; i C .
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投資と 公共性をもっ ている

が同時( C . 企業的な採算を考

えた公共企業投資 lζ 分ける

ことができる。それらの性

格は国と地方によって若干

の差はあるが，府県や市町

村の場合についてみると，

公共事業に対する一般行政

投資は不特定多数の納税者

一住民の一般的な受益を前

提として考え，それ自体企

業性は考えに入れない。

地方道や都市計画街路公

園の整備，河川の改修，災

害復旧などの公共事業は，

地方自治体が政府の補助金

を受けて，あるいは単独で



表 2 公共事業総事業費と財政投融資耶業のI(g移

道路港湾などの産業法磁施設の整備，住宅m設などの公共投資の伸び

が 大 U 、。

| 国府予算額 |

直結事業 I補助事業 I財事政投融業資

昭和26 307億円 640億円 0億円

'z7 393 879 
。

28 497 1. 170 10  

29 481 1. 071 
。

30 474 1. 019 
。

31  534 的9 32 

32 5ω 1. 118 128 

33 331  825 768 

34 385 805 1，134 

講座「地方自治体のし ごと11 J  p. 163 

表 3

地戚日il 1eのための

公 共 事 業

泊 却l 指 数

一 般 財 源

( 地方税 + 交付金)

追 加 指 数

講座「地方自治体の仕事 1 J  p.  205 

計

947億円

1， 'Z72  

1，677 

1. 552 

1，493 

1.日5

1. 806 

1，924 

2，324 

1. 451億円

1. 953 

2，477 

2，'Z75  

2，162 

2，256 

2，582 

2，鈎4

3，363 

259 

4，031  

198 

実施する。もっとも自主財源、K 之 しい地方財政の現状で

は単独事業の占める比率はきわめて低い。

後者，開発における公共企業投資は公共性をもっ ては

いるが， 限定 された受益者の利用に供する事業として企

業的採算を前提としている。そ して， その事業の なかで

公共的な性性の占める度合によっ て企業性に弾力がつけ

られている。公共性と収益性を同時に目的として， 企業

本来の活動がみとめられている広義の開発事業 lζ は，上

下水道や工業用水道，交通機関の整備など公営企業法に

よるものがあり，またまた独立採算性のうすいものと し

て簡易水道，港湾整備( 埋立を含む) ，宅地造成，観光

施設の整備などがあり，地方財政法による事業特別会計

ICよっ て，その経理を処理する乙とに な っていて， 準公

蛍企業と 称されている。

乙れら企業的公共開発事業の財源、は主として. 地方債

(政府の財政投融資) や. 地方自治体のー般会計からの

借入によっ てまかなわれるが，貧弱な地方の自主財源、と

せ まい地方債の枠lζ 阻まれて自治体の思い通りの資金調

達は困難な現況にある。

上の二つの事業一公共事業と公共企業はともに地方自

治体の直絡事業であるが，それ以外に近年，顕著な発展

をしめしている地方公社，協会などの開発事業組織があ

る。地方公社は，自治体が事業の母体 には なるが，純粋

の行政の枠外でもつ外郭団体である。その目的とすると

ζ ろは，地方行政組織や財政組織の制約をはなれて独立

に事業を進める乙と，地方民間資金の積極的な導入をは

か る乙と，それによっ て，企業としての自由度を高める

乙とにある。公社や協会の主な財源は，地方自治体の 出

一ーす す む 大 型 開 発 事 業一一

道路整備

若戸大縮

( 日本道路公団)

港湾施設

神 戸 港

( 神戸市)

工場用地の

造成

水品地区

( 岡山県)

商庖街の

再開発

上回J 地区

( 間山県開発公社)

住宅地の開発

千里ニュータウン

( 大阪府)

51 



工場誘置と都市計画のアンバランス

m然 とした大工場と ，既存集 落 ( 応部分) の外線 IC伸 びる無秩序な木

造 アパート街( 白い部分) ( 大阪府内奥田:J )

資ま たは補助金，寄問、t ，借入金と一般民間資金によっ て

構成されている。

35年末自治庁の調べによると，乙のよう な開発事業を

目的とする公社は全国で" あり，その主な事業内容は公

共用地の取得，有料道路‘ 駐車場の経営，住宅及び附帯

施設の経営，港湾整備，工場用地の埋立造成，観光施設

の整備など多様である。公社はその資金約，組織的な機

能. ヒ，企業性が必要であったり，緊急を要する事業 た

とえば次年度の公共用地の取得や半公共的施設の経営な

どにおいてその特色を発揮する。しかし一方では母体で

ある地方公共団体の監理が行き届かなかったり，事業規

模が大型化するにつれて. 必要な広汎な行政分野との調

整提携がむずかしくなるき らいがあ るともいわれる。

. 企業化する地域開発一 開発行政のあゆみ

戦後の自治体行政のしごとのなかで，住民の生活とか

かいつ ながりをもっ，教育 ，保世 ｾ衛 生， 社 会福祉，労働

土木，建築などの部門，いわゆるサービス行政の窓口の

占める割合が大きくなった。表にもみられるどとく，都

市計画を はじめ，住宅， 上下水道な どの生活環境施設な

ど住民の生活につながる公共事業はすべて地方 自治体の

権限にま かさ れている。しかしその現実は期待されたほ

どの出来ばえとは決していえないものでスシ詰め教室，

住宅難など，法律で決められた最低水準のサ ービスも十

分にできない状態である。法律上の行政権は地方自治体

のものとなっても，大多数の自治体は補助金と か地方債

の枠で制限され，事業を具体化する自主的な財政力は与

えられず，そこに実質的な中央集権制の余地を残してい

るといえる。とくに昭和25年から 30年までの地方財政の

食困ぷりはひどく ，昭和28年をとっ てみると，赤字財政

の府県39，市町村上685にも及んでいた。

そ乙で各自治体は乙うした慢性的赤字から脱け出すた
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めに，安定した自主財源の確歩を目指して努力を重ねて

きた。そのなかでもっとも重要視されたのは産業の近代

化そしてその即効薬と考えられる工場誘致である。しカ

しながら誘致当初，数年間における固定資産税の減免措

置や，それに代る補助金の下附，用地の斡旋や無償提供

など，いたれりつ くせりの工場誘致条例をつ くっ て，市

長や町長を先頭[ζ ，熱心な誘致運動が全国的展開をさせ

たにかかわらず，その結果は，地域格査の是正とはなら

ず，既成の立地{ 乙条件 l C恵まれた地法への集中がいっそ

う顕著ーになる傾向を示している。

一方，朝鮮動乱を契機として立ち直りをみせた巨大企

業は昭和30年を前後とする好景気，それにつづく企業聞

の競争激化にそなえて，急速な技術革新と E 大な設備投

資にのり出した。乙の段階に なって地方 自治体の工場誘

致政策は一つの転換機を迎えたと いえる。巨大な設備投

資の目的 とする合理的な生産過程の提携ーコン ビナート

化は，用地，用水需要のスケー J レを一変させた。

同日寺 lC道路，港湾等の産業連関施設，消賀市場，関述

産業の有無などが問題と な って，も はや乙れまでのよう

に地方自治体当局は地主と相談して選んだ空地 l C工場誘

致の看板をかかげるだけでは，大した期待をかけること

もでき な くなった。昭和34年池田内閣とともにスタ ー卜

した国民所得倍増計画は日本経済の高度成長を旗印しに

これら巨大企業の成長の鍵である，社会資本の整備をは

かるため， 2  ｾｾ＠ 1 千億にのぼる道路整備 5 ヶ年計画や港

湾，工業用水の整備にのりだした。

また地方自治体では在来の空地誘致主義から開発誘致

主義への転換をせまられた結果，公共事業の枠内での産

業述関施設の整備強化と平行して，独自の開発組織をつ

くっ て積極的な企業的開発にのりださねばならな くなっ

た。乙のような勤きを全国的にみると， r国土総合開発

計画法」発足時の後進地域の開発，地域格差の解消と い

うねらいは薄れて，地域開発は公共投資効果の高い既存

四大工業地帯の周辺部およびそれ らをむすぶ太平洋岸ベ

ル ト地域への集中をひ きおこす結果となりつつある。自

主財源に乏しい弱小地方自治体では乙 れら巨大な誘致競

争からは脱蕗するもの，あるいは投機的開発に失敗する

ものがある反面，立地条件 l C恵まれたと 乙ろでは坪 2 万

円でも「娘一人 lζ む乙何人」の売手市場とな って，かえ

って進出希望企業の選定lζ 苦労する有様である。

このように地域開発が企業誘致競争を中心にして展開

した結果は，図土的 l乙地域格差の増大に拍車をかける乙

とになったが，一方誘致[ 乙成功した地方自治体では巨大

企業の集中，それにとも なう 急速な都市化を 目前にして

企業に約束した産業基盤の整備に四苦八苦で，地方自治

体本来の目的である住民サービス，とくに都市計画，生

活環境などの整備の立ち遅れが目立ち，都市における新

しいバランスの回復! こ不安をいだかせるものがある。

-、



.  都 市 計 画 と 地 域 開 発ー 堺における

ケーススタデ ィ

手近かな例として堺と泉北臨海工業地帯の造成をとり

あげてみよう。乙の事業は昭和11年から約44万坪をふく

む一大工業港を建設する目的ですすめられてきたが，戦

火の激化するなかで中止されてしまった。しかし戦後に

おける阪神工業地帯の相対的な伸び悩み いわゆる関西

経済の地盤洗下対策のピンチヒッタ ーとして 33年あら

たな構想のもとに再出発した。

関西経済の体質改善にとって必要な重化学工業化は，

34年八幡製鉄堺製鉄所の進 ;L¥決定をきっかけに，達成さ

れようとしている。その後高度の経済成長 lζ ともなう用

地需要の士回大につれて言' . T I ! l i 変更をかさね 36年泉北臨海

工業地帯の造成計画 180 万坪をふくめて昭和41年度まで

に全面積 550 万坪にわたる，鉄鋼，石油化学，エネルギ

一等を中核とするコンビナートが形成される乙とになっ

た。完成時における乙の地区の工業生産額は年間 6 .000

億円と推定され，昭和35年度の堺市のそれが約 1.000 億

円であるのにくらべて約 6 倍l乙相当する。新らたに造成

される工業用地の百五日は現在の堺市の市街地よりもはる

かに大きい。人口にしても現在の市域だけで乙れからの

10年間 ( 00 - 40万人の増加が予想される。

堺経済圏は後背地lζ 拡大しつつあり，堺市長の百万都

市宣言をまつまでもなく，乙れらの地域での大都市化が

激しいいきおいで進行しようとしている。乙れによっ て

戦後赤字財政に苦しみ，再ｾ団体にまで指定されていた

堺市の税収は急上昇する乙と( L なるが，一方では急速な

都市化を正しく展開するため lζ は巨額の支出を必要とす

るであろう。人口増l乙比例する教育，社会福祉，保健衛

生 な どのサ ービス行政出 Ｑｾ の納 ￎｊ 日，者 ｉＱ 市 計画や住宅， 上

下水道Ｎ公園などの公共事業ｾｾの確保が必要となる。

内陸部に進出する関連産業や住宅をどのようにして在

来の無秩序な混合地域化から防ぐか。都心商庖街の再開

発や新らしい大規模な宅地開発はある程度企業的ベース

で進められるとしても周辺部における小規模なスプロー

ノレの進行と民地のln廃， J.込業% 符のスラム化 l乙対しては

積極的な先行的公共投資を必ｾとする。乙のような企業

性の低い公共事業の財源をどのように確保するのか。そ

してこれらの基本である公共地および宅地をどのように

取得するのか。近年の乙れらの地域における地価は年間

20096にも達する 上昇淳、を示している。

乙のような都市化 l乙先行する都市計画事業の欠除が，

どんなに都市のｾを歪めてしまうものか。既存都市の苦

い経験が生かされねばならなし、。乙の点について，草花市

の都市計画が臨海工業地帯の開発と関連して具体的にど

れだけのプロクラムを準備し得たかというと，その必要

が叫ばれているにもかかわらず，明らかに都市計画の立

ち遅れがみられる。本来は地域開発計画のなかの一事業

一一都 市 化 直 前 の 堺 の 後 背 地 一一

のどかに風111のま

わる近郊国道沿い

は坪10万円にもは

っている。

丘陵のかかりの集

落，開発待験型。

兼業型脱ｾの展開

丘俊地。今日も土

地を求めてやって

くる人々 。

無洩 ｉｾ 切りとられ

る山土，創立地の

仕上につかう。坪

5∞ 円 とか，あと

は宅地利用の一石

ニq

丘陵地を造成した

中小工場の立地。
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であるはずの臨海工業地帯の開発が，巨大な民間設備投

資のピッチに従って独走してしまった結果，堺市および

その後背地は乙の新しい状況に対応する総合的な開発体

制すら樹立できないでいる。府によっ て実施される臨海

工業地帯の開発K . 対して地元の実施しなければならない

都市開発のしどとは余りに膨大である。もちろん後背住

宅地区の開発，工業団地の開発などは府の積極的な開発

が進められようとしているが，それらは企業性のあるも

のに限られ，結局投資効果の低い地区の一般都市計画事

業は堺市の責任として残されようとしている。

現在の地方財政治IJ 度，都市計画事業 fCおける補助金の

枠などを考えてみれば，乙のような工場用地や宅地の大

規模な企業的開発事業は，地方 自治体の税収を増大させ

るが，一方では健全な都市の発展に支払うべき公共事業

支出をそれ以上lζ 大きくするか，都市の混乱をなすがま

まにするかという点で，地方自治体を瀬戸際に追いやる

ものであるといってよい。

園 都 市 計 画 に 主 体 性 を

乙れまでの都市計画といわれるものは街路や公図，区

笠 ｬ 整理などに代表される施設整備事業と用途地域 ｉｉｾｊ など

の規制機能の適用であった。いわばその実体は中央政府

の行政機構から補助金というヒモでタテ割りにつながっ

たバラバラの施設整備であって，地方単独事業は 1 割に

も達しない状況である。そして地方自治体がある一つの

都市空聞に向って乙れらの各個事業 と総合的なフィジカ

ノレフ ランニングとの有機的な発展を約束するには，あま

りにも身動きのとれない機構と貧弱な財源しか与えられ

ていないといえる。

新しい動きである ，大スケー l レの企業的開発事業は乙

の点，かなりの組織上，財政上の自由度をもっているた

め，局地的ではあるが総合的なマスタ ープランによる開

発がすすめられている。

多くの場合，開発主体は府県あるいは大都市自治体で

あっ て，それ自体スタッフもそろい，中央や地方の学識

経験者を[ t i J l ' l して，新しい技 術 の 導入をはかつ ている

点，在来の都市開発にはみられない積極性がうかがわれ

る。

岡山市の都心商J苫街の再開発計画におけるスーパーフe

ロックへの指向，大阪の千里ニュ ータウンにおける近隣

施設の ネットワーク 計画など，開発地区K おいて展開さ

れる建築的な機能計画から出発した都市づくりは，在来

のフレームワーク IC終始し，その内部機能の出発はもっ

ぱら他力本願に期待せざるを得なかった都市計画にくら

べていちじるしい進歩であるといえる。

またそれらは住宅地開発や工業用地開発など局地的，

単能的開発ではあるが，そ乙においてみられるタテ割機

構の協力体制，各施設事業の空間的統ーには新らしい都
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市づ くりの瑚芽ともいうべきものがある。

乙の窓味で都市づくりの特別機動隊ともいえる，乙の

ような企業的開発事業は，乙んどいっそう発展するであ

ろうし，その果している先進的役割も高く評価されねば

ならないであろう。

しかし，乙れらがバランスのとれた都市開発の一部分

にとけ乙ま ない限り，地域において孤立したモテソレ的存

在としての窓義しか持ち得ない乙とになる。

都市計画は地方自治体，とくに市やー部の町のしごと

であり，地域住民の声を直接lζ 反映するものである。政

府，県や県』ζ よってすすめられる単能的な企業性開発事

業に対して，一般公共事業による総合的な都市バランス

の回復は，すべて乙の都市計画の基盤の上lζ 築かれねば

ならない。それだけに地域住民と都市行政の結びつ くノレ

ートの確立， i 技術は集中，権力は分散」という原則の

再認識が何よりも必要である。現在の開発体制jでは，イ主

民の福祉と地域開発の聞に飛躍があり，住民の窓見を代

表すべき都市計画の主体性が，自治体になく，権力も技

術も集中化していると乙ろに根本的な問題があるといえ

る。

. お わ り に

在来地方自治体，と くに市町村の行政区画! こと らわれ

た都市計画の地域的な不統一が問題にされ，そのために

都市聞の協議システムー阪神都市協議会や大阪隣接都市

協議会ーが結成されてきた。さらに近年は，地域経済闘

の急ピッチの拡大につれて，府県の行政区画を超えた地

方的スケーノレの開発機構がつくられようとしている。昭

和 35年当初発足した近畿開発促進協議会もあり，また36

年 12月にいたって自民党提案になる「近畿圏整備法案」

が発表された。その内容は広域にわたる産業や人口の配

置，施設整備事業を総合的にすすめるために，政府と地

方，あるいは府県相互の結びつきを強化しようとするも，

ので，東京における首都圏整備法にあたるものである。

乙のような広域にわたる，産業連関施設に重点をおい

た開発計画が進行する場合，在来の地方自治体の都市計

画との関係が当然問題となって くる。試案によると 中央

lζ 近畿圏整備委員会( 委員 4 人) が設置されるが，圏内

の地方自治体の芯見を尊重するとあっても，一体どのよ

うな具体的ルートがそれに対して聞かれているのか. 審

議会の設置もないのはどういうととであろうか。

住民の生活，社会文化的発展をになう地方自治行政，

その空間をあずかる都市計画の主体性が限立された地方

自治体，それらの自主的な協議体IIl IJ を基盤として広域に

わたる地域開発が調整されねばならない。 乙 の 原 則 に

よっ てのみ，都市における，あるいは地方における新し

いバランスが実現されるのではなかろうか。

(三村浩史記)



あ た ら し い 都 市 づ く り の 組 織 を / : その 2

市 民

. 市 民 組 織 を と り あ げ る 立 場

「効果的な広域計画は，民主社会においては賢明にし

て関心を有する公衆なくしては， 実現せら れえないし，

また都市化され産業の高度化された人口のもつ複雑なる

諸問題を眼前κ しては，継続的によく組織され，十分な

財政的裏づけのある 調査の助け な くしては，成功しえな

い。乙れらの諸団体を満足せしめる手段を発展せしめる

ζ とは， きはめて重要な事項である J ( 日本国迎合同阪神都

市図針囲網査団「阪神都市圏開発計画研究報告 1 J  1960年 9 月12日8 行

財政の 6 鮒査ならびに市民啓発 ICついての支持より) 0  r広域圏の計

画と関係を実行するには，市民の協同と参画が必要であ

る。閣内の実業界，労働界の指導者たちを刺激してコミ

ュニティリレイションズと都市改善の計画をと り入れる

ようにさせ，交遊問題のような一般的な都市問題は，白

からの企業ならびに労組の問題として協力するようはた

らきかけ，都市問題について広 く市民を教育するように

させるべきである J (同上，交通 ・経済開発 IC関する分科会報告

( 6 ) ， r公衆教育。報道， 調査の新聞発表， 新聞と報道

との協力は，すでに概要を述べた計画を成功的に完成さ

せるのに重要なことである。乙とに阪神都市圏の，さら

によい都市計画のみならず，低収入階居の要求を支持す

るために市民組織も助成されるべきである。

乙のような調査が完成して始めて上記の計画が全部承

認されるのだというのではない。しかしいずれもその優

先度をきめるような調査をしなければならない。そして

最もさし迫った要求が上位にたつものが推関される。あ

る計画はもっと大規模な公共経費を投じてはかどらせる

ことができ民間投資がおちてきて，公共投資がその不振

をとりあげることが要求される。しかし乙のような調査

をない目標と計画をたてる乙とによってのみ，よりよ

いコミュニティにおけるよりよい生活が構成されるので

ある。他の固における民主的な組織は，不公正』ζ 権利を

犠牲にする乙ともなく，また経済的価値を減ずる乙とも

なしに達成しうるのであることを論証してきた。事実，

民主的な手続のすべての体制のなかで社会的な要求を認

ゑ且 織

める乙とによって，その目的は長い間には力強くもなり

進展もするのである J (向上，住宅問題，住区施設に関する分科

会報告『公衆教育)

乙の ζ くあたりまえともいえる提案が，素直にうけ入

れられるのが非常に困難であり，なおさらそれを実行し

ていくためには，なみなみならぬ努力を必要とする現実

のむずかしさが日本の社会には存在している。それは，

権力と反権力，体制と反体制，独占と反独占，お上みと

しもじも，中央と地方，保守と革新，大企業と中小企業

資本家と労働者，職湯と住宅地，お金持と貧乏人，都市

とJ1.!l 村，計画専門家と一般市民，研究と実業. . ..・H ・- 等々

あらゆる階層. 場，次元において価値は対立し，利益は

致しないという現実である。日本の経済の二重構造

は，政治体制の二重構造でもあり，さらに思想における

こ重構造ともなっている。計画的な部分( ミクロ) の善

意の努力，たとえば，スラムクリアランス，・福祉厚生施

設の獲得 なども，決して全体( マクロ) の利益，評価とス

ムースに結びつかない。 7 スタープランの市民への P R  

K 対する反応は，地価の膨大な値上がりとなってあ らわ

れ，計画の実現が不可能になることしばしばである。

計画と市民との問題は，いわゆる日本社会での公共性

のなさ， ゴネ得・・田・・・という道徳論が支配してきたし， お

役所が悪い ・・ ・・という責任のなすりつけあいなどの消中豆

的ともみえる姿勢に終始してきた。保守と革新との問題

にしても， i とりわけこ の問題では，ほんとうにその地

域経済全体の問題を考えてとりくむべき，地方の労働組

合だとか，民主団体というものは，非常にたちおくれて

いると思う。ですから ，どうしても原則論 しか出て乙な

い。つまり，今の地域開発は，さっきいったように，国

の独占擁護政策だという理論が出ているだけで， じゃ自

分たちの地域をどうするのかという場合については僕は

まだおくれていると，思う( r世界J 昭和36年12月号討論地減開発

の拶と現実，金沢大宮本氏の発言) J 。という乙とにしw、あら

わされているようである。

現代の課題として計画と市民組織のつながりをとりあ

げる立場は，乙れらの事実を認識し，ふんまえた上での
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ステップ即現実の体質改普が，今乙そ必姿だと考えたか

である。計画をユー トピアニズムのものでも な く，ファ

ッシズムのものでもなく，民主的な状況での現実のもの

にするためには，多段階の社会構成の各単位どとに，部

分的な主体制をもったコントロ ーノレの機能が確立される

乙とが必要ーであり，その各段階，主体11;IJ をもった部分を

つなぐ有機的な社会フィードパックの組織が要求され

る。ゆたかな将来へのビジョンをもったわれわれの計

画，設計も，乙の有機的なフィ ー ドパックの組織に結び

っく乙とによって，はじめて実際にそれが検証される多

段階の坊をもっ乙とができる。そして乙の組織は やが

てはー都市計画を現在の産業文明至上主義のものから .

本来の人聞に奉仕する生活文明のものへと変革させるの

ではないだろうか。

圃 多 段 階 の 市 民 組 織

大阪を中心とした各地では，さまざまな組織づくりが

行なわれている。従来ややもすれば，とくに中庖階厄は

自分遥の住んでいる地域に対しては関心が薄いという常

識を破ろうとしている例として陸挨処理問題 l乙立上った

芦屋の三南美和会の活動，東洋ーのベッドタウン香里団

地と いう場での状況。さらに地域社会の政治意識の低調

を変えて地域と政治のつながりを現にっくりだしている

西宮市での石油工場誘致をめぐる市民運動。もっと広い

観点から，高度経済成長政策のもとにおける自治体行政

の問題として，地域開発をどう評価し，自治体労働者と

して， ζ れにどう取り組むかという課題を提起している

自治研の活動。それにつながる東京での都政調査会の 5

年間の蓄積，また乙れを見習っ て6月5 日lζ 発足した大阪

の市政調査会といった自治研究団体の乙んどの活動。

大阪は中小企業の街であるといわれる。二重構造にさ

さえられた日本の経済の特異な発展の仕方 lζ 規定された
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経済構造の仕組の中で. 中小企業はいろいろな非近代的

な性格をもたされてきたし，低賃金に過重労働というの

が普通だった。しかし，ここでもその体質改善{ζ 対して

いろいろな展開を示そうとしている。布範，尼崎，寝屋

川，枚方と いう各地で起っ ている集団給食，その他各事

業協同組合での共同事業，大阪淡路健保会館，大阪織物

厚生会館のような福利厚生施設づくり ，商応街の共同宿

舎づくり，いわゆる中小企業団地といわれている大阪谷

町既製服協同組合= 大阪の金物問屋，関西l活棒鋼工業協

同組合，木材総合コンビナ ート ，輸/ l J 鋭業界などの動

さ。

また， l主った立場から，関西経済同友会のポートオ ー

ソリティの提案，竹中工務庖 ・ ｾＧｩ 火彦氏の設計した笠島

高層地区再開発計画会社( 仮称) の計画の提案が，民間

経済界と都市計画を結ぶものとして。

大阪不燃都市建設協議会，大| 仮住宅建設促進協議会ら

の官民一体の活動も貫主なものである。

もうーつ，大阪には立派な市民運動「町をI静かにする

巡ill )j J と， ｲ 道路 を広く佼う巡ｾｉｬｉＩ ｊ がある。東京的思考

なら，さしずめ規)'[11， 法律を作る乙とから始まるだろう

この極の巡動も，大阪では全くの市民巡勤として下から

盛上げるカで立派な業績を上げている。

あまりにも羅列的とも見えるこれら現在の多段階の組

織も，乙んど，組織をみるとき往々にしてありがちな，

組織目的だけが正否の問題の中心で，あとは道徳的に解

決されると考える傾向や，組織を技術論的にのみとりあ

げて，いかなる目的にでも奉仕できるとするようなそれ

ぞれ一面的なとらえかたをしないで，その底に流れてい

る筋と巡i l l IJのエネルギーの方向をとらえ，立体的，統

的に組み立てていくならば，将来のあるべき方向をさし

示しているものと考えていいのではなかろうか。

. く 香 里 団 地 で の 住民 組織>

「執t割j な看板広告から逃れて一歩団地のなかへ入ると

関東地区の団地と迩って，山あり谷あり川あり，緩かな

越伏l乙展開された46万 坪 ( 150 ha )  ， 3，500 戸( 将来約

4，500 戸になる) の団地は，あの画一的なアパート群の

述続も. 不思議と画一感を与えない。丘の上の赤松がア

ノぞートのクリ ーム色をひきしめている。一方乙の団地IC

対する公団当局の熱の入れ方も大したもので，全体を七

つの地帯に区切り，それぞれを 『南国 ムードJ rみかげ

ムー ドj r自然ムードJ などにわけ，南口ムード地帯l乙

は熱帯植物ばかりを植えるといった具合で，それぞれの

雰囲気をかもしだすように人工が加えられている。また

庖舗設{ J f I il Cしでも，乙乙のス ーパー ・7 ーケットはデラ

y クスで， ドアも自動的 [ζ 開閉し，なかの商品の展示状

況のすべてにわたって，アメリカ的水準に達している。
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自然、と人工を巧みに調和させた乙のような

素晴しい環境は，まさに日本の団地全体を代

表するモテ) レ団地といってよく，諸外国から

の視察者にしきりと参観さ せるのも故なしと

しない。また仮り住いの渡り鳥といわれる団

地族も，乙のような環境ではあるいは線をは

やすかもしれないと，ふと予想されるものが

ある ( 東京大学新聞日1 . アパート団地居住者の社会心理

学 的 研 究 そ の E 公 問 調 査 研 究 課 昭 和36年 9 月より)

」。といわれる香里団地にも， i はじめて移

り住んだ香里ニュータウン。その団地が将来

完成されたときのｾを期待していたのだが，

月日のたつうちに不満と不安がたかまってき

た。恩いつくままに，それを列挙してみた

い。 1) 乙の団地lζ は永住する条件があるか

大阪市淡路他保会館 大阪谷町既製服協同組合の集団給食の基地

設 計 R I A 建築事，ji 合研究所

どうか。 2) 線設，設備は完備さ れ，便利に

なるのだろう か。 3) もっと物価がやすく な

らないのか。 4) 交通機関を なんと かしてほしし、。 5)

子供の施設を見剣に考えよう 0 ・・・ われわれの家主であ

る公団の実体と枚方市当局の乙の地区への施設方針が知

りTこし、( 呑里めざまし新UB 1  1960. 9. 4 マンモスタウンの行方は?

合国男より) J 。というようなさまざまな問題が存在して

いる。

乙の課題 lζ とりく み現在活動している組織は，

香里団地自治会，地区婦人会，香里ケ丘文化会議，青

年会「若竹J ，高校生の会「あおぎ りJ ，町内会

などがあり，乙の他，枚方市の行政の末端組織である

長が25名，商庖の組織である香里団地商庖連合会( ピー

コックストアー，ショッピングセンター ，香里マ ーケ

ット B 商庖会一香栄商広会， C 商庖会香和商庖会)

が存在している。

乙のうち，自治会は，昭和33年夏 「ニュ ータウン自治

会」として発足したが， 36年 3 月親陵だけの自治会から

J ' r の自治会へと脱皮するため改組さ れて現在に至ってい

る。団地全域( 分譲，特分も含めて) を対象としており

現在は 2 ，70 0 - 2 ，800 戸の会員，会' l ' . ( は月 30円で事務所

としては，公団の管理事務所の一部を使っている。活動

としては，自治会総務委員会が「香里団地自治会新聞」

を発行，編集 lζ 当っており， 11 月現在第 7 号までが発行

されているほか，最近では団地まつり一運動会( 雨のた

め中止) ，生花，写J'.!; コンクーノレを地区婦人会，商l苫連

合会と共催して行なったり，枚方市駅にラッシュ l時特急

停車，枚方公園に常時急行停車の署名を集めて京l仮定i鋭、

[ζ 陳情したり( 1 万 3 千余の署名を集め，枚方市会に提

出した請願書は満場一致で議決され，市民運動にまで高

まった) ， 1 校増設促進委員会を設けて，香星第 3 小学

校の新設を要望したりなどしている。

しかし，このような活発な活動を行なっている自治会

設計細工竹中工務庖

施 工 藤 木 工 務 自

組織にも，その巨大な頭でっかちさ，および賃貸分譲な

ど各地区ごとの問題が奥なる乙となどから地区婦人会と

体になった各地区ごとの自治会に切 りかえて，その上

!ζ 連合会を作る改組が提案されているようである( 第7 号

自治会新聞紙上より) 。また他の公団団地自治会との交りは

従来は「居住者代表懇談会」という名で会合を丞ねてい

たが，それを発展的解消して「住宅公団居住者関西協議

会」を作るという仰J きが出ている ( 36年 10月現在，関西

の公団団地で，自治会，住宅会，町内会あるいは婦人会

の組織があるのは 17同地) 。一方，地区婦人会( 香里団

地外の婦人会とは何ら組織的結合はない) は，現在 A，

B  C ， D  4 丁目 7 丁目 2 丁目の各地区に存在し

ており 2 乙どもの写生会や，ハイキングや勉強会，食用

it l 1 の一括購入などを行なっている。

文化会議は，昭和35年9月4 日. コンクリ ー 卜の壁をこ

えて私たちの考えを交流し，民主々義的なやり方で生活

の向上をめざす文化活動を行なうという設立趣旨で，直

接のきっかけとしては，安保反対斗争の全国的な高まり

とともに生ま れた東京における杉並の会のごとき地域居

住組織の活動の刺激を受けて生まれたものてある( 東京

における地域居住組織については，都政調査会「大都市

における地域政治の構造」昭和35年 10月「地域活動の手

びき」昭和36f p 9  EI，機関誌 「都政」昭和36年3月 ・7月

号など参照) 。現在の加入者は，高校，大学の先生が中

心で約50人，だいたい自治会，婦人会には加入していな

いらしい。会民は月 50円。機関誌「香里めざまし新聞」

の発行は現在資金難，時間の制約などで 5 号で取止めに

なっているが，共同保育所の設立巡動，有名 になった青

空市場，こどもふえすていばる ，今 日の美術展， ，俗図道

雄氏による団地の進学などの講演会を月 1 回，主婦の読

書会，政治経済研究会などの活動を行なっている。この
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大阪庇劉服近代化協同綜合の役員会での毘地計百の税駅会風最

うち，保育所設立運動については，枚方市議会への諮

願，住宅公団への妥望なと‘ 長い巡回J をつうじて，現在，

中山観音会館で 2 - .30 人の点間保育を行なっており， 市

立保育所も近く設置されることになった。

区長というのは，枚方市が行政の末端組織fljlJ 皮として

採用しているもの( 枚方市区長規約昭和 32. 3.  23) で，枚方

市内の各行政区から計 127 の区長が出ていて，市長公室

広報係を通して， 市 と住民の聞をつなぐ役者jを果し，任

期 2 年，地区住民の総意l乙よっ て選ばれた適任者( ただ

し区長に付随する住民組織については決めていない) が

市長より委嘱される。香里団地では，乙の区長が合計 25

名いて，最初乙の区長聞の結びつきをはかつて，区長会

がつくられたが，青空市場問題が起ったとき一部区長に

より区長会声明などが独断的 lζ 発表された乙と などもあ

って，住民の疑惑を一掃するために区長迎絡会として新

発足したが，また最近になって乙れを解散している。

.  < 都 政調 査 会， 自 治 研， 大 阪 市 政課 査 会 の

権 造 改 革へ の ア プ ロ ー チ〉

者11政調査会は，東京都の諸問題を調査研究する目的で

多くの学者，研究者が参加し，昭和30年 10月に発足した

団体である。その 中心的な仕事は機関誌「都政」を毎月

発行するほか，研究会，講座，試演会などをひらいて都

・区政と都民との結びつきを強め，東京における自治の

確立のためK 活動をつづけている。乙乙ではその活動の

一環としての調査報告書などを紹介しておきたい。

「都市計画と東京都- c . の過大都市をどう改造しようとしているの

かJ

民」

「大都市民おける地域政治の構造ー杉並区 ICおける政治，行政. {主

「東京都の教育費のはなし」

「東京の下水道とその将来J

「都市交通事業の将来とわれわれの方針」

「公共輔送か倒人事官送か一都営交通の現状と将来」

ri " J ! 京における都市計置の夢と現実J ( r 都政」昭和35年 5 月- 9 月

にのった山田正男氏と 5氏の対談集)

「地獄活動の手ぴ主一東京のすみずみに民主々 誌を硲立するため ICJ
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「図説東京都の財政 36年版」

一方，自治労( 全日 本自治団体労働組合〉は第 5 回自

治研全国集会( 昭和36年 10月 6 日- 9 日〉で，地域開発

が住民のためにプラスになっている かという基本的 な論

点で研究集会を行なった。そして，そこでの討議の結果

は，地域開発を単なる工場誘致として考えるのではな

し地域全体の体質をかえるものしてとりあげ，そのた

めには自治体を民主化する ζ とから出発することが大切

な課題であるとして地域開発政策に対して，住民との共

闘を組んでい乙うという姿勢をとった。

そしてそ乙で提起された堺市職などの具体的 な問題

は， i高度経済成長下における地方行政政のひずみをし

めしている乙とは事実だい保守対革新という次元を離

れて，地域住民の徳祉という“ 共通なるべき " 観点から

みる場合には，これらの問題提起は，政府， 自治体の理

事者，あるいは地方に進出する大企業のそれぞれに対し

て，只剣な検討と回答とを迫るものをもっているといえ

るだろう。地域住民の納得を得ょうというキメの細かさ

がなくては，高度経済成長政策そのものの円滑な進展は

期待できないからである。( r地減開発の主しみ」朝日ヲヤーナ

ル昭和36 . 10.  22) J 。

資料月刊「自治研J ( 昭和36年 4. 7 月号)

自治、研<<! 告m 貰] 5例地分自治研究会全国集会昭和36年9月30日

地方自治体節 5W- 箆 5問自治研集会まとめ

「地減開発のきしみJ 朝日ジャ ーナノレ V ol. 3  No.  43 昭和お年10月

22目

討論「地主革開発の拶と現実J r世界」昭和36年12月

自治体と地核民主々 義「思翻J 昭和36年5月特集

.  < 大 阪 淡 路 健 康 保 険 組 合 ， 大 阪 織 物 商 健

康 保 険 組 合 ， 大 阪 既 製 服 縫 製 近 代 化 協

同 組 合 の 環 境 改 善>

大阪淡路弘n康保険組合は，健康保険組合法によるもの

として，昭和23年 4 月 1 日発足したもので，その大きな

特色は，事業所で結成されているいわゆる単独組合でも

また開業者同業組合を中心として構成されたいわゆる総

合組合( 同組異資本) でも ない。資本系列に何らつなが

りのな いそれぞれ業態を異に した各種の中小企業が，淡

路という地域を中心に結成された全国でも特異な形態の

地成総合組合であり，社会保障制度審議会の「職場どと

に，地域どと (C，組合制度を推進せしめる乙とが望まし

い」という内閣への勧告にある通り，全国的 ( C注目を受

けているものである。

組合加入事業所数は，昭和35年 10月末現在89，織物加

工業，金属加工業，化学工業から木工業，食品工業迄種

々の業麗が集まっているし，その規模も 10- 29人が23ケ

所， 3896でー悉多く，次いで5 - 9人が 16ケP.fr， 23 96， 5  

人未満のものも3ケ所ある。被保険者数は5. 284名，被扶



大阪既製服縫製近代化協同組合結成の基礎となった谷町既製服協同組合のWill 内容

会館運営

組合運営

1  jj fJ 工事業部 1 .;;首総 ・仕上加工 ! 森之宮工場

敷地 575.7 坪

述 物 559. 83坪

プレス 57台 巻 取 機 3  

検反織 3  アイロ ン 10 

蒸織機 5  ボイラ ー 2基

コン ベヤ ・トライヤ ー 1  

レデ， ｾ j ー ドセンタ- 1自 家 用 1台1，.._ . 3.2' 名 |  ズ ボ ン 368. 547

地 .  坪 1  IC内 1 名栄養師)1 局、

建物 537. 73坪 1  1  1  オーパー 18. 558 

E  給女事業部| 各事務所に対す I レディ j ー ドセ ンター ( 地下 1階及 1 1 ミゼフト 7台 1 ( 日本給食指 |昭和36年 5 月現在事業所数 150

l る集団給食 | 階使用) 1: 手 押 耳13 1導協会に依託 | 朝 1. .200 昼 2. 300 夕 1. 500

I  I  I  I  30名) I 合 計 4. 879食

|  1  1  I  I  1 日売上 224.840円

E  教育情報事| 事業内職業訓練| 森之宮工場 ・レディ j ー ド・センタ ー 1 1  1  

業部 1  i野中堅申宇都講習| 使用 I  1  1  

l 会工場見学会等 1 1  1  1  

IV fi 材事業部| 包装材料 ・プレ 1 !駁 地 60. 04坪 |三 輪 1台 1 11名 1  35年度事業量

| ス詩型共同問入 | 建 物 28. 66坪 |ミ ゼ y 卜 1 1  1  資 材 34. 545. 180阿

l  1  :倉 即 時 停 | 自 転 車 1 1  1 プレス後 14.838. 115円

I  I  I舵 日 名l
I  r舎施 設 l  !  レディメードl

l  センタ ー34名I

| 他 女 子 12名!

:義者数 4 ，67 L  ;久平均標準報酬月額は男子 21. 335 円，

女 子9 .843円，平均 16 .713円である。組合は，昭和35年6

月，厚生省の年金私ー立金還元融資から 2 ，500 万円を借り

て， 会 館 ( R C 4 階 ， 床 面 積 882 ，577 m
2
) を 建 設 し た 。

大きな会社などのない淡路地区では，乙の建物が最も

高屈である。 1 階は，健保組合，会館事務室，組合員が

自由に使える談話室。 2 階は，組合員や地元の人々が昼

ー食l乙大いに利用したり，組合の事業所が会食などに主に

利用している食堂 ( 150 人) . それに結婚式場，小会議

室。 3 階は，定員 160 人の大ホ ーJ レ，ロビ ー。 4 階は，

和室が 4 つ。屋上は，パトミントン，バレー，パスケッ

トボーノレの練習場，夏季は ビヤホ ーJ レと なっている。い

ままで，このような施設にめぐまれなかっ た中小企業の

租合員の人々も，地区内一般の人々も，乙の建物を自分

遠の施設として大いに活用している。在s保会館文化教室

では， 社交ダンス， オノレカ伊ンー 小唄， 民謡，書道，華

道，茶道，人形などを行なっ ており ，いずれも組合員の

人々に大いに利用されている。

一方，大阪織物商健康保険組合は，大阪綿スフ織物卸

滴業組合，大阪織物卸商協会，日本毛織物元売卸商業組

合大阪支部，大阪タオノレ卸商業組合なと・の種 の々団体lζ

加入するいわゆる大阪の都心部井池中心の事業所によっ

て昭和30年 1 月 1 日発足し，現在事業所数 268 ( 被保険

人約 12 ，000人) から構成されている が，乙乙も厚生年金

還元融資 2 ，500 万円に自 己資金 7 ，500 万円をかけて，昭

和35年11 月18 日大阪織物厚生会館 ( R C地下 1階，地上 5

1%'11  ，907 ， 630mりを建設している。建物の利用は. 11
1皆は

組合事務所，応接室，会議室。 2 階は，男女休養室，健

康管理室，診療所。 3 階は，講堂，談話室，娯楽室，教

義室。
4 階は， 娯楽室， 体育室。

5 階， ホーノレ， 予備

室。地階，理髪室，予備室他となっている。

大阪既製服縫製近代化協同組合は，大阪の紳士既製版
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仕上 15. 842. 468円 ( 内 ｾ＠ 18.3%)  

上 衣 118. 197

企業が，既製版製造の近代化を計画して枚方市に工湯団

地を計画するために設立した中小企業事業協同組合であ

り，業者51社と大阪谷町既製服協同組合から構成され，

昭和35年 5 月に設立された。近代化組合を設立する基礎

となった谷町協同組合は，昭和26年，組合員20名で共同

縮級加工事業を軸として発足以来. 28年には検友機，ロ

ータリ ープレ スの設置. 29年には森之宮に RC 共同作業

所を建設しプレス機を設置 30年lζ は包装資材の共同購

入のため資材部設置 32年集団求人制度採用. 32年に森

之宮に R C 3 階建工場増築 33年事業内共同職業訓練所

設置， 35年 R C 6 階，地下 2 階のレディメ ー ドセン ター

の建設，同 8 月より車による各事業所へ配達する集団給

食の実施などの歩みをつづけてきた。そして，現在の組

合の共同事業は 4 事業部から構成，運営されている。ま

た乙の協同組合と平行して大阪既製服健康保険組合( 昭

和36年 4 月現在事業所 146，従業員男子 4 ，224 名，女子

2 ，261  ;名) がある。なお，近代化協同組合の団地計画に

ついては別稿「大阪既製服近代化協同組合枚方工場団

地の計画」を参照の乙と。

圃 < 市 民運 動 … . r町を 静かにす る運 動J

「道 路 を広 く使 う運 動 J >

大阪市では ， 条令を制定する ζ となく ， 市 民 の 伝 統的 ｴ ＮｲＮ 尖行力 ｉ ｾ 期待

し，大阪府笹君主本部と の緊鰐な協同のもとに ，陸連局，陸迎事務所，地方

検察庁などの関係行政機関や， 業者団体 とも数次にわたって協議し， 昭

和33年3 月 1 日告別して， 市 民 運 動 として「町を静かにする運動」を

展開した。 E の迎動は ， さしあたり笹笛騒音の追放を主l浪とし， また歩

行者の交通ii1畿の苅揚をはかるのを目的として「警笛やめて注訟 と徐行

J  i箸簡は鳴らない。歩行者も注意J の叡ff !l K 端的に あ らわれ ているよ

うに響笛の(!JUll をやめて ， 他方歩行者も笹簡を町』ちさせなくてもすむよ

う ｋ 交通規則を守るように指導された。世輸 の 啓発 ｉｾｲ まずるため ， 各区

民おける各種の会合の機会を利用して趣旨の普及徹底に努め， また ，大
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「道路を広く/ <J . ! ぅ.ill!動」 の P R

阪背年会議所， 交通安全協会が積極的 ｉ ｾ 宣 伝行事を行な い ， 小学生の作

文コン合ール， 姉人会員が街頭宣伝 ｉ ｾ たつなど ， はなば与しい市民迎動

が展開された。乙の迎動は， 織 ) J や例則 による ζ と な し し か も ， 発足

以来短時日の ｲｬｬ ｝ｬ ｾｩＡＡ￭輪関係業者 ， 間労働組合をはじめ，報道綴関などの

積極的なFJ ! 解と協力を1! : I ている。

そして ， 34年 2月16臼1<: は. 全米騒音ー防止協会から業紅111として大阪

市民賞状も 悶 られた。

乙のような町を静か ｉ ｾ する ｩＡＡ￭ 動は， 完全とまではゆかないが予組以上

の成果をおさめてみんなI < : WI まれたが， e : の前容のひとつは 沼路が不当

1 < : せまく使われているために， 遅 々としてi並まない自動車が無JTI な笹箇

を鳴らす ｅ と ｉｾ 原因していた。大阪市と府答祭本郊では ， その対策 とし

て騒音防止の成果をnめ， 道路交通の円滑をはかるため「道路を広くす

る運動J を災施するH体策 について協議をすすめ， 静か ICするi ! ! i 動のち

ょうど 2 周年自にあたる昭和35年 3 月 1 日を則してe : れももっぱら市

民の自主的1" 災行力 IC期待して「道路を広〈使う運動J が展開された。

ζ れも ， 各区の安貝の各現場での日夜の努力， 街頭パ レード，中央体育

館における市民大会， 街頭漫才大会， rまずとみ箱 を軒下 I CJ t ずける乙

とから ， 迎 動 ｉｾ 協力しよう」という婦人間体協総会の協力 ，各 地区懇談

会をへて， 大阪市以外の大阪府下の各市民も迎動を呼びかけ ， 阪神都市

協聴会， 近畿プロ ツヲ 知事会穏においてもその. i l l i 動実胞が要望J された。

なお ζ れらの迎動資金は，市が PR 資料昏作るため年間 5∞万円を補

助しているほかは委員などは全く無報酬である。

「町を静かにする 運動」実施要綱

]. 趣 旨

近年，都市における交通機関の自民地， 商工業の発n ! ， その他いわゆる

都市活動の活発化lとともない生じる騒音は， 現 ｋ 市民生活の静ＡＡｉをｾし

心理的， 生BJ! 的防省を与えているばかりで信< ， 活動飽率を低下させて

いる現状であり ，早急に対処 しなければならない問題である。

と ζ ろで騒音の防 ｊ ｉ ーについては市 民 の国解と協力 ｉｾ またねばな らぬも

のが多いので， 騒音防Jl: の市民辿動を反日目して， 市民生活の静砲を図る

4 のとする。

2  災施方法

主しあたり ， 交通騒音防止をするものとし， 府警察本郷が大阪市内に

おける泊路交通機関等の笹沼の使用 を 原則的 IC抑制するため街頭におけ

60 

る指導取締を行うものとする。 その成果をあげるため， 一般市民の交通:

道義の向上を促し，本運動の位進をはかる色のとする。

なお拡声放送その他一般騒音については引銃器 ， その対策を清じるも

のとする。

3. 央臨時期

昭和33年3月1日より実施する。

4. ; J J . 脳要綱

ＨＱＩ乙 の述動 ｉｾ 関する施策岳協議するため ， 関係行政機関で品育成する・

「町を静かにする五II 動 J 連絡協議会を; 投l i . 1する。

(2) 巡輸関係団体等で椛成する告書笛騒音追放協力会を結成して， 軍事笛

の使m抑制の自主的1" 実践を促進する。

(3) 市民団体等で柑成する 「町を静かにする辺動J ｉｬｾ 進本部を結成し

て. 名団体の組織を通じてとの. i i l l 動の位旨の啓発徹底を図り自主的・

な災践を即j する。

(4) 学校教育， 社会教育を通じてすべての市民民周知徹底をはかる。

5.災b1li'.IJ !Ji

笹簡の使用抑制については， 次 のＡｬＱ偵を τ 下 ｉ ｉｦｬとして自動車その 他 ｾ Ｑ Ｇ，ｉ ｴｲ

の笹笛の指導取締及び! J F 行者の指導啓発を行う。

( 1) 交通綴閃

1. "4$引， 挨 jjij ， IYal !I の発進を促すための箸笛使m等はま克J I : する。

2. ill 越，あるいは横断歩道， 交差点， I出flJ ， 雑附の場所得 ｉｾ おい

ては到にやむを得ない場合のほか笹笛の 使 川を強力 ｉｾ 抑制する。

(2) 一般! J F 行者等

1  お側通行および交通信号の厳守並び1 < : 適荏な節目rr の励行を図る

2.  自転 ｉ Ｑ ＱＱｾ 乗 車したままの横断を禁止および左側 一 列行進の微ｬｬｉＺＧ

を図る。

(3) 交通の規制

乙の目 的を達成するため1 < : ， 将来一方交通 ， 路上駐車焚Jcなどの交

通規制を考慮するものとする。

6. 広報nii 動

新聞包， 放送局等の富論報 道機 関 ｉｾ 協力を依頼するほか ， e:の浬動の

趣旨を広く普及するため，立看板，横断幕， 怨霊幕，ポスター，ピラ等

1<: よって一般に徹底きぜる。

CI位進団体〕

1)  r田I を静か犯する運動」 巡絡協議会

大阪市( 行政局及び交通局)

大 阪 府 ( 知司I室)

大阪府軍事務本部

2)  笹笛騒音追放協力会

( 順序不同)

大阪陸迎局

大阪府陸連司1!'Jl所

大阪地方験察庁

大阪府交遜安全協会 大阪府貨物陸巡協会

大阪商工会: m所 大阪府小型貨物自動車協会

大阪旅客自動車組合 関西トラ Y 空協会

大阪府自家用自動車迎合協会大阪府貨物自動111取鍛事業組合

大阪府トラック協会 阪急パス株式会社

大阪府パス協会 京阪自動車株式会社

阪神低気鉄道株式会社 南海低気鉄道株式会社

近世E日本鉄道株式会社 日本通運株式会社大阪総信主管支l苫

3)  r町を静かにする波動」位進木部

大阪1 I i 司ミ十乎部仕聞 大阪市主i 会教育委貝会

大阪市防犯協会連絡協議会 大阪市社会栂銑協鴻会

大阪府交通安全協会 大阪市商路会総迎出l

大阪市婦人間体協議会 大阪市工業会迎合会

大阪市首年団体迎合会 大 阪 市

大阪市PT A協議会 大阪府主主熊本 部

(水谷頴介記)



あたらしい都市づくりの組織を. ノ: その 3

都

圃 そ の経過と展笠

都市の再開発~改造が都市不燃化

の名のもとに取上げられ l_U したのは

比較的最近の乙と である。

昭和27年 5 月に耐火建築促進法が

制定され全国に相ついで60余都市l乙

防火帯が指定され，遅々たる動きで

はあったが，乙れにもとづいて耐火

建築物が各都市に建設された。

これが都市の改造の方向 lζ 近づい

た共同建築の形となってあらわれた

のは昭和28年に計画された沼津市に

おける共同建築であり，それと相前

後して柏市，宇都宮市，大垣市，大

火災を受けた新潟市などにそれぞれ

かなりの規模をもっ て建設された。

ついで富山県高岡市，静岡県下各

都市に県政，市政のー環として強力

な施策のもとに相ついで共同建築群

が実現した。大火のあった大宮Ｇｴｾ，能

代，魚津l乙も新しい粧いの街が直後

より着工，竣工をみた。

この頃建築学会関係論文 l乙も都市

再開発関係のものが多 く，昭和33年

大会 lζ は10余の報告を数える。

しかしその後は必ずしも順調な足

どりをたどったのではなし政府の

乙の政策に対する熱意の不足から毎

年関係予算は減少し， そしてまた例

年おそう風水害なと‘ 目前の解決を要

する関係、ｾ工業にもわざわいされて，

ｈ 百和 ＳＰ 年 ｾＳＳ 年に高岡，静岡県下各

都市において行なわれた改造事業，

乙れも路線式の整備で多くの問題を

残しながらもかなりの成果をあげた

のを頂点として，やや低調になって

きた。

市 再

ー 経 過 と 人 と 組 織 と 展 望 一

学会関係、の論文も 34年度35年度 lζ

わづか数論文の発表をみるのみをあ

る。

35年なかばになると，東京，大阪

など大都市を中心として都市問題は

新らたな展開をみる乙とになる。

激増する人口，野)iJ. 図にのひーる市

街地，どっと街にあふれる，どうに

もならない交通~道路率的，住宅問

題を焦点に新しい角度から 市民と直

接結びついた問題として見直される

に至った。

市街地改造法，防災建築街区造成

法，不良住宅改良法も 35年度から 36

年度にかけて相ついで成立し，不完

全ながらも都市再開発関係法律もで

そろう。東京オリンピックの開催も

きまり，都市整備の問題が大き くク

ローズア y プされる乙とになる。

乙こに至って都市の改造も在来の

たんなる不燃化~防火帯の整備から

前進した総合計一固にもとづいて施策

が相ついでだされ，一部実現する乙

とに なって くる。東京を対象 l乙新都

市建設の提案が種々の粧し、を乙らし

て各研究者などから提案されジ ャー

ナリズムを賑わしたのは お 年 ｾＳ Ｖ 年

の現象である。首都圏不燃公社，首

都高速道路公団も相つぎ発足した。

関西でも 35年度夏阪神都市圏問題を

調査のため国述調査団が来日 ，また

経営者団体からポートオーソリティ

の提案も出された。

各地における埋立工業地の整備，

住宅問題を解決するためのニュ ータ

ウンの建設とともに都市内部におけ

る種々の問題を積極的 l乙解決し将来

開 発

路線方式の披備は背後地R 問題が多い。
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福岡新天町共同m築 ( E製になっている)

縦須賀三笠ピル内部。Tli 泊の上 IL コンヲリート

製のア ーケードをとり 2 階歩道ともなる。

名古屋大須仁王

門の共同建築
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Ｈｩ十 ｾＡｭ Ｉ

(仮 出F門)

のための都市をつ くる本格的な再開 また民間団体で推進されている大

発事業がその緒につき始めた。一方 阪堂島地区オフィス街整備計画は大

では地方基幹都市の整備も発表され 阪駅に近い同地区有力会社が相より

た。 共同して市内高速道路盤備とも相関

乙のなかで 35年がら 36年にかけ 述して容積率，緑地，パーキング¥

て四日市，彦根，岡山，堺，神戸な 付帯設備など理想的な形でビ' ) レ街を

どで東大高山研究室，大市大川名研 再編成しようとするもので，現在竹

究室，東工大石原研究室で精密調査 中工務庖設計部の手で計画が推進さ

にもとづいた将来計画が提案され れ，民間の手による再開発事業とし

る。学会の大会報告論文も36年度は て注目できる。

再開発関係、が20近くも数え，それも 東京都が計画中の新宿冨IJ 都心整

従来のものから進んで実現のための 備，大阪市が調査中の大阪駅前整備

積極提案， アプロ ーチのための手法 も問題計画の一つである。さらには

等が多く発表された。 昨今政府が真剣に考え出した官公庁

静岡における12重な成果をそのま の集団移転団地計画およびその跡の

ま持込んだ強力な岡山県の再開発メ 整備など将来 [ζ 対する話題は笠宮で

ンパーは，岡山 市 内のもっとも図 ある。

難と恩われる旧市中心部を総合計画

にもとづいて着々計画を実現に移し

始めた。当初アメリカ，ヨ ーロ y パ

そのままの再開発思想を持込み，日

本的な権利の前』ζ 路線式商庖街の展

開のみγ 終始した事業が独特の方式

でさら γ 発展して行 く時期がおとづ

れようとしている。

現在注目できる事業としては前記

岡山市内上之町，中之町，駅前地区

を中心とする総合開発計画であり，

一部はすで 1" 35年末実現し現在引続

き進行中である。富山県高岡駅前ビ

ルは36年 8 月竣工したが既存諮権利

をたくみに処理したものとして高く

評価できる事業である。さらに将来

計画として現在注目できるのは，地

区計画として，日本住宅公団が計画

~一部実施中の東京青山地区計画お

よび大阪高津台( 上六~下寺) 計画

がある。

.  再 開 発 事 業 の 人 と 組織

再開発事業はぼう大な計画 lζ もと

づい て 多くの人を動員して多額のｾ

用を使ってはじめて実現できる。そ

の組織についてみてみよう。岡山県

の場合の例についてみれば上図のど

とき組織をとっ ている。

各官庁償IJ と実施する市民仮IJ の結び

っきそれに学会等技術開Iの裏づけ，

それが完全になった とき成果をうる

乙とができる。

全国的な市民組織としては，昭和

33年初め大阪商工会議所を母体とし

て発足した大阪不燃都市建設促進協

議会を最初に，全国的 l乙各地商工会

議所を中心にあいつぎ結成され，現

在，東京商工会議所lζ 全国本部をお

く一連の不燃都市建設促進協議会が

ある。( 月IJ表促進団体一覧多照)



商工団体を背景にその強力な組織

をもって各方面に活発な活動を行な

っているが，毎年金国大会を各地商

庖会，宮公庁などから代表者が参加

して開催し. 36年度は名古屋で第 4

回大会が行なわれている。

実際の事業にあたっているのは各

町を単位とする協議会である。その

中でも成果をあげていると乙ろ犯は

必らず熱心な推進者がある。東京日1I

回東口の組合常務理事金子久内氏，

理事長の藤田宗次郎，横山町馬喰町

の事務局長鈴木俊彦氏，巣鴨の事務

局長野尻均氏，名古屋大須仁王門の

三浦氏，魚津の五十井隆ー氏，静岡

促進協議会の西村重吉氏，向山本菊

造氏，沼津の内回祥司氏， 岡田人岡

氏，宇都宮の田中永吉理事長等々 ，

呉服屋さん，お茶屋さん，花屋さ

ん， 12屋さん，食堂のど主人であ

る。忙しい日 々の中で走りまわっ て

種々な困難な問題をつぎつぎと解決

し見事な成果を結んでいる。乙れら

純然たる市民の人 々の!li bきが将来へ

のきめ手である。

官庁側で活躍しているのは，建設

省住宅局のもとの宅地課の石川充，

大庭常良両技官をはじめとするメン

ノイー，前} 岡県一岡山県での三宅俊治

建築課長以下のスタッフ，大阪府で

成果をあげ，いま富山県にある相座

( くぬぎざ) 正信建築課長，高岡市

の松井宇太郎都討課長，沼津市の松

下ｾ築課長，名古屋 市 の水野金 市 指

導部長，大垣市の関本弥市建築課長

などであろう。乙れらの人々の動く

と乙ろ必らず成果があり ，さらにま

たそれらのスタッフからわかれた各

メンバーが新任の県市で' さらに活動

をはじめているのをみると将来は期

して待つものがあるといえよう。

設計事務所としては，不燃建築研

究所，野生司事務所，市浦事務所が

各地でよい実例を示している。さら

に研究機関としては建築学会，都市

計画学会を中心として東京大学高山

研究室，大阪市立大川名研究室およ

び横山国立大河合助教授以下のメン

パー， 東京工大石原研究室の活躍が

みられ，在野の機関としては，大阪

にある都市開発研究会( 代表中沢誠

一郎) の動きが最近目だつようであ

る。

.  現在まで実施された

中での注目すべき点

現在までに各地で実鈍されたもの

は再開発事業の中では初歩的なもの

であるが，その中 lζ も注目できる事

柄，扱いかたが多く含まれている 。

沼津で行なわれた美観地区，建築

協定の条例制定実施，有議ア ーケー

ドの下の部分を公共用歩廊として市

が管理，同 センタ ー街ではさらに各

庖舗聞の間仕切をシャッタ ーとし，

昼間は解放してデパート 形式として

いる乙と。前回東口で行なわれてい

るピノレ背後部の共用廊下の設置，宇

都宮における市有地利用による共用

浄化槽の建設，大阪立売掘，青争岡な

どで将来の拡巾に対処しての柱位置

の後退した設計，また横須賀三笠ビ

ノレでは市道を ビノレ内部に取込み コン

クリ ー ト製のアーケー ドを設けて ビ

ルとー体として完成し将来はその部

分が 2 階庖舗の通路となるよう計画

している。大阪の小阪高RwJ では中庭

l乙児童周遊戯場と緑地を，久宝寺で

は庖舗のためのパーキング広場を設

けている乙と などがあげられる。

形態上でも当初の路線方式から前

記三笠 ビソレや福岡新天町ビノレの 7 ー

ケット式，大阪の公団関係にみら れ

るブロック式のものが少しづっ見ら

れるようになってきている。中でも

宮山県高岡駅前ビソレでは区画整理に

さいしてヒソレ設計を先に行ない， 乙

れlζ 合せて権利者24名の換地を指定

し，専有5096共有2096計70%減歩を

行ない，そ乙 K.地下1階地上3階のビ

J レを補償金と公庫融資金で建設し，

共有地の上に共用の廊下階段通路を

とり，ー括受電，さらに地上街は反

対側道路( 唆工) および新駅( 計

画) と結んでプロック式アパー トピ

ルを竣工させている。これはま乙と

総 合計画 ｉｾ もとづいて第 Ｑ 期工事の完了した岡

山中心斎庖街 (昭35末峻工)

高岡駅前ピルの中庭。地下は飲食庖街。 ζ E は

地下通路で反対道路と述絡。 ζ の部分は共有地 一一一ー

となってい る。
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K. 見事なものである。

既存諸権利の総合はま乙とに難し

く，各地でも難行しているが，従来

行なわれてきた棟割長屋式の連続ア

ノf ートビルを区分所有するより，か

なり進歩したものが少しづっtHてき

ている。

大阪上六( 1 ) アパー トビ J レでは

権利者 7 1' ，を整理し，内 3 名が申込

人となり公団市街地方式によって建

設し，乙の際公団が設置した土地全

iInK. 対する賃借権を逆用して共同II

2定者が相互に敷地に関係なく建設し

て各階異j引乙区分所有し，廊下| 暁段

などは共有している。 ｪ￬￭ｪｾ 己高岡駅前

の場合には設計を先に行なっ て換地

しているので， 24名の権利相互の関

係はきわめて明確である。名古屋本

重町アパートヒソレは 18名の共同建築

業者が全ｾ物を共有し，共有からく

る不安定さを組合の定かんで是正し

漉盟国国圃・・・・田園田園圃圏E

四 日市市( 三活保〉改造のモデルプラン。東大

高山研究室) (昭35. 8)
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て表面上は組合所有としている。大

阪岡崎続( i &) アパートビ J レは共同建

築が 2 名だけのため相互に土地を賃

借して建設している。このようにし

ていろいろな方法がとられている。

最近は，区分所有が一般ピ J レにも

および，数社の合同ビソレがかなりru

てられているのを見る。東京の有楽

町の朝日新聞社，同大手町の交通公

社ヒソレ，大阪の御堂筋官士銀行ピ

J レ，同北浜神鋼大井ビ J レ，同アベノ

ビJ レ，福岡の岩田屋などは笑例でい

ずれも他の数会社とヒソレを縦割横Ｇ， ｾｾ ｊ

で区分所有している。

- 将 来へ の問 題

現在当初の共同建築が実施されて

から数年ーたち，問題点もかなり生じ

ている。将来への示さとなるものも

若干ある。形態上では路線式の背後

地の問題など，共同建築は都市の再

開発の総合計画にもとづいて実施さ

れねば解決しない乙とを物語るもの

であり，それと今一つは主として経

済上の問題である。

共同建築により改築され売上げが

3- 4 倍 lζ ものびている fili 回や久宝

寺など一部等非常によい結果もある

が，かなり困難を生じている場合も

昨今ででき ている。当初から慎重

に計画をたて，市民の fillJ から砧極的

に建設に踏みきったととろでは，宇

都宮，横須賀の場合のように街その

ものの環境からみれば必らずしも恵

まれているとはいえないにもかかわ

らず，当事者の努力と建設後の各商

売に対するぷ気込みで困難を克服し

てよい成果あげているのはま ζ とに

:D:賛 [ζ 値するが， 一方直接のきっか

添 けが大火などであった新潟，大宮i . L

能代などでは ｅ 主投資金の償 ｾｈ 乙 かな

り苦しんでいる向もiある紋様であ

る。新潟では最近共同建築群の中で

かなりの庖舗が転売され，改装一改

築される実例が目立ってきた。

乙の乙とはデザインに関する協定

を確実にしておかないと共同建築が

数年をへずして共同でな くなると い

った問題と，もっと根本的な問題，

すなわち街や道協が拡がりコンクリ

ー トなどの中高周建築物によって整

備されるとそ乙では中小企業は成立

って行けないのではないかといった

かなり重大な問題が含まれているよ

うである。実的は建設'l'l を数{ きする

価絡と値上りした土地代とで処分さ

れているから，実質ー上の損宮はない

が，そ乙で商売していれば償還金が

返せない， 自己庖舗を口却するより

方法がないといった点にも都市の発

展~将来像と結びつく ζ んごの再開

発実施上の大きな問題が合まれてい

る。また市民の側にも建設当初から

充分慎重な経包; ( 乙対する見通しと ，

新しい経B " 方法が認識されておらね

ばならない乙とを実証している。

今一つの点は，現在既存諸権利の

調整に多くの場合，融資金で解決す

る方法をとっている乙とである。借

地人が地主に権利金を支払ったり，

新しく買受けたり，また逆に地主が

借地人 lζ 立退料を支払っている場合

がもっとも多いが，建設'l'l だけでも

償却が難しい場合 lζ ，既存の権利調

整のための 'l'l 用が大き くなり. しか

も土地代などの場合は毎年高 くなっ

て往設年度が後のもの程大きな負担

比率となる結果，主t設の完了ととも

lι 経営困難となる場合が当然出てく

る。乙れはすでに若干の悪例を見て

いるが，やはり土地等購入'l'l lこ際し

ては補助金的要紫の加味や税法上の

措置も必要であるし，また地主とな

んとか話し合って当分の間土地代な
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栄ピル 公日1 2臥!28戸 R C 3階

路線式

新天町ピ J レ 脂舗40 R C  ＲｾＳ 階 | 新情多駅周辺改造

マーケ Y 卜式 |  計幽

65 



|小 愈 市 福 岡 県 1; ( ¥町地区 市，地元商信会

プロツヲ 式中IC より I  

改造計画

戸 州 市 駅前地区 市，公団

改完九造六了計に画て基中礎知査

鳥 取 市 ＮＨｾ取県 若援連他 県，市

昭z 7 大火直後実施されRたCが2共~同3E階E  

築にはなっていない。

金 沢 市 石 川 県 容体切地区

5路隙線式公日1 t':J 30庖舗 ｒｃ ＲｾＳ 階 引税主計闘中

道岡崎路拡笑胞巾

高 岡 市 富 山 県

高岡~長江線 市
昭3前10上路~ピ3  3線4式公日1 10陳43戸 R C 3

引総主計画中

道釈地笑施前下路迎拡ll'i備絡巾同通時路

駅前地区
市 不燃m築研究所

S地階Rll'u'" )レ 付公JilI 1ツ棟世Z式4戸 R C  

3中 庭 ブ ロ

岱 山 市 駅前地区
県

駅改幽造前給計路プ線画ロ式中ツlヲE 式よ総り

寺市有，慈地移閥転政総幽輪本通

1，(¥ ｾｉｬ＠ m 中央通他 県，市

昭公3同1l 9  ブ、火後商 r; s 街改造路線式

長 岡 市 新 潟 県 駅前通り 市，地元促進会

駅前付近より突施中 路線式公庫

引続主計画中

新 潟 市 征谷小路地区

県，市，県住宅公社 後 ｒｃ 笑 Ｓ 胞 階公 団路 Ｑ 線Ｔ 事式 ｾＳ 昭30-10 3大3戸火
( 大火後) の代表的 現EFZ改E表造仕さ上か工ん地元町協m会

1戸公庫171l1!
なもの

飽 代 市 秋 田 県 畠町地区他 県，市 !  山公団公庫 2間0幻戸他3  大火後実施

大 館 市 If 
大町通地区他 If 

間問R 1CZ8138階R C一大公2火団階後及大3び改!!l公12造庫2戸にふ路み線き式る

高 知 市 高 知 県 ハリマヤ栂附 If 

大都案(中市市沢大再)川開IC発て名研研計究究画会立室
近

今 治 市 愛 媛 県 中心商庖街

防改造災街計画区法中により

横山町附近 都，地元商底会

3都横路な32線い内山m地式。各，所稲区が巣大田には5鴨施大部棟5部設分813付分111共共庖7庖同舗同舗建となってい

語翻iE華Ei麗轄誘器惣移童書式

東 京 都 百有国東口 各町促進会 不燃建築研究所他
公庫延長他 'J ?  

東 京 都 巣鴨地疎通 公団，都協会
，その

( 旧市域) 赤羽町他

築あり。

中一 数 防了災

三 鷹 市 If 駅前地区 可1 . 公団 野生司他 駅公前団oy u 付K 近て総滋礎合計的画利

至宝 了

川 崎 市 神奈川瓜 中心施庖街 市，公団

|  …  町 市。 路市盤内
防中心災地街改区f造去計に画よ中り

式各所に多数胞殺付住宅あ

横 浜 市 長伊勢者佐町木地町区他 地市元，県町公協社磁会， 公団 公社他 銀収解除地 ｉ ｃ 多敬 ｒｃ の共 Ｓ ｾ 同 Ｕ EE築あ り 根改公査造向団完及了計K 画びて破法，子横礎駅浜的前市調

公団及び公凪 階

路線式及びブロック式

横須賀市 If 三笠通り 地元商庖会 不燃怨築研究所 昭34 2陳36庖 舗 公庫 将来 2 階道路上 7
市入道れを中 IC取

I  : マ ー

一ケードを通路に である

する計画

藤 沢 市 ) )  駅前地区 市 不燃m築研究所 駅前付近を区画数理と同時I r 実施 号| 継き計画中

; 市

宇都宮市 栃 木 県 馬場町附近 市，地元商脳会
昭3戸Ｑ ｾ パンヒＩレ ＳＴ 戸観光 ヒり レ 毎年 Ｑ ｾＲ 掠実施

拡区商巾務同理時道実施路

14 初大期代手表ピル 8戸廊他多数( 路線

式の 作) ｾ＠

r  

柏 市 千 葉 県 駅前地区 iI i  不燃m築研究所 昭 ＳＰｾＳＲ 15隙39戸 公JilI

小 樽 市 北 海 道 中心商底街 市，泡住宅公団 公社 Ａ回 ＲＸｾＳＳ 4煉 145棟 延長231m

本し腕市 南六条町 市，公団

R C 5階 2棟戸 公団后施設付住宅方

式により 55 及ぴ 舗

中画区心法中、商IC庖よ街り防改災造街計

その他 現在防災建築街区造成法等 IC より改造計画を立てている都市民胞児島，熊本，岩国，松山 ，近江八幡，福井，岐阜，多治見，吉原

鎌倉，平家，船艇，大宮， 上回，福島，山形，盛岡，大船渡，旭川，室閣の各市がある 。

( 資料不足およひ・未着のため若干木表 IC不備の点がありと了承下 さい。また東京，大阪，事11戸，名古屋，横浜は該当するもの非常I r 多く本

表に表わし得ませんでしたので概略をしるしました。)
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全 国 の 都 市 改 造 を 目 的 と す る 促 進 団 体 一 覧 (昭36 . 10調)

0 全 国 不 燃 都 市 建 股 促 進 連 盟 | 東京都千代田区丸の内3ー14 臼本商工会総所内

宮 城 県 都 市 不 燃 化 事 業 促 進 協 議 会 | 仙 台 市 官 級 県 庁m築課内

宇都宮～ｾ場町通り共同住宅組合 ｼ 宇都宮市馬場町 ＳＱＸＲ

0 静 岡 県 都 市 不 燃 化 促 進 会 述 合 会 | 静岡市呉服町2丁目静岡瑳梁会館内静岡商工会議所

静 岡 県 不 燃 都 市 建 設 促 進 会 | 静岡市追手町静岡市建築線内

浜 松 不 燃 都 市 建 設 促 進 会 | 浜伝市田町( 西部)

消 水 不 燃 都 市 娃 投 促 進 会 | 消水市清水銀座4

熱 海 不 燃 都 市 恕 役 促 進 会 | 熱海市熱海浜町4白

岱 士 不 燃 都 市 政 投 促 進 会 I s士市平垣富士市役所商工線内

磐 田 不 燃 都 市 建 設 促 進 会 | 静岡県態図市中泉町

島 田 不 燃 都 市 迎 設 促 進 会 | 静岡県島田市日之出町制2 鰍 法 人 側 商 工 会 議 所 内

沼 路 市 不 燃 都 市 建 設 促 進 会 | 沼沖市上土町117

0 岐 阜 不 市 燃 都 市 建 設 協 議 会 | 岐阜市神田明ー10 ( 岐阜商工会議所内)

O多 治 見 不 燃 都 市 活 設 協 議 会 | 多治見市( 多治見商工会総所内)

魚 津 市 防 火 帯 商 広 街 建 設 組 合 I ! : ( 山県魚津市事l' 明町飴

0 名 古 屋 不 燃 都 市 建 設 促 進 協 議 会 | 名古屋市中区大池町( 名古屋商工会議所内}

0 大 阪 不 燃 都 市 述 設 促 進 協 議 会 | 大阪市北区堂島沼町〈大阪市商工会議所内)

岡 山 県 都 市 再 開 発 促 進 会 迎 合 会 | 間山県犯築線内

0 神 戸 不 燃 都 市 建 設 促 進 協 恕 会 ! 神 戸 市 生 田 区 制 適1- 16 ( 神戸商工会鵠所内)

O騎 浜 都 市 不 燃 化 促 進 協 議 会 | 横浜市( 横浜商工会訟所内)

柾 谷 小 路 耐 火 砲 築 促 進 協 議 会 | 新 潟 市 上 大川前七番町

徳 島 市 防 火 砲 策 裕 造 成 促 進 述 盟 | 福 島 市 本 町17 咽 島商工会議所内}

0 社 団 法 人 東 京 不 燃 都 市 活 設 促 進 会 | 東京都千代田区丸の内ト14 倒 京 商 工 会 噺 内 )

社 団 法 人 木 材 資 源 利 用 合 迎 化 鍛 進 本 部 | 東京都千代田区大手町2- 4

0 札 幌 不 燃 都 市 建 設 促 進 悩 議 会 | 州 市j ト条西四丁目( 札規商工会議所内)

O高 知 不 燃 都 市 建 設 促 進 協 議 会 | 高知市中島町114 ( 高知商工会議所内)

0 四 日 市 不 燃 都 市 鹿 股 促 進 協 議 会 | 三脚 四 日 市 市 浜 田 ( 四 日 市 商 工 会 断 内 )

O平 様 不 燃 都 市 旭 投 協 力 会 | 神奈川県平塚市新宿( 報商工会議所内)

0 洋 和 田 不 燃 都 市 建 設 促 進 協 総 会 | 大 阪 府 岸 和 田 市 州 町 ( 岸 和 田 商 工 会 議 所 内 )

長 岡 防 火 都 市 政 投 促 進 協 鴎 会 I .w山県長岡市

( 0印は各市商工会議所を母体としている)

なお，また現在I:¥'I llB中のものに，甲府，小倉，仙台各協議会がある。
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どの資金支払を凍結する方法も何ら 備，既存諸権利の調整，経営計画， まだまだ長い年月がかかるものと恩

かの形で実現しないと，今のままで 技術的な裏づけ等再開発の事業は多 われる。しかし再開発の必要性の

は事業そのものが採算がたたず，乙 くの人々の努力の上lζ 成立する 。し 気巡が大きく前進している現在，各

の面で行きづまる時期がくると恩わ かし現在の市民感情が再開発に結び 部門の担当者が乙の結びつけに対し

れる。 っき市民の組織と官庁側の組織が完 て努力を くりかえし，少しづつでも

む す び 全lζ ー体となって，各種研究機関な 前進したいものである。

人と組織，法の整備と資金の準 どの提案が実現l乙移されるまでには (藤田邦昭沼)
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開 発 計 画る

千 里 丘 陵 住 宅 地 区 開 発

大阪既製自民縫製近代化協同組合枚方工場団地の計画

大 阪 駅 前 市 街 地 改 造事 業

大 阪 高 津 台 地 区 再開 発 計 画

彦 根 銀 座 街 再 開 発 計 画

進 展 す

•

•••• 
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d

乙のほか

「阪神ポ ー トオ ーソリティ計画J ( 経済同友会〕

「堂島地区再開発計画J ( 都文彦 ・竹中工務庖)

「問屋街改造計画案J ( 日本建築家協会関丙支部問屋街改造計両委員会)

も予定したが，聞に合わなかったのド

残念のいたりである。

なお，ユニー クなものとして

「京都府下城陽団地開発ci"l.i 回J ( 労働者住宅問題研究会〕

があるが， 木号 ｛ζ はｾ録でき な かった。
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干 里

"  

丘 陵 住

寺

は じ め に

大阪市の北部，吹田，笠中両市lζ 大きく拡がっている

ヰ里丘陵地区の開発がようやく実施の段階l乙入り，その

最初の約 8 万坪の宅地造成も終了，ほどなく住宅および

その他住区施設の建築工事が開始されようとしている。

また宅地造成と並行して，地区内の都市計画街路の建設

工事も行なわれており，すでに 2 街路について築造も一

部を除いて完了し，あと舗装を待つばかりの状態で， 37 

4平には初の入居者を迎えようとしている。

本稿においては，乙の千里丘陵住宅地区開発事業 1(，つ

、て. 主として計画面に関述して話を進めてゆきたいと

d思う。 なお，乙の開発についての基本的な構想などに関

しては，すでに昭和34年 6 月の本誌において発表されて

いるので併せて参照していただく乙ととし，ここでは省

略する。

計画へのアプローチ

千里丘陵地帯は，豊中 s 吹田，茨木のーヰ11・1ζ ，大阪へ

っき出した丘陵で，その大きさは約700- 800万坪とされ

て いる。今回大阪府が計画した住宅地区開発の対象とし

たのはそのうち約 350 万坪で，行政

1区域としては吹田豊中の両市l乙属す

る部分である。区域の設定に当って

種々検討されたが，広大な地域が確

保でき総合的な開発の可能性の点

で‘ この位置を決定した。

‘  
大規模で計画的な住宅地開発に関

しては，わが国においてはもちろん

初めてのことであり，また海外にお

い ても あまり例のない乙とであるだ

サに. 開発の技法をどうするかが最

初の大きな課題であった。

英国においては，相当以前から大

都市近郊地帯 [ζ 新らしい町造りが行

なわれており， 20世紀初頭の「回図

都市」の提唱から始まって，衛星都

布の建設，さ らに Ne w Town の開

宅地 区 発開

内 信

発といったー述の新らしい都市開発巡Eめによるものがあ

るが，乙れらそのほとんどが工場群を持ったいわゆる自

立都市の建設を主旨とするものであった。

千里丘陵開発の基本方針としては，住宅都市としての

開発であり，一名千里ニュ ータウンと呼ばれているが，

英国での Ne w Town とは内容的 lζ は全く異にしている。

乙乙で住宅都市のm設を基本方針とした主な理由とし

ては

1  大都市との相対的な位置関係

千里丘陵は大阪市と比較的近距離にある。

2.  自然地形について

千里丘陵の地形が相当複雑であり，起伏が相当多

し、。

であるが，特に地形について，乙乙 lζ 工場群をもってく

る乙とが不経済であり，むしろ乙の地形を生かした郊外

住宅地として開発するのが妥当であると考えたためであ

る。従って大きな意味において，大阪市の周辺部の住宅

地区と考えて差支えないと思う。

大規模開発をスム ーズlζ 進展さ せるためと ，いまだこ

のような開発 lζ 関しての経験がないために，計画段階! こ

< 地区民型>
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おいて相当長期の準備期間を必要とした。乙の間開発計

画を充分検討するとともに，開発が全面買収による方式

を採ったため，その買収のためにも充分な準備期間を必

要としたためでもある。

計画はまず各種資料の収集，整理! ，調査から始まり，

それとともに学会，権威者ーなどに調査，研究などの委託

により徐々にその方向を絞った。乙うした調査，研究と

並行して，各界有識者などからなる協議述絡機関を設け

開発についての助言と協力が得られた。

用地の取得については，全面口収であるため事業の決

定をみるやいちはやく活動を始めた。何しろ広大な地区

を対象としているだけに土地の筆数にして約 5 万祭，土

地関係の権利者がざっと 3，000 人にも及んだため，その

調査も Eざる乙と なが ら買収交渉は並大抵のものでな く，

加えて現地において一部反対辺動が展開されたりしたの

で，予期した以上K 時間がかかったがg 乙の開発の意義

を充分に理解された乙とと，担当者の努力の甲斐もあっ

て，ほとんどの用地を確保す る乙とができた。

マスタープランについて

開発事業が決定されるとすぐに，マスタープランの作

成にとりかかり，ついで多くのパターンが提案され，そ

れぞれについて充分な検討がなされた。

まずプランの作成lζ 当って特l乙注意した点は

1. 郊外住宅地として良好な環境を保持すると と。

2.  都市的な利便さを備えている乙と。

3 .  住宅都市にふさわしい機能を有し，かつ有機的な

関連を持たせる乙と。

であって，乙れを中心! こ各笑が検討された。

立案に関して具体的に問題となった点を列記すると

道路，交通計画

開発地区と大阪市との連絡のための高速道路( 縦の

繋り〉の位置と隣接都市の連絡のための高速道路

CWl の繋り) の位置との関述。

地区内幹線街路の配置方法( サーキュレーション ・

システムの検討)

交通機関の取扱いについての検討( 開発地区周辺に

ある既存ないし計画路線の延長の検討と，乙の延長

による開発区域内の配置形態)

住区構成

単位住区の規模をどうするか，またその往区の段階

構成をどのように扱うかについての検討。

住区施設

施設配置昔jjiljj をどのような方式にするか，住区構成

との関連についての検討。

その他の施設

その他の施設て特! [ 公図緑地の配置基準について，

地区内および地区周辺部についての検討。

以上の点を中心{ζ 日本建築学会， 口木都市計画学会か

らなる千里開発のための委員会を椛成し，そζ で30数種

! [ 及ぶパターンが作られた也〉。乙れを地形や建設その他

の実的を勘案して数案K 絞り . さらに大阪府で検討した

結果， ＡＺｦｾ＠ 11欠案( 第 1図) となった。乙 れをー部修正し

て第 2 次 案 ( 第 2図) の提案と なった。乙れを再び東大

高山教授を中心とした前述の委員会で検討した結果，第

3 次案 (第 3図) がwされ，さらに乙れを修正した第 4

次 案 ( 第 4図) と なった。この ように数次にわたる提案

があり，その最終案! : f i 4 次案で事業が進められたが，そ

の後ｾ設計画，用地の問題，区域の最終決定，隣接区主主

との関連などで第 4 次案を修正し，ヨ) 5 次 案 ( 第 5図)

となり現在に至っている。したがって第 5 次案は実施計

四である。

それぞれの案については，その考え j ] など詳細に検討

されたが，そのすべてについて紹介する乙とは紙数の都

必で割愛するが，その概要は次のとおりである注2)

道路計画において，特κ 高速道路の取扱いの点で，乙

れを高速道路として別個に取扱うか，あるいは地区内幹

線街路としての機能を兼ねさ せるかの点で検討され，そ

の結果地区内街路の機能をも兼ねさせる乙ととした。

街路網計画については，住区および地区中心，公園

緑地の配置と関連して検討され，第 1 (欠案ではそれぞれ

の地区センターを中心とする術部方式とし，第 2 次案で

は乙れを整理して 3 つの地区センターを結ぶ大きな環状

J レート方式で，そのなかで短絡路線 などを適宜配E し

た。第 3 次案は第 2 次案を機能的に分析し，中央部の南

北路線を公園風lζ 取扱い，乙れを緑道( パークウェイ)

とし，北と南の大公図および北部周辺緑地を結ぶグリー

ンベルトを配した。 ｴｲｾ Ｔ 次案は ｴｲｾ 3 次案を一部道路の形

を修正したものである。

公園緑地については，第 1 次案では北部周辺緑地lζ 接

して公園を配したが，第 2 次案ではそれぞれのクラスタ

ーに 1 ヵ所となり， tTS  3 次2震はさらに積極的にとり出

し，中央にもグリ ーンを設けて環境醸成を図っている。

第 4 次案は第 3 次案をー屈強調したものである。周辺部

については区威内と区域外との都市的述担を防ぐ; 忍味も

あって大き な周辺緑地 ( グリ ーンベルト) を配した。

鉄道については，当初案では西地区センタ ーと南地区

センターまで乗入れる乙とを主管えていたが，その後にお

いて，第 5 次案では南地区センターからさらに延長して

束 filll 周辺を迂回，北地区センタ ーを経て区域外 [ζ 達する

注 1)  日本<I ! 策、F 会「丘陵地ili における住宅都市建設のための住区

及び住宅の計画及び設計 ｉｾ 関する研究」昭和 ＳＳ 年度大阪府司 ｅ

託研究

日本都市計四学会「地方計画 ｉｾ ｊ，ｉ［ ＼近郊住宅都市 建設基Ｑ｜Ｇｬ Ｑｾ

関する研究J 昭和33年度大阪府委. 花研究

法 2) 東大高山研究室「マスタープラン後の検討及び実継投3十作成

都捌の作成」昭和34年目工大阪府委託研究
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画 。ラス 9 一 セ ン ト

- 近隣センター

第 6 図 住 区 m 成 図

J レートも考えられている。

計 画の概 要について

千里丘陵住宅地区開発の大きな目線は，完全なる機能

を備えた住宅地の造成にある。乙の乙とは都市施設の完

備，公共施設用地の確保と建設である。開発の規模が大

きくなれば，それだけその量も大きくなり，そのため従

来用いられてきた開発手法である土地区画整理などにお

いては，乙れら都市施設および公共施設用地などをすべ

てカバーする乙とが困難であるので，今回は全面買収の

方式で開発の方法として，現行の宅地開発の制度におい

ては，適確なその裏付けとなるものがな く，まして大規

模開発，新らしい都市建設事業などもそうであるが，便

宜的に都市計画法による「都市計画 1 団地の住宅経営」

を適用した。これは，用地の取得に関しての最終的な手

段が椛じ られるのと，土地の売却に関する租税の特別拾

E が構ぜられている点もあったためでもある。

住区構成については，乙れまで各種提案がなされてき

ているが，千里丘陵開発では基本方針として

< 都市> 一< クラスタ ー > 一< 近隣住区> 一< 近隣分

区> の段階をとり，近隣分区を コミュニティ ー構成の基

本単位とした。( 規模は約 1 ， ＰＰＰ ｾＱ＠ ，400戸) (第 B図)

分区は日常生活圏を構成する単位であるから，住区施

設もマーケ γ ト，応舗付住宅，公衆浴場，W会所，管理

事務所などを 1 セ ットにした近隣センタ ーを設け，後で

述べるが，教育関係、施設も小学校分校および幼稚図のセ

ットを設けている。

分区を ＲｾＳ まとめたものが近隣住区 Ｈ Ｒ ， ＰＰＰＭＳ ， ＰＰＰ

戸程度の規模) であり，乙乙には小学校を設ける。さら

に近隣住区を ＳｾＵ まとめたものでクラスターを形成し

その中心施設としてクラスタ ーセ ンタ ーを設ける。

クラスタ ーセ ンタ ーは近隣センタ ーで賄ない得ないよ

り高次の脱売施設( 乙こでは百貨庖程度の商業施設を中

心K . ，ロ廻品を扱う商底君Tなど) ，映画館あるいは劇場

などの娯楽施設，また銀行，事務所などの業務施設，行

政関係，住宅管理などの行政，サ ービス施設を包含する

ものである。 なお鉄道が延長される場合には，乙のク ラ

スターセンターがその結節地点となるよう配慮されてい
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る。( 既lζ 阪急千里山線の延長計画が発表され，関係当

局に申請中である。)

教育関係施設については，住区で少しふれたが，当地

区において新らしい試みが提案され，とれに基く方式で

実施すべく検討中である。 それは小学校に関してで，従

来の教育休系( 6 ・3 fhl l ) では小学校が 6 年fhlj として 1

校で扱われてきたが，新らしい試みでは，小学児童の生

活内容を考え，内容を中心として乙れを分離し，低学年

部 ( 1  . 2 年生を対象) と高学年部 ( 3- 6 年生を対象)

とし，低学年部を分校として幼稚園と組合わせて考え

児童教育の充実を図らうとするものである。しかし問題

となるのは，現行の伽l庶を変更しなければならないので

テストケースとして実施したいとの怠図であるが，現在

なお検討中で結論はまだ出ていない。計画としては，一

応分区K. は小学校分校( 低学年部) ，近隣住区には小学

校本校( 高学年部) という方針であるが，上述の結論に

従い最終的形態となる。その他，中学校は従来と同じ 2

ｾ Ｓ 小学校区をとっている。高等学校は将来計画として

設置できるよう配慮されている。

街路網計画について，その機能により

1  幹線都市計画街路

2  都市計画街路

3 .  住区幹線街路

4  区画街路

5  細街路，アプロ ーチな ど

に分類し，幹線都市計画街路は，高速道路と兼用するも

のを，都市計画街路は開発地区の骨格と なるもので， ク

ラスタ ーセ ンターおよび大公園を結ぶ環状配置をとり，

一部地区外の街路と述絡し，内部では近隣住区を区函し

ている。住区幹線街路は近隣住区内の主到街路であって

都市計画街路と述絡している。区画街路は住区幹線街路

につながるもので住区内のブロックを区画する。細街

路，アプロ ーチは各ブロック内の道路ないしアプローチ

である。 rjl 旦については，幹線都市計画街路は 50m，都

市 計画街路怯 ＱＲｾＵＰｭ とし，それぞれの機能に応じ分類

している。

新らしいものとしては，緑道( パークウェイ) で，す

でに 7 スタ ープランの項でふれたが，都市計画街路のう

ち，千里中央線と名付けるものをパークウェイとし，巾

員50m，そのうち 19mは車道の巾員とし，残り両 flllj 15 .50

m を植樹格および歩道( プロムナ ー ド) としている。

公園緑地計画については，分区にはプレイロットおよ

び児童公園を住宅配置と関連して適所に設け，近隣住区

には近隣公図を，さらに全体として地区公園( 都市J jー函

公園) を 3 ヵ所設け，そのうち千里北公園において箇闘

を作り将来，開発地区全体の緑化( [ _ 役立つように考えて

いる。中央公園と南公図の聞にパークウ ェイを設けてい

ることは既にふれた通りである。周辺部の周辺緑地に



ついては，その内容をどうするか。自然公図的な扱いに

するか，あるいは積極的K レクリェ ーション施設を設け

るか，現在検討中である。

交通計画は，既存施設の利用はむつかしいのであるが

将来乙れらのものが延長されるものと恕定し，大都市

( 大阪市) への通勤などの大品輸送は乙の鉄道を利用す

る乙とにし，その補助的役割 lζ パス輸送を考えている。

地区内における交通はもちろんパスであり，従って原則

的lζ は住宅からパスでクラスターセンターへそして鉄道

という乙とになる。ノミスルートについては，原則として

はクラスタ ーセンターカf パス J レートの中心、となり，乙こ

から都市計画街路，住区幹線街路を走らせるのであるが

このノレートについてはなお3平細!ζ チェックする必要があ

る。なお地区外についても具体的にはと‘ の地点と結ぶか

についても向織である。

住宅は，各種の建築形式を混合する方式をとり，分区

毎f ( 形式を統ーさせるという方式はとらない。即ち，分

区内において高層フラット，中居フ

ラット，低庖フラット，テラスハウ

ス，独立住宅を適宜ブロック毎κ ま

とめ，あるいは 1 つのプロッ ク内に

それぞれ組合せる方式をとる。建設

を予定しているものは，府営，住宅

公団，住宅協会および府企業局の建

設する住宅で，宅地のみの分譲は行

なわず，またできれば建築協定を実

施したいと考えている。

を受け，地区内へはポンプ窃一，配7l <i也を設けてそ ζ から

各戸へ供給する。給水は直圧方式で，特 lζ 地形の点で7)C

圧の不足すると乙ろにはポンプ圧送の方法を用いる。下

水道は，地形およひ' 汚水処理の経済性を勘案して分流式

とする。処理方法は，地区外 Iζ 2 ヵ所の処理場を設け活

性汚泥処恋! 法による高級処理を施して下流 lζ 放流する。

雨水については地区内を流れる 4 つの水系にそれぞれ放

流するが，開発によって流出係数の増加も相当あり，乙

のため下流の河川改修を実施している。 なお乙こで特』ζ

注なしたいのは雨水排水などにおいて相当品の土砂が流

出し，また流出係数の変化によっ て一時相当量の水量が

排水される乙とが予想されるので，当開発においては，

建設過程| 時において河川改修と並行して23 ヵ所の沈砂池

およひー遊水池を設けそれK 対処している。乙の ζ とは丘

陵地開発に欠かせぬ乙とであり，あらためて乙乙に引用

する次第である。

その他地区内で住宅などに関連したサービスインダス

.. 

r  

住宅の配置は，従来用いられてい

るような配置技法とは異なり，丘陵

の特性を生かし自由な角度を駆使

し，ブロックも大きく ，かつスーパ

ーブロックでまとめる方式をとり，

それぞれのグルーピンクはクルドサ

第 7 図 レ イ ア ウ ト 例 ー ( 中 風，低 凪 住 宅 )

ック( 袋小路式ともいわれる) を用

いてまとめ，変化のある景観と ，落

ち着いた雰囲気， クロ ーズされた空

間とオ ープンな空間を使いわけ，良

好な住宅地になるよう設計されてい

る。乙乙にその一例を示すと， 第 7

図，第 8図のどとくである。

住宅の密度についても，郊外であ

る乙とと丘陵である乙ととにより相

当ゆとりを持たせ，独立住宅をとり

出してみても ，23 戸j ho ( ネ ット)

程度の密度を保っ ている。

供給処理施設計画について，上ノk

道の供給は，その水源を大阪府営水

道にあおぎ，乙れ1[， より浄水の供給 第 8 図 レ イ ア ウ ト 例ー { 独 立 住 セ )
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トリーも若干必要であると考え，乙れをまとめたサ ービ

ス施設センタ ーを設け，乙乙に集約する方主| である。

事 業執行 につ いて

当千里丘陵開発事業は当初， 大阪府建築部住宅建設課

において開始された 。事業の進展に{'I' ない，昭和33年 7

月lζ ，計画実施のため同課lζ 新たに計画係と宅地係を新

設し，計画の遂行および用地の買収 [ζ 専念する乙とと な

った。ついで翌昭和34年 7 月，計画を強力 l乙推進させる

ためにそれぞれの係をHt 立，住宅音I.jiffi 課および宅地課と

なり，さらに，臨海工業関係開発事業と併せて企業局と

な り( 昭和3 5年 7 月) ，千里関係の計画実施部門として

宅地開発部となり d!l t立した機構でもっ て抗k進するように

な った。

事業の実施については，まずH自殺3 5年 10月，南地区ク

ラスタ ーに関して，吹 田市都市計画事業 「一団地の住宅

経営一節 1 号千里丘陵住宅」および街路，公園に ついて

表 1 i j J 業主 体 別 住 宅 ru設 予 定 一 覧 表

震 菜 室 | 府営住宅 | 公団住宅 | 協会住宅 |産 業 量 | 計

戸 数 ¥ 8. 蜘いO. 脚 1 3. 側 I 9.卿 ¥30. 脚 ( 戸)

表 2 年 度 別 住 宅 ru設 計 回 予 定 一 覧 表

年度 l お 1  37 1  38 1  39 1  40 1  41 1  計

戸数 | 山 0

1

3. 4ω I  6. 0001  6. 4∞1  6. 伽 1 6. 5001 乱 側

宇部スレート工業株式会社
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の都市計画決定および一部事業決定を行ない，昭和36年

度lζ は， 乙の事業決定( C . 従い建設工事が始められた。住

宅の建設に ついては，本年度は，府営，住宅協会，企業

局により， 1. 010 戸が建設される予定である。

住宅の建設計画は，大阪府営住宅，住宅公団住宅，住

宅協会住宅および企業局住宅( こ れは主として分譲住宅)

で総ま1.30，000戸を昭和36年度から昭和41年度までの 6 ヵ

年で建設する予定で，住区施設は，乙の住宅建設と 歩調

を合わせて建設する予定である。( 第 1，2 表参照)

む す び

以上下里丘陵住宅地区開発計画の概要について述べた

が，今後実施に当っ て， いろいろ計画上の問題も残さ れ

ている。乙れらはあるいはまた今後の開発 lζ も関連する

ものも . また事業実施進行上に関するものも ，さらに コ

ミュニ ティを育ててゆくととにおいても，あるいは管理

の問題，経営主体の異なる住宅での交流など今後の課題

として残されている。いずれまた乙 うした点l乙関してど

報告できるものと思っ ている。

最後に，乙のよう な大規模開発に ついて，全般的にわ

たっ て充分に書く ζ とができず. 断片的 なものに ならざ

るを得なかった乙とについては深くおわびする。 なお，

拙劣なる文章と d1t 断的な見解で事業の怠とすると乙ろか

らかけ離れた点も多々あろうかと思う が，その点につい

てはど賢察下さるようお願いする次第である。

(' 61 . 11. 25.  d己〉

(!l王者 大阪府企業向宅地開発部企商課)

J 建 築 用 米 国 弐

r 簡易面み

本社・ 宇都 大阪営業所 大阪市南区桜谷西之町25川西 ピル 2 階

出頭所・ 名古屋・新居決 ・岡山 ・広島 ・下松 ・小倉 ・福岡



大阪既製服縫製近代化協同組合枚方工場団地の計画

フk 谷

団地砲投位進委貝会計画専門部会

頴 介

1  .  団 地 計 画 の 主 体 と 団 地 化 の 目 的

1) 大阪の都心ビジネスセンタ ーのZ夜間討にあたる東区

谷町，内木町，内平野町には，全国の紳士既製JJ I i の生産

高の ＵＵ ｾ ぢ を取扱っ て いるといわれる紳士既製 ｊｊ ｉｩ企業が結

集し，それに附随して. 裏地，ボタン . ミシンなどの関

述企業が立地している。また大阪の東部の混合地帯:であ

る城東 区， 東成区，生野区，布施市など ー 帯には，ｾ

な数の縫製工場( 家族ぐるみの 5 人前後の零細なものか

ら， 50人前後のものまで，平均 15人前後の規模) が分布

している。そして，乙 れ らの企業は下図のような関係で

互いに関連し合って企業活動を行なっている。そのなか

の中心的な役割を果している既製JJ I i 企業は，その企業規

模の大小にかかわらず，既製服の製造と販売を行なって

いるわけであるが，現在ではー部の直営工場によるもの

を除いては，製造面はもっぱら一社当 1 5 - '30)IIJ後，多い

と乙ろでは651土前後の下詰工場に依存しているので，製

造業者としてよりは，むしろ問屋としての性絡が強く，

経済学の上で悶原告IJ 商業資本と呼ばれているものに当っ

ている。

2)  これ らの大阪の紳士既製服企業は，組織化の体lljlJ

として，大阪紳士既製服製造工業組合 (1昭和35. 3 現在

会口数 194 社) と. 大阪谷町既製服協同組合( 昭和35

3 現在会員数 141 社) を結成している。前者は，組織の

力をもって団体協約や調整事業を行ない，業界の過当競

・争を防止して経営I乙安定した基礎を与えようとするため

に，強制加入や，アウトサイダ一規制などの統ilil ] I J 工業を

行ないうる商工組合，後者は中小企業が無忠誠のうちに

行なってい る社会的分業組織のうちに共同事業をとり入

れ，生産流通のある特定の段階で総合して機械を入れ，

ある いは共同で販売，購入，信用，試験研究調査を行な

って大経営の利益を導入しようとする事業協同組合であ

り， いずれも，現在の法! こ定められた中小企業の組織体

制である。そして，協同組合の方 Ｇｩ ， その協同すｾｾを非

d 品に活発に行なっていて 2 大阪府下に現存する約 2 ，000

の協同組合のうちでも，最も活発なものの ーつになって

D
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いる。すなわち，事業は，紳士服の製造工程である( 仕

入) →検反→縮級→裁断→ 総製→仕上→ ( 販売) のう

ち， どの段階で，どの範阻まで共同化できるかを目標と

しているが，現在では 全面的な縮紋過程の共同化を中

心 と し て 共 同 作 業 所 共 同 職 業 訓 練 所 R C 6階，地下

2 階のレディメ ードセ ンタ ーな どの共同施設を持って，

I  加工事業部一縮級，仕上加工， 会 館 迩 営 ， 組 合 巡

芭， n  給食事業部一各事業所l乙対する集団給食， ]1 

教育'W報す，業部一事業内職業訓練所，中堅幹部総演: z > . ，

工場見学会など ，N 資材事業部一包装材料，プレス機

共同購入の 4 事業部から構成，述営される共同事業を行

なってきた。

3)  団地化の計画は， 1 乙のi活発な協同事業をより推

進するために，また，現在下誌に大き く依存している製

造部門の縫製加工の根本的改革，そしてそれを， 2 .集団

化により技術と品質のより向上を図り，それに加えて，

3 市街地の交通運搬対策， 4 学校対策としての環境衛

生と従業員の受入態勢準備という必要性から打出され

た。乙の計画は，昭和34年 8 月，既製服業界の希望事項

として大阪府商工部 lζ 協同組合が提案して以来急速に周

囲の' t ; ' i . 勢が具体化[ 乙有利に働き，敷地は，最初の府への

希望事項であったときの大阪造幣庁跡 10万坪より，府下

の非課税土地からの探索を経て，現在の谷町より 30分以

内， *ft 級関係であるので湿気のないと乙ろ，周囲の地域

環境という条件 l乙，名神高速道筋につながりやすいとい

う乙とで茨木，高槻，枚方が候補 lζ 残り，一時，枚方市

内村野に内定していたが，最終的に，国道 1 号線への結

びつきのよさ ，国鉄片町総長尾駅に近い乙と. バイヤ ー

を招待するのにコソレフ場 lζ 近いという乙とで，昭和3Mf・

2 月枚方市の工窃誘致条令の適用をうけて，現在の枚方

市長尾，藤坂 lζ またがる約15万坪が選ばれた。

4)  団地計酒の主体としては，最初企画が立てられた

ころは. 前述の谷町既製服協同組合の分科会活動部が行

ない，組合員の団地希望アンケー卜 募集などが行なわれ

たが，募集に参加した51社と，谷町協同組合が多加して

1. 既製服企業

1一同一会制の志 の

2  砲をI工弱ー|ー別会社にしてあるも の

2' 下請工場一lー 馴 ー|二 緩 む:;;z::zt?の

l一一般

3  関連企業( 裏地，釦，糸等)

ｾＮ＠ 原皮卸商社

5. 販売先 ( 百貨后，卸商社，地方小売業者等)

< 紳士既製服企業の企業関連形態>
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計52の組合員からなる大阪既製服近代化協同組合を昭和

35年 5 月設立し，現在乙の組合が企画を進めている。そ

して団地は，昭和36年度から行なわれた通産省の中小企

業工場等集団化補助制度の補助をうけるべく，申誌が

出され， 7  J::I 25 日全国の 10団地のーっとして決定してい

"，;) 0  

2. 団 地 計 画 推 進 の 組織体制と団地の内容

5)  乙の磁の昔 I'j 函を進めていく上で，組織体11;1) のあり

方が常1乙問題になっている。それは，計画の主体の側に

とっても，また，計画を設計し，回地を実現させていく

技術側の組織としても，それに，現在の段階では，その

計画をもっと広い地域，社会の中で規制し，指導し位置

づけてし、く役割lを持っている行政体11;1) の側にとっても重

要な課題であり，その上，その 3 者の コーディネ イトも

さらに図刻な課題なのである。また， ζ の計画のように

中小企業の場合にはその体制が不十分，不満足なため

に，下手をすると，せっかくの努力も台なしにしてしま

うような結果κ もなり かねない。今回の場合には，計画

主体である「大阪既製服近代化協同組合事務局」村中心

になって主に関係官庁の理解，協力をス ムー スIC. し，団

地の実現を推進する「匝地建設推進委員会1) J 仲団地の

悲本計画 ( 7 スタ ープラン) を実際 lζ 担当し，その結果

を推進委員会 lζ 報告するとともに，今後¢団地91設¢経

過の原理を担当する「計爾専門部会( プロジェクトチ ー

ム) J 付「土木，建築，設備設計」付「建設，飽工」と

いう形をとっ ている。乙のな かでプロジ ェク トチーム内

の課題としては，計画を実際 lζ 作成している都市計画，

建築，設備のスタッフ 2) と，商工行政，計画行政のスタ

ッフの協同のしかたと， i ! ま本音| 函，実施設計，Rl!設，施

工管理と進んでいく各段階での仕事の分担の方法と，基

本構紅lを最後まで実現していくためのその闘の受渡しの

技術が存在している。

6)  団地の計画敷地は，先述したように，枚方市長尾

および藤坂地区にまたがる地区であり ，図』ζ 示すように
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現在工事中の国道 1 号線パイパス lζ 近いという立地条件

をもっているかなり起伏のある丘陵地である。そして，

現在は，畑， 回合せて 66 9ぢ，山林，原野が 28 96，他，

宅地，溜地，陸制' という地目構成をとっている。また，

国道 1 号線バイパス線沿には，最近かなり大規絞な企業

が工場立地しており ，枚方市当局は，その国道沿の区画

整理を計画中であるが，実現にまではいたっていなし、。

7)  団地の組み立て方を検討した結果は，図の通りで

ある。土地利用の内訳としては，現在の計画 ( 61 11 案)

では各企業の工場用地として 102 ，000 坪 ( 1  10  t  600 

坪の企業4，1.5  lot 900 坪の企業 16，2  lot 1，200坪の

企業22，310t  1，800 坪の企業 10) ，各企業の住宅用地

として， 40 ，8001平 ( 1 lot 400坪の企業4，1. 5  lot  600坪

の企業 16，210t 800坪の企業22，3  lot 1，200坪の企業

10)  ，道路用地 20，000坪，公共施設用地 8 ，000坪，関連

産業用封h20 ，000坪，計 150，000坪となっており. 乙のう

ち，道路用地は，認定道路として，枚方市管理，公共施

設用地は組合団地，関連産業用地は分譲方式となる。ま

た，団地の建設方式としては，現在では， m同 組 合 に

よる個人施工の区画整理方式により，その後，工業. 住

宅用地などを各企業 IL分譲する乙とになっている。工期

としては， 昭和36年12 月中 lζ 基本設計 →土木設計を完

了， 37年 1 - 3 月土木工事， 4 月- 30工場( 企業〉建設

の予定である。団地のパタ ーンを決定するために考慮す

べき条件としては， 1.  外的な条件である団地の立地お

よび周辺条件，2.  団地lζ 参加する企業自体が現在すで

1) 大阪遺産局産業立地， 中 小 企 業 ， 繊 維， 大阪府商工部工業，振

興 ，B是林郁農地，土木部計画，道路. U ! 築部住宅U ! 投， 指導各線，枚 方

市市長，工場誘致委貝会， 住宅金融公郎大阪支所， 住宅公聞大阪支所計

画部，大阪市大都市計画研究室， 商工組合中央金副大阪支庖， 他市中銀

行から 偶成されている。

2)  川名古エ門 ( 都市計画， 大阪市大都市計商研究室) ， 水谷頴介

( 都市計画， 総指， 大阪市大都市計菌研究室) . 他国一般( 処罰百設計，

工場計画. R I A U ! 築総合研究所) . 佐々木家< m築計画，モデユーラー

コーデイネ ーシ ヨン ，J t [ 大生研) ，梨原s 5- RB ( U! 築計画， 共同胞設計

問，大阪市大建築計図研究室) .  多穆'1& ( 強築計画， 住宅地計画，大阪

i I i 大U! 築計間研究室) ，s 閲覧志 ( 建築計画， 共同胞般計画， 大阪市大

都市計画研究室)

会団地計画数地

/  周辺 1 号バイ パス線

， 

" ，/  現国道 1 号線

ｎｏＮｬｾｎｯ Ｎ Ｙ＠ 工渇適地

1  久保国鉄工

2  日立製作所

中山製鋼所

4  久保・悶鉄鋼

5  日本総線

6  ユシロ化学

7  日本ロ Y クラー パ イア

8  松下位器

① 枚方国際ゴルフ場

② 枚方カントリークラブ

"  



P hi si c al  

E 亙亙盃璽亘+ 盛亙Z瓦亘j

1 -ヱーー-::': =i団地の形怨( パターン)1

|  団地の経岱主体

( 団地の経営計画. 管耳目社盟上」

Soc i a l  E c o no mic al  

団地の締成要紫

1. 共同施設

生産量 ｾ Ｇ ￶Ｕ もの ー縦 級 ，検反 ， ボイラ ー 施設
生活莱のものー給食，診低保育，レヲリエー ν ヨン ，J l ) I 売施紋

l ' f:@系のものー管理司J ( h i 9 r . 教育訓練施設，関辿rrm施股

崎町 2. 縫製工助

3  住宅一単身書官，量{ a! ; 住居

団地の柵成システム

人の系統

物 の系統一共同合胤等もｾむ。

にもっている問題であり，団地化する乙とによってより

顕著になるものとして，既製版企業の将来への位置づけ

生産システム，大賢本の乙の部門への進出 1r . 対する対抗

性. 下請との関係，労資関係，従業員の福祉問題， 3. 

団地化の方針自体がもっている，どの段階でどの純阻ま

でいかなるシステムで共同化するか，すなわち団地全体

と個企業の対応関係，資金関係があるが， :iI' iilli 専門部会

としては，当初，実際の敷地l乙乙れらの点を反映した A

B  2 案を提案，いろいろな検討，経過を経て B 案の方

向に決定した。すなわち A 案は. 工窃と住宅を併存し

た各企業の敷地単位が集積した形であり， B 案は，まず

敷地全体を工と住l乙分離，各企業はそれぞれのなかの I

単位をもっている形であり B は A より共同化の段階と

いう点からは高次の段階であり，共同施設などについて

も，例えば，食堂などは，労務関係、の問題もあって，最

初は集団給食はやるが，各企業それぞれの食堂に配達し

て食事する段階から，共同食堂へ各人好みに応じて出か

けていくという段階にまでなっている。

8)  資金関係としては，その調達方法は，自己資金，

金融機関などよりの借入金ー補助 11;IJ 度などによることに

なっている。金融機関としては， 一般市中銀行の他，中

小企業 ｾｾｬ 自のものとして，今回の場合 は，中小企業金融

公庫が中心になり，補助制度としては. 中小企業工場等

集団化補助制度，中小企業協同組合共同胞設設置等資金

貸付制度，中小企業設備近代化資金貸付制度と，大阪府

が行なっている合理化機械月賦販売制度などがあり，住

エオ、ルギーの系統一上下水道脳紋，熱気，ガス，低気

宅に対しては， EE労住宅資金，厚生年金 j g元融資，住

宅公団特定分譲などがある。そして，団地の宅地造成，

建築物の建設，その後の管理という段階で，公共，組合

( 協同) ，個企業，外部企業( 例えば，関連産業施設)

と，ど乙が事業主体となるか，種々なる組合せが予想さ

れる。

3.  計 画を 通 し て の 体験 と課 題

8)  乙の計画を通して，われわれは， 1)  中小企業団

地という新しい課題の計画，設計技術を獲得する乙と，

2)  さきにも述べた，計画推進，実現，管理 ( 建築協定

などをも合めて) のための組織体11;IJ のあ り方を求める乙

と， 3)  以上の体験の組織化をもと に して，経営主体の

次元段階と，フィジカノレな計画の対応関係、をつかみ出す

乙と， 4)  団地処設→都市内部における現在の施設機能

の変化，地域整備? に至る検証の資料をもとにして，共

同施設を軸とした集団化( 上決下従の従来的共同化でな

く，個々の企業の主体性は守り ，よりプラスの利益をお

互にうるために共同化する) →団地建設が中小企業の近

代化に役立つか，また，ひいては中小企業地域の都市整

備に働きかけるかを明らかにしていくを目標としてい

る。そして，それらを通して，高位のエネルギーの高い

ものによって，低位のものを位置づけ規制する方法 lζ 対

して，低{ 立のもののもつエネ J レギーをもととして，と足元

(1とj 椛iS，向上，進化を引き出す都市計画の方法論を導き

出したいと考ーえている。

<m者大阪市大工学部節市計画研究室)
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大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業 に つ い て

長 尾

1  .  まえがき

乙の事業は， 市街地の再開発の方策として昭和36年 6

月公布，範行された「公共施設の整備に関連する市街地

の改造に関する法律J !C もとづき大阪市が大阪駅前地区

について実施するもので，区域内の道路を築造するとと

もに建築敷地の造成および高層建築物の建設をあわせ行

ない，土地の高度利用および都市の不燃化などの増進を

図り，大阪市の表玄関にふさわしい健全な市街地に改造

しようとするものである。以下大阪駅前地区の概況およ

び乙の卒業の計画概要等について述べてみたい。

2.  位置および面積

本事業を実施する区域の位置および面積は次のとおり

である。

(  1  ) 位置

大阪駅，梅田芳新T道および

半分，即ち北区梅田，同区曽根崎上 3 丁目，同区曽根崎

上 4 丁目および同区曽根崎中 2 丁目のそれぞれの一部。

( 2 ) 面積

約5. 98ヘクタ ーノレ( 約 18，100坪)

正 広

駅前にふさわしい高層 ビノレ化への様相を呈してきた。

本事業を実施する区域はその残り南半分の区域で，今

日なお戦後の混乱期に雑然と建築された低胞の木造建築

物が狭あいな道路に面して密集し，そのほとんどが小規

模の物品販売応， 飲食活，遊技場ーなどで構成されている

現状であるので，交通上，防火上，保安上，美観上およ

び土地の高度利用の観点から整備しようとするものであ

る。

4.  現在までの経過

当初，大阪市においては当区域を立体換地方式による

土地区画整理事業として整備する方針で，昭和33年大阪

駅前第 2 次土地区画整理事業を施行すべき区域の決定を

うけ，以来調査，設計などを進めていたものであるが，

法制上の疑義等があり，乙の区域については公共施設の

ほか建築敷地および建築物を総合的に整備する市街地改

造事業として施行する乙とが適当であると考えられるの

で，昭和36年度より乙の事業により整備することに変更

し，調査，研究および設計などを行ない，昭和36年11 月

市街地改造事業を施行すべきととについての都市計画決

丈阪駅前市街地官又造事業

3. 大 阪 駅 前 地 区 の 概 況

大阪駅前地区は，大阪駅，梅田新道お

よび桜橋を結ぶ区域であるが，その北半

分約4 .72ヘクターノレ( 約 14. 300坪) につ

いては，昭和 10年度~昭和 15年度におい

て土地lヌ画整理事業により 6 路線の道路

をもって区画し，高層建築物の建築に適

応する敷地造成を行なった。しかも，乙

の区域は防火，商業地域および美観，高

度地区の指定がなされていたにも かかわ

らず，本建築としては戦時中の鉄鋼使用

制限のため阪神ビ J レの一部が完成したの

みで，戦後ノミラックが急造され間市とな

り，その後依然として木造の仮設的建築

物の庖舗が軒をつらねていた。しかし昭

和27年に第一生命ヒソレが完成し，その後

梅田ビソレ，阪神ビノレ2 新阪急ヒソレと続々

と高層建築物が建築され= ようや く大阪
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34. 9 

13. 9 

22.6 

11. 6  

5. 9 

11. 1  

積 | 比 ) 率

27，643. 26 

11，024 .51  

17，898. 86 

9，176.17  

4，695 .96 

8，802.03 
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却
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m

ウ) 用途別利用状況
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飲 食 ， 遊 銭 応

一 般 商 庖

繊 維 卸 商

事 務 所 類

旅 館， ホテル

そ の 他

用

定および同計画決定区域の約半分の区域について都市計

画事業決定をうけ，自下事業計画の認可をえるよう準備

を進めている。

5. 現 況

都市計画決定をうけた区域の現況は次の辺りである。

(  1  ) 土地の現況

ア) 宅地，道路別面高!i 内訳 川

一

1∞.0 官十

度 1

393. 3/ ha  I  ( 面積 0. 0598k m")

148. 9/ ha  I  ( 而積 202. 31 k m" )  

苛主備

( 3  ) 人口( 夜間)

別|人口 ω |管

区 域 内 I 2. 352 I  

大阪市全域 3. 011. 55，3  I  
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比 率 ( % )
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( 4 ) 当区域を市街地改造事業として施行する乙と に

ついて市街地改造法第 3 条各号lζ 掲げる条件の該当事項

ア) 当該区域内の公共施設( 道路) は都市計画決定をう

けている。

イ〉当該区域は，用途地域( 商業地域) 内にある。

ウ) 当該区域( 公共施設の用[ 乙供される土地の区域を除

く。) は防火地域内にある。

エ) 当該区域内( 公共施設の用に供される土地の区域を

除く。) にある耐火建築物以外の建築物( 地階を除

く階数が Ｒ 以下のもの。〕の ｭ 築 ｩｬｬｩｾ 武の合計・は次の

とおりで当該区域内にある会建築物のm築面積の合

計の3分の2を乙えている。
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( 2  ) 建物の現況

ア) ｭｾ 面私および建築延面積内訳

lJl! ~;73:; |(m;  |盗築; ;心 1 <m:: Iでアい(;ァ |容(;ア

ω ｾ 司て 獅幻 ＳＶＮＲＵＴ . 91_1_ s : 別れ別れ 240 .
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イ) 規模別棟数および延面砧

規ぷ) 別 |線数 与必ず |延( 1車内 |弘子

宮t面築沼lA 全

内

訳

オ) 当該区域の公共施設の整備 I乙nなってm定敷地とし

て不整形な残地およひF 過小な残地が公共施設に隣接

するため，市街地として環境がいちじるしくそ乙な

われる。

カ) 当該区域内に木造の低層建築物が密集しているため

土地の区画および形質の変更のみによっては. 大阪
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7. 4 

10. 6 

6. 7 

87 

170  

108 

70 

43 

61 

39 

o  - 33 ∞ 

33. 01- 66 ∞ 

66. 01- 99 ∞ 

99. 01- 132. ∞ 

132. 01- 165 ∞ 

165 . Q1- 330 ∞ 

330. 01 以上

1∞o  n河

y
d

 

碍

r

《

U
引例酎

n叫

勺

，3十

|建怠P 1

1 23. 923ω | 仰 = 15 似 9 .13

耐火建築物以外のil! 1  1  

B  築 物の面積( 地階を 1  20，お8. 21 1  

除く階数2以下のもの)1 1  

C 叩 築 物 の 献 1  3 臨 47 1  

2/3A05.  949. 13)  < B  (20.858. 21)  
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駅前としての土地の合理的利用をはかるととができ

ない。

6.  事 業 計 画 の 概 要

( 1 ) 事業施行者

事業施行区域内の公共施設( 道路) の管理者であるま

たは管理者と なるべき大阪市が施行する。

( 2  ) 事業施行方針

事業施行区域内の土地および建物などを買収し， 施行

者大阪市によってつぎに掲け・る公共施設整備計画，建築

物およひ' 建築敷地整備計画にもとづき道路を築造すると

ともに，その道路によっ て分けられる 4 つの街区( 市電

桜橋側より第 1 ，第 2 ，第 3 第 4 街区とする) を建築

敷地として造成し，その各々に高層建築物を建設して従

前の土地所有者および借地権者または建築物所有者に譲

り渡し，借家権者に対してはその建築物に新たな借家権

を取得せしめる。

事業の進め方は事業施行区域内のうち市電桜橋仰! のー

函即ち第 1 ，第 2 街区約 2. 9 ヘクタ ーノレ( 約 8，770 坪)

を昭和36年度より 4 ヵ年計画に て事業 lζ 着手し，残りの

市電梅田新道D! IJ の第 3 第 4 街区約3 . 08ヘクタ ーノレ( 約

9. 330 坪) は昭和39年度より 4 ヵ年計画にて事業に若手

する予定で全区域を 7 ヵ 年 計 画 lζ て整備するものであ

る。
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業 完 成 予 翻 図

( 3  ) 公共施設J l 備計画

事業施行区域内に築造する道路整備計画 (都市計画街

路) はつぎのとおりである。

街路書号 |  路 線 名 祢

広 路 5 大阪駅前線支線第 1号線の一部

11 
H  支線貫13 号線の一部

H  支線第 4 号線の金書E

H  支線第 5 号線の全部

円mf I守z;τ

20 ! 約 鉛

ＳＲｾＲＰ＠ 1  t! 'J 160 

20 1 約 127

40 1 約 お5

1. 1. 1 1 桜 砧 ， 守 口 線 の 一 部 I ｬｬ ｾ＠ 0  I  約 193

改造前後宅地，道路別面積比較

区分 | 改 造 的 | 改 造 後 l

ｩ 商 Ｈ ｭＲｾ I呼応手 |面倒ヂ |呼応ヂ 差 引 削 減

宅 地 I 47，201. 47 I 乃 oI  37，悶∞ 1 62. 0 16  1山 47

泡 路 I 12，臼8. 53 I  21. 0  I  22，730. ∞ ! ぉo 10，181. 47 

計 I 59，750 ∞1 100. 0 I  59，750 ∞|削 I 0  

fls汚 宅地減少事 21. 6% 公共継投( 辺路l m地t曽加率 81. 1%

(  4) 建築物および建築敷地整備計画

事業施行区域内 lζ 建設する建築物およびその建築敷地

整備計画は道路に よってできる空間の有効利用建築物相

互聞の開放性，防火および衛生などの点を考慮 し，都市

計画上大阪駅前にふさわしい階数，配列および用途構成



を備えた健全な高度利用形態となるよう定めているがー

その概要は次のとおりである。

ア) 構造および階数

鉄骨. 鉄筋 コンクリート進

地下 2 階，地上 12階，塔屋 4 階

最高の軒の高さ 41m 

最高の高さ( 塔屋) 53m 

線数 4 絞

イ) 主要用途

地下 2 階 駐 車 場 ， 倉 庫 等

地下 1 階飲食庖，遊技場，商庖等

乙の階1.t 4 棟の建築物をつなぎ飲食娯

楽関係の庖舗をもっ大地下街とする計画

である。

地上 Ｑ 階 ｾＲ 階商庖，銀行，事務所等

地上 3 階以上 事務所，ホテノレ，レストラン，住

宅等

ウ) 建築物および建築敷地面積内訳

2  

4  

エ〉駐車施設

街 区 間 |  
駐車のJ f I に供(mす2る) 部分の床面積

駐車台数

1  2. 390 168 

2  2. 920 1ω  

3  3. 640 203 

4  2.銃刀 166 

Z十 11.850 697 

オ〉設備関係

! 夜冷房 エレベーター，電気. ガス，給排水および給

排気な どの諸設備を完備し，電気司電話，ガス，水道な

どの設備についてできるだけ集約化しビル管理の経済化

をはかる 計画である。

(  5 ) 管理処分計画

権利給付の対象となる営業者に対しては，従前の営業

を維持できるよう従前の営業面杭に等しい床面積を佐保

し，業積に応じて地下 1 階~地上 3 階までに収容する管

理処分ill- i i ! T I をたてる方針である。

また地区内には地方l乙得意先をもっ繊維業者が集団営

業しているので，乙れら業者を集団的 lζ 収容できるよう

建築物のー部を設計している。

なお，余J l ! i J部分は大阪市が原則として公務により諮り

渡すか， Ｑ ｊＺ貸し，事業 ｾＱ のー部 ｬ 乙あてる。

( 6) 事業費

公 共 施 脚 附 |砲 鰍 脚 側 | 硲 築 物 州 政 | 計

8 -吋15.378悶叶 20. 揃 .9肝 円| ω 1 4阿

事業 ｾＱＱ￬ 従前の権利関係者が全部権利給付をうけるも

のとしてt7: 出し，その権利給付分を含めたものである。

なお，公共施設整備伐のみが国庫補助の対象( 国庫補

助 2/ 3，市負担 1/ 3) とな り，その他は融資による。

7- 道 路 下 別 途 事 業 計 画 の 概 要

乙の市街地改造事業と同時に別途事業として区域内の

道路下に駐車場を建設する計画で，その概要は次のとお

りである。

EE 築 i J ! ; ベ而積 ( m
2

)

地下 2 階 |  地下 1階 |  計

|駐I間 i

τ 司J 5. 740 I  17. 070 I  32. 810 I  

8  - あとがき

Ul iti 'l'1 

千円

2. 043. 010 

以上，大阪駅前市街地改造事業および道路下別途事業

の概要を述べたが何分市街地改造法が施行されて 日が浅

く，また会国で初めてのケ ースだけに種々研究を裂する

問題があり ，今後事業を進めるに従ってもいろいろ困難

な問題が起る乙とが予想される。すなわち( 1  ) 終戦時

の間市から発展した当区域は権利関係が複雑で異動がは

げしいので， 乙れら綴利関係者聞の調整。 ( 2 ) 大阪で

も土地価格の最高lζ 近い地域であるためその評価および

権利価絡の配分。 (3) 建築物の共用部分および延築敷

地の共有持分の比率の決定。 (4) 工事完了後の建築物

の管迎。 (5) 事業7 ' l の融資。などである。乙 れらの数

々の問題を殺しているが，乙の大事業を円滑に推進する

ため，今後とも政府を始め各方面の指導と地元民の協力

を望むものである。

Ｈｾ者 大阪市役所計画局盤地部 ・大阪駅前土地区繭控軍事務所長)
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I司 j章

A  

口 地

橋 本

1  . は じ め に

最近の都市活動は， ｾｩｩｬｬ ， 消費，文化なと、にわたって

急激に伸展しつつある。乙れらは ・・ より健康にして文

化的な生活，より能率的で快適な泣かな社会…・・の建設

を欲求する人類の，本然の姿への限切J であろう。

乙のように活発な市民活動は，新 らしい技術の発述に

よる諸産業の飛躍的な発展が根本をなしているが，その

発展は家庭的，文化的，娯楽的な消白活動の上昇と共に

述it 反応式K . ，ますます高いレベルへ成長してゆ くもの

と思われる。

者fl 市には生EE，消1' 1 ，文化，家庭などの市民活動があ

る。一方，それに必要な建築などの構造物，街路，公

園， X iN， 水下水道， ガス， 通信などの都市施設があ

る。それらの都市施設は市民活動の容れものにふさわ し

くさらに， 市民活動をより高度に成長せしめるものでな

ければならない。

しかるに，日本の大都市の現状は，占fl 市施設が市民活

動の足を大きく引張り ， 日々に深刻化しつつあるものと

いえる。とくに大き な問題点は，自動車と人口の急増に

より，街路やタ ー ミナノレのラッシュ時の殺人的な交通難

であろう。それは都市が平111.( 乙広がり過ぎた乙とにも起

因し ， 土地利用のｾｾ誌によるものといえる。

市街地は，ある程度の余裕ある規模において，有効に

集約され， しかも都市機能の円沼 な巡宮と，防災上安全

な形に構成されるととが必要で，住宅は都市生活lζ 便利

な副都心部に ， 集団的 ｾ｣ ｒｬｬ設されるととが理惣的であ

る。大都市の副都心都の土地の利用度は，いまだに し5

階に迷せず， illi :Wも都心部lζ 比して広大である。乙の部

分を総合的な都市計画のもとに再開発を行ない，未利用

部分の空間 lζ 住宅を建設し，都市の美観化，不燃化を計

るζ とは，今後の都市問題の大きな諜) ' I J i であろう。

乙乙』ζ 報告せんとする， I高津台地区再開発計画は，大

都市における副都心部の再開発の手法や可能性とともに

今後の再開発のあり方を考究する 資料になりうるものと

信ずる。
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闘

I f!，:、 保

2.  計画へのアプローチ

( 1 ) 公団の市街地住宅

公団の市街地住宅とは，一般に分譲施設付白貸住宅の

ことであって，主として大都市の副都心部の土地の高度

利用と . til 市の不燃化，美鋭化を計り ，併せて都心部 [ζ

活動する人々に，交通の至便な住宅を供給する乙とを目

的としている。また間接的に，事務所や庖舗などを脚部

! こ併設する乙とによって，都市の経済活! 日j を助長するこ

ともある。

公団が市街地住宅として建設したのは， 3 5年度 までで

約 6 ，600 戸に達し，その年度別戸数などは， 第 1 表のと

おりであるが， いずれも土地の所有者が 1 名ないし数名

の各人申込みによるもので，地区開発的なものではなか

った。と ζ ろが， 36年度 lこ公団法の一部改正が行なわれ

市街地住宅の比重が大きくなり，住宅を主にした副都心

部の再開発をどのようにすすめるかが，大きな課題のひ

とつとなっている。

現在，地区再開発として計画中のものは， ここに述べ

る高津台地区と，東京支所の青山地区の 2 ヵ所で= 上記

51 1 表 現在までに建設した住官公団の市街地住宅

|  全 国 合 計 ( 左ノ I司) 大阪支所

年 度 I ， ｾ｟｟｟ ，＠ I  

ｼ 件数 ｼ 施幣 ｾ ｉ 悦戸数 ｼ 件数 ｼ 施摂戸 ｼ 住宅戸数

31 4. お8 145 32 

32 30 29.805 979 7  :  9.765  お0

33 18 21. 424 636 6. 428 209  

34 33 67. ∞4  2. 019 9  30. 020  743 

35 36 64. 658 2. 819 8  19. 281 889 

小 宮f 121 187. 249 6. 598 29 66. 筋。 2. 133 

36 
3. 0∞ E∞ 

計合

。。

Q

J

 

F

、

J

V

.
，
 

n

コ

( 注) 1. 36年度の約 1/2 は工事 IC若手しているが，残部は計画中であ

るため件数，施設而積は未定で住宅は計画戸数を示す。

2. 施設面積とは庖舗. ｩｪｊｾ所などＨ附 ｦ 替を含むｽ の商滋で ， 住

宅部分の商績は含まない。



の課題にたいする答案であり ，公団制度による可能性へ

の追求でもある。

公団の市街地住宅の iljlJ 度の概要は ... 時す。

(  2 ) 高津台地区選定の概要

大阪府，大阪市の計画および建築の担当者諸氏と大

阪市内の防火地帯の設定問題について会談した席上で，

地区再開発についての窓見を交換した乙とが契機と なり

舟市の推挙があっ て， ζ の地区を計画する乙とになった

ものである。 なお公団がこの地区をとりあげる乙と lζ 踏

切った主な理由は次のとおりである。

(  a ) 乙の地区の附近一帯は. 戦災復興I is市区画整理

事業 lζ 指定され，南側の市電通りは現在巾員 27mが 50m

lζ ，中央部の谷町筋は現在 巾員 12 mカ140m!ζ 拡巾される

乙とになり，大部分の建物が近 く移転しなければならな

い状況にある。

( b ) 市の区画整理事業は後背部より j順次: A 胞済みで

本地区のR t 物の移転は実施段階に入っているが，現在の

用地面積約 12 ，700坪が換地後面積約 7，900坪となり，大

部分が現地換地であるために立体的に収符する乙とが必

要である。間接 (I( J f ( は区画整理業務の最も困難と思われ

る問題点の解決の一助となり ，公共施設卒業に協力しう

ることに なる。

( c )  3 階以下の分譲施設は，大阪市の東玄関. 上六

のタ ー ミナノレに接し，乙の地域の経済成長が著るしい上

昇気巡にあるため， J苫舗や事務所などの成立する見通し

が明る く確実と思われる。

( d ) 住宅E立窃は高台で，後背部』ζ 高4 t の宮をはじめ

寺院などあり，大阪では高居住宅群 lζ 最適の地である。

( e ) 建物地盤は上町台地であるため，大阪では最良

の箇所で，高周辺物に適している。

(  3 ) 高津台地区の性絡

高津台地区とは上本町 6 丁 目から下寺町 (松屋町筋)

lζ 至る間約 730mの北側 1 列の 11 ブロッ クの 乙とでー上

本町，! R平野町， 上汐町， 谷町， 中寺町， 高津町一番

ｭ Ｑ 図地区ｾ内図

了，生玉町の 7 つの町にまたがり ，一般に地区名がない

ため，各ブロ γ クの面している高津表門筋 (北側東西の

街路) の頭文字から，公団が内部で用いる乙とにした名

称である。( 第 1，2 図)

乙の地! 実は，大阪の束のターミナ J レ近畿日本鉄道上木

町駅と. 南の繁華街干しi前. ナンパを結ぶ路線にあり，

かつ ては風格のある j苫舗などがつ らなっ ていたが，昭和1

20年 3 月の第 1 回の空製により大き な被害を受けた。

その後道協沿い ｬζ 性絡のはっきりしない庖舗な ど がｾ

ち並んだが，者I1市活動の活発化と，近鉄沿線の若るしい

発展につれて，小売的な庖告肋〉ら卸売的な庖舗ー事務所

などに急激に脱皮しつつある。現在の業種は多種多様で

商庖的性絡の判然としない状況である。

その業種の内容は

辿設業ー 2  金融保険業 ...... 4  寺院…… 2

第 2 図 附 近 見 取 図 ( ブロツヲ内の数字は都市計画事業 1<: よる土地区間態辺自?号を示す)
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茸i 3 図

R イ.1

仁 コ 耳用在宅 医罰納骨 園田蝿宥 皿皿ｾｉｴ 堅盟 組。."，. ..... 

o 酬 明 園 盾 皿 臨習エ縄 輔 昌 基 皿 爾 羽 田制

第 4 図 i I ! 物 現 況 図

2fi 2 薮 ( 上六ーナンパ間) が東西に平行し中央部の 4 0 m道路

前揮す 4 ι f シγ / ト楓往系有f 次 |  には地下鉄 2 号線が南北に走る予定で，これらの完成の

捌 生 時 附札 ｉ ｂｾ i ! l 峨 11' ( <61: J4. ' 配 偶 人 州 |  腕には，乙の地区の性格が大きく変るものと思われる。

製造業…・・ 18 不動産業 … ー10 住宅… 23

卸売業 一・71 電気水道業..... . 1  出

計 239

小売業一・・54 サービス業・ー・ .51

なお，地区の南側の 5 0 m道路には地下鉄 5 号線と近鉄
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(  4  ) アンケ ー 卜調査

本計画の立案とともに，計画区域の東半分についてア

ンケート調査を行なったが，その結果は第 2表のとおり

で，大多数が不燃共同ビ J レの新築を希望している乙とを

知る乙とができる。

(  5  ) 土地建物の現況

地区の南側部分( 市f12通り) I C. は戦前からの R C 造 2

階 1 線 (延約 10 0 坪〉があり，その他は建替j切の迫って

いると思われる平家と 2 階建の木造である。北側部分( こ

は圧縮努1地により ，道路の大部分が拡巾済のため約β0%

は新換地内に! u : 物を移転しているが， そのなかには R C

2， 3 階建の小規模のものが 4 棟， R C の寺院が 3 棟，公

団の市街地住宅 ( 6 階正t . ・ー33年度〉が 1椋ある。

乙の地区内の家屋数は， 地主所有 104， 借地者所有

ＱＴＱ Ｎ 計 ＲＴＵ 棟で，ｾペイ率は約 Ｖ Ｕ ＹＶ ，容も ｴｩ 率は約 ＱＲＵ ＹＶ

である。( 第 3，4 図)

土地の換地状況は第 3表のとおり大巾に減歩され，所

有者数は多く，細分化されている。

建物の椛利関係、は第 4表のとおりで，一般に戦災都市

の繁華街にみられる状況と同じく非常に錯雑である。

なお自己所有地に自己所有の建物のある者が約4096あ

るが，これは近年になって地主から分割譲渡を受けた者

が多いためで，残りの借地人の中には転貸している者，

区画整理の完了時までと特約している者= 不法占拠l乙よ

る者ーなどで，係争中の者も多い。

一 一一 一 一 一



m 3 ;; 詰 土 地 の 換 地 状 況 荻

|(;; iii)lfJ| プム

所有者 [ 11プロック

( 注) 而肢のt l 1位 I-t Tl' 147人 |  

3. 計 画 の 概 要

(  1  ) 計画区繊の所在地

計画区域については，既 l乙記したとおりである

が 2 換地ブロック番号と旧地容による所在地との

関係は次のとおりで，中寺町以西l立町名とブロッ

ク番号が錯綜している。

ブロック番号

南区上本町 6 丁目 8 ｾ ＶＳ ｊ＠ 1  

H  東平野町 Ｓ 丁 目 Ｑ ｾ Ｖ ノ ｬ ・ ・ 5  

ＳＱｾＳＶ ノ Ｒ ・ー・・ 7  

u  上汐町 3 丁目 1 ｾ ＱＳ＠ ・h ・ 13  

ＵＱ ｾ Ｕ Ｙ＠ ・e ・・・ ・ 19 

H  谷 町 ? 丁目 Ｑ Ｘ ｾ ＲＳ＠ ・・・ 24 

/ 1  39 J  Ｑ ｾ ＵＶ＠ ・・ ・・

H  中寺町 8. 24， 25  ・ ・・ 27， 30 

H  高 津 町 1 ' 番丁4 0 - 4 4 ・…・ 30  

ＴＵｾＵＲ＠

ＵＳｾＷＴ＠ ・・ ・・・ 50， 68 

"  生玉町 1  ｾ Ｑ Ｓ＠ -・27，30， 42， 50 

( 2 ) 年度別ブロ ック別土地利用計画

年度別ブロック別土地利用計画は第 5表 のとお

りで，同表中のi 11TI ! TI 外の部分は RC 造の建物のあ

る箇所や，木日| 画 lζ 反対の) J を表明して いる箇所

である。また未定とあるのは銀行が隣接地を買収

交渉中などで，木正[ .闘に同志を求める乙とが困難

と恩われる箇所である。

( 3  ) 建物 の計函

本地区の用途地域は現在のと乙ろ ，約6096が商

業防火でその他は住居準砂J である。従っ て建物の

高さや. 7u : ペイ率などに llilll 浪を受けることになる

が ， な る べ く: I) J i 想的 な美観的な形態にできうるよ

う考慮中で，原則的 ( C次のように決めている。

。高さ … 3 1m 0 地 上・ . 10階 。地階一

1 階とす。ただし経営計画や資金計画上取止

めるものあり。。上部 7 階 … ・公団負貸住宅

。下部 3 階および地階ー - 応備事務所な ど。

。 住 宅 の 遊 戯 施 設 お よ び 物 干 … 屋上と物干

m4 表 13， 19， 24， 27ブロツヲの土地ru物の権利関係表

19  
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釘 5 ;;1< 年度別プロツヲ別土地利用計画表 36.11. 10  

27 

iui 戸う|

年 度 別 計 画 面 積 ( 坪 ) I計 画 外

ぉ I 37 I ぉ | 小 計 |耐 側

715ι 1

1  。|
未定 715 .41  

5∞.24 
未定 ぬ0. 24

535 ∞ 437 .10  437. 10 97. 90 

13  403 .43  403 .43  403. 43 。

19  488. 90 。 232.∞ 256.90 

24 682.90 581. 20 101. 70 ω2. 90 。

27 251. 65 325.93 。 577. 58 492. 16 

30 1， 569. 37 。 330.08 。 330. 08 1，239.29 

42 996. 16  。 。 729. 56 729. 56 256ω 

50 680. 32 。 348. 23 348.23 332. 09 

68 283.14  140.93 140.93 142.21  

晋f 7，924. 611 1，064.851  1叫 1 叶 3 阻
81

1 州 2. 80

42 

( 注) 1. 年度計図 計画面積1.;. ど変1: ある予定。

2. プロツ空許号 No.L 5 は未定。

第 6 表 年度別プロツヲ別ru設計画1 < 36. 11. 10 

街 ぽ| お年度 ダ年度 |  お年度 |  針

五ロツる|脚 附 |住宅 |施設而積 |住 宅 同 商 阿 古 司 側 面 積 |住宅

[  UW(';;; η  |戸数 I- -(m';)" I戸数 I--(m勺 [ JS臥 [ (m")_J 戸数

l  。 。 。 。 。 。

5  。 。 。 。

7  。 01  4. 967 ∞ 115  
。 01  4，967.∞ 115 

13  。 01  4，620. ∞ 98 。 01  4，620 ∞ 98 

19  2，日3. 04 68 。 。 。 01  2，533. 04 
関

24 6. 934 .84 1ω  1， 215. 16  36 。 01  8，150 ∞ 196 

27 1，印7. 81単 120 3，305.59  121  。 01  4，913.40 241  

30 。 0:  3，410. ω 126 。 01  3，410. ∞ 126 

42  。 。 。 01  8. 190 ∞ 245 8，190. ∞ 245 

日 。 。

。I Ｎｾｾ ｉ＠
Ｑ ｾ＠

68 01  2，520 ∞i  
ω i  01  01  Ｒｾｾ ∞＠

6， 

計 Ｑ ｾ Ｑ ， 吋 ＳＴＸ Ｑ ＲＰ 仰がい ＱＰＮＰＰ Ｑ ベ ＴＴ ＮＶ 川郡
( 注) 1  年度計画，施設商積，住宅戸数ともに変玄ある予定。

2  ブロック者号 NO.L 5 は未定。

3.  b包投函杭とは応舗，事務所など( 附帯を合む) の面積で，住宅部分の商積

は合まない。
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場はクロ ーズする。

年度別ブロ y ク別建設計画は第 6表，建物の 1 階およ

び怠準住宅階の計画平面は第 5 図のとおりである。いず

れも実施段階において大 巾な変更があるものと思われ

る。

( 4) 附帯計画

附帯計画の主な問題点は地下鉄などとの接続および駐

車場であるが，乙の両計画には騒々の考え方や問題があ

り，充分検討を要するものと恩われる。この前計画は，

各権利者などと充分な話し合いの末に，各人にどのよう

な利益があるかを理解せしめる必要のあるもので， 素案

として発表する乙とは，土地所有者の一部の相互聞に利

害問題が生じるや !ζ 誤解されるものであろう。

屋外関係の給排水，電気，瓦j折， EE訴などについては

関係諸機関の協力をえて，総合的な計画のもとに実施す

る方針である。また仮設庖舗は，市の計画道路9J l i を拝借

し，住宅公団が建設して賃貸する予定である。

4.  開発業務の推進形態

(  1  ) 公団内部の特別措置

公団では本地区の計画を杭極的にすすめるために，高

津台地区市街地住宅建設要綱が制定された。この要綱は ，

主として分譲施設部分にたいする特例( 事務所や屈指fi な

どを建設する者κ 有利な措置) で，公問臼身の村粋し内で考

l慮&しうる 五最主大限のものと

は{ 住主宅公団だけで解決のできない多くの問j題函点があり -

実施する段階でで、種々の困難な問組があるものと恩う。

乙の要綱の一般市街地住宅の場合と異なる主な問題点

は次のとおりである。

。仮営業用建物の建設と賃貸 。仮営業用の土地買

収と建物の建設ならびに特別譲渡 。土地一部買

収の特例 。設計料支払時期の特例 。fl 己負

担金払込時期の特例 。割賦金の- 11寺据置の特例

つぎに 2 本計画を契機として公凶支所に，地区総合開

発委員会が設置され，支所が郎市の再開発を実施する場

合に，乙の委員会 lζ 附議する乙とになった。

その目的は，要約すればつぎのとおりである。

。地区の選定と総合計画. . . 都市計画との関連性‘ と

くに都市の総合的な観点から: A 胞するため。

。実施計画の再検討 ・ -地元要望などを取入れる場合

の計画と，都市計画上よりみた理想計画との再検討

なお委員会の構成メン ρ ーは，支所長から個人 lζ 委嘱

する乙とになっているが，現在のところ大阪府， 大阪

市，学識経験者，不燃都市協議会，公団怜部で，木ii j- iiffi

も乙れIζ 附議してすすめている。

(  2  ) 府，市，不燃都市協議会の協力

大阪府，大阪市の各関連関係部課から，つぎのような

点について，協力を受けてすすめている。

。地元説明会などの参加 。自己負担金の融資斡旋

。防災街区の指定とその諸事務 。用途地峡と建築制

限上の訪問題 。区画整理事業と公同日| 固との協同

推進 。その他

不燃者g市協議会からは，地元関係者， 大阪府， 大阪

市，公団など関係機関の懇談会の開催，地 元 の 建 設 促

進協議会の強化とその促進など側而的な協力を受けてい

る。

(  3  ) 地元の状況

公団が本計画をとりあげて以来. 地正の代表者間で，

共同建築を促進するため，地区全般の協議会を結成する

!El J きがなされているが，いまだに設立をみず，各ブロッ

クどと lζ 数1 ' ，の委員を決めている程度で，非常に低調で

ある。

その主な迎山は

( 0  ) 地区の性格上の原因・ ・… 7 つの町にまたがり 2

商庖的性絡も判然とせずョ在来よりブロ γ ク悶の述絡や

結束 lζ たいする索地が十分でなかった乙と。

( b ) 土地建物の権利の錯綜上の原因一… 地主と借地ι

人. 家主と俗家人，転借や不法占拠人などが雑居してお

り，木計画 lζ 質成していても自己の:MI ・が立てられない

こと。例えば地主が本言1.[聞に賛立を表した場合，借地人

は自己に有利な難題を提示する。その反対に借地の場合

は地主が高級の権利金または敷金を要求するなど。

ただし 19 ブロックの電車: i i l l s! IJ は各人が自己使用の地，

主( 旧地主から分割譲渡を受けた) であるため共同建築

の結束を固めている。

最近， 2 7， 2 4， 19のブロ y クは市の補償業務が，活発

犯行なわれているため，その進行にとも なって権利関係，

が明確になり ， トラフソレが徐今 lζ 整理されつつある。ま

た借地借家 Ir . たいする補償( 借地借家権の口収譲渡) が

貸借者間でされはじめ，区画整理の布I i 償業務の進捗 lζ と

もなって，共同建築促進の推進形態が強化されるものと

思われる。

5.  最終案までの問題点

( 1  ) 促進協議会の強化

共同建築促進の!El J きが不活発ながらも，徐々に推進形

態が強化の方向にある ζ とは，前記のとおりであるが，

促進協議会の強化が木計画のi遂行に大きな影響をもたら・

すもので，今後の最も宝聖etJ. 問題点と思われる。

協議会は土地のトラフツレや実施計 it ! . T I 上の調整にあた

り，計画者と日子吸を合せながら，各人間の円満な調停を

計るとともに. 対外的な諸問題の促進を計るに充分な支

行力のあるものとなる乙とが理忽的である。

この点 lζ ついては大阪不燃都市協議会や大阪府，市開
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係者の努力により，近く強化される予定である。

(  2 ) 経営計画 と諸権利の調整

地区全般の性格を，上六ーナンノミ聞の立地より ，如何

なるものκ 育てるかを想定し，ブロック毎に若干の特性

をもたせながら，全般の事務所信舗などの経営の健全化

を計る乙とは，地区計画上の重要な問題点であるが，多

くの権利者の調整を計るだけでも長期間を変ーするもの

で，理想的な計画に指導する乙とは至難なことであろ

つ。

とくに，かかる事業はタイミングが要求されるもので

理想計画 lζ 近づける努力は尽くすべきであるが 1 ブロ

ックをまとめる乙とすら困難なものである。従ってやむ

をえぬ協会は， 1 ブロックを数回に分割して施工するこ

ともありうるものと思う。

実1ifli Jj.illii の取りまとめは，各人の土地の持分にたいす

る縦利に立j出l し，各人の経営 ;ij 画の成立を原則として，

立体的なおさかえ等を計るが，その後 l乙，そのブロック

全般のより良き経営計画を再検し調整する方針である。

ζ の場合の主な問題点は

( 0 ) 各人の土地など権利の評価および階別評価

( b) 各人の利用計画および共同賃貸などの調整

( c  ) 前面部と後背部などの額差と調整

( d ) 共用部分共有化とその管理

( e ) 公団住宅専用部分の位置およびその調整

(  f  ) 地下室の要否と用途業積等も含めた再検

( 9 ) 最終計画の各人所有区分別の経営計画( 収支)

の再検および調整( 次の年期別差引による)

(支lH 服 賢 一 … 賦 金 諸 税

管理担( ，諸経'I!l

収入一… 権利金とその金利，家賃，庖舗収入等

( 3 ) その他の諸問題

木; n- i i ! l i を遂行するについて，今後』ζ 残されている問題

点は，前記の 2 項のほかに，本文中で記したものと重複

するものもあるが，あらためて列記すればつぎのとおり

である。

( 0 ) 防災街区の指定と組合の結成およびその事務

( b ) 転業を袈する者や業種の者fS合上転出を要する者

の処理( 各人聞の自主調自主とするか ? )

(  c ) 区画整理業務の進捗と各人聞の建設可能時期の

ずれと ，その調整

( d ) 建物相E の建設時期および建物と地下鉄や道路

事業などの施工I時期のずれにたいする経営計画

上の処玉虫
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( e ) 新築や移築している者が，本音j. ii!li 'ζ 加入する場

合の特別助成( 防災街区の清掃賀だけか ? )

(  f ) 地下鉄などとの連絡とその工事貨の処理

( 9 ) 工事中の仮営業用の土地および建物に関する処

理

( h) 仮設建物で仮営業のできない業種の移転の処理

( 土地購入と建物の新設およびその特別譲渡)

(  i  ) 自己負担金( 建設資などの公団資金との差金)

の借入と斡旋および担保物件問題など

( i ) 都市美観上の建築線の統一と法規関係

(  k ) 駐車場施設の計画上の取扱いと管mr上の処理

(  I  ) 広告物の位置等と制限の問題

( m) 賃貸庖昔fi ，賃貸事務所などの特別斡旋

上記の問題点の中には 1 つのブロックでは簡単にき

まることが，他のブロックでは致命的 な問題点と なる場

合がある。乙の乙とが者f ) 市再開発の困難な理由でもあろ

つ。

6. お わ り に

大都市の副 lis心部を不燃高層化する必要のある乙とは

すでに先輩諸氏によって指摘され，有益な諸極の都市改

，造の提案もなされているが，実現をみたものは皆無にも

等しし、。都市が口々に郊外に拡がっているとき，そのい

くらかでも可能と恩われる部分を勇敢に，私極的』ζ 再開

発を計る乙とは，都市計画関係者や建築行政関係者の大

きな責務の一つであるといっても過言でなかろう。

乙乙K . 報告した高津台地区再開発計画は，実現を目標

に具体的にすすめているもので，現在は，元服した若者

が，東海道五十三次の日本橋を数歩踏み出した ・…・・見送

人もまだ立ち去らないよう な ・・地点にある。

今までの約 1 年聞は，路銀を調達し，旅先の諸調査を

行ない，服装を整える など準備段階にあったもので，今

後 l乙諸極の問題が，想像もしないことが待伏せているこ

とだろう。

当初は，都市問題との関連性をもとに，理想論的 lζ ，

乙の地区の再開発計画を書く心主[ であったが，どのよう

なことがあっても無事に都に到着せしめなければならな

いと思う悲壮感が，現実的で具体的 な問題点の追求 lζ 終

始せしめてしまった。旅路の自然の中 (C.， Wや希望を求

める12かな感't i ' i や空想とかけはなれた，乾燥した文にな

った乙とを諒とされたい。

(1t:t者 日本住宅公団大阪支所市街地住宅課長)



彦 キ艮 銀 座 f封 再 発 計 画開

都 市 開 発 研 究 会 (U. D.  1. )  

1  彦根市のアウ トライン ( 図一 1)

市域 73. 10km
2
，人口 60 ，867人，産業別人口比率 ( S30

年セン サス ) 1次 : 2 次 : 3 次= 27 . 796，35. 696 :  36 . 7 

96， S30- S35の人口減2，472人 (3 .996)

2.  銀座街の地位

歴史を持った城下町の中心を占める乙の銀座街は，近

郊J; ! a漁村の中心地としての位置を持ち， いわゆるしにせ

を誇っている。

3.  問題の発端

交通事前の変化もあ って最近勝目力がとみに京都方面

に吸収されてゆく傾向にあり，古い建物でしにせを誇る

のもいいが，それよりも近代的な購売 セン ターにふさわ

しい形態に改造する必要がでてきた。その

ために当初は耐火建築促進法1(. 基づく防火

建築帯造成という方向をとったわけだが，

新た 1(. 制定された防災建築街区造成法の

第 1 号事業の総に沿って，商庖i 1 ' f の近代化

を進めようと意図したわけである。単lζ 個

々の木造建築をコンクリートの共同建築に

おき替えるだけではな く，できればショッ

ピングという行為がもっているレクリェ ー

ション的な怠味あいを充分満足させる乙と

のできる施設や雰囲気を用意する乙とが，

減少しつつある購買力を食い止め，さらに

より広いキャッ チメントエリヤを獲得する

E佐ーの方法であるという点で，地元と完全

lζ 窓見がー致していた。

問題の発端は乙の商庖街が16mの計画道

路として拡張され，それとともに両 ｾ｛ｉｊ の応

舗をm築的にモダナイズしようというと乙

ろから発したわけで，パスル ート と関連し

て， 16m道路是か非か， またノミス J レート を

どうするか，といった問題からも改めてゆ

かねばならないわけである。

4  パスル ートと商庖街の関係 ( 図- 2)  

1窃庖街の中心に な っているのは， K  J であり，ついで

肝 ，1E， 斥l の順位とみられるが， 中心商庖街 KJ と

夜干 その他の格差はかなり大きい。 KF，了Eの差は前者ほ

どではない。購買流動は特に中心商! 苫街 K J  1こ多く，そ

の混雑さの程度は相当に大きい。乙の中心商庖街 KJ の

みは現在パスの巡行がない。他の商庖街はパスノレート と

なっており，混乱がひどい。

国鉄駅前がパス起点となっており，パスは近郊パスが

市内パスをも兼ねてすべてのノレートが市街地内部を通

る。 市街地内のパスルートの焦点は K 地点で，すべての

パスルートが迂回コースとなっても，乙の K 地点を通

る。したがっ て乙 の K 地点がパス ・センタ ーとなっ て，

商庖街と密接に関係している。

E

d

 

s匡

1

i

・

期

図- 1 概 況 図
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rr 

図- 2 パ ス 系 統 図

5  問題点

彦級銀座 K J は，現在ノ〈ス巡行がないが， ζ の道路の

幅員を拡げて，パスを苦手入する乙とは， かえって歩行者

の安全な交通を生命とする商応街の発展には障害となる

また怜総街路はそれぞれの沿線地区と半うじて狭い屈 Illl

践で継が っているため，各地区がそれぞれ孤立して，そ

の周辺街路にぶらさがっ ているものとみられる。幹線街

路の拡幅に当っては，各地区内の局地路との述絡路の増

設と廊 Il ! J 路の修正や街角 @'j 除を必要とする。しかし乙れ

は商庖街の間口の延長短絡をもたらす結果となる。乙の

ζ とは D9，Dl O地区とその周辺街路との関係においても

特に考慮すべきであり， ｪ 平 川 右 ｊＺ ｾ ， Ａ 道路とにつ い ても同様

である。また， Ds 地区と街路 K J との関係も同級であ

り，特にこの地区内には劇協があり，また公図もあるが

周辺街路との述絡は不十分であり， l!¥IJ 場育uの道路はせま

い。乙れらは繭庖街 K J の計画において解決を求める必

要がある。またパスル ー トの変更は，商庖街lこ大き な影

響をもたらし，特lζ パスセンタ ーの位置変更は重大な間

Jmとなる。

6.  計画前提

6- 1  ;g，f ! ! 1国道の建設を中心とする工業地の新しい開

発と，旧市街地との分離を条件とするが，乙れを 「芹川

一小丘陵 G II ー駅東12地 GAJ の地帯 l乙グリーンベノレト

を配置する。

6- 2  名神国道と工業地との連絡路は，旧市街地に導
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入しない。

6- 3  工業地を中心とする住宅地と旧市

街地特に商業地との連絡は現在のパスル ー

トによる。

6- 4  1日市街地内のパス ・ノレ ート には，

あまり大き な変化を与えな い。

6- 5  しかし KO N を通る J レート は堤防

敷も せま く 適切な J レートとは考え られな

L
、。

6- 6  以 上 から ，主 ｾ ｊ レ ート としては

A  B  E  J  N と A B C F K L
をとり K J にノ〈

ス ・ストップを配置する。

6- 7  計画対象と なる商庖l1i
下支7下Iは，

それぞれの背後地区内との述絡路を増加さ

せ，K 地点の屈 IlI l線を修正する。

6- 8  特 l乙 K J については，その背後に

冨IJ道をとって，背後地区内の動総を修正す

る。

6- 9  Ds 地区は劇場前道路を拡幅し，

公園との連絡をよくする。

7.  考えら れる商庖のパタ ーン ( 図- 3)  

以上の前提条件のもとに計画案を検討するに当って，

まず問題となるのは，商庖街 友7
の幅員が 16 m (ζ

拡幅さ

れる乙 とに従って，乙乙 {ζ
パス巡行を認める か否かとい

うことである。

7- 1  巡行を認めず K J
を歩行者専用に限定する乙

とが認められるとすれば，乙乙 l乙緑地を導入し， W物客

が自動車の危険から全く開放され，落着いて楽しく長物

ができるような場所を提供する ζ
とが望ましい。即ちモ

ール ( mol l)
型がパタ ーンとして浮び上 ることに なる。

7- 2  次 lζ パス jili
行を認めると すれば，乙の街路は 自

動車通路としてのZ主義が大きく なり，徒歩の買物客 l乙対

する障害を与え，商庖l1i としての効果が少な くなってし

まう。乙の交通路をはさんで，各々片側だけでそれぞれ

地区としてのまとまりを求めなければならない乙とにな

る。そ ζ
で，考えられる形式は，乙の交通路に向っ て開

いた商庖群をもっ街路式ではな く，乙の交通路{ζ
向って

閉じた，そして内部に持った通路に向って開かれた商! 苫

配置を なした，いわゆるマ ーケット ( morket )
形式とい

う乙と になる か，あるいは， ブロッ ク内の庖舗がそれぞ

れ外側の道路に向って開かれている， いわゆる ブロック

(block)
式か，さらに発展した形式としての プ レシンク

ト ( preci nct)
型が想定できるであろう。 もっとも， プ

レシンクト型は，それ自体では，乙れからのショッピン

グのレクリ ェー ション的気速を最もよ く満し得るもので

あろうが，必ずしも，土地の現実的な諸条件や，経済的

な裏付けに対 して ソュー タブルであるとはいえない。そ
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図- 3 脂 舗 配 信 の 4 型 式

乙で，これらの 4 形式に ついてそれぞれグループ毎に案

をねってつき合わせ，地 J Cの蛮求をフィノレターにして最

後のー案，つまり実施案 lζ しぼってゆく方法をとった。

8  実筋案作製までのプロセス

滋賀県. 彦根市. 大津市，長浜市などの/ 1 ¥資による滋

賀県開発公社の下によって，事業を推進する乙とになっ

た が町県と彦般市が計画立案のリ ーダーゾ γ プをとり，

現 状

2  

再開先請さ

具体的な JI.j 図案について 当「都市開発研究会」が委託

研究事項 として乙の計画 lζ 参画する乙とになった。

「都市開発研究会」は設計事務所長 大学教授，公務

員などから構成され，者[1市開発問題l乙関する研究機関で

あって法的には全くフリ ーな メノパーの自主的な集りで

あり，計画の提案を行なったり，公共事業などに対する

アドバイスをしたり，メンバー相互の啓発を行なうため

の勉強会程度のものとして出発した。

銀座街再開発の問題については，既に ，市による蕊礎

的なデーターの ｾｗ がなされていたから，現地踏まＱＩＺ Ｑζ 引

続き地冗業ず; たちとの懇談会によっ て，地主連が持って

いる個々の要求を整理し，乙れを土地のもっている条件

[ζ 照会し，市が今後発展する方向特に工業地，新住宅地

などの関係および特! こ市内パス J レート との関係をチェッ

クする乙とによって，改造案を数案作製し. さらに乙れ

らを j也兄との話し合いによっ て実施施 lζ しぼるという操

作を行な ったわけである。

商庖m改造を行なって乙れを建築化するときに，いつ

も問題になる権利の調整の巧拙は，デザインの領域では

粂滋えられない条件を残してしまう乙とになる。従って

乙の穏の問題では. 正E築家的手腕の可否よりも，地正説

得のための法rll 的，経済的あるいは経営的説得力がより

強く要求される ζ とになる。

乙のレポートにおいては計画家- ' k 胞案に至るプロセ

スを行略せねばならなかった乙とは，以上 lζ 照らしては

なはだ残念であった。

都市開発研究会 ( UDI ) は次のメンパーをもって昭和35年発足した。

会長中沢被 Ｍ｡ｾ ， 刷会良 川 名古エ衛門 Ｎ 幹事飯田相次郎， 術永岡C( ， a  

岡信武， r. t 村綱，監' i ' t 総井附光， 三輪雅久，そ の他宮公庁関係者ら。今

まで扱ったテーマとしては， c . の彦綬銀座街改造計阪のほか， 高知市商

庖街改造計画， 忙阪問屋街改造計商ｾなどがある。

( 文武 大久保昌一)
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床 tニは色を. ノ

新 し い コ ンクリー ト床 美 装仕 上 材 「 カラ・クリート」

が あ ら ゆ る 建 築 l こl繁 用さ れ 好評を得し て いま す 。

カラクリート は ｩｬｾ 磨 性 の大き い 硬貨骨材の粗粒 子を

主体とし、 これ に特 種 薬 品 、顔 料 を 配 合 し た r 床 打

ち と 同 時 に 仕 上 る J 床 材 で既 に全 回 数 百 の小 ・中・

高 等学 授 、 大 学 、 ピ ル 、 商 庭 、 工場 、 病 院、公 会堂

の床、 廊 下 、 階 段 、 バ ル コ ニ ー 、 ロ ビ ー 、 ガ レ ー ジ

ガ ソ リ ン ス タ ン ド 、住 宅 の 玄 関 、 夕 、 キ 、浴室 等に

広 〈 用 い ら れ て い ま す 。

カ ラ ・ ク リ ー ト が 近 代建 築 に 注 目 さ れ て い る 建 白

(1) 耐 鹿 性 が 大 き い の で 学 校 等 、 交 通 量 の 多 い 所 に

最適。

(2) 色 が 美 し いの で カ ラー コ ンデ イ ジョ ニ ング にも

絶 好 ( 緑、赤、茶、 小 豆 等 10額 以 上 )

(3)  i耐 水 性 を生 か L て 屋外 風 雨 に 曝き れ る所 に 好 適

(4 ) 床 打 ち と 岡崎 に 仕 上 る の で工期 が 短 縮 ( 下 Ze施

工法参照)

I 緑 m' 当 り ￥ 360問 l

(5 ) 手頃 な価絡 i ":' _  ，.. _  ｾ＠ .， ."  ::: ｾ＠ ，，:::;.，.; I  

l その他 のをき m' 当 り ￥ 300円 J

サ ッ シ 廻 り の 防 水 に

閑 語 障 問

A B C コーキ ングは内部粘性が特に よく、

耐久性があり 、し かも経済的な最新の合成

ゴム 系 コーキン グ剤です

サッシ廻り

エキス) ¥' ンションジョイント

フレキシブルボード廻り

プレキャスト結合部

その他亀裂、 P S コンクリート目

にA B C コー キン グを御使用下さい

包装友価格

18  11 缶入 8，500円 (現場渡 し)

3，611 缶入 1，800円 ( "  )  

管費
( 株) A B C 商 会

本 社 東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 - 7  7  T  E  L  ( 5 8 1 )  1  4  1  1  

仙 台 出 彊 所 仙 台 市 名 掛 町 5 6 番 地 ( 日 吉 ピ ル) T  E  L  .(  2  )  2288 ・ ( 5 )  3077 

札 幌 出 頚 所 札 幌 市 北 2 粂 東 2 丁 目 ( 浜 建 ピ ル) T  E  L  (3)  826l  

詳 しい 説 明 書 を

さ し上 げ ま す 本

誌 名 を記 入 の 上

お 申込 み 下 さ い
名古屋 出強所 名古屋市中区南久島町 3 丁目 12番地( 申央建材工業) T E L  ( 24 )  5563 

大 阪 出 張 所 大阪市西区京町掘1ノ 126(京町堀会館ピ ル) T  E L  ( << )  0500 ・3915 ・9303



戦 後 に お け る 毛 ス ク ワ の 都 市 計 画 と 建 築

MOC K B A 口刀A HJ.1POB K A )/[ 3 ACT P O内K A ropo且A 1945・1957

E三三ヨ 建築用地

E ヨ 公共緑地

医韮国 道 路

l IIIl l l 工業，鉄道，: 9庫

E 二 コ ソフホ ーズ用地

E ヨ 河 川

包ｾ 未利用地

合 計

12，875，4∞ha  

4，736，氏)() ha

3，496，筑)() h a

7，872，7∞ha  

1，426，α)() h a  

l ，l 84，600ha  

1. 842，日)() h a

33，434，氏)() ha

296'. 

モ: ; ' 7 ワの住宅用地の地加

%  1∞' ，0  114，5  207，1  233.9  273.6 

千人 Ｘｔ｢ｉｃ Ｎ ｾ 凹 ＱＱＷＶ Ｘ， Ｖ 凶 Ｒｾｧ ｉ ＳＶＶＳＮＳ Ｑ ＴＱＳＷ ， ｯ ｬ 岨羽目

r。瓜・・ 1918 1926 1933 1939 1956 

モスクワの人口の増加

阜 111 和 男 抄 訳

1945年ーから 1957年のモスクワの都

市計画 ・建築事業は， 1935年に承認

され，戦後の新しい具体的課題と要

求を考慮して数度修正されたマスタ

ープランにもとづいて遂行された。

モスクワの人口は， 産 業 ・巡輸

業，行政 ・学術機関及び都市経営lこ

従事する勤労者の数にもとづいて，

193MI二の計画の際約 500 万人に定め

られた。 1956年ーのはじめ，モスクワ

の人口は 484 万 7 千人になった。

モスクワの人口の乙れ以上の増加

を制限するために，ソビエ ト政府

はモスクワにおける新しい生産施

設，学術機関，高等専門学校の建築

祭止に関する決議を採択した。住宅

る。モスクワではｾ設産業の工場施

設と住民の生活必需品に関係ある企

業がつくられた。住宅から特に隔離

する必要のない食料品会社，市営の

生活改善の企業などが市民の生活に

者s合のよいように市のあちら乙ちら

に配置された。 砂，砂不1] ，石材の迩

搬のため水巡を必ｾとする池設企業

は，主』ζ モスクワ河の河岸あるいは

街はずれや郊外の砂，粘土採取窃近

くに建設された。

最近になって，保健，衛生状態を

よくするために多数の中小企業がモ

スクワから移転した。実例として，

クツ ゾフスキ大通りの化学工場の廃

止， クラス ノプノレ ドナヤ通りの機械

街区や住宅m設予定地域に配置され 工場，スモレンスカヤ広場の- f i jに

ている ，( . 泉佐衛生に有害な多数の生 ある野菜 ・果実工島; の廃止がある。

産飽設をモスクワから移転する乙と

も考慮に入れられた。また，その事

業の種類上，市とは関係をもたない

企業や学術機関は，モスクワの市民

へのサ ービスに必要不可欠のものを

企業のうちには生産過程や製品をか

えたものもある。空気の汚染を少な

くするため，フルネゼ ンスカヤ，カ

ノレジスカヤ， レーニングラードスカ

ヤ，中央電力 ・i援熱供給発電所やモ

除いて「疎かいJ が定められた。 セネ ノレ コ'第 1 および第 2 発屯所その

モスクワの領域は，< スタ ープラ 他多数の巨大な汽缶室では燃料をガ

ンによって定められた 6 万ヘクタ ー スlζ し，その他の屯カ ・駁熱供給発

j レの計画区域より出 ない範囲で増大 電所やボイラ ー設備のあると乙ろは

し続けた。 1957年市の領域は33，400 電気沈澱器によって短を捉えるよう

ヘクタ ーJ レになった。 1935年f C比べ 設備された。

て 6 ，500 ヘクタ ーJ レの増加分は，主 モスクワの鉄道分岐点はマスター

として南西地区における新しい開発 プランに呼応して， 次第に再編さ れ

の成功により達成されたものであ てき ている。戦後，モスクワ l乙集ま

る。 る全鉄道が電化された。乙のととは

モスクワの機能地帯は，住宅， EE 輸送スピードを地大し，都市の空気

業，輸送機関，倉庫，植樹帯をもつ を著しくよくした。市街地の出口 lζ

独立した地区が相互に結びつくとい 多数の貨物駅がある乙とは都市計画

う原則のもとに構成されている。生 の完成に大きな芯義を有している。

活文化およびサ ービスの諸施設は住 解放された大規模な地域に住宅建

居i也j或の中に平等 IC 配置されてい 設が展開し，都市の諸地域 lζ 散在す
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⑥ 大型プロック工場

庭 園 大型パオJ レ工場

⑨ 鉄筋 コンヲリート製品1:場

ｾ 各 ｲｮｲｵ 築材料工場

M 煉瓦工場

ｾｾ大 ｪｪＱ 住宅建設区級

モ ス ク ワ に お け る 建 築 材 料 産 業 の 配 置 図 1957年

る小さな倉庫が ζ わされている。

食料品の保存のため，馬れい警や

野菜のための巨大な機械化された冷

却装置，大殺物倉庫，貯蔵所が一部

はiili 設され. 一部は計画におり乙ま

れている。都市建設の過程の中で，

倉庫は計画 !eよっ て指定 された便利

な引込線を持つ区域に移された。

モスクワの整備の促進はただ一つ

の計画をままにして総合的に行なわれ

ている。

1957年，水道設備は著しく増大し

1950年の 1. 5 倍， 1913年のほとんど

94 

20fj音lζ なっ Tこ。

下水道設備は 1950'rf.の 2 .5 倍にな

った。乙れは革命前のモスクワの 16

倍を乙えるものである。

市内におけるカ‘ スは 1950年の 4. 4

倍 1913年のほとんど 176 倍も供給

されている。モスクワではすべての

住宅用地の ＹＶ ｾ ぢがガス ｬζ 切りかえら

れた。

革命前モスクワ tζ は暖房施設がな

かった。 1940年i，' u' ，7k網( 中央給熱所

または地方給熱所より個人住宅，工

場. 合宿所などへ熱湯，熱蒸気を供

給する設備網) は53km'乙延長され，

1957年には 425km，ζ 延長された。乙

の乙とは多数の住宅，産業施設，劇

場，博物館，学校，病院の暖房装置

の実施を可能ならしめた。

最近数年間の住宅建設量の増加に

よっ て，水道及ひ' 下水道設備の建設

工事が極めて多くなった。 1957年セ

ベルナヤ水道局およびクリヤノフ

スカヤ浄水所の拡張工事によりモス

クワの水道および下水浄化能力が著

しく増大した。 1 年間に 130kmの水

道幹線に下水道幹線が， 140kmのガ



- ・園 高速交通の蝕射状および現状幹線

ーーー 放射状および扇状幹線

ー一一 地域の幹線

モ ス ク ワ の 輸 送 幹 線 図

ス， 40kmの暖房網が建設された。 聞と同様に，住宅建設は主として市

植樹帯の而砧は都市の領成の 1596 の既成部分，即ちもっとも緊急に再

近 くをしめている。新しい公園や並 訟をｾする主要幹線や河山辺りに な

木道，辻公園の建設は優先的に市の された。本質的に乙れは，戦争で中

新しい区で行われている。モスクワ 断された事業の継続である。同時に

の中心部に植樹が不足しているとい ノボペスチャニ通り 区域においても

う欠陥は次第に克服されている。キ ホい建築が乙わされた地域で，長初

エフ駅やボスタ ニエ広場およびその の住宅建設が始まった。

イ也の場所に辻公園を実現させるため 続く 1950 年から 1955 1下の 5 ヵ年

に，数区画の家屋がとり乙わされた 計画の間 l己主要斡線道路，河出j湿り

し， ) レジンキ競技物，モスクワ国立 および新たに敷設される幹線道路沿

大学前の広場等の建設のためには， いl乙総建築i u: の約 3 分の l が配置さ

村全郎がとり乙わされた。戦後 12 れた。

年間! こ 160 以上の新 しい辻公函や並 !:(S 6 次 5 ヵ年計画によって，市の

木道がつ くられた。 住宅用地をできるだけ増加せしめる

1946年ーから 1950年 lζ は戦前の数年 課題が与えられた。乙のため老朽家

屋のとり乙わしが主lζ 予定された。

新しい住宅建設医域は自然条件の

よい地域が多いので 強力な技術で

装備された建設機械を広く利用でき

るようになっている。新しい地域の

完全利用と今期および特に次期 5 ヵ

年計画における大規紋な住居地域内

の建築でもって，モスクワの法件道

路，広場，河岸辺りの再ill を継続し

それと同時に老朽建築物を合む都市

の古い部分の再建が可能になるだろ

つ。

都市交通の成長とあらゆる郡類の

輸送機関の発展は斡線道路組級を板

木的 lζ 改めた。乙の改編によってモ

スクワの巨大な地域が} つの完全な

ものに結びつけられ，またモスクワ

と市外交通路が述絡されるようにな

った。改造された道路被部( 石，J t t 、

手1] ，アスファノレトなど) の総iin砧は

1940の 2. 5 倍 l乙地大し， 1913年の76

倍以上になっている。

戦後建設されたモスクワとミンス

ク，キエフ，ゴーリ キ，シムフェロ

ポー レおよびその他の都市を結びつ

ける郊外自動車道路は，市の主ｾ幹

線通りの組織を引継ぐものと なっ

Tこ。

以前は産業施設や倉庫の設置のた

め，またJ m芥場としても使用された

モスクワ河岸辺り，ヤウザ河伴通り

は戦後第 1 級の幹線道路になった。

モスクワではソビエト体制になっ

てからの聞に45の橋や高架橋が架設

守れたが，そのうち31 は戦後になっ

てからである。

建設の量と iili 度がi1 " : 大したことは

モスクワ再建の 7 スタ ープラン実現

の期間を短縮した。最近になって，

まだ将来のものと考えられていた多

くの計画が現実のものになると いう

事態が生じつつある。乙れは戦後の

建設のすばらしさを示している。現

在既 lζ 復興のなった市の各部分は

つに合流した。南凶地区で数千ヘク

ターノレの地域を持つ中心郎は|児らか

に完成している。そ乙には入口と公

園が境を接している大学の総合建造
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物やレーニンスキ大通りおよび他の

新しい大通りにある巨大な住宅地が

含まれている。大規模な社会的中心

地が市の北部 ， 即ち全ソ ｊｾ 業工業博

覧会の区域およびソ連科学アカデミ

の植物園本館の区域 K できている。

市の西部地域では，クツゾフスキ大

通り ， ドロゴミロフスカヤ，クラス

ノプレスネンスカヤ，スモレンスカ

ヤ河岸通りおよび乙れらに隣接した

広窃 lζ 建築が集中して実現してい

る。モスクワの計画は，その周囲の

地域との相互関述のもとになされて

いる。それ古文，者[1市のマスタ ープラ

ン以外K ， 50 km の郊外地帯と森林

公園保護地帯の設計図が作成されて

いる。

モスクワの郊外地帯は 130 万ヘク

タール以上を占めている。そ乙 lζ は

34の町， 38の労働者村および50の別

荘町がある。郊外地帯は都市の機能

に呼応し，かつ従属している。乙乙

lζ は，中継鉄道や自動車道路，飛行

場，重要市営建造物およびそれらと

結びついた基幹通信網やモスクワの

使宜lζ 奉仕する動力設備が置かれて

いる。

郊外地帯: では，総面fl'i 14万ヘクタ

- ) レの大規模な森林地帯からなる防

護林公園帯が最も丞要な芯畿をもっ

ている。 ζ の森林地帯は都市の澄ん

だ空気の貯蔵場所であり，モスクワ

y 子の休息の場所である。それ故，

郊外地帯での建築，特l乙工事のそれ

は厳しく規制されているし，また森

林公園地帯では完全に禁止されてい

る。郊外地帯では，ただモスクワの

工場周に半加工品を製造する霊 ・経

工場と，モスクワの建設企業のみが

存在を許されている。それ らはモス

クワ近郊の産業区域lζ 隣接した郊外

の南東部lζ 特に集中され，鉄道線や

河川κ 近く位置している。

モスクワ近郊の土地の大部分は，

モスクワ ｦ ｲ｟ ｊｾ 産物を供給しているソ

フホーズやコルホ ーズの附属地とな

っている。

ｾ決後，郊外地域 ， なかんずく防護

林公園地域! とおいて大事業が遂行さ

れている。 52 ，700へクタ ーJ レの面積

の森林地帯において，30万本以上の

木と 500 万本以上のf桜木が移植され

て，植樹地帯の復旧と新設がな され

Tこ。

11 の森林公園では総面積約23，000

ヘクター J レの地区は整備と装飾用植

物で景色を良くする仕事が行われて

いる。クリヤズィミンス コエ貯水池

の12には観光客用の設備，水上競技

のための設備， ヨットクラブ，海水

浴場その他がつくられた。

モスクワの鉄道，自動車道路とう

まく結びついているー述の郊外地帯

では，衛星都市の建設が立案されて

いる。このためには自然、条件のもっ

ともよい地域が相当多く分割される

だろう 。

戦後は都市の全生産部門における

籾やかしい成果，なかんづ く建設産

業のすばらしい発展は，モスクワ再

建のための好条件をつくりだしたの

である。( 抄訳者・ 日本住宅公団大阪支所}

N E C  水銀ランプは 特殊後光体とプレス方

式電極により独特のやわらかい光と明るさ

を生み出しました。乙のランプを使用した

N E C  水銀灯は用途に応じたモダンなデサ. イ

ンで好評をいただいております。

< B > 新日本電気

7 " 口llf '7 rd J11 ik塗 料 /

白巳ニール・セメシト・ぺイシト

ヲ ｾＢＮｏ ・匂勺今 ＮＱＨ

乾て1 2 ; 受診水谷ペイント
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CI TI ES I N F L OOD T he  P robl e m of  Ur ban  Gr owt h 1957 

は じ め に

都市の過大生長 IC よ っ て も た ら さ れ た ， 物

的，経済的，社会的' . ! 困惑と図鑑は，ほとんど

世界諸国共通のものであり ，最も高瓜' IC工業イち

された国で，おそらく最悪のものとはってい

る。都市はどう ICかして，花ひらく人間性とい

うすばちしい聞物を i且して，おのづと ，その

病から癒えるだろうという，安易な希訟は，明

かに郁夫氏よって打砕かれてしまった。- … と

ζ のVJ の序で英国都市計画協会副会良 J . オニえ

ボーン卿は怒っている。上のような1 B 識は都市

のｾと深い関係をもっわが国のｩｬＡ築界でも，一

般にみられると E ろである ， “ 花ひら〈人間

性" という美しい ζ とばで諮られる都市 ， c. れ

を創造する E とがわれわれのしむとの目的であ

るζ とは，だれも疑ってみた乙とはない。しか

しζ れの実現の方法' . t り， c . れの只体的なイメ

ージとなるとだれもが，ちがった考えを抱いて

いる。最も大きいちがL、は ，英国のニュータウ

ン政策を侶恕している色のと ， コルピジユエ流

の「 仰ける都市」をｩｩｊｩ ｬｃｾ いているも のとの ｮ 日

にみられる。後者については，まとまったもの

として段近訳出され，建築学生のよき入門郡 IC

なっているようであるが，I活者については，経

済や社会の乙とや政治の ζ と比弱いわれわれに

は不向るなためか，先択されたものがでた乙と

はなかった。もちろん，実際問では首都図蛇備

法などは英闘のニュータウン政策をそっくり踏

怨 したりしているらしいが，一般のi l ! 築界にど

うして ζ うまで「ニュー タウン」が筋題にはる

のか，ふし吉といえばムし iぎである。

われわれは，ニュータウン政策がどうだとい

う前 IC，ニ ュータウン政策以後の併で，最も鋭

いそれに対する批判の替であり ，緑色総指的な

ぞの位進役令果しているおである，乙の<;!J r氾

111{ の都市 J を訳出しておく必} l l があるだろう。

乙のill の著者 P ・セルフ氏は，建築家ではな

く， ロンドン経済大学の公共行政学の都仰であ

り，雑{ 誌「エコノ( 7 - ト」執筑間l のレギュラ ー

であり ，都市計画協会委員の一人として，戦 後

英国の計画政策と都市の生長過程を直接観察し

てきた人である。己の自では建築E のせまい観

野ではのぞきえない都市の過大成長にまつわ

る，政治的経済的社会的な糸の銀総な絡まり

が，一本一本解き ほ ぐされている。著者はニュ

ー タウン政策に批判を加えるが， ζ の告t判は，

E の政策をより実効のあるものとするためであ

って， 己れを全く否定してしまうためではな

い。乙のi I f は以下の精成を とっており ，最後 IC

おいて ，計画政策の進むべき方向を示唆し提起

している。

第 1 i'it レパイアサン( 怪物)

根治されるべくして桜治きれなかったと乙ろ

の英国大都市の過大成長という病 ICついて，そ

の経過，それの病因，そ の 症 状 を 診 断 し て い

る。

第 2 iit 苦しみの都市

過密症状，一つの治癒策，高密度化の限界，

適正な人口衝f ! f . を保持するための市街地人口の

疎開の問題についてのべている。

lIl 3 i ' i t 活動の分散

敵ー可{ 指は板治策であるニュータウン ・ブロ

グラムについて。

ll'l 4 都 新 し い コ ミ ュ ニ テ イ

ニュータウン ・プログラムの綬i巣誕生したニ

ュータウンなどの実状と問題点ICついて。

第 5 草 食 料 対 住 居

ニュ ータウン ・プログラムを阻害する良地問

問について。

第 6 i ' i t 変動する職場

ニュータウン ・プログラムの鎚である産業立

地， I i i l J f l の動! 寝について

第7' 1世 アキレス拠

総活

第 8 i'it 新政策へ 1

新政策の提起

以下i ! R 織するのは， lIl 1 l ' 世レパイアサンの抄

択である 。

( 抄訳者: 日本住宅公団 湯川利和)

大都 市 の 吸 引力 T h e Pul l  

of  t he Bi g  Cent er s  

コベット以来. 過度の者s市化 1(，つ

いて探究した多くの英国人がある。

工業開発( c 道をつけた英国人は，心

情では今でも回国居住者であり，資

力の許すかぎり，夜どと，街の騒音

を逃れる乙とによってそれを示すの

だと，逆説めいて説かれる。しかし

ながら英国の宮は主K ，コナベーシ

ョン( 述担都市) の内部に基礎をお

いている。現在まで，乙の宮を造り

出した経済的諸力 lζ 抗らうととんだ

乙とになると仮定されてきた。

両大戦間 lζ ，乙の仮定は二つの新

P. セ ル フ 著

( 英国都市計画協会会員)

しい発展κ よって強い挑戦をうける

ようになった。ーつは，ある部門の

工業がより大きいモビリテ ィを もつ

ようになったので，その立地をコン

トロ ーノレする可能性がでてきた乙と

であり，もう一つは次のようなもの

である。ロンドンとパー ミンカ。ムの

コナベーションは途方もなく生長し

た。一方，中小工業都市や山村は，

衰えをみせた。乙の対照は劇的なも

のであり，ｾ惨なものである。メト

ロポリスの生活はますます金のかか

るものとなり，混乱は一層深まりつ

つある。乙れと競うように，国内の

他の部分では，凋落しき人が流出し

財政はつまづきをみせている。他の

いくつかのコナベ ーションは，各々

の地方の中で，吸引力は少し弱いが

同様の道を歩みつつある。そのコ ナ

ベーションのうち有名なのは，パ

ーミンガム，クライドサイド，マン

チェスタ ーであるが，同じように他

の地域を同じような崩壊へ追い乙み

つつある。乙のような傾向が，我慢

されねばならないものなのかという

問いが，ますます多く発せられるよ

うになっている。

工業人口配置に関する王立委員会

( ノ 〈 ー ロ ー 委 員 会 ) ! 丸 1940年の報

告で，ロンドンに関する限り，乙の

問いに対する力強い解答を提出して

いる。それは，都市集中の経済的な

価値を問うてはいないが，より以上

の成長のもたらす欠点がそれの利点

を追い乙す時期がやがては来るとい

う乙とを非常に強く主張している。

乙の報告の特異な部分は，連続的な

生長のもたらす社会的 な 欠点のみ

か，経済的不利益を強調している乙

とである。その社会的不利益につい

ては，以前』ζ 警かれた乙と乙そない

が，ひろく認められていた。しかし

97 



現 1( ，者g市地域の自然成長を止める

ζ とが経済的観点からいっ て望まし

いことだという思想は革命的なもの

であった。

ノぐーロ一報告書の下した評定は，

際限なく成長しているとおもえる大

都市地域 1( ，それ以上の成長をさせ

ることは， なんらかのかたちで制限

すべきだという意見をますます強め

た。 1945年以来，乙の目的をなしと

げるべく公の活動が種々の線にそっ

て動き出した。制限と誘致の制度 lζ

よって， ロンドンやノてー ミンカ" ムや

その周辺にやっ て来たかもしれない

かなり楚大な工業が，主としてそれ

以前には不況であった地域κ もっ て

乙られた。 14のニュー タウンが，き

りのない郊外化K 対する解毒剤とし

て建設された。一方，クリ ーンベル

トが，郊外のスプロ ールを抑える道

具として設定された。 ζ れらの手段

はロンドンの場合がもっともよくし

られている。乙 ζ では，それらは政

府自らのうしろだてをもった。しか

し，それらはまた，地方当局によっ

て，ほかのコ ナベーションにたいし

ても，留定的』ζ 採用されている。

1951年の センサスは，英国のコナ

ベーションの人口成長が抑えられた

かのどとき印象を与える。 1931年か

ら51年までの間，一つのコナベ ーシ

ョンだけが続いて成長した。つまり

西部ミドラン ドが15 .7; ; ぢ生長したの

みである。 1930年代に大ロンドンの

生長は明らかにとまり，わずかに，

1. 6 ;; ちだけふえてのち澗務しつつあ

る。他の コナベ ーゾヨンは，いささ

かの人口変化も な く，一つのコナベ

ーションは ( 7 ンチ ェスタ ー地峡〉

現 l乙減りさえしている，というわけ

である。しかし，とのよう な姿は，

都市人口が， センサス が掩 うている

地域よ りももっと広い地域に拡がっ

て住むよう K なったために誤まっ て

導きだされたのである。例えば，イ

ングランド地方の 10の県の内 ? つま

でには，この期聞に多くの人 口が住

むように な ったが， それらの県はす
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べて，ロンドンの適切j 圏内に位置し

ているのである。

どんな場合にでも，都市という巨

人の成長は，今止まろうとしてきし

んでいるのだとすることは全くのあ

やまりである。戦争と，それに続く

公的il i I J 限をしていた期間は，比較的

安定していた。しかし，この小休止

は終った。拡大しようというカは，

ふたたび権利を主張しだした。

乙の力は 2 つの違ったものにわけら

れる。第 1I ( 主要都市K おける} 荏用

の増大がある。主要都市はi以前にそ

うであったよう 1( ，移住者をひきつ

けつつある。乙のプロ セスは，特に

ロントンの場合K 印象的である。 II;IJ

限がしかれたにもかかわらず， 1948  

4三から 1954年までの大ロンドンの履

用は国の平均以上の迷さで増大し

た。しかし，もっと強力な力が最近

ではあらわれてきた。新しいオフィ

スがロンドンの中心 l乙建てられつつ

ある。一方では， IljlJ 限がゆるむと，

首都は工業家にとっ て，強い魅力を

失なっ ていない乙とがわかった。

よそからのあい次く流入という問

題を一旦はなれよう。乙れらのしっ

かりと詰めこまれた都市域は 拡大

! と対して国有のキャパゾティをもっ

ている。都市居住者のもっと広々と

した生活条件のもとで悲したいとい

う願望はふたたび力をとりもどしつ

つある。最も人々が欲しがっている

高い生活条件の一つは，広い庭つき

の家である。事実，英語圏のすべて

に，個人所得と住宅劉地の大きさと

の聞に密接な関連がみいだされる。

その上，人々が自分の欲するものを

得るためには，途方もない距離を通

勤しなければな らないと経験は教え

ている。自動車によって，鉄道をは

なれて建設できるように な ってか

ら，一世代とたた ない。今からの

Ilt 代K ，ほとんどのものが自動車を

もつように なると，ずっと多くの家

族が遠くはなれて住むようになるだ

ろう。このように一般的な圧力がっ

くりだしたこの異常 な都市の膨脹ぶ

りは，米国ではふつうのことであ

る。乙の成長してゆく“ 空間意識"

は， 乙の国の主安部市の規模に，慮IJ

的でおどろくべき影轡をおよ[ ます傾

向がある。

ζ の状況にパーロ一政策を適用す

ることは非常! と困郊になりつつあ

る。効果的 lζ コナベ ーゾヨンを抑止

するためには，その成長を制限する

ものとして強力な公的 ;1;111坂下段が必

豆ーである。同時に，充分代りになり

うるものを造る強力な公的指導が必

安である。もし，その到達点が. 不

便をしのぐに価するものだという ζ

とがはっきりとしていないならば，

そのような手段はとれない。パーロ

一報告書が tHされてから . 既に 15年

のl待日が経過している。それはロン

ドンのみを対象としたものである

が，ロンドンにたいしても . その結

論はもはや信を置きえない。では，

同じような診断がなおあてはまるの

だろうか ? そして，都市という怪

物の貧欲を制限しようと試みる乙と

は，実際 l乙リア リスティクな乙とな

のだろうか ?

悪しき撲択 A C HOI C E  

O F  E V I L S  

コナベ ーションのきりのない成長

は以前より事実大きくなったとはよ

くいわれてきた。 “ 密集" と“ スプ

ロ- )レ" は コナ ベーションでの生活

を害する悪しきものである。大都市

内部での生活は確かにi以前よりよく

なった。しかし次章で論議する乙と

であるが，密集の度合いはひどくな

った。都市内地域では，余儀なく狭

苦しい，古くさい不満足な建物 l乙住

まねばならないことが，まだまだ多

い。そこでは，土地 (ζ は余りにも多

くの住宅が，住宅には余りにも多く

の人間が住んでいる。日照も充分で

なく，プ ライヴァシイは失なわれ，

レクリ ェ ー ションの ｪｾ 会もない。パ

ーロ一報告書もこれらの状態は病気

が多発するととや不純肢といったも



のとが密接に関連するものである乙

とを強調している。英国のもっとも

密集状態にある都市グラスゴウは，

もっとも低い平均寿命をもっ都市で

ある。

大都市の中心では，空間は少なく

プライヴァ シイ， 空気， EI 照は乏し

いけれども ，乙れらは徐々 lζ 改善す

る乙とができる。しかし，たとえ l当

然な成行でそれが成功すれば，結果

として，都市スプロ ールの増大がひ

きお乙されるであろう。すでに. ス

プロ ーJ レがひきおとす不利主主につい

てはi以前以上l乙叫ばれてきた。大都

市の交通問題は社会的なZE味，技術

的なそれの両市においてますます惑

化してきた。ますます多くの人が中

心地域 lζ ある職場へ長距離適切j をし

ているが町同時に荷の重い長距離通

勤をしているのは，もはや ホワイ

ト・カラー" だけではなし、。工場労・

働者もまた，ますます長くてやっか

いな通勤をせざるをえないよう にな

っている。郊外lζ 工場をもってくる

乙とは，考えられているほど交通問

題の荷を経くしない。

将来を展望してみると，そこには

き5告を発せざるをえ な いものがあ

る。人口の分散は，雇用のそれより

もずっと，そして速く進んでいる。

工業の分散傾向は都心部の事務と販

売部面での雇用増加でうめあわされ

てしまっている。もし雇用がr，fS心部i

で拡大しつづけるならば，労働者は

流出していく一方で，悪、長J' ーのような

通勤がますます激化する。

長く なった距離を自動車で通勤す

るものが増え，一方で産業交通が土台

えつつけていくならば，大きなコナ

ベーションでの交通状況は筆舌に尽

しがたいものとなる。交通混雑は，

もちろん国家的問題であるが，効果

的な緩和手段は，大都市で，乙とに

困難な，金のかかるものである乙と

がわかりつつある。もっとスプロー

ルが鉱がると，それはー厄困難でj良

政的なものとなる。英国がアメリカ

に負けまいとして，者s心部へ交通流

を漏斗状にさしこ

むかたちの新しい

高: i i l i 道路を建設す

る余裕があるとす

れば，問題の簡単

な方の半分だけが

組みふせられたこ

とになろう。それ

でもなお，中心地

域 で の 混 雑 は 残

り，むしろ士智大さ

えしよう。

内部地域で充分

な道路の改良をし

よ う と す る 仕 事

は，テンポののろ

い. 議論の多 い，

金のかかる仕事で

ある。ロンドンの

中心部で，ほんと

うの道路改良をし

よ う と す る 事 業

は，棚上げされて

しまった。そのと

き代立を得たのは

放射線道路体系の

ちょっとした改良だけであ 4 た。パ

ーミンガムはも っと板気強い都市で

あゐ。 I主業交通の混雑 IL帰囚する効

率低下が怒告されたので. 市議会は

内環状道路計図案を採択し，乙れを

乞l ぎ建設せよという決議をした。乙

の道路は2 ，0007J ポンド( 注 : 約200

億円) はかかるであろうし，数千の

建造物を乙わし，完成するのに 15'Y'.

のl時日を裂する。しかしパーミンガ.

ムの誰もが，それによって市のコミ

ュニケー ション施設体系の完全な)j ) j

域が避けられるとは信じていない。

スプロールは，長距離通勤と交通

泌総という欠点のほかに，それより

は少し!I墜し、欠点をもっくり /1，'，す。つ

まりそれは，地方生活を貧しいもの

にし，“近隣" らしさを薄 らげ ..機

能を失なった郊外" をつくりだす等

々である。コミュニティ意識の減退

によって，生活の質にたいしてもた

らされるものについては多く脅かれ
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てきた。最近までは，メトロポリス

の生活の無定形的，非人格的な性質

にたいする反発があった。しか し仕

事と社会活動の主要中心から速くは

なれた‘ モルタ J レとレンガの際限の

ない区別のつかない流れ・… ーその郊

外での生活と文化を泣かにしようと

して考え られるどんな救済策も 'i干;

になんらかの欠点を( やわらかな表

現をとれば) 保ちつづけるだろう。

もちろん， コナベー ションは ナイ

ーヴではあるが無視しえな い多くの

それをつぐなうような社会的利点を

もたらす。それらは，医薬，教育，

文化，スポーツ，興行といった他に

類いない専門イじされた使益を提供し

て くれる。しかしそれ らの使必は時

たまにしか用がないものである。そ

の1包囲はますます拡がっていくが，

ロンドンや 7 ンチェスターから 507

イJ レ( 注 : 約 80km) 以内，いや 100

マイル( 注 : 160km) はなれて住ん
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でいる人だってそれを利用し，それ

を楽しむ ζ とができるのである。逆

K 郊外居住者は( 勤務時間以外は)

ますます自分の居住地にとじこもる

ようになってきた。そして時た ま，

ショッピングや，催しゃ，他の目的

で中心へ出かける。指摘すべきたい

せつな点は，ロンドンの支配が強く

なり，過度なものになると，大きな

地方中心都市ですらかなり質の高い

便益を確保したり，支えたりする乙

とが不可能になるというととであ

る。

乙のようにして，コナベーション

の居住者は，悪しき撰択のつ もりつ

もったものに直面しているわけであ

る。全体として，一般の志向は，連

続した密集がなんとか耐えられるも

のと知るや，より一層のスプロール

を受容する方向 K 向う。しかし，乙

のように志向する ζ とはとてつもな

く高くつくものであるが・… 0 ・。それ

らの現在の状況を逃れるためには，

内部地域の人々は，中心から 5 7 イ

ノレ( 注 : 8  km) から 207 イJ レ( 注 :

32km) 離れたところにしか家を求め

る乙とはできない。乙の人たちがそ

ζ l ζ 落着 くと，間』ζ 入った郊外居住

者の生活はますます不愉快なものと

なる。というのは，田園は 2 年半マ

イノレの割合で退いていくし，中心へ

向っている交通線は遠くからの通勤

者でますます混乱してゆくからであ

る。これ らのディレンマを解決する

乙とはとても困難である。大都市に

新し く} 窪用が増大する毎にそれの解

決はますます困難となる。

経 済 等 式 T H E E C ONOMI C  

E QU AT I ON 

しかしながら，コ ナベー ションを

抑制しようとするどのような提案も

そのコナベーションが国民の生活水

準をどんなにおびやかしているかに

ついてまじめに考えていそうにはな

い。決定的な問いは，雇用の大きな

中心の内部や周辺における工業の自
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然成長 lζ 干渉する乙とは，どの程度

経済的にみて賢明かつ実行可能なの

であるかという問いである。

工業の集中は，種々の理由で，特

定の場所 lζ 成長した。しかし，ひと

たび主要工業の中心がおかれるや，

理由が何であれ，それはますます大

きくなろうとする傾向がある。現存

の工業は，その“ 同類" や，関連工

業をひきつける。共用のサービスと

施設が，工場グループ全体の需要に

あわせて設けられ，熟練労働のた去

りが適当な技術教育体系といっしょ

に設立される。いろいろなみちすじ

を通って，実業家の聞には工業的

“雰悶気" が，労働者の聞には工業

的“ 伝統" がっくりだされる。つい

には，この地域の広範囲にわたって

消費産業の経営者をひきつける乙と

ができるほど，充分に大きくなる。

ひとたび適当な方向にはじめの起動

力が与えられると，関連しあった要

因，つまり熟練度と企業の発展や，

迩輸施設の改良や，地方市場の成長

が; 日新した効果を同じ方向におよ lま

す。その結果，一つの巨大なコナベ

ー ションが発生する。

このような一般的な光景は周知の

ζ とである かもしれない。しか し，

成長を育てたほんとうの経済的利点

と，同機の効果をもっ環境要因を区

別する乙とは，重要なことである。

経済集中による利益をもっとも強く

受けているのは，西ミドランドのコ

ナベーションである。乙の地域の成

長は，根本的には地下埋蔵資源、 !C依

存しながら，大きくノミラエティ l乙富

んだ金属商業と，金属加工業の重要

な内的述関のために，成長を持続し

てきた。西ミドランド計画は， ζ の

地域を“ 優秀な産業機構をもっ" も

のとして記述している。そして企業

と技術のさまざまな宮を引き裂乙う

とすることは，馬鹿げた乙とであり

まちがっているといっている。では

あるが， ζ の地域の工場の多 くは，

産業機構にたいして，本質的な役割j

を担っていはしない。西ミドランド

- クル ープの興味深い研究 “ コナベ

ーション" という著書は，乙 の地域

にある乙とからは，極く般られた利

益のみを引き出し，他の地域におか

れてもひとしくよく働く ζ とのでき

る工業の リストを示している。

ロンドン地域は特に，経済基盤と

いうよりも，他のものによって工業

をひきつけてきた。ロンドンの社会

的魅力にひかれて，いくらかの工業

家( と彼の妻たち〉は，その近くに

居を定める。多くの工場というもの

は， 5J IJの場所よりもある特定の場所

を選ぶという強制的な経済的理由な

しに，伝統的な立地，あるいは “ む

らがっていると乙ろに行く" 乙とを

単純に固守する。かくしてコナベ ー

ションはそ乙 K 立地しなければなら

ないという強制的な経済的理由をも

たな い多くの工業が集まってくる。

しか し，それらは附随的な利点 lζ 魅

かれているのであり，その附随的利

点とは，経済的なものがすべてでは

ない。

同時に，過度集中の累積的な欠点

は，多くの工業家自身 lζ も明白なも

のとなりつつある。交通混雑は患、わ

ぬ出資と遅延をまねく。労働者の長

距離通勤は，多くの欠勤と不健康を

ひきおとす。ニュータウンに出てき

た工場は，そこでは労働者が近くに

住んでいるのであるが，いちじるし

い生産性の向上をなしとげた。ます

ます多くの工場は，土地が安く，交

通の混雑していない外部の土地に引

越しつつある。乙の工業分散のプロ

セスは，アメリカで進んでいる。そ

乙では，労働者は市街地からある程

度離れて立地している新しいプラン

卜へ自動車で通う。

現在の工業の傾向は，いろんな方

法lζ 役立つものであるが，それは，

それ自身ではなんら解決策を提示し

ていなし、。第一に工業はコナベーシ

ョンの至近位置に拡大しようとする

傾向がある。その結果，全地域はつ

いに外部へスプロ ールし，工業家が

逃げようと懸命になっている欠点が



ついに彼自身の頭上lζ ，あるいはま

た彼の被雇用者の頭上lζ とふりかか

って くる。第二に多くの工場は，必

要からではなく， 7J IJのと乙ろに動く

方法と誘因を欠いているために止む

なく ，混雑した 中心lζ 立地せざるを

えない。

ロンドンの場合は，特に，事務雇

用の増大が大きな，あるいは工業の

過度集中よりも大きな問題となって

いる。しかし， ζ れ らすべてのホワ

イトカラー労働者が技術的効率とい

うま翠由で都心に集まらねばな らぬと

考える乙とは誤まっ ている。最高斡

部や上級幹部はー般に，対立する他

の工場やオフィスのそれらの人々の

近くにいる必要がある。しかしむ

しろ軽工業の近くに位置する乙とを

要求されているくりかえし作業の事

務労働があり ，それらは他の場所で

も充分合理的に働きうる。ーつの死

活条件は，中央の事務所と，散 らば

った支社との聞に，簡便迅速なコミ

ュニケー ション手段がなければなら

ないと いう乙とである。例えば，渋

っている大ロンドンの工場をニュー

タウン にひっぱっ て くるには， ロン

ドンの自動電話の回線を拡大しなけ

ればならない。 長い目でみれば，ま

すます大き くなる通勤難にあおられ

て，幹部とのn剣な争いの結果，ロ

ンドンの工場は行き渋った乙とを後

悔するよう になる かもしれない。

しかし工業家と被雇用者の現在志

向するものが何であれ，公共政策が

考慮、しなければならない他の経済要

因がある。過去には，被雇用者は労

働者が近 くに住んでいる彼の好き な

場所をえらんだ。そして，公共サー

ビスは最小限与え られたにすぎなか

った。しかし今日では，工場はモビ

ィリ ティに官んでいるばかりか，与

える公共サービスの額は大きくなっ

た。工場が$ T しい場所にやっ て くる

とき，被雇用者の住宅， 革命排水設

備，学校，病院，公図その他多くの

社会的に必ｾ ・ なものの ｙ Ｇｬ用は ， すべ

て納税才i.l( ふりかかっ て くる。例え

ば， 52ff . から 54年の 3 年聞に，製造

業のために投じられたものの総計

( f  1，716mi l l ion= 約1兆7160億円)

は，住宅と他の社会設{wlil(. y' l した公

共支出 ( f 1，558mi l l i on= 約1兆5580

億円) をわずかながら越えているの

である。

都市駿が非常に大き く成長すると

き， サービスのm用は鋭く 上昇する

傾向がある。効果ある道路改良と .

交通規' <1i I 1のためのm用は. 既l乙述べ

た如 くそのよい例である。他の例ー

乙れは次ZEで論ずるがーは 大おs市

における公共住宅のより高くつく 1
f

t

用である。地方政治サービスの民間

は. 一般に大都市ではより小さい占有

市のそれよりも非常'に高くつくもの

である。そのちがいは部分的にのみ

サービスがよりよいのだとい乙とで

説明することはできる。しかし，納

税者がついには都市の交通体系に補

助金を ;p，すことを要求されるのを避

ける乙とはできない。ロンドンでは

他の自 ｾｓ 市 よりも，生活 Ｑ Ｇｬが高くつく

乙とは一般に認められている。そ乙

で働く市の雇員はー・般納税者に諜せ

られるボ ーナ スををうけとる。

この分析はロンドンの成長を抑制l

する Ｚ 下ＺＮ ｾ な理由としてパー＿一委口

会がとりあげた戦時的な見地をと ら

なかった。米国でほんとうに真剣に

考ーえられているのは，都市の分散の

可能性を結果しつつある水素爆弾の

;11現についてである。国家資源保護

局lζ 対する報告書( イースト ・リパ

ー ・プロジ ェクト) は主要都市地域

の人口待度を減らすドラスティッタ

な手段をとるべきだとｾ 告 し て い

る。そして新しい工業を禁止し，現

;(Eの高W.'fJ 集中を分離する大公園と

オープン ・スペースを設ける ζ とを

提案している。そしてそれは，述邦

政府が再開発と，新しい建物lζ たい

して適当な規準をしく乙とにリーダ

ーシップをとり，個々の州と地方当

局が財政復助と譲与権を使って行政j

を起す乙とを奨励すべきだとしてい

る。ノ干のと ζ ろ. そのような政策を

採用している州は比較的少ない。し

かしそのよう な可能性は大いにあ

る。

英国では奇妙なととに，問題の乙

の側面は忘れられてしまったかにみ

える。多分公衆の想像力は，水素爆

弾が主要都市l乙命中したならば，ど

うなるだろうという恐怖に，あまり

に度胞をぬかれ てしまっているの

で. 水爆が事実使用されたとしても

なんらかの救済手段が国の述命を変

えうるものだというように考える乙

とができないのであろう。しかし，

少なくとも ，攻喰をうけやすいとい

うζ とについてどのように考えよう

と. 多分その結果. 古fS市の生長K 限

界を置いた方がよいという乙とにな

るのではなかろうか。

願わくば… … もっと多 くの 人を

W A NT E D- MO R E  

P E OP LE  

最後に，おそらくコナベーション

lζ 対するもっとも強い批判は，それ

が同の他の部分から生血を吸ったと

いう批判である。二，三の大都市が

得たものは，多 くの小都市が失った

ものであった。 それは古い工業地域

であり，山村そのものアあった。 ζ

れらの地域のうけた損害はその流; 1¥

者の数で簡単に iltl Jる乙とができる。

ひとしく意味のある乙と ，それは，

大都市が英国の各地から青少年と 私

年者を吸収した乙とである。それは

各地に老年人口と，気力と企業の欠

如をの乙した。

乙の吸収力は，戦争後 10- l f - の聞は

著しくはなかった。しかし，それら

が休止しているかぎり既( ( . 指摘 した

とおり政府の熟慮した活動には好都

合である。そしてその活動は，住宅

問題と ，簡単lζ 流入して くるものを

一時的に妨げるものとによって間接

的にJ l ) J けられていた。以前から衰え

つつあった工業地域が政府の施策に

よっ て支えられた。ぞれは，公共財

政1( ，支えられた工場の約 150，000 の

仕・ ｊｾ を勺え る乙とを怠味し て いた 。
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もし成行きまかせにされていたら，

この開発の大部分が大都市の中か周

辺で起り，多 くのウ ェルシュ やドル

ハムの町はその市民の大分隊がロン

ドン行の列車 lζ 乗るのを見送ること

になったであろう。

都市の引力にたいする段村の抵抗

はもちろん民業の増大してゆく重要

性と田園生活の魅力という蘇った

つの流行とによって助けられた。イ

ングランドとウェ J レズの出村地域が

都市成の 9. 5 96の増大 ( 1931年 lζ 比

較して) ， 2096の増大をみたので，

山村から都市への長期間の流入はつ

いに逆になりつつあるとさえ51年の

センサスか らいわれている。しかし

もう一度いうが，センサスによって

うける一般的な印象は ‘ たしかに ｾｾｬ

まって司浮きだされたものである。も

う一度センサスをひっくりかえして

粕窃 lζ しらべてみると . 急速に成長

したのは，大都市の近くの12村地域

であって，多くの場合に“ 12村地

域" という認は誤まった称 l呼となっ

ていたことがわかる。地方の行政Iヌ

界を淵挫するのがむずかしかったの

で，その地峡が都市単位に編入され

なかったまでである。

全部で 479 のJ2村地域のうち89が

センサスとセンサスの間に人口が減

少し， 117 が国の平均を下姐る人口

増加をしめしたということはたいへ

ん怠味のあることである。事実，イ

ングランドとウェノレズ地方の 40 96

が，衰えつつあるが，よくて定??J 状

態にあることをセンサスは示してい

る。

センサスは，戦前の ｊｾ 村の衰微 ，

続いて起った戦中と戦後初期の復活

という長い期間をおおっており

我々は乙れによって程々の時期のjJ2

村を比絞する乙とができる。指摘す

べきもっと大切な乙とは，J2村から

大都市への li 姉 ijの流入傾向がふたた

びかつての巡到bi i 1 を増大させつつあ

るということである。 ζ の傾向は.

それが事実上止まったととがなかっ

た遠方の地域においてたいへんいち
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じるしい。ウェルズとスコッ トのj災

村のほとんどにわたって乙のまちが

った下降がさかんである。コミ ュニ

ティがしぼめば，それに依拠してい

る，学校，道路その他の旅設を維持

しうる可能性も弱くなる。乙の動き

はハイラントーの小山田] 区lζ 悲劇的と

もいえる人口構成をもたらした。そ

れらの多くでは平均年令が65才を越

し，いまや消滅のきわをよろめいて

いる。英国のJ2村の地位はもちろん

絶望的なものではけっしてなし、。し

かし，同じ下降が多くの県の遠隔の

部分で確聞として進みつつある。 lti

村地域のいま苦しんでいるなかで岐

本的 なものは，サービスと胞設の充

分な基準を確保しうるに充分な人口

を欠いている乙とである。

山村民{ 主将は高水準のサービスを

望んでいる。 しかる にそれを与える

m用は急激に上昇していった。この

間! I ] はダービシャ一日東日目安在計画には

っきり述べられている。つまり「こ

の県の12村部でみられるパラトック

スは既存の施設を支えるべき山村部

の人口が減少しつつある H寺 点 立 高

水準の施設とサービスが要求されて

いることである。 」と。

多くの小 ｊｾ 村都市は大都市の強引

な引力 lζ 苦しんできた。あるものは

退職した人々と，時たま旅行者をひ

きつける古風といえる魅力をもとで

にしてよろよろとあゅんできた。ほ

かの多くのものは，その伝統的な経

済機能と新しいそれとをやっとの乙

とで保持してきた。しかしそれら' 立

人口について同じような悩みを感じ

ている。そ乙では人口は満足なサー

ビスを支えるには足りなくて，それ

ゆえにますます若者や，志を抱いた

人が他へ仕iてゆく乙とと戦わねばな

らないのである。

ｊｾ 村や 田舎町』 ζ もっと人口が必要

だということは，県議会で準備した

開発計画案のほとんどに散見するこ

とができる。リンカ ー ン ・シャー

( リンゼイ) のようなあるものは.

ＱｾＱｴ ｣Ｚ鎚企な ｪ 見付生活を維持するため

[ζ 必要なサービスに資金を供給す る

他の方法がないという理由だけで，

慎重で，おそらく非現実的なほど楽

天的な人口推定を行なっ てい る。

ζ のようにもし英国のある場所 [ζ

あまりにも人口が多かった とした ら

ζ の国の大きな部分にわたって疑い

もなく人口は少なすぎる。もちろん

乙の状態の簡単な緩和方法は存在し

ない。ウェノレズへパーミンガ. ムの余

剰人口を急派するなどという乙とは

実行不可能である。しかしながら少

なくともウエルズからノてーミンガム

へ人口の流れをせきとめるためにな

しうる何らかの方策は全く利益のあ

る乙とである。このような方策は人

口流動の両端で起っている問題を容

易にする。しかし，乙の純粋に否定

的な結論κ安んじてはいられない。

コナベーションの圧力を除去するた

めになされる小都市の開発によって

多くの段村地域( 実はほんとうの遠

隔地はないが) を蘇えらせる展望は

聞けている。

結論すれば， コナベーションの成

長を抑制することに関する議論は，

バーロ一委員会が報告したときより

も今，なにかが強くなったかと・うか

についてなされる。とれ らのコ ナベ

ーション地域は即乙効率のよいは主

らきにとっ ては木質的ではない偶発

的な経済的肥大をとげた輪をもっ。

一方人口成長は，大きく積極的な不

利益をもたらしている。それは既存

の述担した過密状態と ，過度なス プ

ローノレとの聞に存する厳しい社会的

なジレンマを深 くする 。それは納税

者に特別補助金という出資をますま

す多く要求する傾向がある。それは

“ 解決不可能" な交通問題をすでに

もたらしている。英国の残りの部分

から多くの人口をひきさることによ

って，乙れらの地域の地域的サービ

スの水準を維持，確保しようとする

試みを泌がえす。乙れらの議論はロ

ンドンの場合lζ 特別強い。しかしそ

れらはまた他の都市域にもあ てはま

るのである。



竜 谷 大 学 本 部 の 諸 建 築

概 説

Tき谷大学の創立は古く江戸時代初期

究永16年 ( 1639) 本願寺tn-Iー三利良虫f 1

宗主が創設した学努lζ 始まるという 。

この学療はやがて「学林」と改称され

て約 230年続き，明治初年に一般学校

の制に従う ζ ととなり ，現在 lζ 及んで

いる 。明治 9 年 ( 1876) κ 大 . "1" ・小

の三段階を設ける「教校」の制度がた

てられ，本願寺本1111[.1立大教絞を設置

することとし ，これを一派最高の学府

と指定したものであった。この大教校

の校舎が現存する竜大本部の諸建築で

あって，京都市内 lζ 現存する初期洋風

建築の rl 'で古さにおいても芯匠の俊秀

さにおいても ，また椛造上の] 参らしさ

においても第一流のものであり ，全悶

の明治建築の rl -'でも特異な存花 として

it 芯すべきものである 。しかも明治の

創建以来一部の変更を除いてはよく旧

状を残している: i . ' . t m: な例である 。従 っ

て明治初期以来の銅版両1[. もしばしば

拙かれたものであ った。

乙のような建築であるにもかかわら

ず，乙れを解明する資料となると，現

段階ではまだ殆んど見出されず，竜大

図書館κ も著しいものがなく僅かに起

工 ・唆工| 時期を大体知りねる程度であ

る。即ち大教校新築工事の起工は明治

10年 1 ) J ，唆工は11年 4 )=J の予定であ

ったが，経済上その他の理由で半年以

上遅れ. 12年 1月頃に大体唆工したよ

うである 。その後間 5 月 3 日から 5 日

まで竣工のｾ讃 会 が執行されたのであ

った。当11寺竣工したのは r! ，央本館( 大

教校堂) ・l有及び、北祭( 生徒主0 ・表門

. 周囲訂塩及びその上の鉄柵 ・F有及び

北渡廊下 ・食堂などで，南波廊下 ・周

囲鉄柵及び食堂を除き大きい変改を加

えられずに現存しているものである 。

第 1 図 大教校腹総会の図 ( 原図増大関; 虫館蔵)

明治12ffo 5月竣工当時の封。乙れと較べると現状はよく l日状が保 It されているのが判る

が，食常や周りの鉄栂は現存しない。本館 ( 大教校吹〉のJ ; l 恨瓦が一部摘さわけられて

いる。乙れは事分他の主ll "高ICみられる漆喰留めをあらわしたものと培えられるが. l' γ 'j: 

ｾｾｉ ｃ はワ ｊ 勺ていな い から漆喰留は疑わし ｌ 、。

第 2 図 表 門 ( 正門〕と本館 昭和30. 4.61品

j <I"1は般的 も変J}l もな くIn状のままと認められる。 IE附Vf の大小内本の ti Ol C 鈎鉄製透 L

ｬｩ￭｜ を ｮｉ［ る。ィ ｩ 柱は舗の閃ｾで和風のおＱ￭ｦ Ｎｉ ｃ なる。
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第 3 図表門中の間鉄

扉 l回T4I30. 4.6tQ

吊元の竪棺上朝日などが

欠けているが，乙れ{立

は問題とな らず，まE

とにJ <しいデザインの

Jij¥である 。作風の巾に

和風窓互の加わ った傑

作で，非常 IC腕のたつ

j事人デザイナーが外国

人の指掃のもとにl J it 寸

図をひいたような気が

するが，資料未発見で

不0'1¥である 。

第 4 図本館正面斜影

と北寮 昭和33. 2.231，最

南s : 干の防上からみたも

の。:<.i l C長くあるのが

北野南面のベラングの

と乙ろで，雨続と相向

かっている。務の階よ

干' f I ' i ゃ本館Jltl守破風な

どはそ J レタル塗 IC変っ

ているが，いづれも石

被と石灰モルタルで努

めて石造らしく見せよ

うとしている 。

第 5 図本館南側壁面

HR和33.2.23機

上下階とも縦則正しく

柱頭付の J1・益伎をあら

わし ，その[l lli c 半P. J 7

ーチのよ下窓をJj): l j ，

. .Y; ' 戎6控咽

現存諸建築について

I  中央本館

本学J放地内のほぼ '.1' 央κ 位向し ，正

問約 ＶＴ 尺 ， 側面開 ＷＶ 尺， ｾｉｕ ｈＴＲＮ ＶＲ 州 Ｑ｜

木骨: : r i s占二階建で，東而し，正背而に

上下を通ずる 車寄を附ける 。外線は捻

然たる左右対称形をとり ，南北官? とと

もに努めて 訂造に擬した芯; 際|が者し

い。外観を一見して気がつくのは初期

に多いペラ Y ダが絞 っていない乙と

で，竣工当|侍すでに京都にあ った勧業

せいみ丞よく

館 ・ 舎密局 ・ 柳 ｪ 也校総 ＧＱ Ｚ ｾ などが持上下

とも四周 l乙ベラジダをも っていたのと

巡っ ている 。乙の点からも当 11寺の京郎

の一般擬洋風建築と巡った部類に属す

るが，小屋内 lζ 棟札も見当らないので

確かな乙とは後考に侠ちたい 。

内部は元来は廊下で前後左右に区切

られ，その交点K 階段を設ける 。との

形式は T 字形廊下とともに他にも 見ら

れるものでイギ Dス人と密接な関係に

あるものと推定され，木宮古が-:fJi: 人と邦

人事長染との協力のもとにできたととを

思わしめるものである 。椛造上では内

部に 7 寸角の柱を繁く立て ，その聞に

間住を 2 本配し たのが主体とな り，そ

の外部Iζ 厚い石粧をして所々鎚で柱lζ

引付ける法式をとったととが珍しく ，

新潟税関石J f l I K も同類があり，また! 日

新橋1争車場 ・第一同立銀行などとも同

法式で ，これ らが滅びた現; (L 誠 K f 1

い逃例である 。さらに小屋組は洗練さ

れた一種の対策小屋で，とれらの点か

らみると ，いかにみても外同人の関与

の深さが考えられるものである 。

納部芯匠はまことに佼れているが和

洋が巧みに混合している 。おそらく外

閑人の図案に邦人の優秀な人が加乍 し

その下方 IC ゴシ! ノク総 て原寸図ができたのではなかろうか。

式の鉄製飾金物を取付

けている 。乙の金物は

気のきいたゴシック) ，1¥

で他の部分のように n

本只がない。多分外国

人の原寸図そのまま

か，L . とによったら愉

入したものではなかろ

うか。下の屋駅は渡廊

下のそれである。

I[ 南 ・ 北 寮 そ の 他

本館の南北lζ 一線ずつあり，それぞ

れ桁行 182. 6尺 梁 間40. 5尺，建坪205.

425坪，木造二階建である 。 最初は生

u; 祭 として建てられた。南北とも殆ん



d ト

ど同形同大で，本館と異なり両側』ζ 幅

狭いベラシダを附ける。吹政しベラシ

ダの一階は住問I C . 木造弓形の材を烈し

てア ーチに擬しているが， 乙れは杭と

ともに約 5 分厚のす: 灰モルタノレで被

い，:ri是1に見せている。小屋組はお*

小屋組， ｾＱ 板は［￭｜ Ｇ ｦｾ 長りである 。 ｬ 料 上 すﾭ

mは現ギE塗り込められて手J利子がみえ

ない。I波風lζ は花岡去をあげていたが

現花は本館率容とともに地上 lζ 下さ

れ，モルタノレ塗りとな っている 。

表門( 正門〉は 当初のまま 完存 し，

鋳鉄製の尿が美しい。石柱上部は花来

の菊花のｾｾ匠である 。 なお渡廊下は 北

方だけ減 っているが，あたかも作車場

ホーム上屋のどとく で，京都における

最前の装組天井が残 っている 。 乙の廊

下は当時すでに出来ていた近くの京都

駅との閲述が考られるものである 。

む す び

本願手J却においては明治初年以来西洋

文化の移入に努め，明治 5
if 正) J ICは

数名の僧 lζ 丙洋事情を視祭させ，また

- . ; A独に留学させた りしたが，彼等は多

く7 年頃帰国して学制の更新につき進

言 したというから ， 乙れなどの ζ とが

間接間接の動機 となって思いき った進

歩的な新校合が出現したことはー|分位、

倣されると乙ろで，乙の悶の事f

来ガ新『資料の発見 lにE より l切切p列] らか』にζ される

乙とをJ期切待している 。 ( 近藤豊 記)

参 考 資 料

大ｾ荷風頑 寺 化 物語 明治16. 4

木派本願寺名i ' ! I T f究|絵 :ri :Cr軍継

君主谷大学三百年. ! J . :

( その他略)

所校地

明治35.5

昭和 14. 7

京何ITji 下京区七条通大筒井〈人

第 6 図 本館階段上り口 昭和33.2. 23燥

Rキ段及び手I胃は，すべて樽材のきわめて

すぐれたもので，乙のようなのは );u田市

内では1，，1志ヰI:PIl化学舶のとこれとくらい

で，1階段にいかに ) Jを入れたかが偲ばれ

るものである。

第 7 図 本館階上勝堂祭檀 昭和32. 12. 17禄

二階講堂は伝大の* で正面入込み Ic ! J i弥lf!

および;n宗西本願寺派の宮殿〈くうでん)

を安置する。天井は鈍天井で「けさ」生地

を吸っている 。4 本の遊離性があるが，ζ

れはエンタシスと縦構 ( 7 リュ ーテング〉

をもっ。

第 8 図 本 館 平 面 (/， ー何者，布・ ニ陪)

昌量量i

第 q 図 南北寮及び本館小屋組と一部構造図 ( 上市北' ! : ! ，下本館)

南北別はU Jl!小o!.組，ｾＢｪ、ｬｬＡ板斜打で ， 柱は Ｕ 寸 ＱＧＱ ， IUJ 住を人れ，水平に本I刊を打つ。

本館は対東小屋組のー純，住は 7 寸1'1で間住をたて，外部の石fll みはカスガイ ICより住

IC引付ける方法をとる 。左プJ の図は共IC軒桁以下を内部から見たもので，本町! の桁下部

分はｾで ， 本の小舞を ｆｉｉ いているのを示したものである。

105 
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日 本 板 硝 子 株 式 会 社 新 社 屋

カ ー ペ ッ ト 工 事

東 和 織 物 株 式

4 全h

コ'"

ネ土

本 社 工 場 大阪府松原市丹市町 11 7 屯堺( 5 )∞61 

大阪官官所 大阪市南区. I i : 川町 4- 38 氾 (761) 4719

東京営業所 点点都港区芝 111村町 5 ー 19 ;u ( 581) 6206 

昭 和 3 6 年 "' 1ζ 唆 工 し た 別 組 策 IC 剖! l f J の材料

ｬ 階 ｉｊｾ［ｊ 、なカ ー ペッ ト

民 ｉｉｾ ハイデマソ ｴｦｴ モカーペット ＱＲＮＵ 粍

-

3 階役日宅前ロビ ー

エクス ラン杭毛プレシド均 一 ペット 7 粍



伊奈製問械式曾紅

本社 ・工場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 田 町 常 滑 700 ( 代J

東京事務所 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 場 2 - 8 電 (551) 6371 ( 代〉

大阪事務所 大 阪 市 西 区 新 可 南 通 1- 23 電 @ 5 4 8 4 (代〉

伊宗の

衛 生 陶 器

の

カタロ グ送虫



岩佐のサ・νシ・ドフヲーを脅か、ない
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当社の製品 はボンデライ卜 をして焼付塗装 を して居ます
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岩住鎖、工所
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株 式 会 結

電 話 代 表 @ 5123 ・3000

電話 代 表 ｀ ＶＷＵ Ｑｾ Ｓ

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 2 ー 31

尼 崎 市 守 部 下 河 原 1 5  

本社 ・本社工場

尼 崎 工 場

を，

創 業 大 正 八 年

フパトリーヒンデ

ピポットヒンデ

日本ドFーテ l ' ν0製遅株式会ii
ヒ・ポットヒンデ

¥f -F  
取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 総 矢 柄 町 2 2  2  ' i ' ( ! 結大阪 ( 716) 2  2  3  1  ( 代 )

東 京 支 鹿 東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 1 T 目 2 3 旬 結 束 京 ( 291) I  9  2  0 ・ 4 9  2  0  

縮 問 出 張 所 柄 間 市 舟 樽 町 1 番 地 電 話 福 岡 ( 74) 2  3  7  2 ・ 3 3 I  2  

名 古 届 出 張 所 名 古 鹿 市 中 区 下 I麹 町 l 丁目 5 詐 地 電 話 名 古 屋 ( 23) 7  3  6  I  
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技 術 と 経 験 を 誇 る

自
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ー
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業

ベ

ン

コ

ク
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営
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ー

ス
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ー

ド

ヒ

ー

タ

ー

夫 阪 市 東 区 上 本町 1 の 1 3 T E L  大 阪 ( 7 6  1  )  

東 京 都 千 代 田 区神 田 和 泉 町 1 の 1 ( 直江ビ l レ) T E . L  

八 尾 市 久 宝 寺町 1 9 8 1  

東 京 出 張 所

工 場

メ公益、

〈必'a1nmu1>

" v  

一一う

- 、

優秀な設備技術と卓越せ る設計の成果ー温乙

勾、

S  H  - 30 
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出
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副1国 置a
90・スト ップ付両開中心吊 ( H型 ) ヒンヂ本体ノミニテ縦怖ニ調笠可能

ドj1- チ%，II)? 並にピポ，ットヒシ号

90・スト ップ付両開中心吊( 浅型 )

大鳥機工株式会社・金物部

大阪、市北 i且J ) < :車 町 8 Ｈ 日産Ｎ ｾ命館 内 Ｉ fIT民 大l亜 ( 34 ) 4975 

東京営業所 東京都千代m区神l f I 金沢町11 '， g訴 東京 ( 291 )8632 

工 場 島Ａ日市 ￭ ｘ 安 ｮ ｬＢｾ 代表 Ｒ 2  0  1  



アズブアルト防水ほ年限保詮す3

日本アスフアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 (イ ロノ、 )1頃)

地 区 会 ネ土 名 住 所 電 話ー

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー 卜 K K I 札幌市北三条東 4 ー l |②問 ・4 ω

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙台市二 日町 1 ー 2 | ③7790 ②閃

井 上 涯 青 工 業 K K 東京都中央区銀臨来 2 - 13 (541) 1974- 5  

伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区浅草因島町77 ( 871) 5311( 841) 5729 

北 条 涯 青 工 業 K K 東京都中央区淡町 3 一 7 ( 551) 2676・4382

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿区柏木 5 - 1172 ( 361) 5947・(371) 1337

高 山 工 業 K  K  東京都千代田区中11出小)11町 1 - 8
側 016日 肌 2 1

関 東 地 区

i歴 青 建 材 K  K  東京都中央区銀座東 3 - 11 ( 541) 6945・7834

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪町 6 ( 921) 0448・0647

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42 (891) 1144- 6・7155- 7

マ サ ル 漉 青 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61 (841) 8501・(871) 2851

藤 弁 工 業 K  K  東京都文京区林町94 (941) 0271・2582

K  K  柏 商
d2b2.E • 

東京都千代田区神田岡朋町 3 (251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 横浜市西区高島町 1 - 1 @7846・8476- 7

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12  

|@0496 …。
⑧6860・2574・0415

日 新 工 材 K  K  大阪市西区新町北通 1 - 17 ｾ ＳＷＸＵ Ｍ Ｖ ・ ＲＷＲＱ

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 1 - 152 @2360・2030

近 畿 地 区 K  K 新 光 商 庖 大阪市南区塩町通 2 - 13 @7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 - 19 ｾ ＵＹＷＶ Ｍ Ｘ＠
，: 2同E  

7}< 興 業 K  K  大阪市北区鶴野町34 @0251-3  

中 園 地 区 東 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市廃屋町22
③2211・6302

工 業 K  

K  山 本 商 会 松山市萱11江2 - 95 ②2717・8422

日 新 輿 業 K  K  延岡市本小路74 4305 

大 同 エ 業 K  K  宮崎市橘通 6 - 82 8155- 6  

九 州 地 区 K  K  工 材 ネ土 門司市大里束通10丁目 @1468- 9  

安 藤 エ 事 K  K  福岡市大浜 1丁目新町95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62 0 0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新IllJ 北通 1- 18 日新工業K K 大阪営業所 ( 53) 5281- 3  



新時代 l { マ、y干した色つぎのひふく鋲板

l I i回 目 町

美しいア/L 三造 u' ふく鉄板

7、、，玉.'.J 9 内予防ミJ ーも、

汁' JI ン9Jlt兎ヲル製造株式会結

! ! 待望の強力耐水性床用接着剤出現! !

そ の 名 は - ミケロンボンド - 6 - 6 4 1

本 品 は 優 秀 な る 技 術 と 伝 統 を 誇 る 早川 ゴ ムの再生ゴムを基材とした唯一の床 用 再

生 ゴ ム 系 接 着 剤 ( 特 願 中) で あり ます。

徴 : 一

再生ゴムをペースとせる為ゴム 系 として 極 め て 廉 価

従 来 に 見 ら れ ぬ極 め て 優 秀 な 耐 水 性 を 具 有

従 業 性 が極 め て 良 好

モノレタ ノレ、 ベニヤ と塩ビタイノレ 、 アスタイノレ 、 リノリクム 、

木タイノレ、磁器タイ ノレ等1の接着に 適し 塩 ピ の 膨 潤 皆 無

特

1. 

2  .  

.  3.  

4. 

社会

詳細を知りたい方は是非御一報下さい 、係員参上街l説明致します。

式株ムコ
-
-
-
-
-
a
-
-

E

・

E

・-

E

E

E

/

 

早

屯 話 ( 代 表 ) 1  3  0  0  

屯話 ( 54 ) 8 9 4 1 ・8 9 4 2  

屯 話 (641) 4601 ・9826 ・3029

福 山 市 松 浜 町 9 7 の 1 番 地

大 阪 市 西 区 九 条 北 通 1 丁目 10番地

東京都江東区深川佐賀町 1 丁目 24番地

本 社 ・工場

大阪営業所

東京営業所



特 絶 対 に 裂 け な い

永 久 に 腐 ら な い

長 冷工法で施工出来る

接 着 剤

ハイダックセメント

No. l ジョイント用

ハ イ ダ イ ン No. 2 貼 付 用

圏内の気温較差の著しい

所に於ても能くその苛酷な

条 件 に 抗 し て 老 化 せ ず 特

に寒冷地に於ける技術的困

難 は 殆 ん ど 解 決 さ れ た と 云

っ て も 過 言 で は あ り ま せ ん

ｊ［ ｧｾ 屋のポイ〉トは

db 

底 材 料

ｾ＠ ￘ｍ るい ｬｬｂｾ ' ' 'P. 

日 豪斤

ｪｊ，ｾ ヲいたム・ド

マ ル エ ス ル ー フ イ ン グ 製 造 元

コニ 業 株 式

ｾ＠

3 ミ ネ土

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町 9 3 T E L東 京 ( 888) 2101- 9

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 l 丁目 40 T E L 大 阪 (53) 5281- 3  

出 張 所 名 古 屋 T E L 名古屋( 刊 9996 ・ 広 島 T E L 中 (2) 1019 

九十卜I T E L 福 岡 (5) 0768 ・札 幌 T  E  L  (5)  6885 
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報 ( 19 61 年 11 月 分 〉

|主空手1

28日 121時50分一一 111与20分 Ｉｾ 会 ｦｴ ， ＧＺＡＮｬ沿［［［ｾ

出席ぞ; 評議員 五 I'j ; i i ¥議長外 13 1'，

委任状/ 1' ，席 621ン; ;n 761'， 

理 事 東 北11副会長外 3 ｆ ｉＧＮ ｾ ｊｩ＠

議 事 ( 1  ) 昭和37作度選出評議日数決定の{ 斗

( 2 ) 理事 2 1 ' ，欠員柿選の件

評議員懇談会 ( 技術部門)

28日 11時半一一 121時於会館会議' 本

山席お 元木評議員外 4 評議員

欠員 ｐ ｊｬ ＺＮＧｊｾ の補 ｩ ぎにつき技術郎 ｦ Ｂｊ よりの打 ｦｵ ｬＧ ｊ fl X 補者に

ついて懇談

|理事会 |

8  B  4 時一ー- 5 11年 於 会 航 会 議 本

山席者 東畑副会長外 9 ｽｾ｜＠ 'j;:， :}I: ｊＮ［［ｾ郎支部長

議 事 ( 1  ) 定時評議員会開催の{斗

Ｈ Ｒ Ｉ 創立 ＴＵ 周年 ｮ 己念可 ｊ ｾ［ 佐 ｾ￧ｬ 変ｾ，ｾｾのＱＧ ＱＧ

( 3 ) 関凶デザイン会議協f ( の1 ' 1ー

( 4 ) 昭利37勾・新作交礼会共Htの1' 1ー

( 5 ) 芝、仔懇親会開催のf ' I :

Ｈ Ｖ Ｉ 第 Ｓ 回 「現 代ｾ築 シンポジウム」 協賛の

件

( 7 ) 人退会者 J負託{ のf lー

( 8 ) 報告事項

( イ) 会館: 倣地借地料l底値上げに関する

件

( ロ〉欧米建築づけ，'j ｈｾ 然 Ｑ ＺＮＱ Ｑ ｾｾＪ Ｈ 乙 関する

宇|

( ハ) 会計報告，事業報告

門
主議

件

A

ム

る

飴

す

会

員

関

於

委

に

9

策

時

外

対

5

長

止

一

員

防

一

委

築

半

間

建

i

l

l
-

寺

百

-

支

会

一

引

d

l

副

長

一

日

附

1

!

ー

1

5

ヨ

2

ル

比

規

一

ν

一

法

一

議

ｉ Ｄｾ 一 王 ｼ
小委員会 ( 忘年懇親会)

6 日 正午一一 1 時 於 会 館 会 議 室

出席者 山本主査外 8 委員

忘"1

委 員 会

8 日 Ｕ 時半 一 一 Ｗ 時於会ｴＡ ｩｾ ＺＡｴ会室

出席 fi 岩崎，岡本正副委員長外 8 委員

議 事 ( 1  ) 忘年懇親会の実胞計画について

( 2 )  1111和37年 1月， 2 月の事業企画について

( 3 ) 創立記念卒業総務部関係、事業について

( 4 ) 報告事項

小委員会 (忘年懇親会)

2211  正午一一 1時於会館会議' - t {

1品席新 山本主査外 6 委員

定、"1' 会の公邸整理，会の進行なとにつき協議

戸忌忌]

7 日 1 時半一- 5 時

出席訂 海上委員長外 4 f! I l  

「市街地での助人の住宅を見る会」 として，高鳥屋

毘上の必下電T . J.説示住宅並 lζ 新住宅社小林社長の新築

住宅を見学

最 古 の 歴 史 ・ 最 高 の 品 質

カーペッ ト、 タフトン

g  
事段 通 、 毛 ケ ッ ト

椅子張地、 カーテン地 別 珍 、 紡 毛 糸

住 江 織 物 株 式

. . A 

社ｾ＠

本 ネ土 大阪市南区安堂寺橋通 4 ( 御堂筋) ( 市) 大阪 ( 25 ) 代表81寄

東京支庖 東京郎港区芝田村町 4 番地
(-;:;;;:) * 点 (431) 代4166番
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= 務 許 =

気光式遁風器塁

販

売

ピs

ｅ Ｚｊｉｴ ｭ ｩＨｾ喝ｾ

大阪市西区江戸娼下通2- 17

田辺工業株式会社

電話ー土佐沼@7437- 9

耐

以

・

耐

火

・

経

昆

・

竪

牢

防

錆

先

全

・

中

空

防

音

大 会株 | 合

阪 社式 1 国

語 ｅ 奥 ｉ ｾ
北区 村 ｉ ｾ
@ノト 吾 |法

噌 雲 |去

三杢 衛 |任

了義 理 I 11包

四地 J宙 | 工

枕

智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 / l l ( 井池筋) 旭洋ヒソレ 3 階

電話 (202) 3233 ・3234

武株式会社

じ おね な り す た

真写築建

つ

大阪 市 東灰北浜 ・ ｾ｀ 0  1  .1.  1  

ｾｾｉ ｊｬ Ｑ 実製作所大阪支庖

物総防災シャッター全般

- Hl t-J: d  
大 阪 市 北 区 若位開J 30 電 話 (34) 9004 . 9016 ・4825

本 社 及 工 場 ・ 梼 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場・東京都北区田端町

， 

特許吹付タイル・内装- 外 装 用 化 粧 材

b 弓if : : K唱Z 3 v

l東 地 区 馴1，1:; C E Rメ入 S K I N

小 林 窯 業 株 式 会 社

所
c": : 1 

プLる汗業

..".."，・

宗毛本山
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21日 3 11寺一一- 5 11寺 於会[ TI ¥会議中今

ＱＱＧ ，席羽海上委口上 ｾＹｐ 委員

議 'j( (  1  )  P  R  flfl チ 住宅建築資材似比」先行 lこ関

する件

( 2 )  Ｂ｣［ 色、事業 ｻｬ 二宅 ｊ ｊｩ Ｏｊｾ 会に Ｑ Ｑ｜，引の ｊｕ什 ｬｕ ＡＱ Ｑ に

| 刻する件

(  3  ) プレハ 7 ・必築研究小委口会設置に関し検

，i，tの件

27日 II : Aニー- 6 1時半

11 ｾ府羽 海上委員長外 5 委員

"心己念念、 白下iドト〕業住削{住主宅) 泌以山lに乙 i山1'"品守弘AのJ業長」名5

ス人， ノ大三υi汀洋T下一腕木工 j業住， ノ]く大/IC在s 大和ハウス工業の各釘1

2司ハ ウスを見学

編 集 委 員 会

幹 事 会

13日 4 時一- 6 11寺 於 会 館 会 議2伝

川市. f i ' _  A'l" ，?t 'J:i=外 3 幹事

，U J  ｲ 自 ｾ ｉ 市，汁阿 特集 」 弓につい て 協議

委 員 会

17日 4 1時一- 6 11寺於会館会議室-

n' ，席ぷ 上林副委口長外 7 委F

"五 ・j;: (  1  ) 経過報告

( イ) 12)  J  ri  1，1; : . 近代建築i運動史特集」

コ

( ロ) J L) j  r郷市計画特集」サ

( ハ) 2 ) j  ｲ ｾ 物行理特集」り・

( 2 )  3 ) j  rr"竹原特集」号の企TI njについて

(  3 )  11:.) J りよりの表紙について

¥- ｾ育委員 会 ｼ
小委員会 (建築ポケ ッ トブァク作成)

10日 3 1i'!ト- 5 11寺 於会館会議己主

出 席 者 橋 本 主 査，相川委員

詩集スケジュ ーJ レー編集者の件などにつし、て協議

空気調和設備編集幹事会

22日 2 時半一一 5 11寺 於会合'u会議室

出席者 前田主: f f : 9i- 4 併すれ

出版 までの工程. 執筆方針. 執みれ必傾などを再検対

し各主主悶の調整を袋する点について協議

給排水衛生設備編集委員会

24日 2 1時半一一 5 11寺 於 会館会議室

出席者 問中委員長外 7 委員

出版までの工程. 執筆依頼者な どに ついて協 議

|三 量 三 調査 委長

10日 3 11寺一- 5 時 於 会合'1¥集会室

{-u席.fi' 滝沢委員長外 8 委員

議 事 ( 1  ) 煉瓦屑をコ ンク リート什材に使用した!j i :

例調査の件報告

( 2 )  12月号発表建物について

( 3 ) 今井伝 三郎氏沢「ハ ース ト氏建築必携」

の紹介

( 4 )  JE片号発表建物の件

( 5 ) 侃岡県庁舎の調ゴをに関する 件

( 5 ) 長崎の建物調査に関する件

( 7 ) 昭和37年発表予定建物の選定

出版委員会

4 日 2 1時一一 5 1時於会館( 集会室

出席者 illi 辺 ，足立止副委員長外 10委員

各委員所有の日本民家の資料を持ち寄り検討の上，

図書の型式. 編集方法などについて協議

建禁抑思待孟柔L陥丘と3錠銭定定ιし一一一一-一一-一一J -一-

2軒剖孟勾』晶L.:I. - 目ツク

日本 住 宅 公 団 ・公 営住 宅御 指 定 7 U fl 竹

蓄 差 益 山 製 作 所 立 J A Z

大阪市東淀川区三津屋北通四丁目 電話(37)3117. 5
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住宅展委員会

4 8  6 時一一 7 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者塚本，海上正副委員長外 5 委員

住宅展の企画概ｾと経過を報告の上，実施案につい

て協議

総務委員会会員余技展小委員会

17日 5 時半一一 7 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 三 品 主 査 外 2 委員

30日 正午一一 1 時半 於会館会議室

出 席 者 三 品 主 査 外 3 委員

会員余技展の実施案について協議

住宅展. 資材展両委員長打合会

18日 正午一一ー2 時 於 束 畑 事 務 所

出 席 者 東 畑 ， 塚 本 . 小川各委員長

住宅，住宅資材の両展示会企画について連絡打合せ

|工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 表彰 式 |

g 臼 2 時一一 3 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原教育委員長外 2 教育委員

西 島 審 査 委 員 長 入 選 者 9名

東京，神奈川，鹿児島，越後高田からも入選者の出

席あり。式後茶話会並に日本板硝子 KK 本社，大阪富

士ピノレの見学を行なう。

| 懇 談 会 |

違反建築防止対策に関する懇談会

21 日 3 時一一 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 本 会の外建築団体 7 会代表者

本会法規委員 7 委員

法規委員会の主催で開催

| 若 い 会 員 の 集 い 1

30日 5 時一一 8 時 半 於 会 館 集 会 室

下記の話を聞 く。出席者20名

1. I欧米の施工技術」 大 林 組 谷 口 尚武氏

1. I ソ速の建築」 大 林 組 寺 沢 一夫氏

何れも スライ ド併用

110 

. 6.

1  

コZ

京都中央郵便局見学会

設JI ーWfi 理 郵 政 行 建 築 部

}J1包 コ ; 大 林 組

1 日 3 時半一一 5 1時 半 参 加 者851"，

大以府建築士会と共催

武者小路千家外茶室見学会

5 日 10時半一一 4 持 参 加 者28名

岡田孝男氏の解説によって武者小路千家，政内家.

久国 家 掘 l付家の各: f ，席を見学

板硝子と特殊硝子の工場見学会

25日 1 時一一 5 時 半 参 加 者40.1ノ1

旭硝子 kk で提供のパス κ より，旭加工{ 尚子塚口工

場と旭硝子 ｊｾｾ 工協の Ｒ 工場を凡学

111 111 11111111111 111111 11111111 111111 111 111 1111 1111 11 111 111 1111 1111111111 111 11 11111111111111 111111 111 11 1111111111 .. 

編 集 後 記

あけましておめでとう ございます。昨年は「建築 と社会J のためいろ

いろとと協力， と助言いた だき ありが とうとざいました。編集委員一同

心よりお礼を申しあけ' ます。 ι としも ｾｭｵ っ てい きたいと合Ｚ じます。

きて. 1:の 「都"19十回J 特集をくむK 当って， とくにパツ空 ポ- / と

したかったのは， 関関 のユニ Ｍｴｊ ｬ Ｎｴ， 役割 とその開発のｾを浮色 ｦ ごしにす

るζ とでした。それをつぎの順序でとらえる ζ とにしました。

1  人物輸一一インタービューを通じて郡山計副における持総合のベて

もらう。そのため官公庁，学校，設計におけるそれぞれのベテ

ランと若手を若干名づっ選定してインタヒ・ューしてまとめる。

1: 1: から都市計画における矛盾をあきらかにする。

2. 組織論一一市民の開発応対する然主主といった色のについてはこ の市

民組織でとり扱 う。 したがってこ こでは行政組織，開発組織，

市民組織の三つ IC しぼってみる。 ζ の組織論を小委員会〈三村

浩史，水谷頴介，斎厳和夫，大久保凡ー. ｮ 高田邦昭，総 ｊｾ 悶光

の各氏) でまとめる。

3. 針扇輪 一一 大阪を中心にして近畿の開発の計画例をとりだす。

乙の三本立で企画をすすめました。 ι の金扇で実現でき ，" かった 4のに

ついては，それぞれの日のと ζ ろ (37i' ! .  49Q.  68副) であきらかに し

ておきましたが，時間 K おわれてはかなか満足す る志のにいたら 信かっ

たととをおわびします。けれど L 編集委貝ならびに担当幹事の:el 図し

たと ζ ろを少しでもくみとっていただければ宰L、IC存じます。合同r:.c

協力いただいた担当幹事は， 中村ｾＮ牧田顕治，旺 ｬ 村敏夫 Ｎ 版図邦l回.

i:I:田昌二. 大久保同一，水谷頴介， 三村tEi史. 政問邦昭 I品川利f ! 1の偽

氏です。

最後1ι ，執筆者名位えよ らびに C 協力いたにいた幹事ICJ')! <お礼を申 し

あげます。I ' X母は「正E鈎腎湖特集」の予定です。

可1・ 5U 特 許

ウカ式化学防水工 Ｚｊｽｾ グラウチンク‘ 防水エサ i

グ ナ イ ト 工 事 ア ス フ ァ ル 卜 防 水 工''j :

薬波注入l妨木工事

株 式 会 社 大 阪 防 水 建 設 社

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 餌 差町42番地

包 話 剛 2 5 9 4 - 6

支 応 名 古 屋市中区和泉町 1 丁目 9 番地

電 話 本 局 @5075 ・1048

， 



、

.、

大畠化学のひふくτっlぎんさ

固 定 式 通 風 探 連 続 式 換 気 装 置 に も

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノレ

婿鱒融》

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の 1 0 4 (931)  7071ー3

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・広 島

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチー) 1 ，ザ・ν シュ・ドアー

スチサレシャ・νター・オペレーター

岡田中工業禄式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第一 工 場

東京，車ニ工場

小 台 工 場

川 崎 工 場

キL. 見 出 張 所

盛 岡 代 理 庖

名 古 屋 代 理 庖

米 子 代 理 広

島 崎 代 理 臨

続三究

会 i i

東 京 都 蝿 田 区 錦 晶 町 1 - 25 

東 京 都 盛 田 区 否 繍 町 東 4 - 122 

繍 向 県 小 倉 市 赤 坂 上 の i 7 137

神 奈 川 県 川 崎 市 東 波 回 3 - 43 

北 海 道 札 帆 市 北上 通 斑 4 T 自 4

岩 手 県 盛 岡 市 木 伏49 ・東 北 鐙Z置 付 制

愛 知 県 名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町2- 12 ・関白埴材 K K

鳥 取 県 米 干 市 抵 悶 町 2 - 93 ・ 吉 田 工 務 信

長 崎 県 長 崎 市 要 町11 ・ 関 西工 業 { 宥 )

T E L 大同町:40)6341 (代 表) ・例1)6342

T E L 東 京 (623) 代 表0106 - 0108 ・(622)0790

T E L  東 京 X61I ) 21 18 - 9

T E L 小 倉0653 ・2833

T  E  L  I11崎 ② 4540

T E L キLI悦 @ 6762 ・ 0515

T E L 盛 岡 7642 

T E L 名 古 屋 缶3) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683 

T E L 長 崎 ② 6046

大阪市北区真砂町 5番地 電話大阪 (34)207- 8・4836- 7  



イ夜 i 丘

建 設 業 者 有
亡と

dじ品、

ョ，

⑬ 

株 式

浅 沼 組 '‘ ｾ＠ 三ミ ネ土

取締役社長 浅 沼 猪 之
τ 1::." 

ロ

本 社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町・ 電話代表 (762) 0251- 9番

支 !苫 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・電 話 (351) 4141- 4 番

名古屋市中村区太閤通リ一丁目 ・電話 (54)4020 ・4021

営 業 所 ・鳥取 ・広島 ・金沢 ・郡山 ・奈 良 ・京 都 ・神 戸 ・仙 台

札幌 ・静岡 ・津 ・岐阜

(l) 
式

社

株

会 新 工 務 所

取締役社長 新 1贋

本 店 ・大阪市北区曽根崎中一丁 目四三 ・電話代表大阪 (34) 9151番

支 庖 ・東京都千代田区神田猿楽町二丁目七 ・電 話 代 表 (291) 3741 

営 業 所 ・神 戸

⑤り

ｾ＠

式

社

株

会安 藤 組 大 阪 支 庖

役

長

締

庖

取

支
瀬

!

 

l

 

p

E

E

，
，
 博

大 阪 市 西 区 江 戸 沼 北 通 一 丁 目 七 番 地

電 話 大 阪 (44) 3 7 8 8  ( 代表) (44)  2 6 0 2 番 (45)  3 9 3 番

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 州 四 丁 目 七 番 地

支店 ・出張所 ・名古屋・仙台 ・静岡 ・福岡 ・千葉 ・横浜 ・水戸・盛岡 ・新潟 ・神戸・沼津

@  
式

社

株

会 大 林

芳

組

取締役社長
大 林 良R

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 三 丁 目 七 五 番 地

電 話 大代表 (94) 8  6  1 番

支 庖 ・東京・札幌 ・仙台・横浜・名古屋・岡山・広 島・福岡・高松

出 張 所 ・神 戸

2  



村

村 太 平

香 芝 町 逢 坂 電 話 奈 良 県 下回局 477

町一 丁 目 玉 ー 電 話 大 阪 ⑪ 03.36 代表

屋 ・広 島 ・高 松 ・八 幡

西 宮 ・ 光 ・ 福 岡

車E奥

取締役社長 奥

本 底 ・奈 良 県 北 葛 城 郡

本庖営業所 ・大阪市阿倍野区松崎

支 庖 ・東 京 ・名 古

営 業 所 ・奈 良 ・ 堺

• 

株式会社

@  

設 株 式 会 社建島鹿間

、

"  

助之守島鹿長会

区 八 重 洲 五 の 三

区 阿 倍 野 筋 二 の 三 三

77) 代 表 3 7  3  7 番

東 京 都 中 央

大 阪 市 阿 倍 野

電 話 大 阪 (

本 社

大阪支庄

組 大 阪 支 底22 勝 目

大阪市東区石町二丁目五十番地

本 社 ・静岡市日出 町一ノ二

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋

営 業 所 ・函 館

出 張 所 ・会 津

膜 児

⑨ 

本代 ・熊阜 ・/津 ・岐若 松 ・沼

島 ・宮 崎

組 大 阪 支 底神 崎

株 式

会 社

令

F  

市繁西大
常務取締役支庖長

根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  

7 8 3 7 - 8 番

- 3  電話代表姫路 (23)2021- 3

阪 市 北 区 曽

電 話 ( 34)

庖 ・姫路市北条ロ86

大

本

組 大 阪 支 庖熊 谷

式

社

株

会@  

十 三 番 地 ( 電 話 大 阪@1726 ・1926番)

町 一 番 地 ( 市 外 専 用 12 ・4800- 2)

幡町二二番地( 電話大代 (332)5111番)

屋 ・広 島 ・福 岡 ・札 幌

佐久間 ・下関 ・神戸 ・岡山 ・福井 ・長 野

宮崎 ・旭川 1・鳥取 ・高松・諌早・北山川

目

上

八

古

.

.

 

土

-

岡

知

丁

島

築

静

一

角

一

塁

区

名

・

-

町

塁

宿

・

台

形

象

市

噺

京

仙

山

;

i
1

・

備

労

恥

浜

海

区

福

東

東

横

育

問

社

所

居

所

阪

業

張

大

本

営

支

出
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<t_ 株 式 会 社 鴻 池 組

本
庖 大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 - 6  7  

電 話 代 表 @  2  6  3  1 番

支
活 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・広 島

， 

佐 藤 工 業 語 大 阪 支 応

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・ 大 阪 支 庖 長 勇 内 英 次

大 阪 市 東 区 北 浜 一 ノ 二 五 億 諾 大 阪 (23) ＶＷ Ｓ ＱｾＳＮ＠ 7293  

本 社 ・富 山 市 総 的 輪 二 三 O

東 京 支 庖 ・東京都中央区日本橋本町一ノ 二 本 社 分 室 ・ 同 左

名古屋支庖 ・名 古 屋 市 中 区 仲 ノ 町 一 ノ ー 富 山 工 場 ・富 山 市 稲 荷 元 町 九 六

札 幌 支 底 ・札 幌 市 南 七 条 西 十 一 丁 目

出 張 所 ・布1
1
戸 ・横浜 ・岐阜 ・三重 ・仙台 ・盛岡 ・宇都宮 ・浦和 ・横須賀 ・静岡 ・四岡市

春 日 井 ・金 沢 ・高 岡 ・新 潟 ・今 圧 ・川 口 ・和田川 ・黒 部 ・御母衣 ・岩清水

• 

⑧ 
清 水 建 設 株 式 会 社

社 長 清 水 康 雄

本 社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

常務取締役支庖長 城 戸 七 太 郎

大阪支居 ・大 阪 市 西 区 土 佐 痢 通 リ 二 ノ ー

電話 (44) 1531  (10) 夜間専用 ( 44) 1531- 32  

。

司

株

メ』

A  

式

社

I=t  

I司銭 組

取締役社長 銭 高 輝 之

本 庖 大 阪 市 西 区阿波座上通三丁目二番地電話代表大阪@臼31若手

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 銀 座 東 五 丁 目 二 番 地 ノ 一 二

名 古 屋 支 活 名 古 屋 市 中 区 材 木 町 一 丁 目 五 悉 地

福 岡 支 庖 福 岡 市 箔 屋 町 一 六 番 地

山 張 所 札 幌 ・盛岡 ・仙台 ・前縞 ・新潟 ・千葉 ・神奈川 ・三島 ・京郡

神 戸 ・岡山 ・広 島 ・徳 島 ・松山 ・小倉 ・熊本 ・長崎 ・沖縄

⑤大
成 建 株設 式

企h

ヨｾ 社

受信室 稲 田 芳 郎

4  

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 南 本 町 4 丁目 20番 地



⑧

 

大日本土木 去を 大阪支庖

取 締 役 支 庖 長 桜 井 徹 良

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地 電 話 @ 代 表 5931

本 社 ・岐 阜 市 長 住 町 二 丁 目 三 番 地 屯 話 岐 阜 ② 代 表6141- 6145番

支 庖 ・ 東 京 ・ 名 古 屋

営 業 所 ・神 戸 ・ 和 歌 . 山 ・ 奈 良

、

@  雲若竹 務 庖中工

本 庖 ・大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 30 番 地

屯 話 大 代 表 大 阪 (312) 1  2  5  1 番

営 業 所 ・札 幌 ・仙 台 ・東 京 ・横 浜 ・静 岡 ・名 古 屋

京 都 ・神 戸 ・広 島 ・高松 ・岡山 ・福岡 ・八幡

「一一一一ー一ー一ーーーーーーーーー

⑥ 大 鏡 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38 番 地

電 話 @ 1  7  1  - 5  番

支 庖 天 王 寺 ・津 ・名古屋 ・米子 ・福知山

、』

① 

鉄道建設興業株式会社大阪支庖

取締役支庖長 花 房 郎

大阪市大淀区天神崎筋六丁目五番地 (天六阪急 ピノレ七階〕

電 話 (35) 臼 30 ・883 ・2427 ・2693.

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 三 崎町二丁目六番地

電 話 東 京 (301) 3  4  1  1  

ｾ＠

⑥ 

株 式

会 社
戸 田 組 大 阪 支 底

常務取締役支底長 芝 地光

大 阪 市 北 区 真 砂 町 三 二 番 地 ・電 話 @ 5 9 5 1 - 8 番

木 社 ・東 京 都 中 央 区 京 橋 一 丁 目 三 番 地

支 庖 ・札 幌 ・仙 台 ・名古屋 ・大 阪 ・広 島 ・福岡

大阪支庖営業所 ・京 都 ・神 戸 ・福 井 ・金 沢 ・富 山

5  



去を大阪支庖

取締役支居長 武 藤 幸

産 建 設日@  

社本

4  

西 松 建 設 株 式 会 社 関 西 支 底⑮ 
.  

雄逸

東京都港区芝西久保 i桜川 町13番地

大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 丁目 41番地

電 話 大 阪 代 表 (94) 8  4  3  1 番

原姥取締役支庖長

社

庖

本

支

底支阪大組
日

，

a

i

 

ロ

ド

I

株 式

会 社

『

@  

勝

大 阪 市 東 区 横 堀 町 二丁 目七O 番 地 ( 電 話 @ 代 表 5 0  3  5)  

庖 ・東京都港区赤坂青山南町一丁目一番地( 電話東京 (408) 代表2171)

庖 ・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡

手リ村牧取締役支居長

本

支

-t 

底務工木藤

式

社

株

会@  
庖 ・大阪市東区両替町一丁目 一三 電話 (94)451- 4番

居 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O

香 川 県 高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 二

出 張 所 ・京 都 ・名 古 屋 ・津 ・岡 山 ・新 居 浜 ・徳 島

木

支

， 

"  

藤 田 組 大 阪 支 底

式

社

株

会@  

聖書室 村 島 良 雄

大阪市北区堂島中二丁目 三八番地 電話( 代表) @0757@5379

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 の 五

支 庖 ・横 浜 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・九 州 ・札 幌

6  



社設 株 式 会

社 長 斎 藤 武 幸

副 社 長 柴 田 光 三 郎

副 社 長 上 野 正 夫

支 庖 長 大 久 保 重 明

本 社 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3  

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁 目 2 2

建子別

+  

雲 を 真 柄 組 大 阪 支 底

聖書室 漆 村 重

大阪市天王寺区生玉寺町六番地の七 電話⑪1272 ・1273 ・1274若手

本 社 金 沢 市 弓 ノ 町 二 五 番 地 電話 金沢 代 表 @1266番

支 庖 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋

営 業 所 金 沢 ・富 山 ・福 井 ・大 津 ・京 都 ・岡 崎 ・神 戸 ・和 歌 山

+  

組ホサ松
式

社

株

会

。
土

口

本 社 ・大阪市東区京橋二丁 目二八番地電話代表大阪 @ 3 1 7 1

支 店 ・東 京 ・札 幌 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 ・水戸 ・京都 ・福知 山・岡山・ 呉 ・高松 ・八幡 ・大分・沖縄

雄村松取締役社長

阪 (44)代表 8951

京(241) 代表3261

岡 ・大 阪

良 ・岡 山

井 建 設 顎 大 阪 支 底

雲建主 伊 豆 倉 武

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁目 一 九 番 地

本 社東京都中央区日本橋室町二ノー( 三井ピノレ)

支 庖 所 在 地 札 幌 ・横 浜 ・名 古 屋 ・広

大阪支庖管轄営業所京 都 ・神 戸 ・和 歌

電話大

電話東

島 ・福

山 ・奈

ー--AI‘

ー_. . .

ーー一ー・4‘

⑥ 

底務工山
主

円

式

社

株

会⑨ 

来

市 北 区 茶 屋 町 3 7 番 地

大 阪 ( 問 1314 ・1315 ・1381 番

原湯代表取締役

阪

話

大

電

7  



組上品井

式

社

株

ムー司惨

蔵

電話@0530・2823・4038・4782

電 話 葺 合 @ 0  9  1  4  

福上

大阪市都島区東野田町二丁目一五番地

神 戸 市 生 田 区 加 納 町 三 丁 目 一 番 地

井代表取締役

本 社

出張所

組西
A  

--. 

式

社

株

メ』

: A  

松

電 話 ⑪ 8231- 3

電話 (341)4 4  7  6  

電 話 ③ 6 0  6  0  

電 話 富 雄 3 0 9

電 話 芦 屋 2 2 2 6  

佐 藤 音

大阪市天王寺区上本町七丁目二番地ノ ー

東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地

神戸市生田区下山手通四丁 目四番地ノー

奈 良 市 学 園 町 南 二 丁 目 九 一 五番地

士 屋 市 山 手 町 一 二 O 番 地

取締役社長

本 社

支 庄

出張所

出張所

営業所

r苓、

"'*JI 

組岡
株 式 会 社

@  
良B

屯話 (312)0776(代表) - 0779 ・0770蒋

(661)  8  2  7  2 悉

岡

大阪市北区堂山町八九番地

東京都中央区日本橋茅場町

二の一( 共同 ピノレ)

京都市右京区嵯峨明星町一

取締役社長

底

庖

本

支

話電

番8  1  5 ・21  4  (86)  電 話庖支

⑧ 
栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

勇

本 社 大 阪 市 西 区 北 郷 江 迎一丁目 三一番 地 電 話 @ 代 表 5801

東 京 出 強 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 江戸橋 栗 本 鉄 工 所 内 電 話 (271)代表6371

和歌山出 張 所 和 歌 山 市 関 戸 高 松 二 五 六 番 地 電 話 ② 8 7 7 7  

上村取締役社長

組井坂

式

社

株

会

⑩ 

y台

電話@9331- 4 ・4664

電 話 西 宮 ② 5248

盛崎

大阪市北区太融寺町五六番地

兵席県西宮市産所町八五番地

ー

l

 

E

E

，
，
J

 

代表取締役

本 庄

出 張 所

8 ・



。

〈診

大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 木 戸 口 信 義

本 庖 大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 堀 町 五 四 番 地 電 話 大 阪 ⑪ 代 表2672 ・3880

支 庖 和 歌 山 市南材木町三丁 目 二 番 地 屯 話 和 歌 山 ② 3 2  2  5  

営 業 所 京 都 市 下 京 区 揚 梅 通 烏 丸 西 入 電 話 京 都 @0  4  7  9  

出 張 所 泉 大 津 市 我 孫 子 六 九 番 地 電 話 泉 大 津 1 6  7  5  

雲 語 大 末 組

取締役社長 山 本 末 男

本 社 岸 和 田 市 加 守 町 六 二 六 の 一 番 地 電 話 岸 和 田 貝 塚 ② 代 表7221

大阪営業所大阪市浪速区元町四了目二二七のー悉地電話@ 代表 5 6 6  1  

和 歌 山 出 銭 所 和 歌 山 市 新 婦 北 の 丁 三 丁 目 一 七 番 地 電 話 ② 9 4  0  4  

ーのお長谷川工努盾
ピル経営

取締役社長 長 谷 川 武 彦

本 活 大 阪 市 東 区 淡 路 町 5 の 2 T E  L  @  7646- 9 

東京支庖 東京都千代田区神田美土代町 2 T  E  L  (231)  1591- 8 

④ 
不 動 建 設 株 式 会 社

取締役社長
庄 野 勝

本 社 大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 五 七 番 地 電 話 @ 代 表 4 7 7 1 - 7

東 京 支 庖 東京都中央区銀座東八丁目四番地( 燃料会館内〕 電話 (541) 5711- 21・直 通0967

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 り 五 丁 目 一 一 番 地 電 話 @ 代 表 5141 ・直 温9997

其 他 営 業 所 神 戸 市 ・八 幡 市 出 張 所 堺 市

9  



⑪ 
長 谷 川 組 株 式 会 社

取締役社長 長 谷 川 為 一

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

屯 話 (77) 4  1  4  8 ・7 3 2 2 ・9 9  2  9  

工 作 場 大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三

電 話 (77) 9  0  4  4 番

水 野 建 設 25 大 阪 支 庖

取締役副社長 水 野 久 一

取締役 支庖長 水 野 正 三

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 120 屯話大阪 (34) ( 代) 3931- 3933 

工 作 場 同 北 区 鶴 野 町 7 1  屯 話 大 阪 (37) 1  9  2  1  

本 庄 京 都 市 下 京 区 西 七 条 市 部町17 電 話 (37) 8052・8277・5360

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

⑮ 
望 月 建 設 株 式 会 社

取締役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 上 ー ノ 一 八 屯 話 i @614- 5・801- 2 ・3805 ・7913

工 作 所 豊 中 市 圧 内 東町 2 丁目 37 ' . : u話 @  1  1  6  番

Fご、

ｾ＠
22 入

取締役社長

本 社

倉庫 ・工作場

木 工 務

八 木 一 郎

大阪市阿倍野区阿倍野筋 1 丁目 25番地

屯 話 ⑪ 1626 ・5772 ・9256 ・8990

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 3 丁目 10番地

電 話 ⑪ 1 0  5  3  

大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 3 - 5

底

o
e
 

ー 一

矢 島 建 設 株 式 会 社

取締役社長 矢 島 浩 二

本 社 東 京 都 千 代 田 区 内 幸 町 一 丁 目 一 番 地 電 話 東 京 (591)代4181番

大阪支庖 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 @ 代5837番

取締役副社長

也

支 庖 長

支庖 ・営 業 所 仙 台 ・名 古 屋 ・福 岡 ・蒲 郡

10 



居

会 社

工 務

業 株 式

株 式 会 社 金 山

金 山 建 設 機 械 工

代 表 取 締 役

〆ヘυ  
良日次伊山金

T  E  L  (94)  5  4  6  6  - 8  大 阪 市 東 区 内 淡 路 IIIJ 1  - 2  社本

T  E  L  (661)  3  R  3  3  東 京 都 中 央 区 日 本 橋 痢 留 町 1 - 2  東 京 支 庖

階)4  ノレピ東(堺8  6  3  町瓦中市堺庖支堺

@  
社会式株

三Tlt

at)ζ 建宰大

平

大阪市東区今橋 5 丁 目2 番 地 T E  L @3317 ・7178 ・@9443

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 松 江 ・ 富 山

広 島 ・伊予三島市 ・静 岡 ・近江八幡市 ・大垣市 ・岡 山

幸沢大取締役社長

社

所

所

業

張

本

営

出

務

米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男

庖工田米

⑮ 取締役会長

代表取締役

株式会社

電話 (77) 代表7771番0155番

電 話 四 日 市 7 6 5 8  

大阪市天王寺区逢坂上ノ町 7

三 重 県 四 日市市江田町1582

本 社

営 業 所

特別高圧並に一般高低圧包気設備工事全般

エレベーター ・クレーシ ・コンベ ア並 lζ 輸送荷役用機械全般

日 綿 実 業 株 式 会 社 特 約 庖

南 電 械 株 - t dぉ気 機 宮

本 社大阪市西区靭本町一丁目八十ｾ地電話 Ｈ ＴＴＩ 0030 

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 横 綴 四 丁 目 四 十 三 番 地

包 括 (27) 0  5  1  4 ・3 5 6 1 ・3 8  1- 2  _  (26)  4  Jl 4. ｾ＠
名 古 屋 市 中 区 宮 町 一 丁 目 八 替 地

日綿実業株式会社名古屋支庖機械部内 電話代表 (97) 8111 

東 京 都 練 馬 区 豊 玉 上 二 ノ 四 番 地 包 話 (991) 4274 

社

部

部

気

械

電

機

河

名古屋営業所

東 京 営 業 所

所

田 中 式 温 水 缶 及 ガ ス 風 呂

作製呂風中田

賀

A

V

正

雄
日召

中田者表代

電話 (64) 5313 ・8128

11 

大阪市浪速区元町 1- 742



年新賀謹

芝込

';z:s; 協材建本日

昭 和 3 7 年 元 旦

社 団 法 人

丁 目 170 番 地1  大 阪 市 西 区 京 町 掘

⑪ 5  5  9  0 ・5 0 9 2 番話電

電 話 (44) 5  0  9  2  

電 話 (23) 7  1  7  2  

電 話 ( 4 ) 5 4 6 9  

電 話 ( 3 ) 5 3 3 9

電 話 ( 3 ) 1 2 5 9  

常 設 展 示 場

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁 . 自 1 7 0

大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 近 畿 建築会館

広 島 市 鉄 砲 IUJ 1  0  8  

高 松 市 中 野 町 8 8 1 の 1

福 岡 市 住 吉 松 月 町 4 9  3  

新 日 窓 壁
a、

.昭

"  

パピロ〉壁

I  

ωす芯' かベ'

瓢ωすぎかぺ

壁事目
の- 繊 維

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 橋 電 話 大 阪 @ 5756- 9

営業所 明石市西王子町 1 丁 目 3 9 m話 明 石 5  8  5 2  

営 業 所 網 岡 市 西 唐 人 間T 1 番 地 包 括 楠 岡 ぬ 7 3 7 3  

製 造 発 売 元

12 



( いろは版j )

大阪i I i .!l u戊! XJ : k今虫 IIIJ 凶丁目
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電

一
一

材
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建
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式

社

t . .  

3三三株

フじ

業

法
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一
ぬ
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一
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ゆ

一

庖

一

ト

日

↓

料

・寸川

d

E

イ

タ

ι山

1

E

装

一

材

事

圭

圃

ラ

レ

似

一

イ

風

汁

築

賀

i

均

一

J

1建

'hμ

田

ヌ

止

[

ニ

式

記

年

フ石

新謹

才τ

岩

0 6 1 6 - 7  師事話雄古島長:!'J: 
他。J

そ

大阪 di j ! 1i 区新聞IJJ t i単一丁目 53

=

関

@

=

区

話

=

市

電

一

一以

2  

社

t . .  

:z:s: 

績

王℃株

場

キオ

弁

工

長

新

ネ上

日
③印ノレ ー フイ Y グ ・フエノレト

g 向j 砂 付 ノ レ ー フ イ ジ グ

印 石和il ワエノレドノレ ー フイング

隊問椴 ・地下宅防水且耐阪工事 ｩｾ＠ ieD?i  I  

衛 生 陶 器 ・同 附 属 器 具 所業営阪大

一
勝

式

社

総

会

伊

器陶洋東

電 話 @ 4 5 1 8 - g ・1 424 
美

1

 

4

芯

q
長日fi販 売

東 洋 フ レ ン チ 瓦 ・ S 型 瓦

東 洋 ス パ ニ ッ ν ュ Ji

東洋日本 型瓦 ・ 陶ｾｊｩ

製造眼光 ・ ｾ任路 工

造製

大 阪 市 天 王 寺 区 大 泊 三 丁 目

125  

電 話

社
ム
一
品

、

w

ガ

・r
株

木

瓦洋洋東

3 0 7 6 - 8  ⑫ ν  宵長社

大 阪 市 北 区 南 垣 田IJ 1  

究 所口 研

日T

城阪大
j正 式

会 社

暖 冷 房 ・給 排 水 . f換 気 ・衛 生

汚 水 浄 化 装 置 ・ 大 正 便 所

以 針 ・ 施 工

7 5 7 5 - 7  @  
話電平ロかお長刻.

目

B

7

-

n
h
u

n
h
u
 

J

n

u

e

u

 

一

5

1

遜

・

・

レ
U
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寸
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4

1

 

U
U

4

2

 

m

1

1

 

区

@

@

西市

話

阪大

勾

電

庖商弥
野p

株 式

会 社

蔵甚野P

:R ネム

接

物

圧

金

ス

築

ガ

建

大 阪 市 北 区 水 脈 問 56

兵 衛 商 ! 苫重村奥
n 王t

会 社

R

H

ス

ス

」

プ

王c 経 f12 鉄

式 3 プ ラ

王t メ タ J レ ラ

式 ク リ ッ

逃

進

進

進

円

M

口

M

H

M

同

H

4 1 3 1 - 3  @  話電術兵重村奥長社

大 阪 市 北 区 堂 島 上 一 丁 目 24

社

よ』

ヨミ式株

喜

針R

す→T

ｾ と津河
室 内 談 飾 設 ，11 施 工

: 容掛 ・リノリ ューム ・ア ス タ イ ル

オリエンタル' タロス . ニッポンクロス

カ ラ ー ク ロ ス 製 造 発 売 元
1  3 5 1  - 4  @  話官置助之1羊河長社

大 阪 市 北 区 高 垣 間J 8  
式

相

株

会
業工学レ

U

F

4
什

l
酸耐

プ ラ ス チ ァ ク l潟 水 耐 酸 工 事

各 槌 レ ヂ γ ラ イ ニ Y グ

ベ プ コ グ リ ッ プ デ ッ ク

ダ ク ラ テ ッ ク ス 5 6 0

@  4 957 ・49 5  8  

@ 0178 - 9 ・4161

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町25

E苦電

社

彦

会

邦

式

井

-
ι

ト

，4

a

4

a

 

松

業

長

産

社

置玉
石 氏 ・ セ メ ジ ト ・ 壁 材 料

雑品切に ii お 代 到 ! 応

コ ガ ネ ラ イ ト ( 姪石) 悦 活 眼 光

5 6 7 5 - 7  
② f苦電良日太孝置玉長社

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 78
P

九

ふ

ム

F

可

.

，

よ

ヲ

命

ι

株

会
業工装塗林竹

Z善玉工装塗般

6 4 3 1 - 3  @  話電昭林竹長?J: 業負
圭ヱ1::.

ロ円

大阪市浪速区さl主町通三丁目 20

社会式株板

よ』

口速?良
ロ

叩

ド

ツ

庖

誕

一

理

お

ボ

ル

代

f

ド

会

相

丸

一

ホ

イ

、

J

板

一

v

J

一

ャ

ド

ロ

ニ

一

グ

ク

ベ

ボ

カ

[

ハ

モ

ツ

事

マ

一

各

ヤ

ホ

オ

2  2  0  1  @ 代 表話電
士

口秋石村長社

大 阪 市 北 区 弱i 笠 間J 50  

( 堂ヒ・ノレ)庖商谷室

株 式

会 社

フロ ー リY グ( プナ ・ナラ ・サクラ)

吸 音 似， ボ ー ド， 販 売 並 施 工

内 装 材 各 種
;;;r; (312) 2  0  3  1  - 4  

危水山谷室長社

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 a J J 7  

式 会 社

姥 材 特 玲 制 子 部

経 政

株子硝田村
工

庖

ム

工

施

理

ズ

E

1

代

リ

4
3

↓

7

K

プ

計

版
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・

立
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ク

設

s
e
J
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y

円

L
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5
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リ

プ

販

似

ク
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ト

磁

務

ラ

i

各

各

ガ

製
電 話 @ 4  5 8 0 ・3 3  6  7  国

株

会

大阪市東淀川区新高南通一丁

目14
クト

村

/  

長ネJ:

ケ
式

社

電 話 @ 0864- 6・1416・1658市消木主令長社

大阪Tlj 南区安堂守柄通二丁目

3  
社本主百日

F

L

u

-

'
十

ム

-
Z

4
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F
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:

出

体

口

付

飽
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5 0 9 1 - 6  
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代 表 52 ! 日Q ｾ＠
ｾ＠ 8  7  3  1  

話

タ

⑧ 

大阪市西区阿波陸中一丁目 5

電 話

電

J レ

虫IS

イ

良日

市

一

太

タ

伊

信

田

日

田

平

長

長

ネ上

平

*1 

式

社

株

会

式事工ノレイ



電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

一 - 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど'利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

A

一
品
会

株 式

会社

設計施工

22大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

取締役社長 菅 谷 三 郎

庖 大 阪 市 西 区 江 戸 姻 一 丁 目 60番 地

m 話 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山・ 高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表〕

京都市東山区大和大路正面上ノレ電話京都⑥4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電 話 ④ 5 8 9 2  

庸口城代表取締役

庖

所張

支

出

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201) 3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐堀通大岡ピノレ 7 1 4 号

包 括 大 阪 ⑪ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札幌市北四条西16丁目 l 番地高田屋ヒソレ二階

電 話 札 幌 ②00 10 ・09 56 ・③ 4 661

名古屋市中区南大津通一丁目千代田ヒソレ522号

電 話 中 局 @1 ・7 6 6

創 業

大正二年

16 

名 古 屋 庖

庖

庖阪

幌

式

社

京

株

会

東

大

キL

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ループ ドレイン製造販売

( 1日斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順慶町通一丁目四四番地

電話大阪｀ 代 表 ＴＴＹＶｾＸ ・ ＴＹＹＳｾＴ 番
東京都千代田毘丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電話 Ｈ ＲＸＱ Ｉ Ｑ ｾ 6505- 8悉

金 沢 営 業 所 金 沢 市 首 咽 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井出張所福井市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 、丁 九 電 話 高 松 ②5195

j苫本

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

段 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐姻通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1  7  1  ｾ＠

東京都港区芝田村町 6 丁 目 匂 話(431)代表7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話③代表7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ 電話@9153審

神戸市生田区北長狭通 2 丁 目 電 話 ③ 代 表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 定 話 ⑧ 代 表4731

社須

東 京 支 底

名古屋支庖

:京 都 支 庖

神 戸 支 庖

l福 岡 支 底

鹿

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷役運搬機械 ・環境衛生施設

化学 ・鉱山機械

機 工 業 大 阪 支

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役文庖長 池 田 英 太 郎

大阪市東区高鹿繍 3丁目 1番地 電話大阪(202)代表3071

本 宿 東 京 都 千 代 悶 区 有 楽 町 1 丁 目 10 番 地

支庖 ・出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・広島 ・仙台 ・富山 ・金沢 ・高松

工 場 鶴 見・六 郷・中 山・高 槻

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装 置

設 計 施 工

材 社

大 阪 支 応

大 阪 市 北 区中ノ島二丁目( 新朝日ピノレ 5 階)

電話大阪③印41 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目一

広 島 市 基 町 一 ( 朝日 ピノレ)

建

式

社

株

会

給 ・排水・衛生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

言語西原衛生ヱ業所大阪庖

本社及東京支底

営 業 所

連 絡 所

電話大阪@3415番大阪市大淀区中津南通 4 丁呂 44

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 @ 7031⑧6793

東京都中火区宝町二 ・六( 村、ド ピル2階)( 561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー ③1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松 江 市東本町四丁目一四九 5098  

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 安 巴 町 二 二 @ 1158

株式会社

本 社

出張所

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

電 @ (代 表 ) 2  6  1  3 ・ ( 代表) 9  4  3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 ④ 1 7  7  8 ・ 4 3 8 6  

名古屋市中村区牧野町 1 - 6 電話1 9 ) 0966 

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 (911) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 電 ② 1 3 7 5

営業所

所張

M

M

出
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暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装間

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中 ノ島 3 丁目 3 番地 ( 朝日ビノレ 8 階)

匂 話 大 阪 ③ 7 6 4 1  ( 大代)

本 社 東京都千代田区神田駿河合 4 丁目 2 務地

l環 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

株式会社 栄 商

取締役社長 中 山 敏 正

本 広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二丁目一幕地

円、 謡大阪 ｀ ＳＳＹＱｾＵ 務
支 宿 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 (351j 2  1  7  7  ｾ＠ 8 務

神戸出強所 神戸市生田区下山手通八丁 目三三 ｭｾ 元町ｇＩ ＳＰＳＵ 帯
鵡 雌 所 京 都 市 中 京 区 高 倉 通 三 条 下 ル lu 結 上 ③割 問

三沢出現所 i' f 森県三一沢 市 上 久 保 三 - 11! 部 大三沢36帯

ム

宮

温湿度調整装置、暖 房

冷房 、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 印 刷O 電話大阪@jj SF;私。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ー 10

rn 話 (281) 2  6  3  1 ー

仙 台 支 応 仙 台 市 新 伝 埼 町 6 0  

電 話 7 3  ::l Z  

名 古 屋 出 銭 所 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 ! 日，S 3 一 空

電 話 ③ 9  ::l 

。緩冷房 空 気調和 環境衛生工事一切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町50 北大阪ピル

電話大阪 ③ 代 ＸＶＷＵｾＹ ・ ＴＹＵＳＭＵ

東 京 支 広 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 ( 筋6) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5 9 4  

名古屋支庖 名 古 屋 市 中 区 域 代 町 7

電 話 ⑧ 4 6 9  0 ・4 3  1  7  

営業所・出張所 下関 ・金沢 ・藤沢・新潟 ・八幡 ・京都

冷房 。暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 抹 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 - 7  1  

電 話 (35) 2  8  0  6 ・5 0  6  3 ・9 3  5  5  

本 社 東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 17 番 地

霞 話 (921) ( 代表) 6  2 9 4  

支庖出強所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松・広島

空気調和装置、各種冷凍験

設 計 ・製 作 ・胞 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三務地( 毎日 大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6  ( 代表)

木 社 東 京 都 中央区日 本橋兜町三丁目二四番地

支 j吉 東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

工 場 東京 都足立区下 沼岡 町 Ｓ ＶＰ ｾ 存地

暖 房 ・冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生

温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

株式会社 朝 日 工 業 社

大阪前北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 広 東京都港区芝浜松町 2 ー 7 m (431)  7  3  4  1  - 5  

北 海 道 支 庖 札 幌 市 北 四 条 西 15丁目1 I ! ②2203・⑤5374.5969

仙 台 文 防 仙台市元寺小跨( 五城ピル) 沼 ② 8061・③目9261

名 古 股 支 応 名古屋市中区東向町 6- 5 lfi @  1270 ・1484

広 島 支 信 広 島 市 大 手 町 8 - 155 : 屯 ③ 7 9  4  9  

綴 附 支 活 福 岡 市 薬 研 町 3 電。 0788・@O296

|  温湿度調 繋・暖冷房 ・換気給排水・衛生設備

設 計 並 胞 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

本 社 点郷市中京区両主主l町通リ自li 小路上ノレ

大 阪 営 業 所 英 語 翁h協 議[-i 矧鵠ii ig
fIi 話 ⑧ 8 8 2 9  

四日市営業所 四日市市浜田商末広町' i l . i 話マ与03・3665

津 営 業 所 津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 10

媛房・冷房・温湿度調整・衛生設備 |  

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会 社

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

大 飯 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪速 どノレ 六 階

包 謡 大 阪 @ 直 通 2 0  8  5 ・5 7 2 5  

( 代) 9851- 9 ・9951 - 9

東 京 東 京 都 千 代 . 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  ｾ＠ 3  

出張所 愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ と ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サ ッシ・ ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鏑 機 株 式 会 社

大阪営業所 大 阪 市 北 区 宗 是 P l J 1  (大 ピノレ〉

' む 大 阪 代 (44) 8  6  2  1  '1作

本社 ・工場 東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 祷

本社 ・分室 東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大関ヒソレ)

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6  ｾ書
営 業 所 名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工
電 気 工 事 設 計 施 工

社

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 ー 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電 話 ( 481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川・ 福 岡

A

令

官株 式

畠 -

ヌL浅 海 電

本

社

大 阪 市 北 区 野 的 111) 六 ) L

¥[ i 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1- 5 務

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

氾 ; 活 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. 6.  

ココE式株

e: :  

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所所業

，、、"

g  

電 気 工 事 全 般 設 計 施 ・ エ

社

. 6.  

::Z:J> 

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校町二五帯地

m話 大 阪 代 表 @8131- 4 ⑧7263 ・2144

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・新 宮 ・御 坊

村
ム
『
，

取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地( 日産生命館)

ill 話 大 阪 @ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜松町( 大門ヒソレ)

出張所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 慨

福 岡 ・富 山

号

一
回

t

a

-

-

原栗取締役社長

. 6.  

::Z:J> 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 側 代 3 0 5 6

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(5
L

4; 1)7464 

大阪南 北 海道 ・名古屋 ・四日市・福 山 福 岡

e: :  

ヌLト 電マヤ株式会社

組本止l取締役社長

社

東京営業所

本

盤

国

風

間

包

ぴ

作

社

電

装

著

者

担

地

印

刷

番

地

問

制

時

地

同

時

受

止

動

一
一
一町

、

h
R

F
四

5

格

5

一

刊
需

1

4

8

3
タ

s

d

z
一
1

=

一3

六一

州

十

9

K

5

1

t
期

制

一

綿

J

町

日

ト

5

+
間

四

日

日

川

i

u
品

、

綱

9

T

O

T

以

丁

8

5

電

船

隊

血

友

式

回

一

f

=
一6

町

飴

分

方

一

間

5

0町

。

安

筏

町

番

司

逆

遠

・

へ

殊

一

一

一

川

時

制

お

す

人

誌

帥

町

蝉

・

ス

端

株

J

京

新

京

Z

2
も

8

六

時

間

小

刷

業

日

東

町

東

…

時

笹

川

起

用

・

監

当

引

都

港

]

阪

市

{

三

イ

.

z
筒

都

路

巨

大

昼

話

間

話

市

作

懲

置

子

一

・
9

・b

滞

京

町

筋

古

品

操

作

装

ト

ザ

電

東

従

来

電

大

恒

名

電

車

広

動

操

動

γ

7

.
，

社

場

庖

所

所

所

白

方

自

ロ

t

:

張

強

張

ヌ

E

タ

+

T
本

支

払

機

速

度

フ

一

割

Z

正

刷

出

品

動

動

、

湿

種

t

E

目

古

陪

白

色

白

混

合

ノ

森

京

工

大

名

制

広

所張出

事

エ

エ気

計

電

設

電 気 工 事 設 計 施 工

社

施

e: :  叫 ・ -f.¥. ... 合』

ヌ" 1不 エi 言文

取締役社長 山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 尚 三 丁 口 三 朝 日 ピ ル 7 階

Hi 阪 大 阪 府 @ 9 5 3 1 (大 代 波 )

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 期 通 リ 四 丁 目 十 一 審 地

111 館 大 阪 応 @_ 5 2 0 1 番 ( 代 表 ) - 3  

出強 所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 回 町 六 番 地

m ff百 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

電陽朝

社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町50(堂 ビJ レ3 階)

電 話 旦l?l U. ? !  i代とー5

大 阪 市 大 淀 区 i向 江 北 2 丁 目 51

電 話 附 5 1  4  8 ・6 6 4 6  

東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 4 丁目 10番地

f査関 ビル 3 階) 電話 (5 S.1 ) 5590- 2  

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 2 ノ l

電 話 岡 7 1 4 6  

. 6.  

コヨE式株機電宝

庫

底

島一

本

J 色、

μ  

支

営業所

電気設備工事・設計・施工
電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

Q

一
品式株

ｾ＠

ヌL電本中
社

. 6.  

::Z:J> 式株

e: :  

ヌL
電東j工

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 11百三 丁 回 一 五

氾 話i @ 5 1 4 3 ・5 3 7 3 ・9 5 9 4 ・21 3 4  

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目 一 一 三

屯 話 @ 2  1  9  3  

正本中取締役社長

ネ土本

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

m 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京・都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

本

支

織器工場

資材倉庫

出強所
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「 鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

ゆ

式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商

. 6.  

ココE

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 ' ; 電話@ 0098 ・5837 ・8729 ・6810

北陸 営 業 所 金 沢 市 三 構 町 7 - 1  7  屯 話 ③ 1 0 8 6  

電 気 工 事 設 計 施 工

メ株 式 会 社 三 興 社

取締役社長 坪 井 大

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 IHJ 50 ( 堂ピノレ 7 階)

電 話 ⑧ 2 1  3  8  ( 代) - 9  

支 広 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 m: 地

電 話 @ 1  4  7  8  ( 代) - 9  

出張所 堺 ・ 下 関

青写真とマイク口フィルム

株式会社 内 タト 写 真

製図 ・トレー ス ・複写写真

大阪市北区堂島北町16 T  E  L  @  9055 (代表)

リグノイド床・床材料

製造・販売・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 庖 大阪市西区南姻江上過一丁目 三一

電 話 大 阪 @ 3 4 2 6 - 7

PAI NT I NG CONT RACT OR 

株式

会社

- 塗 装 工 事 請 負

林 塗 装 庖

TEL . 大 阪 @1756- 7・東京 @ 1335 

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工事)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 縄 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 ( 94) 応 31 ( 代) - 5  

支 唐 名 古 屋

出強所 東 京 ・ 岡 山 ・ 門 司

一→ート

. ' ! l i 療誌・犬家託
各種瓦主主工事務負業

皇室 佐 村 木 商 庖

( 昭和36年11月 1 日より下記l乙移転)

大 阪 市 東 住 吉 区 西 長 居 町 8 1 1  

電 話 (691)  3  3  6  8  ( 代表)

.a<¥:;:.. 窃 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 批

大阪市浪速区西円子町一0 一七替地浅町駅貨物入号門前

電 話 (53)  4  8  9 0 .  ( 54)  0 8 0 8 - 9  

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネジート

外壁シリコン防水

製 造 。 販 売。責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取締役社長 山 下 謙 治

本 社 大阪市東住吉区間辺東之町 3- 109 電大 阪 @ 9  0  8  6  

営 業 所 大 阪 市 東 住 吉 区 駒) 11 iBJ 3 - 5 4 霞 大 阪 @437唱・ 7筋。

出 張 所 広 品 市 比 治 山 本 町 1 1  8  0 電広島 o 4  9  6  7  

出張 所 東 京 都 新 宿 区 花 園 町 46 1K東京 (351)5298・5264

17 



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0  0  0  

電 話 ( 891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 市 北 区絹笠n J J 1 8 番地( 衆稽ピノレ 3 階〉

匂 話 ⑧ 9 1 5 4 - 7

名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商ヒソレ) 0 お78- 9

福岡市橋口町15番地の 1 ( サンピノレ3階) @8825 

本社及工場

名古屋支庖

福岡 出張所

大 阪 支 庖

カーテンウオール

アルミニウム

ズ

ス テ ン レ ス

ン口プ

許特

所防予滅殺蟻白式平松

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野図 レ ミ コ ン 特 約 販 売庖

プ ロ ッ ク

セ γ トラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

奈 良 市 南 城 戸 南 方 IUJ 28 

( 近日移転先)

奈良市登大路二番町( 博物館前) 電話 奈 良4ω 8

出張所 奈良市 春 日 町 尾 団 組 内 包諾6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 11汀 2 6 3 9  

包話 奈 良 40 9 8

大 阪 市 北 区 曽 綴 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 佐橋m停曽根崎新地西入) 電話 大阪 ｾ ＱＲＷＴＭＶ
支 庖 ・ 東 京 ・神 戸 ・ 姫 路 ・徳 島 ・高 松

の 新 建 材

g ・"

揚巻-線五-t ューム苦

ベンキけー 'V).iわし

⑩.  

プ リ ン ト 合 板

ピ 弔 オ シ

九 t章 夫 非 弘

美 犠 ， 、 本 "

'1 ｚ Ｇ ム守吻ｾ

又一尺- : 1: ョイナー

曾

ヒ

れ

商

昨

仰

い

幸

官

一

一

一

畑

制

量E

骨

工

社

場

軽 量 鉄

設 計 ・ 施

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  

m 話 @7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 田

電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 8  6  8  向 島 西 1 9  

本

工

FUTABAYA DECORATORS， LTD.  

建 築 物 船 舶 等 造 作 工 事

家具 ・建具 ・室内装飾工事

内 外 織 物 ・敷物類一式

設 計施 工

製 品 製 造 発 売 元

キ

ム

4

A

1

 

会

問的

一

エ

の
1

』

F

R

画

。

1

・

制

前

V

町

け

-

Z

幸

同

問

医

幻

，4
1

a
引

I

t

-
-

、P

戸
、J

v

b

ロ

削

山

遼

柵円

浪

g . g  

⑥ 

⑨ニモ空警官;日芸品土

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電 ( 天六電停西北 2 丁)

話 ・大阪 @ 3321 - 3 ・3630
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手口大

.J.. 

瓦

雨風 l乙強く緩勾配 iζ 最適

超軽量荷重( 坪当37貫〕

和型より安い

組 大 仏 瓦 各 種 和 洋 瓦

美術タイル・工事請負

京都市東山区今熊野池間町九 ⑤ 3555 

大阪市東区内淡路町一丁目 @  975 

名古屋市瑞総区堀問通一丁目 ⑧ 2703 

洋

発 光 元

大 仏

本 応

大 阪 営 業 所

名古民営業所

止
防

宇
洛

量

釘

風

軽

入

耐

定

運

搬

安

局

ナニワ緩勾12罵

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

批

大

阪

市

浪

謹

一

訂

子

自

七

回

ニ

霊

堂

口

六

五

矢 橋 大 理 石 商 庖

所

大阪市東区高麗橋二丁目 九 野村ピ ノレ万，断

電 話 大 阪 @ 4 2 5 7 - 8 務

張出阪大

株 式

会 社

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 P号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国 道 野 里 電 停 前

製造元 東 京サンヒァ ト商 会 電 大 阪@0417・4091

建F

決然、えない建築資桜

ｍ ｪＱｾｾ遣置昌
工

'

L

J

F

間

一

一

白

需

ケ

卜

市

1

A

-

開

~

7

ガ

即

答

月

f

w

厄

M

R

U
笠裂亀絡

凶 ｾｴｭ 盤魁温
キーンヌセメント

各種焼石膏

告野宿膏太阪支庖

吸

音

テ

ッ

ク

ス

社
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ク ス 床 材 の 決 定 版 . ノ

TL軍ザ干グ7 日・，) グl

;TL苦ザ11'1.7

11

0‘y lJ

* フ ロ ー リ ン グ はランパーコア合板式で狂いがなく

簡 単 に 張 る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が 一 定 し て い ま す か ら

取 扱 が 便利 で す そ の 上 値 段 は 寄 木 の 泌 位 の 格 安 で す

* ブロック は タ イ ル 式 で コ ン ク リ ー ト や 級 の 上 に 接

着 剤 で 簡 単 に 安 価 に 豪 華 な 寄 木 張 の 床 が 出 来 ま す 0

..( 各々樹種はなら、さくらがございます )

製 治 元 天 塩川 木 材 工 業 株 式 会 社

関西 総代理 応 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 様 堀 6 了 目 2 1 包 括 大 阪 ③ 1 0 2 5 ・5 1 2 7

小野田バーライトの特性を活かした経匙 ・断熱 ・耐火 ・吸音

| 坊湿の諸点が特に卓れた強化気泡コンクリート板

が簡易にできる特殊着色七メ ン ト

⑬帽RP!?q容の

20 

御 問 合 せ は 最 寄 り 工 場 へ

東 京 工 場 東京都江東区i奈川豊州 | の!

神 戸 工 場 神 戸 市 灘 区 灘 浜 IsT 3  

名古屋工場 名 古 屋 市 港 区丸池田T I の l



何よりも安心できる 年 限 仕 様

〈ぬ

地 区 組
メロミ.

員 名 f主 所 電 3舌

( 株) 久 {呆 商 庖 大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 北 @ ゆ207- 8 ・4836- 7

近
( 株) 木 下 謹 三 商 庖 大阪市西区江戸掘南通 5 ノ35 土佐沼@汚408 ・5486

( 株) 井 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸堀下通 1 /  7  上佐堀@渇531- 5  

( 株) 大 和 商 42斗2  
大 阪 市 南 区 高 津 町 4 番丁 73 戎 ⑬ 221- 4  

( 株) 石 回 建 キオ 底 大阪市東淀川区元今里北辺り 1 /  31 盤 崎 @ 3340 ・3505

自使

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍聖子区畑町 1 ノ51 戎 i@3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町38 登由奇@渇555- 7

l頓

日 本 猿 苛 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 富 田 町40 ｾｴ＠ @ 1804 

不

石 弁 建 材 有 限 会 社 神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁目 湊 川 ⑤2140 ・2697

同
( 株) 中 出 商 ｾ＠ 神戸市兵庫区上沢通 6 ノ 9 湊 川 ⑤4630

)  

タ ア

ノ、.  

ヤ y  商 庖 京都市下京区四条大宮南入学校前 壬 生 ⑮4468

田 島 応 用 化 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ノ74 土 佐 塀 @洛951代表

東 岡 田 建 材 株 式 会 社 名古屋市西区西菊弁町 2 /  12 函 ⑫ 057 ・0121

( 株) 名 建 尚 ｾ＠ 二 名古屋市中区宮出陣] 41 / 2  中 ⑧1329 ・2817 ・2106

海
品 縞 主主 材 庖 名古屋市中区材木町 1 / 12  本 局 ⑫3295

::11: 

北 川 工 業 株 式 会 社 金 沢 市 西 側 町 8 金 沢 ②4552- 3  

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 首 業 所 富 山 市 奥 田 新 町23 富 山 ②2218 ③ 1014

北 川 工 業 ( 株 ) 揺 弁 営 業 所 福 井 市 大 和 中 町70 福 井 ②4532

陸

( 株) Ｎ ￧ｾｊ＠ 工 務 底 高 岡 市 大 坪 旭 町 2 丁目 32ノ 1 高 岡 2463

( 株) 小 島 工 務 1高 富 山 蛍 業 所 宮山市神，i I t t : : r 3 区 1003 富 山 ②8221

中

苛 感 建 材 株 式 会 社 広 島 市 鉄 砲 町108 中 ② >2281- 4  

青 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 間 山 市 東 田 町 3 岡 山 ②7911 ・8169

国

( 有) 里子 甚 商 庖 岡山市内山下30ノ 10 岡 山 ②4272

( 株) t兵 原 鐙 ｾ＠ 庖 尾 道 市 若 宮 町 尾 道 2760

四
( 株) 浜 原 主 主 商 底 防 ! 符 支 庖 防 府 市 大 林 寺 防 府 1037

国

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 尚 松 市 宮 脇 町960 高 松 ③5034

正 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番 町21 松 山 ②8161- 5  

九

育 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 福 岡 市 万 行 寺 前 町14 東 ① 1225- 6  

州

高 稲 工 業 株 式 会 社 長 崎 市 大 級 阿138 長 崎 ④1726

建設省阪建22号認可 出 資 金 6 0 0 万 円

星
西日本アスフ到し卜事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 一 7 4  

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代 印 区 神 田 岩 本 町13 ( 田島応用内)

北 陸 ・ 東 海 ・ 近 畿 ・ 中 国 ・四 国 ・九 州

T E L  @ 代 表 5951

T E  L ( 866)代表 6101

21 



22 

燃 え な い 家 を 造 り ま し ょ う

わ が 国 で 11， 毎 年 火 災 の た め に 4 00 億 円 に 近 い 災 大 な 損 失 と . 大 量 な

不 幸 を 生 じ て い ま す 。

tム途は. 一 日 も 平 〈 ニ の よ う な こ と か ら 解 放 き れ な け れ ば な り ま せ ん

そ の た め に は 燃 え な い 強 築 材 料 が 必 要 で す 。

当社では， こ の 婆 望 に 応 え る た め に . 最 適 の 建 築 材 料 と し て . す で に

欧 米 で 大 抵 に 使 用 さ れ て い る 「 戦 lit 形 鋼 」 を ， 当 社 川 崎 製 鋼 所 の 桁 鋭 設

((，7で 生 産 し て お り ま す 。

こ の r ， 隆 盛 形 鋼 」 は . 特 く て 丈 夫 な 「 薄 鋼 板 」 を 冷tUJ 成 型 し て . 各 位

の形鋼を大. f i I : に生産E す る も の で 価mも 低 廉 で す二

角 形 鋼 管

角 形 鋼 管 は 断 面 性 能 が 著 し 〈 す ぐ れ て お り ま す の で 、

形 鋼 を 組 み 合 わ せ て 溶 接 し た 角 形 鋼 な ど に く ら べ る と 、

持 封 書 の 必 婆 が な 〈 、 均 質 で 信 頼 度 に 宮 み 、 軽 震 で 取 級 い が

た や す く な り 、 そ の 上 経 済 的 で あ る な ど 有 利 な 特 徴 を も っ

て持ります。

。

住友金属工業株式会社

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 4 丁 目 3 1電艦{ 大代袈) 大阪 (2田 ) 2剖 l

主 社東京師千代田区丸ノ内 1丁目 8ノ6( 訴住宜ピル} 電話( : k 代理到来車 (2102211

緬 同 世 量 所 福 岡 市 天 神 町 5 8 書 ( 天神ピル 8 階) 電笛福岡町9 5190.3582 

広 島 官 軍 所 広 島 市 抵 屋 町 8 岳 地 { 広 電 ピ ル 内) 電信広1 1 ( 2)7471 ・7596

4 古島骨露関野 名古履市東区久島町5 9 ( 住宜商事名古屋ピル} 電歯名古風間1"曲 匝2

仙 台 骨 轟 所 仙 古 市 東 l 番 町 1 1 東 l 番 丁 ピ ル 内 電話仙台。胞団1 - ( 5胞制3

札 幌 骨 量 所 札幌市北大通商4丁目 6(住友生命札幌ピル内} 電 信 札 幌 (，) 0  3  7  8  



電気工事ゃ設計実施工

適 正 配 線 の

御 相 談 と 御 用 命 は

当 社 へ

近欲電急エ李総え合ゑ|

取 締 役 会 長 佐 藤 太

取 締 役 社 長 大 森 久 司

本 底大括討司口茎南扇町11 電話( 対号詞大阪 312- 1281

支 窟* 支 社 大 阪 北 ・大 阪 商 ・京 都 ・神戸 ・姫 路 ・奈 良

和 歌 山 ・滋 賀 * 名 古 屋 ・広 島 ・東 京
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日本包メント

関 西 事 務 所 大 阪 市 北 区 梅 田 町47番 地 新 阪 神 ピ ル 6階 電 話 大 阪 (36) 3351--6 

本 社 東 京 都千代田 区大手町 1丁目 4 番地

事 務 所 北海 道 ・東京 ・名古屋 ・関西 ・九州

出 張 所 仙 台 ・ 広 島 ・ 高 松

包 装 所 釧路・函館 ・青森 ・下板橋 ・横 浜 ・新 潟

名古屋 ・大 阪 ・糸 崎 ・広 島 ・小 倉

ヨＭｾヨ・セメント
| 犬阪窯業セメント株式会社 1

本 社

東 京 支 底

名 古 屋 支 底

工 湯

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 泊 l 丁 目 2 5  j析 大 ピ ル 内

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 郵 船 ピ ル 内

名 古 屋 市 中 村 区 住 友 銀 行 名 古 屋 駅 前 支 底 ピ ル 内

大 阪 ・ 伊 吹



Jl I 野 田 小 野 田 普 通 ポノレ トラシ ドセメシ ト
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小 野 田 高 炉 セ メ ソ
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小 野 田 フラィア ッ乙ノ ュ セ メ ソ

小 野 田 白 色 ポノレ トラシ ドセメシト

小 野 田 カ ラ ー セ メ ユノ

11¥野 B:l U ) ( シト

キ土 長

東京本部

大阪支庖

安 藤 豊 禄

丸 ノ 内 ・ 鉄 鋼 ピ ル

梅田・第一生命ピル

宇 都 普 通 セ メ ン ト

宇 都 超 高 級 セ メ ン ト

宇 都 中 庸 熱 セ メ ン ト

-T  

宇都セメツト φ

@HI車;議
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取 り つ け 易 い
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発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

大 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 3 丁 目 2 得 Jt 包 ' ; ( L 話大阪 ( 64) 1156- 8  

東 京 出 張 所 東 京 都 江 東 区 亀 戸 田T 2丁 目 114 (新協相ピル内) 電 話 東 京 ( 681) 8425 
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西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株)

大阪市北区神山町26 (富国 ピノレ) @ 6 5 0 1  

朝 日 建 材 工 業 ( 株)

高 松 市 木 太 町 洲 端 2 1 6 9 高必 ③ 3 1 8 1

旭 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大阪市城東区野江西之町 1 ノ44 (931)  3  5  6  1  

尼 鉄 建 材 ( 株)

尼 崎 市 西 向 島 町 2 7 0 @ 6 3 0 1  

( 株) 岩 住 鉄 工 所

大阪市西淀川区千舟東 2 ノ31 @  5  1  2 3  

栄 進 鋼 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町2- 2 (931)  8  2  6  1  

( 株) 栄 進 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 1 ⑧ 7  1 7 0  

大 阪 機 工 ( 株)

大阪市大淀区豊崎西通 1 ノ 4 @ 0 6 6 4  

大 阪 建 材 工 業 ( 株)

堺 市 松 屋 町 1 ノ 6 (022) ②3323 

( 株) 大 阪 鉄 工 所

大 阪 市 西 区 本 因 町 1 ノ 4 4 1@1 2 5 4  

大 阪 理 研 工 業 ( 株)

豊 中 市 大 字 洲 到 止 3 5 9 ⑧ o  6  6  1  

加 地 シ ャ ツ タ ー 工 業 ( 株)

大 阪 市 生 野 区 中 川 町 3 ノ15 ⑬ 1 0 2  0  

川 鉄 建 材 工 業 ( 株)

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 町 魚 崎 神 戸 (85) 4343 

( 株) 関 西 鋼 業 製 作 所

大阪市城東区野江中之町 2 ノ 5 (931)  6  0  4  5  

( 株) 建 ' 鋼 社

広 島 市 中 広 町 1 0 0 2 広 島 ③ 6 6 1 6  

下記協会買ヘ l

昭 和 銅 機 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 3- 155 @  6 0 5  1  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

尼ケ崎市南竹谷町2- 89 電 話 (40) 6  3  4  1  

( 株) 高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 居 浜 市 久 保 田 5 0 1 - 1 新居浜 4 0  5  3  

大 建 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大 阪 市 東 区 野 江 東 1 - 1  2  (931)  3  3  5  1  

谷 山 調 機 ( 株)

大阪市城東区野江東之町 2 ノ 2 (931)  7  1  9  1  

中 国 理 研 サ ッ シ ユ 〈株〉

広 島 市 舟 入幸町612ノ 1 広 島 ③ 2 0  ｾ＠ 1  

東 京 鋼 板 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市北区絹笠町18 ( 衆塔 ヒツレ)

( 株) 中 本 鉄

大 阪 市 福 島 区 海 老 江 下 2 ノ74 @  6  5  7  3  

浪 速 建 材 工 業 ( 株)

大阪市滅東区野江中之町 1 ノ 9 ( 931)  1  1  7  1  

日 本 建 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 蒲 生 5 - 39 (931)  0  0  7  1  

日 本 建 鉄 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区堂島上2ノ36(毎日産業 ピノレ) @6758 

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株)

大阪市東区備後町( 綿業会館)

( 株) 汎 建 製

大 阪 市 此 花区恩食島北之町11 @ 2 9 0 3  

不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市西淀川区御幣島中 3 ノ 4 @ 7 6 5 1  

( 株) 三 高 製 作 所

大阪市東淀川区西中島町 7 ノ69 (301)  0737 

理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区宗是町 1 ( 大阪 ピノレ) @ 8 6 2 1  

一 機 工 . 業 ( 株) 大 阪 支 庖 l 六 甲 工 業

大阪市東区高麗矯3- 1(東綿ピノレ) ( 202)  3071 

c  
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金ｆｾ 一一主ー ι 一一ｼ

日

ニL レ

a  
d、、

タ ・ コ ン ペ ヤ

ホイスト・リフト・クレー シ・エスカレータ

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

本 エ レ ベ ー タ 工 業 K . K
本 . 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 丁 目 天 天 阪 急ヒソレ

電 話 大 阪 σ 5) 4  9  ，，2  7  ( 代)

東京営業所 東 京 都 台 東 区 長 者 町 2 ー 7 豊 富 ピ ノレ内

電 (831) 7  9  4  9  ( 直) (866)  5 '2 7 6  ( 代)

ヱ 場 太阪市東淀川区小松中通 5 丁目 6 番地ノ 2 電 話 (38) 0 3 6 3

( 内 外 式 電 動 目
ベンチレーター .  

建 事 産 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス屋 被

内 外 式 ス カ イ ラ イ

工 場 ・プラ ッ トホーム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 最 適

ト

30 

電 気 扇 付 屋 上 強 制 捜 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐堀船田T23 ( 大阪商工ピル ) T E L

工 場 大阪市城東区天王田町 1 の 141 T  E  L  

(44 )  3983 

(98)  1149 

最 良 の コ ン ク リ ー ト毛rd呆言正する ・・・・・・・

各 地 の 工 事 現 渇 で ポ ヅ リ ス は よ り 良 き

コ ン ク リ ー ト の 為 に 使 用 さ れ て い ま す 。

高 度 の 寄 種 製 品 と と も に 、 テ ク ニ カ ル

サ ー ビ ス の 御 用 命 を お 待 ち い た し ま す 。

白書マスヲ- I ! ' J Lg . ース" 株式会副

本 社 東京都千代田区大手町 2 の 4 ( 新大手町ピル ) 電話 但11)2781- 5

大 阪 出 護 所 九 阪 市 東 区 北 浜 3 の 7 ( 広 銀 ピ ル ) 電 話 但02) 3294- 6

名古屋出頭所 名 古 屋市 中区新栄町 i の 6 ( 朝日生命館内) 電既 (24) ｾ＠ 2  8  5  

網 岡 出 頚 所 福 岡 市 天 神 町 9 (西日本ピル内) 電話 (75) 7  4  7  1  

仙 台 出 強 所 仙 台 市 東 二 罫 T 6  8  ( 1]; 士 ピ ル J 竜踊 ( 3) 8 6 3 1

札 幌 出 彊 所 札 幌 市 北 三 条 西 2 丁 目 {桑沢商高肉) 電話 ( 5 ) 7  1  7  1  

二本木出張所 続潟県中顕械郡中郷村 ( 日，二本木工場内} 電話 ( 中郷) 5  1  

. 岡 出 張 所 富 山 県 高 岡 市 向 野 本 町 ( 日曹高岡工場内 ) 電話 ( 高岡 ) 2001 

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 番 種 ベ ン チ レ ー タ ー

言生 計 施

コ ン ク リ ー ト 表 面

耐 磨 耗 責IJ

エ

マ ス タ ー プ レ ー ト

コ ンク リ ー ト 表 面

カ 号 ー 耐 磨 耗 m

カ ラ ク ロ

モ ル タ J レ

無 収 縮 、 注 入商IJ

2 ニ i ‘ "' "'

コ ン ク リ ー ト ・ モ ル タ ル

防 水 貌 水 斉IJ

ス テ ア ロ リ

.  
; /  

コ

^  

コンクリー卜- t = ロスランフ

ウ オ カ ピ リ チ イ 憎 進 剤

ル ブ リ リ

^  



f  

サッシ ＲＮ 伊ーーシヤ ｉｾｉｊﾭ

民E! 1

関胃腸; 時間制
'

J

J

・-
、

‘  

瞬島幸司 ｦｾ 沼目白冨
本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

電 話 大 阪 301ーo 7  3  7  ( 代 表 )

扉 ， 55 5  

ン グ で 扉 の 開 聞 が 軽 快 ・

ｾ端吻トヒ ｺ ，顎
ロ ポ ン デ ラ イ ジ ン グ に 依 る 完 全 防 鍬 加 工 品

特 徴

ロ 回 転 紬 官11に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 包 た 耐 久 品

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 一 五 一 番 地

大 阪 (74) 4655 ・ 0189 (716) 0188 番

.  
-

一ー ー 司ｾ｟ Ｎ ｟ Ｎ Ｎ - 一 -

1・，.:・1 ・・..・・.....・・.. . . ・・・. ・- .・ j . . . -: Ｚ・Ｎ・・ＮＭ ＮＮ ｾ・、 ｡ ・ Ｎ Ｚ Ｎ ［ＮＮｾＮ Ｎ＠ : . ・. ・〉・: :  ｾ＠ .-. ."  -...-・・:.! ... .. ..・ . - I二・1 竺，.・J ・. . . - I. .! ..;・o . ・1 ・.-.'0:. ・. 二2よ."，

寄 木 貼 床 板

フ ロ ー り ン グ
施 工 請 負

プ ロ ツ ク

ベニヤフラ ッν ュドアー
造 作 取 付

グ ラ イ シ ダ ー 床 削

6夢幻 寄 木 商

. 6.  

' %s> 

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 沼 6- 49

電 話 @3  7  3  1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1

31 
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超硬骨材に顔料、薬品等を配合 した 粉末高IJ でその俊水練り、金銭仕上げの為特に技術を要せず、

色ムラ、ノ口汚れ等の紋点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美しく 清潔、耐水性に富み

価格低廉でありま す。 ( 坪当り材事1 f t ￥ 950) 仕上り厚き約2 引3程度

学校、工場、病院、事務所、商底、ガレーヂ、ガソリンスタ ン ド、住宅の 玄関、流 し、 . 浴室等

に最 ｾ ￬ 重であ ります 。

製 造 発 売 元 . 大阪市此花区四貫島旭町l ー3 T  E  L (46)  l i 94 

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社 工 場 大 阪 市 此 花 区 四 貫島 旭 川

tI . G. C武

N.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M3 8 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外Z 業株式会粍

脇 山 静 夫

本社大阪市阿倍野区旭町一ノ五一電話 ｀ Ｓ ＴＳＴｾＶ

工場 大阪市阿倍野区畑町二ノ六六

経 験と ⑥ 技 術

y. c. コンべス( リ初イド)

大 阪 ヨ レ 父 ス 建材示主

ｾ百
綜合建築設計への 道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋コンク リート 造建築

の設計監理

2. タ. イヤモンド トラス ・ジグザグトラ

ス・平行トラス等

各種大張問鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P AT . O式ぐ織本式) ヂベル及ク ランプ 《

、、間切ぷ

一 地 質 部 ボー リング・建築物基礎工 、v v  

事の為の土質 調 査

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

〈旧絵本建築設計々算事務所 ・絵本特殊構造研究所・合体)

東京都中央区日本橋かきがら町 3 の2 電話 (671) 6443 ・7007 ・7062

‘  
.  

1  



標準セメント 防水材・特許ニッポン

特許ニ ッポン防水液 ・急給液一号( 噴水急止)

二号 ( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニッポシ

施工指導並ニ責任模範施工 Standard 

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所書1] 製) セメシ ト防水材特許権実

施工場

( 大阪営黛所) 北区 芝 田 町 六 八 電 話 大 阪 ⑧7916

( 本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

神戸⑥2723
大阪市東住吉区桑津町三了

φ
日

-

ト

邑一

問
問

随
一

'A
一

輔

H

一。
一

申
一

回

伊

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

ガス風呂

田 中 風 呂 難 儀 京

大阪市浪速区元町1丁目 742 但 ν賑 橋 電 停 前 電話@ 5313 ・8128

亀 井

室 内 装 飾 紙 麗、舗 床 材 一 般

東リ拘ーぺ吋ト発売元

株 式 会 社

窓掛、鍛帳 、 日際 、壁紙

東洋リノリユームの

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (25) 1  3  5  3  ( 代) - 6 

ｅ ヨヨ ｾｈｾ ミ ｊ ・

シヤν9・

大阪工場 大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁 目 句 作4) 5750 ・8必4

東京工場 東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁 目 包( 741) 0160 ・1733

⑩ 

鋼 製 建 具

製 作 ・ 販
ヲτ盆己2  

栄 進 鋼 業 株 式

#o.  

社Z コZ

犬阪市城 東区野江西之町2- 2 電 話 城東 @8261- 3番

支 庖 ・ 福 岡 営業所 ・広 島 ・長 崎
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ｾ田タイル

.圃.

.  
2  

岩 元 式

iスカイライト並努勢lべンチレーダー

サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈

ふ
ム

・4

4

・

会

側

日

H

℃

町

0

]

エ

里

一

~

朱

駒

山

4

4

区

6

業

賊

一馴

.

¥

司

話

「
』

阪

園
田

大

電

一

冗

柑

岩

(ZC二[ 持) 1818務長 サ 965明会網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス

波 板 ・平 板毛 ラ イ トチ ・ アダ イ

( 硝子繊維強化ポリエステノレ板〉各種波，す法( 長尺物有)

大日本硝子工業株式会社⑮ 製 造 販 売

大阪支底

本 社

，
，

 

I

』

a
y

アスファノレト防水工事農

アスフアルトタイノレ工事選

各 種 床 工 事 室

アスフアルト専門工事

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事

ｾ＠

ミ耐酸モノレタノレ工事

pl { 業z  産会耐阪大

電話大阪@1333番

34 

大阪市北区浮田町82番地



r  

J '  

ふ

.  

浪建式

アルミサwシュ・ドアー

スチールサ，リシュ・ドj ' -

シヤゅヲー. ; tベレーター

lトカライジシク泌浬I霧完感

謝 醐h 一製造販売ー

盆組出: 孟

第二工場 建 捗

浪速建株Z業株式会社

蹴 m州

全国線代理屈 |  

本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 電 話 大 阪 ③1171- 3骨

第 二 工 場・ 大 阪 市 械 東 区 茨 回 横 堤 町 四 一 番 地 電 話 大 阪 @ i 153 ・ωu番

東京営業 所 ・東 京都中央区銀座東六丁目木使館ピル六号館 ＶＰＷ 号室電話東京 ＨＵ ＴＱＩｾＱＱ 番

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 { サ ン ピ ル 肉 ) 電話 福岡 ③ 8462書

出 現 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電話 大 分 1 3 6 6 番

-
陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

Ｇｉｉ Ｎｾｉ ミー陪Ｗｫ帯

- 御申越次第カタログ進呈

コ- J f ータイト

特許奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾紅

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 の 3

T E L 銀 座 (571) 2703 - 4 ・2370 ・ 4064 .  0264 
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連 築 i宥め接着争) k  (丈

｀Ｊｾド
木 工 用

テ ッ ク ス 閉

ボ ー ド 間

七 メ ン ト モ ル タ ル

補 強 用

宕ク'JY 用

ボ ン ド C H2 ハ ー ド ボ ー ド 用 ボ ン ド C V  2000 

オミンド K イ七 粧 キ反 用 オミンド G s  

オミンド C Z

ビ ニ タ イ ル 用

オ王ンド G I00 

そ の 他4ナ ラ ン

オミンド E  木 材 構 造 用 オミンド K R  1 7 0 種

製 造 元 22 小 西儀 助 商白 ボ ン ド工 場

見 本 カ タ ロ グ 進 呈

営

業

所

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地 電 話 ( 2  3 )  2047.  2057 (代表)

東 京 都 中 央 区 白 本 橋 本 町 3 丁 目 1 番 地 電 話 (241) 5 5 2 4- 5 ，(直 泊)

分室 ・東京都中央区日本橋本町 1 丁目 7 番地 電話 (241) 2  1  91- 4 ， 2  54 1  

名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町 8 丁 目 3 番 地 包 括 ( 5 3 ) 8 1 3 1 - 4  

札 腕 市 北 四 条 来 1 丁 目 屯 話 ( 4 ) 0 9 7 6

工 場 大 阪 ・ 東 京

‘ 1  
、 a  ， 

.  
、

ｾＶＭベ建築ドＮＮＮ

事る[ ! J 邑吃祐喜多

住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 と 提 携

1 、
九

建の 2重焼付塗装で

⑮ 大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社 町で! 回制で l 回

， 

w  

‘  

本 社 工 場 堺 市 松 屋 町 1 の 6 電 解 (2) 3323- 7

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 2 1  電 (75) 0836- 9  

名古屋営業所 名古屋市東区東新進町 2 の 7 電 名 (97) 7264 
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j l S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ

E問屋議書
盟主主

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

22ミ 陶 腸 化 工 社本 社東京 ｭｳｾｾｬ …… ｬ 削班点 ｻ ＷＸＱ Ｉ ＱＷＱＵ
収締役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 撲 所 λ 阪t市|打f京成刷[ X : 丙今堅町 2 4ω8 屯 品 ⑧ 476邸5 .寸0∞0仰6ω33

.…..山…..山.“…….“山…………..川山…….“山山….“川山11川111川 叩11川11川11川E“ 川E

戻謡明 セメント 11 強 防 水 剤

同ｾＮＮ ｾ づ句-7-イ1- 8雪

掠式会社日本セメント防水剤製造所

川 越 町 2 - 31 曜日越ピル) '，U  ，11; ⑧ 2626 ( 1( ( ; 凶)司刊 i

似

紘‘

附

動

動

2S株式舎私自* シャッター製健所

ブ 司 工 場 東 l;' ， 1i.¥I品i 支庖営鍵所名占佐川1 ' : ｉｾ＠ 附
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建築と社会
第 l 号第 4 3 鮒

昭

和

二

十

四

年

三

月

十

九

日

第

三

種

郵

便

物

認

可

をキオ

① 

朝 日7 レキs.- 7/LiIi ード

建燃不定法

. - L.  

ニ己住ノレビσ3 てま念

昭

和

三

十

七

年

一

月

二

十

日

印

湘

(

毎

月

廿

五

日

発

行

)

昭

和

三

十

七

年

一

月

廿

五

日

発

f

朝日スレート

部事目& 7ロベスト
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線 式 会 社 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 r.i 辿 5 ノ 3 5  

?世話

商

砂 町 5

電話 @  0207 - 8 ・4836- 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 . k . 通 l 町 1 9  11! 話 ⑧ 6161 _， 4  

合 名 会 社 利 倉 孝 商 庖

大阪市南区長嶋繍筋 2 ノ20 GI 1<<i 堀句停前)

電 話 ⑮ 例71 - 2. 0371 ⑫ 76ω

京都営換所 京耶市中京区河1M町必川下ル 旬 結 ⑧ 3 2  7  7  

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 情 筋 2 ノ 3 6  

11! J/; ⑬ o  1  3 7 ⑧ 3  2  8  6  

限 会 社

田 町 1

電話 ③ 2 6 9 7 . 2 1 4 0  

宮

冗

鳳

刷

タ テ パ ヤ シ 商 庖

京 都 市 下 京 区 大 宮 泊 四 条 下 ル 電 話 @ 4 4 6 8  

岡 田 建 材 株 式 会 社

名 古 屋 市 西 区 西 清 井 町 2 ノ 1 2  

電 話 ⑧ o  1  2  1 ・2 0  5  7  

広

5  4  0  8 ・ 5 4  8  6  

庖

部

株 式 会 社 名 建 商

名 古 w 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ Z

電 話 @ 1329 .  2106 ・ 2817

-<>-

=  

イ呆

区 奥

久

市 北

株式会社

大 阪

金

百

五

十

円

。ω

町

32

 

6

 

7

1

 

0

 

2

 

cυ ⑧

③

 

z

a

 

E

』

社

電

電

キ土

? 宮路② 2281 - 6

? 世: 6② 7911 ・8169

電 話 ③ 1 2 2 5 - 6

② 5566 - 8  

関西三星タイル会員

日 東 物 産 株 式 会

本 社・ 名 古 屋 中 区 点 瓦 岡r 3  9  

舷阜出張所 舷 1;.¥ rl 1 竹 屋 町 2 7  

青 盛 建 材 株 式 会

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  

岡 山・ 開l 山 市 東 田 町 3

福 岡 ・ 福岡市万行 ｾｦ 耐 ｉ 町 Ｑ 4  

有

区 抗

建 材

rli 兵J j J i

石 井

神 戸

送

料

共

電 話 大 阪 ⑮ 9 6 4 8 ・9 6 4 9 ・9 6 4 0

復 替 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

御 入 会 の 御 申 込 は ・・・

「建 築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7  


